















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。









　一体、どれほど遥はるかな道のりを歩いてきたのか。

　己の心血に染め上げた剣の道を想おもい、悠ゆうは面めん金がねの中から日章旗を見上げ、静かに笑った。

「これより県大会予選、男子個人の部、決勝戦。選手の紹介を致します」

　後ろを振り返らず、見上げた旗から首を下げつつ記憶を辿たどる。

　たくさん笑った。たくさん泣いた。

　もう二度と手放さないとまで誓った剣なのに、憎さで眠れない日が何度あったか。

　それでも自分は、今、ここに立って剣を握っている。

「赤。秋しゆう水すい大学付属高等学校三年、乾いぬい　快かい晴せい選手」

「白。藤ふじの宮みや高等学校三年、水みな上かみ　悠選手」

　藤宮高校男子剣道部部長ではなく、ただの水上悠として呼ばれたことが今は嬉うれしい。

　眉を下げて首を傾けて、「しょうがないよな」と笑ってしまう。

　すると向こう側に立つ男も被かぶりを振って、困った顔で「しょうがないよね」と笑っていた。

　ふたりきりの頂点で、何度も遊んできた一年だった。

　けれどもう、無邪気に遊べるのはこれが最後になるだろう。

「お前には、似合うなあ。『常そ勝れ』が」

　一年前より広がった視界には、無二の親友が背負う旗が。

　彼の周りを取り囲み、想おもいを託した者たちの姿が、きちんと見えていた。

　きっと快晴の目にも、自分が背負う何かが見えているように。

「正面に、礼──」

　共に、立場を背負った。

　この戦いが終わったら水上悠は藤宮高校男子剣道部部長に戻って、乾快晴は秋水大付属剣道部のキャプテンに戻って。どちらかが倒れるまで、慈悲なく殺し合うことになる。

　だから──そうなる前に、最後に。

　とびっきり盛大に遊んで、楽しいさよならをしよう。

「じゃあな、快晴」

　共に戻れぬ三歩を踏みしめて剣を抜き、惜別の笑みを交わして。

「始めっ！」

　ここに、最後の戦いが始まる──。









　早朝の清涼な空気の中を、肩を揺らして悠ゆうは走る。

　家を出るときには薄闇に包まれていた街もすっかり明るく、髪を揺らす春風は暖かい。

　最後の曲がり角を勢いよく曲がってゴールの自宅前に駆け込むと、腕時計に走らせていたタイマーを息を吐いて止めた。

「……っし。新記録！」

　ばくばくと心臓は鳴っている。成長の手応えとこれから始まる一日への高揚が、まだまだ行けるぞと悠の全身に熱い血潮を送っていた。

「……お？」

　ひらひらと、何かが風に揺られて落ちてくる。悠は鍛錬でぼろぼろになった左手を差し出すと、それを優しく手のひらに乗せてやる。

　桃色の花弁。さわさわと吹く風は、桜吹雪を連れてきて。

「──また、春が来たんだな」
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「悠。今日は新学期初日ということで、ちょっと母のお願いを聞いてくれないか？」

「ん？　いいよ、何？　帰りにスーパーでも寄ってくる？」

　ランニングを終え、朝食を食べ終わると、食卓の向かいから母が封筒を滑らせてきた。

「お願いは二つ。叶かなえてくれたら、年度初めなのでお小遣いを二千円上げようと思います」

「だっ、誰を殺やればいい!?」

「こんな単価で仕事を請けるな……。今日からしばらく、自転車登校は禁止だ。ここに入れたお金で通学定期を買い、部活の引退までは電車で通学すること」

「えっ……？　でもいい運動になるし、お金も」

「大局を見て欲しい。確かに端はした金がねと僅かな時間は節約できるかもしれないけど、その分自転車は事故に遭う確率が出る。大会前に怪け我がなんてしたら、部員に顔向けできるのか？」

「……そうだな。できない。了解です、甘えさせてください」

「うん。もう一つもこれと似ている。今日から毎日、体重と体温を測って記録すること。異変が出てきたら即報告して、練習は休んで被害を最小にすること。体調管理も仕事のうちだ」

「はい。二つとも、守ります」

「よろしい。……口うるさくしてごめんね。私は、こんなことしか出来ないからな」

　とんでもないと首を振る。母親が自分を理解し、尊重してくれることが何より嬉うれしい。

「昇給ありがとうございます。水みな上かみ部長」

「礼はいいよ、水上部長。……お弁当、もう出来るから。今日は早く出るだろう？」

「うん。定期の窓口混んでたら嫌だし。何から何まで、痛み入ります」

「期待してるぞ。結果で応えてくれたまえ」

　母親に信頼して甘えきり、悠は自室に戻って登校準備を始める。

　制服のブレザーに袖を通しながら、ふと、勉強机の正面に貼ったコルクボードを眺めた。

　ここには、みんなとの思い出の写真が沢山貼ってある。

　記念すべき一枚目は、忘れるはずもない快かい晴せいとの個人戦後の屈辱ツーショットだったけれど。

「……期待してる、か」

　その隣に貼ってある二枚目だって、忘れるはずもない。

　丁度一年前の全国決勝後の写真。

　雪辱を果たしたツーショットでは、笑顔の自分が優勝杯を持ち、快晴の肩を抱いてピースサインを光らせていた。

「任せろ。今年こそ、個人も団体も完全優勝だ！」
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　気持ちのいい朝の青空に、藤ふじの宮みや高校に響く予鈴のチャイムの音が抜けていく。

　もうすぐ三年Ａ組初のホームルームが始まるが、悠に去年ほどの緊張や高揚はなかった。

「見たことある顔ばっかだなあ。今年もよろしく、俊しゆん介すけ」

「ははっ、悠は毎回大おお袈げ裟さなんだよなー。今更そんなかしこまんなよ！」

　悠の席の右隣で、城きの崎さきは椅子の前脚を浮かせて後ろ二本だけで器用に座っていた。

　頭の後ろで組んでいる両手を見ると、自然とトレードマークのカチューシャに目が行く。

　昔と違って顔に生傷が増えたが、親しみやすい明るい笑顔は変わらない。

「いや、節目だけはしっかりしとくべきなんだって。春休み毎日会ってたとはいえさあ」

「まーなー。でも正直ちょっとくらいは女の子と遊びたかったっつーかさー……」

「五人全員で決めたんだから文句言うな。そんなの俺だって遊びたかったわ」




「せや、文句言うたらあかん！　あんたらには……うちがおるやん！　ばばーん！」




　教室の端から全力疾走、ずざざっと滑って颯さつ爽そう登場、誰かは言葉ですぐ分かる。

　元気いっぱいに纏まとった風でスカートを揺らし、ついでに最近はちょっと伸ばし始めた髪の毛を黄色のヘアピンと一緒に揺らし、千ち紘ひろは今日も笑顔で現れた。

「出やがったな、元気妖怪ちっひー！」

「朝からテンション高いなあ……。俺五時に起きて走ってんのにそこまで行かないよ」

「あっはっは。当たり前や上げてくで上げてくでー！　もうラストＪＫやもん！」

「終わる前の最後の輝きっすか？」

「おい」

「ちっひもそのうちヒョウ柄のかばん持ってうろつくようになるのかなあ」

「やかましい、誰が大阪のおばちゃんや！　アメちゃんあげるから落ち着き」

「「おばちゃんやないかい！」」

「…………ああ……これやぁ……！　実家帰って来たわあ……！」

「まあ安定だよなー。クロとはーさまもまたクラス一緒らしいぜ？」

「それは連絡に都合が良くて助かるな。ところでちっひ」

「ん？　なに？」

　首を傾かしげる千紘の両肩を逃げられないように持って、悠は真まっ直すぐに彼女の瞳を見つめる。

「かわいい。今年も一緒のクラスになれて嬉うれしい」

　ノルマをこなす。千紘は褒めたらすぐに、耳まで真っ赤になってしまう──。

「はいはい。だんなもしゅっとして男前やで」

　はずだったのに。今じゃ旦那の着替えを見飽きた嫁はんの如ごとしだ。

「……そろそろマンネリだよな、俺たち」

「元からあらへんトキメキやのになあ……」

　せやけどと、この一年主将として互いに背中を預け合った千紘が笑う。

「最後も一緒で嬉うれしいのはほんま。頑張ろなっ」

「うん。よろしくな」

　節目はしっかりとしたいところも、ちゃんと気が合う。頼もしい限りだった。

「なー悠、ちっひ。そんなことより新入生向けの部活紹介の挨拶、ちゃんと考えたの？」

「あっはっは、任せえ！」「俺らの能力舐なめんなよ！」

　千紘と悠は二人同じポーズで腕を組み、自信満々に回答する。

「うちらあほやからな。はーちゃんとクロちゃんがげんこー考えてくれんねん！」

「俺らはさも自分が考えましたってキメ顔で読んできます！」

「……政治家と官僚みたいだよな。オレらの代の幹部陣。今年はどんなのが入るかねー？」

　公立校の藤宮には、秋しゆう水すいや桐とう桜おうのようなスポーツ推薦がない。

　だから全てを賭けて挑む一年の趨すう勢せいを、どうしても運に任せるしかない部分があった。

「……仁じん先輩も、こんな気持ちだったのかな」

　恐ろしくて仕方がないような、楽しみで仕方がないような。

　半々の気持ちで昂たかぶる胸を押さえて苦笑していると、チャイムが鳴った。

「まあ、やれることやってこう。今年も人は来ないだろうけど、まずは受難の勧誘からだ！」
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　ところが放課後、剣道場は新学期初日からまさかの大盛況だった。

「──人、来過ぎなんだよなぁ……。道場に落とし穴作っときゃ良かったか？」

「ん。ガコッて落としたい。二桁も見学、邪魔」

「こらこらこらこら！　お前らが作った原稿のお陰もあるんだぞ！」

　部活紹介は大成功だったというのに、藤宮高校剣道部の頭脳担当は揃そろって胴どう着ぎ姿で不機嫌している。悠は不謹慎発言が漏れないように、黒くろ瀬せと葉は月づきを道場の奥に連行した。

「前年の実績からある程度予想はしてたが、ここまでとはな。めんどくせぇ……」

　冷めた眼まな差ざしを通す黒瀬の眼鏡の度は、去年より薄い。

　肌の色は変わらず屋外に出ないので不健康そうに白いままだが、肩周りはずいぶんとがっしりとした。目つきが悪い不健康そうな奴やつ、という印象を抱く者はもういないだろう。

「怖い髪して睨にらむなよ。お客さん逃げちゃうだろ……。去年の纏まといさんの例から学んでくれよ」

「……むしろふるいになっていいんじゃねぇの？　多すぎるくらいだしよ」

　黒瀬が右の前髪を一房、摘まんで眼鏡の前に下ろす。

　誰にも染まらず我が道を行く黒瀬の黒髪に一房、金のメッシュが入っていた。

「ん。蠱こ毒どく、必要」

　そう言って黒瀬の発言にこくこく頷うなずく葉月に、物もの怖おじしている様子はない。

　円まど香かから継いだ紅あかいリボンで止めた冬頃からセミロングの髪を撫なで、悠を下から睨にらんでくる。小さな身体からだに凝縮されたような圧に、悠は一歩後ずさった。

「は、はーさま。あんま物騒なこと言わないで……。実力見たいのはその通りだけど」

「まぁ、ある程度固めてからのがいいんじゃねぇの？　忘れんなよ。うち、『剣道部』だぞ」

「……そうだな。いいか二人とも、ここは『楽園』だ。ゆかいでたのしいぶかつだぞ」

「ん。入部届、クーリングオフ、ない」

　不機嫌そうだった黒瀬と葉月が、悪だくみをしてご機嫌に笑う。

　特に葉月は表情豊かに、いつも悠たち部員を癒やす笑顔をくれる。この笑顔があれば、男の調達に関してはあまり心配していなかった。

「部長、もう練習始めとかねぇか？　一年生は柔道部から畳パクって座らせとくとしてよ」

「いや、今日は初日だし全員揃そろうまで待とう。そろそろ二年生が──お、来た！」




「うぃっスー。遅くなりました」




　無駄に吠ほえ上がることなく、八や代しろ操みさおは丁寧に礼をして道場に入ってくる。

　高校に入ってすぐに変えた防具はこの一年ですっかりボロボロになり、威圧感がある。

　が、反対に顔つきは柔らかい。瞳からはぎらついた色が消え、穏やかな光が宿っていた。

「ん……？　水上先輩、この人たち何スか？　今日なんかイベントありましたっけ？」

　絆ばん創そう膏こうを外して剝むき出だしになった傷を搔かいて、八代は首を傾かしげる。気持ちはよく分かる。

「やしろん、信じられないかもしんないけどみんな見学だ」

「えっ!?　しょ……初日っスよ！　剣道部っスよ!?」

「だ、だよな。俺も未いまだに信じられない。でも折角来てくれたんだし、このまま──」

「……おい、お前ら」

　悠の言葉を遮って、八代は新入生の方を振り返って鋭い眼光を放つ。そして無む垢くなる男女（なぜか女の子が多い）に向かって、牙剝むき出だしで必死に吠ほえた。

「剣道だけはやめとけ！　マジで！　痛い辛つらい臭いの三重苦だぞ!?　せっかくの高校の三年間、棒を振ることねえよ！　今ならまだ間に合うから！」

「ちいッ、『教育』が足りてなかったか……！　はーさま、クロッ！　連れてけ！」

「処刑。部活反逆罪」「ちょっとお注射しようなぁ……」

「や、やめろッ！　俺は権力には屈しねえぞ！　なあやめとけマジで！　剣道部はヤバイ！」




「こんちはー。みんな何騒いでるんですか？　……あれ、この子たちは？　私のお迎え？」




「……んなわけないだろ、史し織おり。見学の子だ。頼むから余計なこと言わないでくれよ」

　彼女が道場に入ってくると、新入生たちがほうっと息を吐くのが分かった。

　一つに纏まとめた長い髪を揺らして、その美少女は百七十近い長身をぴしりと折り目正しく曲げ、静かに黙礼をする。もう初心者だなんて誰にも言わせない、堂々たる剣道人の礼だ。

　目を瞑つぶっている横顔は静せい謐ひつで美しく、まるで深窓の令嬢──。

「えっ、新入生!?　どうも、私、深ふか瀬せ先輩です！　剣道はいいから先輩って呼んでね！」

　喋しやべるまでは。

　史織は初めての『先輩』の響きに胸を躍らせて、シンボルの赤縁眼鏡をきらんと光らせた。

「……お前ら、ちょっとは勧誘しろよ。次困るのはお前らの世代なんだぞ！」

「そんな、出来ませんよ!?　無む垢くな後輩に剣道勧めるなんて先輩それでも人間ですか!?」

「おいーっす、城崎参上！」「ばばーん！　うちやでー！」

　わいわいと、全員集合。接待もいいけれどやっぱり練習からだ。

「よし。じゃあ初回の稽古、始めるぞ！　きっちり締めてけ！」

　号令をかけにキャプテン位置の上かみ座ざに立つと、窓を抜けて青空から風が吹きつけてくる。

　それは穏やかな春風と言うには強い、熱気を纏まとった新しい風だった──。




「こんちは────っ！　水上悠、いますかっ！」




　道場の全ての視線が、扉の前でアルトボイスを張った声の主に集まる。

　見覚えのない子が白しろ胴どう着ぎに白しろ袴ばかまを着て、肩に布の竹刀袋をかけて防具袋を吊つるしていた。

　背が低い。しかし綺き麗れいな顔立ちとつり目に気迫が宿っていて、それを感じさせない。

　一番印象的なのは、髪の毛だった。

　後ろで一つに括くくった黒髪の毛先が、蒼あお色いろに染まっている。綺き麗れいな鳥の尾お羽ばねみたいだ。

「はい。俺が水上悠だよ。君は？」

「……んん……？　本当に、あんたが水上さん？」

「どの水上を探してるのか知らないけど、藤宮に水上は俺ひとりだよ」

「ええっ、ほんまに？　はー……なんか全然弱っちそうやね？　ちゃんと飯食べとる？」

　道場の空気が、一気に凍り付く。ふはっと一気に吹き出した悠を除いて。

　すると後ろから、どすどすと足音を立てて史織が隣まで迫ってきた。

「ちょっと、悠先輩！　何笑ってるんですか!?　ていうか誰なんですか、この生意気女！」

　それお前が本当に言っていいかと返す前に、どすん！　という音が道場に響く。

　謎のかわいい子が、防具袋を床に落とした音だった。

「おい、誰が生意気女じゃ。このでか女！」

「でか女ぁ……!?」

「ボクは男じゃ！　間違えんな！　あんたのほうが失礼ちゃうとね!?」

　彼は遥はるかな異国からやって来たことを示すように、竹刀袋を床に刺して訛なまって叫ぶ。

「ボクは藤宮の新入生。九州の黎れい明めい中出身──樋ひの下した蓮れん！　強い人、相手してくれんね！」

　太い気骨に、どこか懐なつかしさを感じてしまう。

　気持ちの良い名乗りを聞きながら、蓮のことを既に気に入る予感がしていた。

「よし、分かった。じゃあ俺が──」

「水上先輩。ボスが簡単に出んなよ。……ここはまず、俺がやっていいスか？」

　挙手をする八代が、楽しそうに笑っている。ここは面白そうなので任せてみることにする。

「おい、樋下だっけ。お前わざわざ、この人ぶん殴りにそんなとっから来たのかよ？」

「んや。ボクには、他に目的がある！　水上悠はついでじゃね！」

　新しい人間なのに、どこか感じる懐なつかしさ。

　その理由を、悠は彼の瞳に燃える愚直な炎と望みから悟った。

「──ボクの野望は、秋水を倒してやることじゃ！」


















「始めっ！」

　──よし。腕見せてもらうか。

　八や代しろは蹲そん踞きよからすっくと立ち上がると、声を出さずに丹たん田でんに力を集中する。攻撃の一歩は踏み出さず、蓮れんを測る物差しみたいに両手で剣先を伸ばして様子を見た。

　果たして──一歩。

　藤宮待望の新入生が強い足のバネで前へと跳ね、牙を剝むき出だしにして吠ほえ上がった。

「おォおおおおおぉ─────────────しゃあァあああああッ！」

　小さな身体からだからびりびりと、声の波動が蓮から同心円状に広がり道場を走る。心地良い痺しびれ。その波を乗りこなすように、蓮は小刻みな足あし捌さばきで動き始める。

　加速、加速、加速──そして滑らかに。蓮の軌道は最高速に辿たどり着つくと、弧を描くような丸みを帯びて八代の目を惑わせた。

　──おお。何だコレ？

「はぁッ、しゃァ────やッ！」「ッ、と！」

　面のフェイントから小手へと、王道の変化で来る蓮の一刀を叩たたき落おとして鍔つば迫ぜりへ。

　それじゃあこっちからも一本──八代が引き技の選択を迫ろうと右拳に力を入れる。

　人が近寄ったときの鳥みたいに、蓮が凄すごい速さですぐ下がる。そして構えはそのままに、後方を遊ゆう弋よくするが如ごとくＵ字の軌道を描いて戻って攻めて来た。

「っ────はぁッ！　おぉッ、たァ───あぁあ───アアっしゃいッ！」

　八代は素早い四連撃をその場で捌さばいて躱かわし、密着して二本を元打ちにする。再び密着の間合いに面めん金がねが衝突。八代が上から、蓮が下から、嚙かみ合あうように声が弾はじけた。

「おぉ────やあッ！」「たぁああ────っしゃぁッ！」

　──速えな。それに結構、動きやがる。

　鍔つば迫ぜり合あいの動きも静止がない。両脚を使って常に動き続けている。

　直線的な動きに見えないのも移動が止まらないせいだ。独創的──それから。

「ッふぅ──おらっ！」「っと、あぶね！」

　多少のフェイントを混ぜても、本命を嗅ぎ分けて防いでくる。野性的だ。

　間合いが切れるとすぐ動く。楽しくて仕方がないみたいに向かって来る。

「おッしゃぁああ────やッ！　はあッ！　手ぇッ──らあッ、たあァヤいっ！」

　打突の雨を八代は紙一重でなんとか躱かわし続け、一分が経たつ。また鍔つば迫ぜり合あいが訪れた。

「もろたっ！」

　だんっと火薬が弾けるような引き面をいきなり繰り出し、蓮が後方へ飛とび退のいていく。

　急に変わった速さに、八代の目が狂った。

　後方の一点で蓮が静止──────────距離を飛んで右左右！

「ドぉォおおッ、しゃぁあああ───────────やああああぁッ!!」

　翼を畳んで低いところを鋭く抉えぐる、燕つばめの飛行軌道のような飛び込み胴が八代の胴体を攫さらって抜ける。摩擦に焦げ付く床。飛んで振り返って、蒼あお色いろの毛先が鮮やかに揺れた。




「胴あり！」




「──っしゃいッ！」

　きもちええ。ガッツポーズは禁止なので、蓮は構え直して勝ちどきの声を上げる。

　その場で天を見上げて深呼吸すると、「おおー」という歓声とまばらな拍手が聞こえた。

　──なんやつまらんのー。水みな上かみ悠ゆうも他の奴やつらも、全然ばちばちしよらん。

　蓮はストレッチ代わりに首を動かして開始線に戻っていく。こんなものか？

　とっととこの嚙かませ犬を片付けて、早く水上悠に──。

「八代」

　主審の水上悠が彼の名前を呼ぶ。それだけなのに、全員の視線が惹ひきつけられた。

　始まる前まで一番にこにこしてた悠の顔が、ちょっとおかしい。目が笑っていないのだ。

「あんま似合わないことすんなよ」

「……成長って言ってくださいよ。あんたも変わんねえよなあ」

　そして対たい峙じしていた男の雰囲気もまた、変わっていく。

「──まあ俺も、人のこたぁ言えねえか」

　昏くらい面めん金がねの中で、魔犬が剝むくような禍まが々まがしい牙が蓮を狙って妖あやしく光った。

「二本目！」

　一歩目から、違う人間だった。見せつけるような八代の呼吸音が一つ。

　動けば即座に喉笛を突き破られることを、蓮の本能は知っていた。




「雄ぉぉオオぉおおおお────────────らああァあああああッ!!」




　即座に取った一歩分の後退行動は、声に押し飛ばされるようだった。その一歩が無ければ終わっていた。蓮が即座に固めた裏避けの守りを二本、ががんと強烈な小手面が揺らしている。辛うじて受けきった。

　そのときには八代は既に、次の技をにやりと大仰に振りかぶっていた。

「ドぉおお───────らああッ、たあァあッ！」

　ずばぁん！　と小手面から繫つながった逆胴が、胴体を引きちぎるような残心を密着距離で取る。

　上がったのは副審黒くろ瀬せの白一本のみ。他は、取り消し。

「お。やるな」「危なかぁ──っ！」

　一歩前に出ていて助かった。抜いてたのか今まで──でも、面白くなってきた！

「っ────はぁッ！　おぉッ、たァ───あぁあ───アアっしゃいッ！」

　蓮は得意の円軌道で動き、より速く、強く、手数を重ねて攻めていく。

　紙一重で避けられている。でもあと少しで突破できるはず！

　小手面、引き技、入ってフェイント、捌さばいて飛び込み面から引き小手────今、右左右！

「ドぉ───────────」

　──い？

　得意の飛び込み胴をもう一度振りかぶろうとしても、剣先が動かない。

　懐ふところに入った八代の剣先に竹刀の根元を制されて、完全に凍り付いていた。

「おらァッ、メぇえええー─────────えぇえええンっ、しゃあぁリぁあッ！」

　大きく弧を描いて振り落とした八代の引き面が、床に埋めるが如ごとく強烈に蓮の脳天を打つ。くらっ、と視界が揺れた後、鼻の奥のつんとした感じと抜けるような痛み。それが来て。

「面あり！」

　見事に上げられた三本の白旗に、やられたと蓮は八代を睨にらんだ。

　すると奴やつときたら審判の後ろを大回りせず、自分のほうに向かって歩いてくる。

「芸がねえなあ。また胴かよ？」

「んやと……ッ。あんた、手ぇ抜いとったなっ」

「いい加減眠てえ。もっと速えのねえのかよ？　遠くから来たくせにつまんねえな」

　ふっ、と鼻で笑って八代が開始線に戻って構える。舐なめて舌まで出している。

　──上等じゃこの野郎、速効ぶち殺したるッ！

「勝負！」

　しょうぶ、の「う」と「ぶ」の間で蓮は足指で床をぎゅっと摑つかみ、一気に蹴った！

「おらぁあッ、メぇえええ────────「はい小手ー♪」

　ぼこん………………へっ？

「小手あり！」

　そして「勝負」の声が止やんだときには、またまた白旗が三本上がっている。

　蓮の全力は受け止められることなく、八代はひょいっと躱かわして出小手を置いていた。

「せ…………せこくなか───────っ!?」

「──勝負あり！」




　×　×　×




「あんたずるくなかとね!?　男がそげなことして恥ずかしくなか!?」

「恥ずかしいのはお前の方だろ……。あんな見え見えの挑発に乗りやがって……っ」

　面を取った八代は、蚊に嚙かまれた場所を搔かくような激しさをもって手拭いで顔を拭う。痒かゆい。

「お前、なんで俺が昔やられたこと全部引っかかるんだよ！　止めてくれよマジで！」

「わ、訳の分からんこと言わんで！　もっかい……もっかい！」

「うるせえ。どうせ今やっても同じことになるだけなんだから三日ぐらい頭冷やしてこい！　つーかもうちょい頭使えよ！　軽率すぎ！　そもそも命は一つしか…………ああぁああ!?」

　また誰かと同じこと言ってしまう。こんなの気が狂う。

　──つーかこいつ、なんであんな乗り込み方して負けて、楽しそうなんだ？

　やる気以上に感じるちぐはぐさに八代が首を傾かしげていると、向かいで史し織おりが手を挙げた。

「はい！　悠先輩はい！　次私！　深ふか瀬せが出ます！　でか女じゃない深瀬が出ます！」

「すぐ根に持つ……。じゃあ、史織に頼もうかな。樋ひの下したくんもいいか？」

「む。負けたんやから文句は言わんやね！　ありがたかっ」

　まずい流れになった、と八代は頭を抱え、蓮にこっそり耳打ちしてやる。

「……なあ樋下。お前って六大道場とか通ってたか？」

「む？　あの、蒼そう天てん旗きいうんやるとこ？　ボクはよう知らん。普通の中学じゃ」

「じゃあ、深瀬に勝つのは諦めろ。時間切れまで逃げ回ったほうがいい」

「む。なんやの！　ボクのことまた舐なめとるんか！」

「いや、そういう問題じゃねえってかな。ジャンルが違うってか、なんつーか──」

「よし、樋下蓮くん！　男子！　覚えてやったぞ。……でもね」

　一度見たら、二度と忘れない。そして生粋の負けず嫌い。

　そんな女がこの一年でどれほど化けたか、藤宮の部員は再び見せつけられることになる。

「──私、男だからって手加減しないからね？」




　×　×　×




「──面あり！」

　開始五秒、そして一太刀。史織が蓮から一本を奪うにはそれだけで良かった。

　史織は残心を取って振り返り、蓮に向かってにやっと笑いかける。

「あっるぇー？　もう終わっちゃいそうだけど？」

　見え見えの挑発を仕掛けてみるけど、今度は蓮は引っかかってくれない。

　むしろ、何が起こったのか分からないと目を丸くして呆ぼう然ぜんとしている。

　──まあ見えるわけないよね。初見では。

　我ながら意地が悪いなと苦笑しながら、史織は鼻唄を歌いながら開始線に戻っていく。

　部活に入って、それから剣道を始めて一年になる。

　たかが一年。されど一年だ。血ち反へ吐どを吐く稽古で腕が磨かれた分、色んなことを身に沁しみて知って、八代みたいに性格が丸くなるのもまあ分かる。

　けれど史織は、尖とがり続けると決めていた。ずっと派手髪を通した師匠みたいに。

　開始線に辿たどり着ついて中段に構え、史織は深呼吸をして目を閉じる。

　するといつでも、遠い背中が瞼まぶたの裏に浮かぶ。

　遠く美しい、剣けん姫きの背中が。

『早く、無視できないくらいになって。わたし、お兄ほど気が長くはないからね』

『余裕。じゃあ、一年でいい？』

『……分かった。待つ』

　たった一年で、あの天才に追いつくと約束した。だから考える。

　どれだけ自分に才能があっても、闇やみ雲くもな努力じゃ絶対に実現なんてできっこない。

　ならどうすれば良いのか。曇らぬ眼鏡で周囲を見渡し、自分の頭で考え辿たどり着ついた結論。

　──これなら、追いつける。

　乾いぬいの血に流れる才能と経験をひっくり返した前例と、教えられる人間が二人もいて。

　自分の上背と負けん気に適した、この攻撃の構えなら！

「──二本目、始め！」

　号令と共に、火を起こすような擦過音。中段構えから逆足である左を前へ。

　鋭い剣先は蓮の構えと交差することはなく、綺き麗れいに両肘で菱ひし形がたを描いて──上へ！

「キぃいい亜ぁあああああ───────────やあああッ!!」

　火の位──上段構え。

　藤宮に掲げられた炎は絶えず、次に繫つながる灯火を史織は継いだ。

「めぇええ─────────ええええんやああッ!!!」

　──待ってろ、乾。もうすぐだから！

　ぎらりと燃える笑顔で猛追し、史織が強烈な片手面に伸ばした左手は約束の彼方かなたに。

　今なお頂点で待つ剣けん姫きの背中に、飛ぶような速さで迫り続けていた。




　×　×　×




「面あり！　──勝負あり！」

　竹刀を納めて礼をして、史織は正座して面を取る。自慢の長髪をふぁさっと払ってキメた。

「あっるぇー？　私また何か勝っちゃいましたぁ？」

　近くにいた八代に、胴の真ん中を思いっきり蹴っ飛ばされて史織は吹っ飛んだ。

「いったぁ……何で蹴んの!?　女子に向かって信じらんない！」

「うるせえ都合良く女出し入れすんなこのクズ！　お前それでも剣道部かよ!?」

「剣道部ですうー！　私だって初心者から頑張ったんだからちょっとぐらいイキらせてよ！」

「そうやって人として一ミリも進歩がねえから、未いまだに乾吹雪ふぶきにはボコられんだろが！」

「かっ……、関係ないでしょそれは!?　八代だって何なの最近正論ばっかり！　メジャーデビューして丸くなるバンドマンみたいでほんとダサい！　生理的かつ物理的に無理！」

「む……昔のことを言うんじゃねえ！　てか空気読めッ」

　八代はそう言って、内緒話をするみたいに顔を近づけてくる。

　鍔つば迫ぜり合あい以外で近づかないで欲しい。そして先輩はもう少し近寄って。本当に。

「お前、上段とはいえ女相手に瞬殺はマジでキツいって。流石さすがにそれぐらいは分かんだろ」

「……ま、まあ、……確かに。……あの登場だと、プライドが……」

「どうすんだよ入ってくれなくなったら。あんなレベルの新入生、滅多にいねえぞ」

「う……！　それは……！」

　確かに、絶対逃がせない。みんなどれほど強い新入生を渇かつ望ぼうしていたか！

　史織は八代と顔を合わせて頷うなずき、試合を終えて正座待機している蓮の所に走っていく。

　面を取った蓮は、口を開けて虚こ空くうを見つめている。……やばいかも。

「な、なあ樋下。気にすることねえよ。お前マジで入った頃の俺より全然上う手めえぞ？」

「……八代さんは、あの審判やってる先輩方より強かと？」

「………………いや。正直もう今は抜かれてんな。お前が負けた俺はうちで一番下だ」

「馬鹿八代！　何で傷口に塩塗るの！」「だって隠してもしょうがねえだろ!?」

「深瀬さんは、さっき言っとったけど初心者やったん？」

「え。う、うんそう！　本当！　私剣道始めて一年！　まだ一年なの！」

「人のこと言えねえだろお前！」「だって止まらないの！　承認欲求が！」

　我ら、早めに現実知っといた方が良い派衆は勧誘が下手くそ。もう駄目かもしれない。

　史織は八代と一緒に半ば諦め気味で、天を仰いでいた蓮の顔と向き合う。

「……はー！　やっぱ都会は面白かねっ！　みんなこげんバリ強かと!?」




　──ああ。この子、絶対強くなるな。

　その晴れ渡るような笑顔一つで、確信を得るには十分だった。

　誰も知らない自分だけの秘密基地を見つけた少年のように、蓮は瞳を輝かせている。

「八代先輩は上手かねー！　ボクすっかり騙だまされたけんねっ」

「……や、八代先輩……？」

「深瀬先輩は綺き麗れいで強かー！　天才じゃね！　こんな強い女の人ボク初めてやわ！」

「……ふ、深瀬先輩……？」

「生意気言うてごめんなさい！　ここじゃボクが一番弱かやね！」

　蓮はそう言って三つ指を突き、史織と八代に折り目正しく礼をする。

　そしてまた人ひと懐なつっこい笑みを浮かべて言うのだ。

「お願いします。ボクを剣道部に入れてほしかっ。後輩になりたかです！」

　深瀬先輩に、後輩。……後輩！

　その魔法の言葉の弾丸はいとも容易たやすく、史織の心臓をずきゅーんと撃ち抜いた。

「や、八代っ、入部届！　入部届早く！　血判で！」「わ、分かった！　まて、あれどこだ!?」

　良い子が入って来た。これでとりあえず、男子の団体戦メンバー探しは一件落着！

　……かどうかは、この子が今から体験するであろう、藤宮名物に心が耐えられるか次第だ。

「じゃ、樋下くん。折角だから最後、俺とやろうか」

「わはっ、良かとですか!?　やったー！」

　頼みました。悠先輩。………………壊さないでね？




　×　×　×




　小さな身体からだに収まりきらない、大きな夢を追って来た。

　大嫌いな勉強を頑張って良かった。色んなことを欺いて、遠い島から出てきた甲か斐いがある。

　──ここじゃボクが、一番弱かっ！

「お願いしますっ！」「よし来い」

　遠い遠い島まで轟とどろく『剣けん鬼き』の名を持つその男は、面を被かぶっても微ほほ笑えんだままだ。

　これから戦うのだとは思えないほど、穏やかに彼が目の前で剣を抜く。

　剣が空間をなぞる軌跡も、空気も、何もかも優しい。

　時間の流れ方が、この人の周りだけ違うみたいだった。




「始めっ！」




「おォおおおおおぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ヤゃあァっしゃあァああッ！」

　蓮は腹から湧かせた声で自分を押して、得意の足あし捌さばきを始める。

　動きに動きを重ねて、直角の動きは丸くなる。活力に満ちた円軌道は床を滑って自在に間合いを行き来し、右に左に悠の竹刀を跨またいで飛び込む隙を探す。「──っ」

　不思議だった。こんなのは体験したことがない。

　どこにも隙がないような気もするし、どこにでも打てるような気がする。

　剣先の向こうで悠が纏まとう柔らかな気は形が定まっておらず、雲を相手にしているようだ。

　──試されとるね。

　蓮の口角が上がる。腓ひ腹ふく筋きん、足の指先、左手の三本指──攻撃の支点に力を込めた。

「っ────はぁッ！　おぉッ、たァ───あぁあ───アアっ、」

　一、二、三四────、最後は！




「ドぉォおおッ、しゃぁあああ───────────やああああぁッ!!」




　フェイントを交えた乾けん坤こん一いつ擲てきの飛び込み胴は、自分が打てる最高のものだった。

　がつん、と響いた竹刀から左手を抜いて、右手一本の残心──抜けた先には悠がいる。

　蓮は拳を臍へその前に置き、速度一杯の余勢を乗せて悠へ激突。密着距離で判定を待つ──。

「悪くない。…………良くもないけどな」

「──っ」

　あんなに柔らかな中段構えが、大樹のようにびくともしない。

　五本打った。無論、旗は一本も上がらない。蓮の連続攻撃は全て剣先を僅かにずらされて、有効部位を叩たたけなかった。最後の胴も、打たせてくれたが完全に元打ちだ。

　未いまだ一本も打突を仕掛けてこない悠が、拳を合わせて密着距離で問うてくる。

「打倒秋水って言ったな。なんでだ？」

　鍔つば迫ぜり合あいの下がりを促すのを兼ねて、蓮は強く頷うなずく。大丈夫。手て筈はず通り、間違えない。

「ぶち殺したい奴やつがおるけんねっ」

「……なるほど。分かった」

　そこからどん！　と振り落としてきた引き面は見え見えで、蓮でも防ぐことができる。

　しかし、その重さが桁違いだった。「ぐっ!?」

　斜めに受けた竹刀がぐんと床当たりまで落とされる。蓮は引き戻し、再び構える。

　悠が遥はるか後方に既にいた。

　完璧な足あし捌さばきが無ければ、音も無く消えるようなその動きは不可能だ。

　鳥肌が瞬時に立ったのは、自分にできないことを悠が軽々やったからじゃない。

　彼が、呼吸を変える。柔らかで無形だった悠の雰囲気が、明確に変化していく。

　──なんじゃ、これ……。

　目にも留まらぬ速さで動き出した悠の足あし捌さばきが、動いて、動いて──独特の曲線軌道を描く。

「おォおおおおおぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ヤゃあァっしゃあァああッ！」

　──なんじゃこれ。ボクがおるんやけど!?

　呆ほうけている間に間合いが詰まる。隼はやぶさが突っ込んで来るような直角の動きの三連、小手小手面。蓮が辛かろうじて受け、返し胴──叩たたき落おとされ焦あせって振り返る。また遠間に、悠は消えていた。

　模倣じゃない。もっと高度で暴力的に速くて上う手まい。

　たった一回見ただけで、こっちよりもずっと────。




「はァい隙ありぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っタあァああッ！」




　道場の空気が破裂したのかと勘違いする程の打突音が、耳をつんざく。風が蓮の隣を通る。

　綺き麗れい過ぎて、痛みすら感じなかった。

「胴あり！」

　片手一本で振り返って跳ぶ悠の残心は、氷上で技を決めたスケート選手みたいだった。

　ほけーっとその場で立ち尽くしていると、肩に竹刀を担かついで悠が笑った。

「はい。これ、宿題。とりあえずあと三ヶ月でこのレベルを目指そうな」

「…………あ、……え…………」

「どうした？　もしかして見逃した？」

　首を傾かしげる悠をよーく、よーく見て蓮はようやく気付いた。

　この人、鍔つば迫ぜり合あい終わってから眼めに光がない──。

「じゃあ一本目は一分ぴったりだったから、二本目は二分ぴったりで入れてあげるな？　大丈夫大丈夫、同じ軌道で同じ箇所にぶち込むから今度は見逃しようがないって！　その程度のレベルじゃ何しても避けられないし、抵抗するのもすごくいい稽古に──」

「……ひ、ひぃ……！」

　蓮の身体からだはかたかた震え、後ずさりする。

　あの優しかった顔はどこ行った。なんか白昼夢を見てたのか？

「……こ、ころされ…………」

「おいおい落ち着け、そんなことしない」

　震えていると、悠の笑顔が今一度笑う。

　あ、良かった。夢──、

「死んだら稽古できないだろ？　時間がもったいないからなァ!!」

　じゃない！

「お、鬼ぃ────！」

「やめろって水上先輩!?　おい深瀬、止めんぞ！」

「やだ！　私巻き込まれたくない！　このパターンで止まったこと一回もないじゃん！」

　拝啓、島のみんな。

　お元気ですか。ボクは今から死にます。……でも、それが本望です。

「ほら、早くかかって来い蓮！　わざわざ遊びに遠くまで来たわけじゃないんだろ!?」

「……！　はいっ！」

　──みんな。ボクはようやく、ちゃんと息ができたような気ぃするよ。




　×　×　×




　久しぶりの剣道が終わって、樋下蓮は着替えを終えて校門近くのベンチに座っていた。

　島に居た頃を考えると、こっちは日が沈むのが早くて、それから少し肌寒い。

　でも遠い地の春風は、剣道終わりの身体からだに丁度良くて気持ちが良かった。

「樋下くん。お疲れさまー」

「あっ、深瀬先輩！　お疲れ様です！　今日はありがとうございました！」

　防具袋に竹刀袋、一式担かついだ史織が後ろから声を掛けてくれて、蓮は振り返る。

　赤縁の眼鏡に長い髪、それから上段にぴったりな上背がある彼女は、本当に綺き麗れいだ。

「やー。外で見ても深瀬先輩は、バリ綺き麗れいやねー。ボクこげな人初めて見ました」

「でっしょー？　もっと褒めていいんだよ！」

「ふはっ、ほんま自信満々やね。しかし、バリ強かった！　ボク上段なんか初めてやったわ。他にやってる人もおらんかったし、我流ですか？」

「んーん。ちゃーんと、凄すごい師匠夫妻がいたよ？　この前、卒業しちゃったんだけどね」

　まあ昔色々あったんだよと笑って、史織は隠していた缶ジュースを差し出してくれる。

「はいこれ。今日のご褒ほう美び兼お詫わびね！」

「うはっ、いいんですか？　やったー！」

　受け取ると、笑って史織は荷物を置いて隣に座る。

　少しだけ、もう家を出て働いている姉と似た雰囲気を感じた。

「小さい島におったもんで、何もかんもが楽しかっ。ジュースは島にもあるんにねー？」

「……そっか。先輩もね、遠い山から来たんだよ」

「知ってます！　さっきずっと終わってから喋しやべりました！」

　御み剣つるぎの剣鬼と、あの人はかつてそう呼ばれていたらしい。

　でも今となっては、それを知る人は少ない。

「『藤宮の水上』ってほんまに実在したんやねー。あんな人とは思わんかった！」

「……あ、あのね、あの人鬼だけど、良いい人だからね？」

　そう言うと、今まで余裕だった史織が本当にはらはらした顔を見せる。

「真ま似ねして返すの、認めた人にしかしないんだよ？　心壊しに来てるわけじゃないからね？　あれはちゃんと手本にして、上う手まくなってねって意味なんだからね？」

「……ああー。……そうやったんやね」

　通りで、先輩方も死ぬほど強いわけだ。あの後、誰にも勝てなかった。

　その強さは悠に付いていく先輩方が、至らない自分を突きつけてくるあの鏡のような悪夢に挑む、強い心を持っていることを示している。

「……ボク、ここ選んで良かったです。秋水じゃなくて、こっちで」

「おー、そう言ってくれると私も嬉うれしかだね。ねえ、なんで秋水なの？　ムラサメって、誰？」

「あー……。部長と話してるとこ、聞こえてたとですか？」

「んーん。ちらっと聞こえただけ。私何も知らないし、あの人は何も言ってないよ」

「じゃあ……深瀬先輩は、まだ言えるほど仲良かないと思います！　すんません！」

　重いことなのだ。自分の中で。

　正直に伝えると、気を害すどころか史織は声を出して笑った。

「誰かみたいなこと言ってる。歴史は繰り返すね」

「ん……？」

「気にしないで。こっちの話。……でも樋下くんは、すんなり初日から部活入るよねー。私、もっと勧誘こじれるかと思って覚悟してたのに」

「えぇ？　こんだけ剣道やってて、部活入らんなんかあり得るんですか？」

「それがあり得るの！　聞いて！　歌うから！　ちょおど一年前──♪」

「歌うな。武器を捨てろ。使用料を払え！」

　蓮と史織の間に、会話を遮る竹刀袋が背後から差し込まれる。

　悠だ。静かな笑顔から染しみ出でる威圧感は、試合中のそれと変わらない。

「ちいっ、来たか権利団体……。業界のダニめ！」

　でも史織は全く物もの怖おじせず、べっと舌を出して逆らった。

「せんぱぁーい、私の美声聞きたくないんですか？　八章まで行けますよ？」

「へえ……。樋下くん、面白い動画見たくない？　こいつ、昔カラオケで──」

「ストップザ先輩!!!　それ反則！」

「シャラップザ後輩。お前本当に成長しないなあ……。何で負けるの分かるのに煽あおるんだ？」

「先輩、いずれ死ぬなら生きる意味ないって思います？」

「お前に何言っても意味がないのは分かった……」

　二人の呼吸があんまりにもぴったりで、蓮は会話に入れない。

　大縄飛びに入るタイミングが摑つかめない感じとどこか似ていた。

「と、忘れてた。史織、稽古行くのもうちょっと待ってて貰もらって良いか？　それか先行く？」

「いえ、私待ってますよ。樋下くんいるし」

「そうか？　じゃあちょっと、来月のことで佐さ々さ木き先生と話してくるから」

　防具見といて、と行って悠は道場のほうに駆けて行く。

　蓮もごめんな、とちゃんとこっちに構うことも忘れずに。よく出来た人だ。

「……あのー、深瀬先輩？」

「うむ。なんじゃね？」

「水上先輩と付き合うとるんですか？」

　さっきから、この人は分かりやすすぎる。

　明らかに好き好きオーラが出ているし、口を開けばずっと悠のことだから。

　率直な疑問を投げかけると、史織は眼鏡をくいっと上げて勝ち誇るように笑う。

　数秒だけ。そのまま史織は片手で眼鏡を外して、もう片方の手で顔を覆った。

「それ以上やめて。心にくるから」

「……あっ……振られたんですか……」

「ちっがう！　色々……本っ当に色々あって、告れないの！　断じて私のせいじゃないの！　私悪くない！　環境のせい！　忌いまわしき立たち花ばなＤＮＡが──！」

　ところで剣道部の皆さんは口を揃そろえて言っていた。

　深瀬の私悪くないは、九割あいつ自身のせいであると。

「水上先輩は、もう彼女がおるとですか？」

「いない。いるはずない。怪しげなのはあいつと頑張って止めてるから」

「……あいつ？」

　ちっ、と舌打ちをしてから、史織は眼鏡を顔に戻し、忌いま々いましげに光らせた。

「──『剣けん姫き』って、知ってる？」
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　桐とう桜おう学院に、吹雪ふぶきは強く激しく吹き荒れる。

　火花を起こすような鋭い引き小手を放って敵から間合いを取ると、凍るような吐息を唇から漏らして、覇気を全身に巡らせた。

　大きな瑪め瑙のうを埋め込んだような瞳に陰りはなく、雪のような装束は戦う彼女の凜りんとした美しさをより強く引き立たせる。

　そんな彼女に臆せず対たい峙じし、にこりと笑って構える者の垂れネームに刻まれる名は──藍あい原はら。

　──お手並み拝見♪

　中段構えから一歩、逆足である左を鋭く前に引き出し頭上に剣を掲げ、肘で菱ひし形がたを描いた。

「きィぁあああ────────しゃああッ!!」

　火の位──上段。藍原が本来得意とする型だ。

　そして吹雪もまた、変わる。右籠手を隠して左小手を狙い、斜めに剣先を起こした型は平青眼。対上段の基本となるその構えを、吹雪は残像を引き連れるような滑らかさで引き出した。

　右回りに動き出し、近間と遠間を行き来──練達同士のせめぎ合いは始まって。

　一撃必殺の攻めの型はそのときを狙い澄まし、破壊力のある一刀を落石の如ごとく繰り出した！

「めェエええええ─────ええぇンやああぁッ！」

　勝負は、一瞬でついた。

　ずごーん！　という頭を潰す音は────鳴らない。かっ、と烈火の一撃を受けきった竹刀が交差する音と、吹雪が眼めを見開く瞬間は一致する。

「はぁあァ────」

　切り返した彼女の剣先は、勢いを受けて弧を描き斜め方向へ。

　打った藍原は、返し技の最中ににやりと微ほほ笑えむ教え子の頼もしさに、己もまた、笑った。

　──成長したね。さすが、『剣けん姫き』ちゃん。




「どォオッ、しゃぁああ─────────やあああッ!!」




　×　×　×




「「「かんぱーい！　おつかれー！」」」

　放課後しっかりと練習して汗を流した後は、みんなと楽しい打ち上げの時間だ。

　吹雪はいつものファミレスのいつもの窓まど際ぎわ席にやって来て、愛あい莉りと林りん檎ごとグラスを合わせた。

「吹雪～。今日、見てたよ？　藍原先生から胴抜いてたじゃん？」

「うむ。しかも上段の鬼畜氏に！　林檎氏は痺しびれた！　憧れた！　ずきゅーんだった！」

「……ん。ありがと。でもあれ、打たせてもらっただけだから」

　烏ウー龍ロン茶ちやを入れたグラスを置いて、吹雪はむむむと唸うなって両手をぐーぱーさせる。

　今度こそ摑つかんだと思ったのに、手応えが全然ない。これの繰り返しだ。

「練習すればするほど、先生が遠くなってく気がする。わたし、まだ遊ばれてる……」

　それが分かる程度には、自分の立っている位置が上がったのだろう。

　まだまだ全然未熟なのに、早く上段出して出してとねだっていたあの頃が恥ずかしくなる。

「多分、本当に実力が競せると、上段相手は互いに打たなくなるんだと思う。一瞬で、一太刀で決まる、って言うのかな。わたしはまだ、そんな試合したことないけど、究極は多分……」

　うまく、言葉にできない。

　うんうん唸うなってろくろを回すように手をばたつかせていると、向かいの二人が苦笑した。

「やっぱ、あんたはタツジンって感じだね～。雑用とかさせなくて良かったよ」

「うむ、部のことは林檎氏たちに任せてガンバッテ！　史し織おり氏には負けないで──」

「当たり前っ！」

　どごん！　と思わず両拳を卓に叩たたき付つけてしまう。感情を煮詰めた業ごう火かが胆きもで暴れた。

「潰してやるぅ……世界中に存在する上段の女は、みんなわたしが潰してやるんだもんっ！」

　特に深ふか瀬せとか史織とか。あと深瀬史織とか。

　あの生意気女との決戦は近い。今度こそ立ち上がれないくらい徹底的に潰さねば！

「あ～あ。せーっかくカッコ良かったのに、す～ぐ小物になるじゃん？」

「いや愛莉。林檎氏的にここでイケてる吹雪は解釈違いなのである！」

「かい、しゃく……？　あの、分からないんだけど……そういえば、あれはどうなったの？」

　あれって？　と主将の愛莉と副主将の林檎が同じ方向に首を傾かしげる。

　任せっきりにしていたけれど、今頃になってようやく気になってきた。

「新入部員の勧誘、どうなったの？　確か今週で、仮入部期間は終わりって……」

「あ～、それな？　林檎、アレ出してよ」

「ははっ。御意に！」

　そう言って、林檎は鞄かばんからアニメキャラが描かれたクリアファイルを取り出した。

「いえ～い。大漁大漁！」「ふはは！　どうだ、明るくなったろう！　未来が！」

「す、すごい……！　こんなに!?」

　中には大量の入部届が入っている。ファイルがぱんぱんでキャラが三次元に見えるほどだ。

「で、でもこんなにどうやったの？　こんなに勝手には入ってこないでしょ？」

「そこはこの愛莉さんの腕の見せどころじゃ～ん？」

　あえて清せい楚そな黒髪に戻した愛莉が、髪の毛を手で払ってきゃるんとした笑みを覗のぞかせる。

　そういえばちょこちょこ、新入生たちに抱きついたりよしよし撫なでたりしていたのを見た。

「あたしキミと全国行きたいな～。愛莉さんにはキミが必要なの。こんな特別なこと滅多に言わないよ？　キミだけだかんね？　って」

「うむ……愛莉はみんなに囁ささやいていた。最後に二人だけの秘密だからね？　って鍵を掛けるので情報的に密室になる。おそろしく巧妙な完全犯罪……林檎氏でなきゃ見逃しちゃうね……」

「……愛莉、刺されても知らないよ。くずだね」

「うっせ～！　一いちノの瀬せメソッドは実績があんの！　これでオチない女はいないの！　大体ね、目的の前に綺き麗れいとか汚いとかね～から！　これは全国行くための必要な犠牲だから！」

「愛莉、部長に取り憑つかれてしまったんだね……。大丈夫。もしも化物になってしまったら、林檎氏がトドメを差してあげるからね！　林檎氏はそういう関係性のカプが好き！」

「わたし、相変わらず林檎が何言ってるのか分からない……」

　この一年色々あったけど、三人とも特に変わらず仲良しのままだ。それが嬉うれしい。

　吹雪は届いたドリアをぱくぱくと食べながら、二人と談笑を続ける。

「もう、四月も終わっちゃうね。わたし、あっという間だったな」

「ね～。連休までもうちょいとかウケる。光陰、マジで矢じゃん」

「うむ……。そういえば去年の今頃は、由ゆ季き先輩と桜さくら子こ先輩と藤宮に練習試合に行ったよね」

「あ～、懐なつかしいよね。思えばあれがきっかけじゃん？

　吹雪が、水みな上かみくんに恋しちゃったのってさ」

「……ぅ、う……っ」

　一瞬にして真っ赤に染まった吹雪の顔が、こくんと沈む。

　やっぱり恥ずかしい。こんなの一年経たったって慣れるはずがない。

　ああ、でも、今思うとあの出会いは素敵だったなあ。とろけそう。

　今でもたまに、逆胴ぶち込まれる夢を見て──、

　──どん！

　もじもじしてトリップしていた吹雪の意識を、乱暴に卓にグラスを置く音が引き戻す。

「でさあ？」「吹雪、こっちを見るのだ」

　捕食者に睨にらまれた兎うさぎのように、吹雪の身体からだがぶるりと震えた。

　向かいで座る愛莉と林檎は二人ともオーラを纏まとい、口元しか笑ってないのである。

「あんたさあ、一年間何してたわけ？　ん？」

「そういえば林檎氏、最近忙しくて聞けてなかった。ステークホルダに報告を願います」

「…………ま、まだ。…………かのじょに、なれておりません……！」

　じくじと波打つ吹雪の唇。これが『剣けん姫き』──乾いぬい吹雪の圧倒的現実だった。

　相変わらず年齢と彼氏いない歴、いっしょ！

「どうなってんだよホントにさ～!?　あたしだったら今頃えっちして子ども生まれてるわ！」

「ェっ……!?　わ、わたしは、そういう愛莉みたいな不純なのとは違うもん！」

「うっせ～！　もう十八にもなんのに生き娘むすめ気取ってんじゃね～！」

「やめてくれ愛莉。その攻撃は林檎氏にも効く。……むむ、しかし。しかしである。林檎氏はやっぱり、吹雪にも、情状酌量の余地があると思うので……」

「で、でしょう!?　わたしにだって色々あるんだもん！」

「やかまし！　あのね林檎、あんたがそうやって甘やかすから吹雪がいつまで経たっても──」

　いつもなら二対一が始まるところだけど、今日はそうならなかった。

　テーブルの真ん中に置いていた吹雪の携帯が、てんてろりんと福音を鳴らしたのだ。

『着信：悠ゆうくん』

「はぁああ……！　ねえ、出ていいっ!?」

　大好きな飼い主に餌を出されて待ってる感じ。きっと尻尾があったらぶんぶん振れてる。

　そんな気持ちになって二人に聞くと、愛莉と林檎はにやりと黒く笑って顔を合わせた。

「……ちょっとさあ、林檎。あたしら様子見るべきじゃね？」

「うむ。確かに、定期監査はあって良いと思われる！」

「……え？」




『──あ、吹雪。出てくれた。ごめんな突然』

「う、ううん。全然平気。どうしたの？」

『うん。ちょっとそこに愛莉ちゃんいたりしない？』

　顔を見ると、愛莉と林檎が二人でぶんぶん首を振って×マークを作っている。

　命令により、音声をスピーカーモードにさせられていたのだった。

「……ううん、いないよ。どうして？」

『そっか。連休にやるお祭りのことで桐とう桜おう向けのライン送ったんだけど、既読つかなくてさ。稽古中だったら諦めようかなと思ったんだけど……』

　あ、という顔をしている。そういえば電池が切れたってさっき言っていた。

　愛莉と悠は主将同士だし、何か打ち合わせがあったら直接話したりするのだろう。

「そっか。林檎も今はいないけど、後で合流するから言っとくね」

『いつもありがとう。助かる。……ところで吹雪、今どっかお店でもいんの？　何かすごいがやがやした音聞こえるけど』

「……え、えっと…………」

　困る吹雪に、林檎がタブレットに書いた文字でお助けしてくれる。

「こ、後輩とご飯食べに、ちょっと。もう大体入る子決まったから、歓迎会？」

『おお、そっか。じゃあ邪魔しちゃ悪いから──』

「切らないで。ちょっと人待ち中だから、相手して？」

『あ、そ、そうなの？　……了解。俺もちょうど電車待ちだったから』

　やった、と吹雪は拳を握りしめる。たとえ聞かれていても、もっとお話していたかった。

『そっちの新チームの立ち上げはどう？　順調？』

　待ってましたの質問に、吹雪は笑う。

　愛莉と林檎だって、同じ笑顔でぐっと親指を立ててくれていた。

「ばっちり。今年も優勝は桐とう桜おうが頂くもん」

『おー？　なんか寝言が聞こえるなあ。今年は藤宮が男女優勝だからな』

「ふふ、みんなやる前はそう言うもん。……そっちは、どう？　良い子入った？」

『最高！　男女共にもう何も言うことないよ。特に、ひとり凄すごいかわいいのがいてさ』

「……へえ」

『なんか常に構っちゃうよ。こう言うと変だけど、どことなく運命みたいなのを感じるな』

　むっ、と吹雪は唇を尖とがらせる。

　それを言うのは、とても恥ずかしいことだけど──でも、いいや。言っちゃえ。

「見たことないけど。……わ、わたしたちほどじゃ、ないと思う」

　がたん、と二人の手からタブレットが落ちる。叫ぶのを堪えるために口を押さえたからだ。

　吹雪は黙ったまま、苦笑する。

　──分かってないなあ。悠くんだよ？

『そうだなあ。今頃吹雪と快かい晴せいとも会ってなかったらと思うと、空恐ろしくなるよ』

　ほらね。やっぱり。

　伊だ達てに一年、あの人を見てたわけじゃない──と思うのだけど。

『あ、そうだ。今ので思い出した。吹雪にもうひとつ頼み事があったんだった』

「……わたしに？　なに？」

『快晴に、既読無視すんなって言っといてくんない？　秋水にも招待送ったのにさ』

「……えっ!?　……うちの生ゴミが、悠くんを既読無視!?」

　天変地異だ。

　正直本当に気持ち悪いぐらい悠と仲良くて、忌いま々いましくて、こんな現状の惨状は五割ぐらいあいつのせいで。『快晴っていつも秒で返信きてちょっと怖くない？』って本人に言われてたぐらいの乾家の産業廃棄物が──既読無視!?

『なんか最近多いんだよな。近く会うから、いいっちゃいいんだけど……』

「うん。別にあいつとかどうでもいい。……今度、また稽古の後にうち来たら？　お父が悠くん連れてこいってうるさいの。あとお母さんも」

『時雨さんいるとき行くと、朝まで将棋だからなあ……。あ、あと美み雪ゆきさんにお土産美お味いしかったって言っといて。かーさんが珍しく喜んでたから』

「え、ほんと？　分かった、伝えとくね」

『うん、それじゃ。丁度電車も来たから』

「うん、またね。また錬れん心しん館かんで会お！」

　そう言って、多分同時に電話を切った。ふう、と吹雪は深呼吸をする。

「……あ。ご、ごめんね？　置いてけぼりで喋しやべっちゃった」

　二人に、何か言われるかと思っていた。

　でも林檎と愛莉はダメ出しも、好意的な反応も、どちらもしなくて。

「え……、あ、あのさ。……愛莉さん、意味分かんないんだけどさ…………」

　真顔の愛莉は、口元を押さえている。何か奥歯に物が挟まっているような、そんな様子。

「吹雪。林檎氏は、何となく分かるけど……一応、聞いておくね」

「うん」

「水上氏とは、本当に付き合ってないの？　告白、していないの？」

「……うん」

　必要最低限な勇気は、多分溜たまっている。今なら頑張れば言えるとも思う。

　でも自分でもどうかしているな、と思うけれど──まだ、言えない。

　ちゃんと選んでほしい。剣道を抜いて、あの子と。

　そのために一年前、遊園地の夜に、馬鹿なことを決めた。

『早く、無視できないくらいになって。わたし、お兄ほど気が長くはないからね』

『余裕。じゃあ、一年でいい？』

『……分かった。待つ』

　条件が揃そろわない今は、そのときじゃないから。……だから、まだ、駄目。

「そういう約束、だからね」

「……あんたら、馬鹿だよねほんと。……あぁ、もう。……愛莉さん、コーヒー入れてくる」

　そういう反応をすると思ってた。でも仕方ない。

　林檎は黙って笑うだけで、それ以上は恋愛に立ち入らないでいてくれた。

「林檎氏はさっきの既読無視の件が気になるね。水上氏と快晴氏って喧けん嘩かするの？」

「気持ち悪いぐらいしない。あの二人は、剣道以外で絶対喧けん嘩かしないの」

「むむ……では、余計謎だね？」

　そんなことない。答えは単純だと、吹雪は首を振る。

　そういえば最近あいつは、ため息が多い。不本意ながら、妹の自分には分かってしまう。

「──最近、上う手まくいってないんだと思う。秋水の、剣道」









　快かい晴せいは、いつも晴れ渡っていた。

　剣を握る情熱に、高みを追う澄んだ眼めの光。

　何より鍛えた剣の腕は、歳月を経てより強く鋭く美しくなった。

　研けん鑽さんを重ねたこの一年を誇る快晴の心には、一点の曇りもありはしない。

　しかし暗雲とは何も、己だけに立ちこめてくるものではないらしかった。

「いやぁああ───────あああッ!!」

　鍔つば迫ぜり合あいの最中、快晴の正面で叫んだのは相手の一年生だ。

　橋はし倉くらから自分、影かげ下したと続く連綿とした強さの流れ。彼は二人しかいない秋水の特待生。

　──これで？

「……っ、たあッ!!」

　言いたい言葉を叫びに隠し、ずどんと引き小手を打つと、秋水の立派な道場が揺れた。

　捉えた手首の感触は軽くて薄い。まるで紙のようだ。

　快晴は残心もそこそこに、相手を見ないように深々とその場で頭を下げた。

「ありがとう。もう大丈夫」

　壁かべ際ぎわで面を並べている一年生は、みんな面を外してへとへとに倒れている。

　本入部が決まった子たちの腕試しをしたが、誰が誰だったかまるで印象に残らなかった。

「乾いぬい。次で最後だよー」

「……え」

　同期の部員の言葉に、冷や汗が流れる。とうとう山札も残り一枚だ。

　全部ハズレだったらと焦あせる気持ちが、快晴に声を出させない。

「おい、村むら雨さめ。どうして面を着けてない。乾は全員見るって言ったはずだぞ」




「……あァ、すんませんね。んな早く終わると思ってなかったんで」




　低くてよく通る声には、どこか粘性がある。

　声の主は正座をしておらず、あぐらをかいて、道場の壁に背を預けていた。

　胴着から覗のぞく肌は浅黒く、瞳の色や肩幅も日本人離れしている。

「一本でいいすよね」

「……うん、構わないよ」

　そして、人と話す時に顔を見ない不遜な態度もだ。

　言いたいことがないわけじゃない。ただそれは、今から見る腕前とは別の問題だ。

　特待生のもうひとり──村雨時とき斗とが手拭いを頭に巻き、面を着けていく。「うす」

　彼が緩慢に準備を終え、立ち上がった。

　──大きいな。

　体たい軀くは、二メートルあるかもしれない。かつての瀧たき本もと以上は確実だ。

「よし、じゃあやろうか。体操はいい？」

「いらないんすけど、一個聞いていいすか？」

「うん、何？」

「早く終わったら、早く帰っていいんすよね」

　よく言ってくれた、という気持ちが快晴の頰を緩ませる。

　この一年、やり過ぎたのか刃向かってくる人間はほとんどいなくなってしまった。

「やれるものならね」

　快晴は開始線につき、久々の挑戦者に期待を込めて剣を抜く。

　遅れて三歩──村雨時斗もついに剣を抜き、その実力のベールを脱いだ。

「ハゃぁあアぁあああ──────────しャああああああッ!!!」

　巨体を震わせてずしんと前へ進み、村雨は速攻の小手面を放って快晴に近づき、そして、

「おらぁああッ!!」

　身長差が二十以上あるであろう快晴に、情け容赦なく強烈な体当たりを仕掛けてきた。

「へ……」

　下げ卑びた嘲笑が見える。こんな表情を、快晴は千度見てきたから知っていた。

「……へ……？」

　表情が見える至近距離のまま、快晴は微動だにせずその体当たりを受け止め、目を細める。

　──寝そう。どうしてこの体型でその程度なんだ……！

　身体からだの使い方が分かってない。今まで適当にやってきて通じてきたのか──いやでも。

「悪くはないね」

　良くもないけど。しかし基本がゴミ以下なのに、ここまでできるのは凄すごい素材だ。

　これから磨けば、いくらでも光るだろう。跳ねっ返りな性格もきっと上達に向く。

　快晴はほっと一息をつき、

　──じゃあ上を見せてあげたほうが、きっと彼のためになる。

　柄にもなく課していた己への枷かせを、一時的に外してやることにした。

　丹田に気を集中すると、吐き出す息が凍っていく。巨体を跳ね飛ばす力が溜たまる。

　鋭く蒼あおく眼めは尖とがり──、音が、消えて、
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　びりびりと道場を鳴動させる快晴の咆ほう吼こうが、己以外の人間を凍らせる。

　一撃必殺の宝刀は既に、氷と化した敵を屠ほふるために頭上で振りかぶられていた。

「メぇええンッ、しゃぁああああ─────────っタああッ！」

　鋭い踏み込みを決めると、鈍く、しかし道場一杯に破裂音が広がった。

　正真正銘、全力の引き面だ。

　快晴は今日初めて綺き麗れいな残心を取り、五歩は下がった位置で再び中段に構え直した。

　村雨はくらりと、竹刀から離した片手で頭を押さえて俯うつむいている。

「よし。今のは一本だね？」

　中々に悔しいはずだろう。

　自分が村雨だったら、次に言う言葉は決まっている。いくらでも付き合ってやろう。

「……あの」

　果たして快晴の予想通りに、村雨は手を挙げる。




「──終わったんで、もう帰っていいすか？」




　×　×　×




「ぼーっとしてどしたんすか、快晴センパイ」

　練習後の一年生腕試し大会が終わって面の前でぼうっとしていた快晴が、顔を上げる。

　古くて傷が多くなった垂れネームの、『影下』という字が見えた。

「いひひ。珍しいこともあるもんすねー、快晴センパイが手加減なんて」

「……僕だって、ちょっとは学習するよ。一年生相手に暴れてもしょうがないでしょ」

「そーんなもんすかねえ？　オレは風物詩みたいで好きでしたけどねっ、春の逆胴祭り」

「パン祭りみたいに……よく言うよ。橋倉先輩が慰めないといけないぐらいだったくせに」

　そんなこともありましたっけねー、と影下彰あきらはとぼけて笑う。

　この一年を通して、周囲で一番変わったのは間違いなく彼だろう。

　声が少し低くなった。腕が太くなった。

　顔つきからは少年じみた幼さが消え、年相応の格好良さが宿りつつある。

「影下は、強くなったね。もう逆胴縛りじゃ無理だったよ」

「……付き合って頂いてありがとうございました」

　一年生の前に、影下とは去年と同じ条件で勝負していた。

　そのせいで、一年生の歯ごたえが余計ないように思えたのかもしれない。

「でも、まだマイナスがゼロになっただけなんで。褒められていいことじゃないっす」

「……君は、強くなったよ。本当に」

　焼き直った精神に時間をかけると、人はここまで成長する。

　その前例があるなら、まだ希望はある。

「あの、影下。ごめん、色々考え事してて見逃してたんだけど」

「はい、なんでしょう？」

「さっきまで試してた一年生たち、どこ行ったの？」

　竹刀を腰に当てながら、影下は快晴に背を向ける。

　道場の中央に掲げられた、『常勝』の学校旗を見つめる彼の表情は見えなかった。

「帰りました。村雨がどっか行くんで、付き合うとかで」

「……全員、帰ったの？」

「はい。あいつも田舎から来たとかで、この辺が面白いんでしょうねー」

　──誰も、残って竹刀を振らないのか？

　信じられないことだった。みんなどうしてあの腕で、自分を許容できるのか分からない。

「……僕が、一言…………」

「練習は終わってるんで向こうは悪くないっすよ。それに、駄目っす。快晴センパイは」

「どうして？」

「キャプテンだからです。注意すると、命令になるじゃないですか？」

　振り返る影下の笑顔に、快晴は黙り込むしかなかった。

　自分でも、強制に意味が無いと分かっていた。というかそもそも、こんな低レベルなことを言わないといけない今の状況がおかしい。

　──言わなくたって練習をやるなんて、普通じゃないか。

「ちょっとちょっと快晴センパイ、難しい顔しないで！　こーいうのは下がやりますから！　まだ学校にはいると思いますし、得意なオレに任せて任せて！　んじゃ、行ってきまーす！」

　変わらない人ひと懐なつっこい笑顔をにぱっと残して、影下が道場を出て行く。

　快晴は重たいため息をついてから手元の竹刀を持ち、鏡に向かいに行った。

「理解できませんね、あいつは。使えない人間は放っておけばいいものを」

　人が少なくなった秋水の道場だが、いつも閉める時間まで無人になることはない。

　主将の快晴と同じく、特待で入った同級生──副主将の紺こん野の翼つばさが、最後まで残るからだ。

　お互い、自分のことに集中していて滅多に言葉を交わすことはない。

「……紺野。そういう言い方はどうなんだ」

　交わせば、あまりろくなことにならないとお互い知っているからだ。

　紺野が伸びた髪を鬱陶しげに手で上げて、銀縁の眼鏡を中指と親指で上げる。

　蛇のように細い目に宿る光に、自分への好意がないことくらいすぐに分かった。

「ただの事実でしょう。綺き麗れいに言い直して何かが変わるとでも？」

「……僕はそんなことを言いたいんじゃない。自分の立場を考えろって言ってるんだ」

「こんなお飾りの役職で何を考えろと言うんです？　士気に関わるから止めろとでも？」

「そうだよ」

「相変わらず下らない精神論ばかり口にしますね。では、最強のキミの審美眼に問うが」

　紺野は鼻を鳴らし、銀の眼鏡の奥から真まっ直すぐこちらを見据えてくる。

　噓うそは、間違っても通じないだろう。

「まさかこんな終わった所が、もう一度全国に行けるだなんて思っていないだろうな？」

「……っ。どうして、決めつけるんだ」

「夢を語ればこの現状が変わるんですか？　そう信じているなら、そうすればいいですがね」

　快晴は、言い返す言葉を持たなかった。

　どうしてこんなことになっているのか。言いだしたらきりがないだろう。

　けれど一番の要因は、自分に──自分たちにあるのだと、快晴には分かっていた。

「持続可能な範囲で『常勝』を守ればいいじゃないですか。キミには、できるだろう？」

「何を……」

「常に、自分が勝てばいい。……オレはそうだ。それ以上の貢献がありますか？」

　紺野は、非があることを理解している。けれど改める気がそもそもない。そういう男だ。

「……君は」

　下げた竹刀を握る快晴の拳に、強い力が入る。

「瀧本先輩たちに、申し訳ないと思わないのか……っ」

「……自じ業ごう自じ得とくでしょう。お前が、無能──」

「へーい、乾。紺野。そこでストップなー」

　鏡の前で睨にらみ合あっていると、柔らかで間延びした声が殺気を吹き消した。

　二人して振り向くと、小柄な胴どう着ぎ姿の部員がひとり、道場扉の前でにこっと微ほほ笑えんでいた。

　瀬せ川がわ紅こう。

　涙袋に二重まぶたが特徴的な、いつも眠そうでゆるっとした同期の部員。

　一つ上の代が引退するまではそんな印象しかなかったが、代替わりしてからは色々とこの男に世話になることが多かった。

「乾。先生が呼んでる。ぼくと出頭したまえよ」

「……分かった、行くよ」

「紺野も、今日はモップ当番だよね。まだやってないだろ。ぼくは見ているぞ」

「……お飾りの役職でしたが、この上級生の掃除だけは変えておくべきでしたね」

「ははは。人望に自信があるなら、みんなの前で提案してみるといーんじゃない？」

　ゆるっと躱かわす瀬川に、紺野はため息をつく。そして黙ってモップを取りに用具庫に行った。

「……瀬川の言うことなら聞くのに」

「違うねー。あいつは誰が言ったかなんか気にしちゃないよ。要求分返せてないって納得したから、引き下がったのさ」

　ちゃんとルールを把握しな、と瀬川は笑んで、快晴の尻をぽんと叩たたいてくる。

　全く敵かなう気がしないから、快晴もまた、黙って道場の外に連れ添うことにした。

　春も半ばを過ぎて、部室までの道にある桜並木は葉桜になり、夕闇に染まっていた。

「ねえ、瀬川。先生は何の用事なの？　連休の練成会絡がらみとか？」

「んや？　用事はないよ？」

「えっ？」

「ディスイズウソデース。だってまーた君らばちばちしようとしてたじゃん」

　あっけらかんと、隣をゆらゆらと歩く瀬川が笑う。

「冷めててもいいけど、親が喧けん嘩かすんなよな。そーいうの、子どもに伝染すんだよ？」

「……うぐ。いつも、ごめん」

「ゆるそう。すべてを。……ふふふ。名選手、名監督とは限らずってとこだね」

　図星ほど心にくるものはない。

　にこにこしているけど、実はこの男が一番きつい。快晴はぐしゃっと髪を搔かいた。

「瀬川が、キャプテンをやるべきだったんじゃないのかな」

「んー。まあ、向いてはいるだろうね。……でも、駄目だよ」

「どうして？」

「ここが秋水だからだよ。格ってもんがあるじゃない？」

　瀬川は歯がゆそうに、練習で荒れた自分の手を見ている。

　いつも彼が笑っているわけじゃないんだと、今更ながらに気付いた。

「ありえないよね。一回も公式戦に出てないキャプテンなんて。誰が納得するんだい？」

「……そういうのは、強さとは別じゃないか。君が今言ってたことだろ？」

「それを言い出すならこんな学校選ばなきゃ良かったのさ。その自由はあったろう？」

　あった。というより、誰にでもある。

　今の秋水に一流が寄ってこないことが、逆説的にそれを証明している。

　実際今自分が学校を選ぶとしたら、ここじゃない。間違いなく勉強して藤宮だ。

「それにねえ、乾。性格なんて、そんな大した問題かい？」

「問題だよ。悪いと、いつか行き詰まる」

「でもそれ、今考えんといけないこと？　……君は、一番いい人だから、一番強いのか？」

「……それは……」

「絵に描かいた餅で餓死するつもりかい。そういうの、乾が一番よく分かってるはずだよ」

　柔和な瀬川の笑顔が、胸に痛い。

「ぼくより、村雨のが上手だろ？」

「………………」

「な？　どうにもなんないよ、これは。……そんなぼくでも、試合に出るこの窮状だ」

　何か、上う手まい言葉をかけたかった。

　こういうとき、瀧本たちはどうしていただろう。快晴はここ数日そんなことばかり考える。

　でも、浮かばない。浮かぶはずがない。

　だって自分は悠ゆうを追うことばかり必死で、瀧本たちが何をしていたか全く知らない──。

「──なあ、村雨。言いたかないけど、もう本入部なんだから残って練習ぐらいしろよ──」

「……るせえな。やることはやってんだろ。なんで影下さんに言われなきゃなんねンすか？」

「……あんな流してるので、やってる？　馬鹿か!?」

　校門近くで影下が有言実行で怒っているところに出くわした。

　仲裁に入ろうか迷っていたら、瀬川に腕を引かれ、物陰に入った。

「お前がやってるのは先生が見に来た時だけだろうが！　バレてないとでも思ってんのか!?」

「……言いがかりつけんなよ。何か証拠あんすか？　あんたの言い分なんざ知らねえわ」

　高い背丈から影下を見下し、村雨は鼻で笑う。

「週二来るあいつが俺のこと良いって言ってる。それが全部だ。……もう、行っていスか」

　これ見よがしに高そうな腕時計を見て、奴やつは話途中で背を向ける。

　こんなに質の低い人間がいるんだ、と残念ながら思ってしまった。

「いいとこだなァ、ここはよ。先輩らが全部雑用やってくれんだから」

「……本気で言ってるなら、おまえは馬鹿だよ」

「あァ？」

「オレらが本当に、無意味な伝統継いでるとでも思ってんのか？　……いい加減にしてくれ。あの橋倉センパイが、本当にそんな慣例、作ると思うのか？」

　影下の声音が、氷に浸したように冷えていく。

　怒る価値さえないと感じたとき、人間はそうなるのだ。

「全部、お前ら下手くそのためだろ？　お前ら下級生が練習に集中できるように、上が時間作ってくれてんだよ。……底上げのためだよ。ゴミ貯ためるためのもんじゃないんだよ」

「……知らねェわ、んなもん」

　それでも、届かない。

「橋倉って誰だよ。知らねェ奴やつの考え押しつけねェでくれる？」

　村雨は大きな肩に自分のかばんをかけ直して、街へと出かけて行く。

「……これが」

　影下は追わず、斜陽を仰いで肩を震わせている。

「これが本当に、秋水なのかよ……っ」

　走り出していった影下にかける言葉が見つからず、快晴は立ち尽くした。

「あの、ルール。……橋倉先輩が、作ったんだね」

「発令役は瀧本キャプテンだけどねえ。練習の考案は、ほぼ橋倉先輩だよ。能力が違うもん」

「……そう、なの？」

「……仕方ないけど、何も知らないんだな。乾は」

　物陰から陽の当たる場所に出て、瀬川は困ったようにくしくしと目を搔かく。吐く息が重い。

「じゃあ、ああいう舐なめたのを毎回橋はし倉くら先輩が粛正してて、瀧本キャプテンがカバーに回ってたのも知らないな？」

「…………そんなこと、してたのか……」

「あの人たちは好かれる人と嫌われる人を分けてた。……まあ、真ま似ねしろとは言わないけどさ」

　自分の無知さ加減に物が言えなくなる快晴に、瀬川は言う。

　それは自分でも分かる、秋水凋ちよう落らくの一番の原因だった。

「一番の嫌われ役の、村むら瀬せ先生がいなくなっちゃったのは痛いよなあ……」




　×　×　×




「舩ふな木き先生。鍵を返しに来ました」

「おお、乾。いつも遅くまでご苦労さん。……すまんね。顔出したかったんだけど、会議が」

　全部のシメ作業が終わって、快晴が道場の鍵を返しに行ったのは社会科職員室だった。

　ノートパソコンから顔を上げた眼鏡の先生は、老いていて線が細く、気風からも剣道人じゃないことが丸分かりだった。

「大丈夫です。練習自体に、特に問題はなかったので」

「そうだとは思うけどなあ。……悔しいよな、こんな時期に村瀬先生がいないのは」

　かつての恐怖政治を敷いていた顧問──村瀬健けん次じ郎ろうは、学校を辞めた。

　時期は確か、秋頃だったと思う。

　前チームを全国大会優勝に導いた後、彼が部員の親と少し揉もめてしまったのだ。

　元々、時代に逆らうようなやり方だ。破綻は起きるべくして起きたのかもしれない。

「……僕は正直、あんなやり方、好きじゃなかったです。みんなもそうだったと思う」

　あれから、練習は快晴が指揮を執っている。

　練習メニューだって一から作り替えた。キツいだけで無駄が多いと感じていたからだ。

　しっかりと考えてこなせばこれほど身になるものはないし、事実成果も出ている。

　自分は物もの凄すごく伸びた。影下だって比べものにならないほど強くなった。

「……でも最近、嫌だけど、思うんです。あれにはあれで、意味があったんだなって」

　けれど、やらない者には今のやり方は絶対効かない。抜こうと思えばいくらでも抜ける。

　その結果が、今の体たらくだった。

　やらない人間をやらせるためには、結局、思考停止の暴力が最も手っ取り早い。

　共通の敵も作れて団結も生まれる。そんなことを納得しかけている自分が、嫌だった。

「先生。僕にとって、やることは当たり前なんです。多分これからも変わらないと思う」

「うん」

「……でも、当たり前ですけど。……みんなは、僕じゃないんですね」

　自分がやっていれば、みんなもやると思っていた。

　今まで続いてきたものは、何もしなくても勝手に続くと思っていた。

　──全然違う。

　みんながやるように、これからも続くように、主将の自分が仕向けなければならなかった。

『──快晴。おめーには足りないもんがある。分かるか？』

　ヒントは一年前にもらっていたのに、目の前のことばかりで解くことを忘れていた。

　言い訳のしようもなく、戦犯は自分だった。

「未熟です、僕は。……もう、本当に」

「……お前さんは、真面目だね。そんな弱々しい顔せんでもええじゃないか」

「実際弱いので。環境となんか戦ったことないですよ」

　あるいは戦わないで済むように、上の人たちが引き受けてくれていた。

　そんなことに今更気付く未熟さが、快晴には恥ずかしくて仕方がなかった。

　老いた教師は、そんな自分を見て微ほほ笑えむ。

「知らなかったことが、恥かね？」

「僕にとっては」

「私は違うと思う。人間、何に気付いて何に気付かないかはタイミングの問題に過ぎない。普遍なのは、気付いてからどうするかのほうじゃないのかな」

「……今のところ、何も浮かびませんけど」

「簡単ならそもそも悩まんさ。……また何かあったら、私で良ければ言ってください」

　そう言って先生は話を切ると、机の下に置いていた中くらいの段ボールを取り出した。

　見知った武道具店のロゴが入っていて、快晴は首を傾かしげる。

「これ、何ですか？」

「手拭いだよ。部員数が確定したから、発注しておいたんだ。持っていってくれるか？」

「ああ、分かりました。じゃあ明日の練習終わりにでも」

「と、渡す前に少し待て。検品するからね」

　先生が丁寧に段ボールを開け、一枚手に取って広げる。

「おお、よし。綺き麗れいに入っているなあ。……伝統の、『常勝』が」

　見知った布きれのはずなのに、それが靡なびいた瞬間、快晴は胃が蠢うごめくのを感じてしまう。

　その文字を。意味の重さを。

『──すまんな、乾。じゃあ、後は、頼むわ』

　自分はちゃんと理解して、瀧本に継ぐと言ったのだろうか？

「それじゃあ乾、後は頼むな」

　伝統が詰まった箱を手渡され、快晴は両手で抱えてお腹なかに着ける。

　大きな木刀をいくら振っても疲れない自分の手が震え、上う手まく摑つかめなかった。

「……重い、な」
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「ははははは！　軽い命だなぁガキ共、紙かみ屑くずみたいだぞ胴ぉ────ッたああ！」

「ぐわ────っ!?」「くそぉっ、悠せんせーを止やめろーっ！」

　陰鬱な気分を晴らしに帰りに快晴が錬心館に寄ると、今日は悠も遊びに来ていた。

　ちびっ子たちが来る曜日なので自分たちの練習はできないが、たまにはこういうのもいい。

　ちぎっては投げちぎっては投げする悠の隣で、快晴もまたちびっ子と鍔つば迫ぜり合あいをしていた。

「大人げないなあ、悠は。もうちょっと手加減してあげなよー」

「無理！　俺は手加減、はァッ！　されたら──っと危ない、楽しくなかった！　おらッ！」

「ぎゃああ────っ！」「足だ！　足をねらえー！」「誰か銃もってないの!?」

　まあ確かに、悠の言う通りだ。

　こういう剣道もあっていいなあ──なんて思いながら、快晴もよそ見はしていなかった。

「はぁい、隙有りぃい────ったりゃああァア！」

「ふぎゃあ─────っ!?」

　鍔つば迫ぜり合あいをしていた子に、全力で引き面を入れてやる。村雨に打ったものと同等だ。

「す……すげー！　快晴せんせー、もっかい打ってー！」「馬鹿、つぎはおれだよ！」

「はは、やっぱ快晴も人のこと言え…………って、ど、どした？　頭痛いの？」

「人はどうしてこの心を忘れるんだろうって……つらくなってきて……」

　きょとんと首を傾かしげる悠を見て、快晴はハッと息を吞のんだ。

　──いけない。今のは内部情報だ。

「……ほーらどうしたの、帰っちゃうぞ！　誰かひとりぐらい僕に入れてみろー！」

　うやむやにして叫ぶと、挑発にかかったちびっ子たちが、快晴と悠を円になって取り囲んだ。

「くっそー！　全員でかかれぇ！」

　二人でアイコンタクトを交わして笑う。すぐに背中合わせになり、中段に構えた。

「じゃあ悠、半分持ってね」

「半分ー？　けちくさいこと言うなよ。全部食わせろ」

「やだ。僕だって遊びたい」

　しょうがないなと悠は笑って、竹刀を頭上に掲げて宣言する。

「よっしゃチビども！　いつも通り有効打突は面小手胴だけ！　入れられたと思ったら、その場に座って死体になること！　……命は一個だ。殺し合いだ！　よく考えて、慎重にな！」

　跳ねた元気の良い「はい！」が一斉に帰ってくる。悠は子どもの仕切りが上う手まいのだ。

「それじゃあいくぞ。よーい……ど────んッたあァア！　はい一匹ィ！」

「あぁああ──っ!?　ズルだぁあー！」

「はははははァ！　馬鹿が！　殺し合いっつっただろうが信じてんじゃねぇ──！」

　一人倒してそのまま胴、残心で回転して面。二人斬る。悠の綺き麗れいな無双を観戦していると、

「隙ありぃ────！」

　自分の所にも来た。

　快晴はひょいっと身を躱かわし、手首を鋭く返して小手を置いた。まず一匹。

「ははははは！　もっと来なよ！　君たちもこいつみたいに死体になりたければなぁあ！」

「くっそー！　よくも！」「カタキ討ちだーっ！」

　二人同時の攻撃を近間に寄って一つは躱かわし、一つは竹刀で受ける。すぐさま右、左と身体からだでフェイントを振って、竹刀で受けた子に引き小手を放つ。二匹め。

　もう一匹は、あえて生かして泳がせる。引き技の残心はそこそこに、近間にもう一度入って間合いをキープした。

「うわあっ!?　ちょ、ちょっとオマエ、どけよー！」「打てないじゃんかあ！」

「そ、そんなこと言ったってー!?」

　こういった多人掛けは現代剣道には存在しない。けど、それはそれとして面白い。

　コツは、一対多の状況を作らないこと。一対一を複数回分けるように立ち回ること。

「おやあ？　仲間の命が惜しくないのかなー？」

　だから、こうして盾役を作って立ち回るのがおいしい。

　用済みとばかりに引き技でまた一匹倒し、その残心で次の子の近間に潜り込む。

　くるっと立ち位置を変えて盾にする。引き技を打つ。それを何度も繰り返す。

「くっそぉお……快晴せんせーも卑ひ怯きようだぞ！」

「綺き麗れいなままではいられないんだよ、大人は────って、ん？」

　最後の一匹を倒すと、白しろ胴どう着ぎを着た大きなボスみたいなのが急にやってきた。




「お兄、死ねぇええ──────っ！」




「何で吹雪ふぶきが入ってるんだよ!?　うわぁっ、危ないっ!?」

　即座に繰り出される小手面胴、引いて──最後はごうっと空気を纏まとった突きだ。

　快晴は反射で三本を竹刀で叩たたき落おとし、首を捻ひねって刺突を躱かわし鍔つば迫ぜり合あいへ。生を実感する冷や汗が、快晴の首筋を流れ落ちた。

「お前ふざけるな、突きなしって言っただろ!?　シャレになってないぞ！」

「うるさい……今日という今日は、お兄を潰すっ！」

　一年経たっても、妹からの憎しみは落ち着くどころか増すばかり。原因はもちろんこの男。

「吹雪、一旦引け！　作戦会議だ！」

「……！　うん！」

　素直に引き下がる妹に、あっ、と声をかけようか迷った。

　でも仕方ない。自じ業ごう自じ得とくだ。

　可哀かわい想そうな妹は予想通り、どごーん！　という破裂音と共に、胴を持って行かれていた。

「ふぎゅうぅうう──!?」

「御免……」

「……な、なんでぇ……!?　わたし、味方……！」

「俺基本は快晴の味方だから。悪いな」

　これでまた兄きよう妹だい仲なかは悪くなっていく。

　たまに妹に改めて聞きたくなる。本当にこんな彼で良かったのかと。

　僕はいい。これでいい。全員を片付けた二人は左片手だけで竹刀を持ち、ハイタッチみたいに右手を掲げた。

「やったね、悠！」

「おう、そっちも流石さすがは快晴！」

　二人の右手は、平和にタッチを交わす──ことはない。

　ガンマンの早撃ちの如ごとく即座に竹刀を持ち、疾風の如ごとく一直線に飛び合った。

「「メェえぇ─────えええええんやああッ!!」」

　共に全力の相面のタイミングは、同時。残心で諸もろ手てを挙げて、面めん金がねがごちんと衝突する。ついでに舌打ちも同時だった。

「ちぃッ……快晴のくせに、無駄に賢くなりやがって！」

「お陰様で僕も疑うってことを覚えてね……親友に感謝だなあ……」

　思い出したらまたむかむかしてきた。あの一年前の団体戦。

　一体誰のせいで土が着いたのか、未いまだに忘れたわけじゃない！

「今日という今日こそは僕が完璧に沈めてやるぅうう───っ!!」

「うるせえ死ねぇっ、何が味方だ───────ッ!!」




　×　×　×




　快晴とも、長い付き合いになる。

　離れた期間もカウントしていいなら、悠にとって一番古い友人になることは間違いない。

　練習終わりに馬鹿をやって、こうして二人して道場に大の字になることも何度目だろうか。

　だからこそ──分かってしまう。

「……どうして、学ばないん、だろうね、……僕たち……」

　──それは、噓うそだよな。

　お前本当は疲れてないだろ。学んでるだろ。あと二割は、強く速くやれただろ？

「……そう、だ、な……ずっと、同じこと、繰り返してるわ……」

　そしてそれは自分も同じだと、快晴にも伝わっていることだろう。

　お互いすぐに身体からだを起こして、それ以上そのことには触れない。触れられない。

　きっと実力は今も五分だと言うことが分かり切っていても、だ。

「ねえ。そういえば、吹雪はどこいったの？」

「子どもたちの面倒見に行った。快晴は知らないかもだけど、子どもに人気あるんだよ」

「ああ。精神年齢が一緒だから気が合うんだろうね」

「……ほんとにお前ら兄きよう妹だいはさあ。もうちょっと仲良くしたらどうなんだ？」

「無理。明日世界が滅びるとしても、手を取り合うことはないって断言できるね」

　唇をへの字に曲げる快晴に、悠は苦笑する。変わらない関係性が羨ましかった。

「……吹雪で思い出した。既読無視の返事、今聞かせてくれないか？」

「あ。ご、ごめんね!?　本当にそんなつもりじゃなかったんだよ！　ただ、読んでから色々と考えてるうちに、タイミングが──」

「いいって。ちゃんと分かってるから。……俺もそういうこと、たまにあるから」

　そしてそういうときは、決まってチームのことで悩んでいる。

「何か、悩み事か？」

「……そうだね。結構、大きいよ」

「……それは、俺に言えそうなことか？」

　言っていて、口の中が苦い。上う手まく笑えているだろうか。

　本当なら、こんな風に前置きなく聞いてやりたかった。

「……無理だね。君だからこそ、言えないよ」

「そうか。……そうだよなあ」

　快晴は、いい加減な人間じゃない。だから親友でいられた。

　そしてだからこそ──これからもっと、息苦しくなっていくだろう。

「いつの間にか、言えないことがどんどん増えていくね」

「……そうだな。面倒くさいよな、立場って」

　お互い、防具を外す。藤宮と秋水の学校名が付いた垂れネームが外れる。

　それでも、お互いの背負うものがなくなるわけじゃない。

「でも、大事だ。今更手放していいって言われても俺は無理だな」

「……そうだね。僕も、それはそうだ」

　一瞬訪れた静寂が、フラれる前みたいだなと苦笑する。

　それでも声を掛けずに後悔するよりは、良かったのだと思う。

「ごめん、悠。事情が変わった。秋水は連休の交流稽古、行けないです。普通に練習するよ」

「そっか。分かった。先生にも、崇たか仁ひとと瀧本さんにも伝えとくよ」

　大型連休のド頭の、四月末の休日。

　そこで剣友祭と称して、現役とＯＢＯＧの交流稽古をやることになっていた。

　藤宮だけではなく、桐とう桜おうや秋水の一年上の代まで声を掛けてある。

　来るかどうかは当人にお任せ。そんな企画の発案者は、他ならぬ自分だ。

　団体戦のメンバーが決まると、本格的に校外の人間とは会えなくなってしまう。

　その前に最後に遊んでおきたかったという、完璧な私情だった。

「……なあ、快晴。これから晩飯、付き合わないか？　瞳ひとみの給料で焼肉に行くんだよ」

「え？　い、行けるのは行けるけど……僕が？　いいの？　普通に迷惑じゃない？」

「大丈夫、あいつ給料日だけ気がでかいから。そのうちカードの引き落としで死ぬけど」

　いつもの自分なら、きっと呼ばない。

　快晴にだって家のご飯も事情もあるだろうと、真っ先に他人の事情を優先する。

「友達なら、呼んでいいって言われてるから。……どうだ？」

　けれど、今だけは。

　まだ友達でいられる今のうちだけは、幼いわがままを言ってみたかった。

「……うん。じゃあ、ごちそうになるよ。吹雪のことでお詫わびも言いたいしね！」

　普段、家のご飯が用意されてるときに誘っても、絶対に来ない快晴が食いついて笑う。

　同じような感傷があることが悟れて、互いに僅かに残った甘さが嬉うれしかった。

「よし、じゃあ行くか」

　もういくつ寝ると、剣友祭。

　久々に会う、役目を終えた人たちに、部長としての顔をきっちりと見せられるように。

　その夜、悠は快晴と吹っ切るように思い切り遊んだ。

　それが頂上決戦までに快晴と無邪気に遊べた、最後の夜になった。









「こんちはぁああ────っす!!　今日は！　楽しみやねー！　先輩がたー！」

　待ちに待った大型連休が幕を開け、樋ひの下した蓮れんは元気いっぱいにお昼前の部室の扉を開ける。

　靴があったので分かったが、既に城きの崎さきと悠ゆうがいて、胴どう着ぎに着替え始めていた。

「おーっす、蓮坊。今日も元気一杯だなー」

「一年は休みでもいいって言ったのに。こんなに早くから来ることないんだぞ？」

　そう言ってくれた悠に向かってぶんぶん首を振りながら、蓮は一刻も早く着替えに追いつくために服を脱ぎながら答える。

「んや、ボク混ぜて貰もらえるだけでも嬉うれしかなんで。雑用とかで返したかねー」

「じゃあ俺があげた自主練メニューやっといてくれていいのに。練習が一番の恩返しだぞ？」

「……あー。それなんですけど、場所が……」

　蓮が一つに纏まとめた髪を搔かきながらもごもごすると、悠がきょとんと首を傾かしげる。

　どう言ったものかと城崎に視線を向けると、彼が笑って引き受けてくれた。

「わりー悠。オレが一年に、朝は道場入んなって言ってあんだよ」

「……あっ、そうか。クロか！　悪い、そこまで気が回ってなかった」

「いーって別に。三人いんだから、誰かが気付けばいいじゃん」

　城崎は、よくこうやって部長の悠をさりげなく補佐する。

　そういう目立たないマメさが良いなと思うし、文句なしに強くて格好良い。後輩に大人気だ。

　ただ、それを本人に伝えても頑かたくなに否定するところが、性格と合わなくて不思議だった。

「ごめんな、蓮。俺がいくつかツテを紹介するから、朝とか放課後とかに練習したかったら今度からはそこを使ってくれるか？」

「わはっ、いいんですか！　やったー！」

「……だから今後も、クロとはーさまの邪魔はしないでくれ。部長命令な」

　珍しい命令という言葉に圧を感じて無言で頷うなずくと、蓮は部室の片隅に目を向ける。

　そこにはいつ来ても、綺き麗れいに畳まれた黒くろ瀬せの服と筋トレの道具が置いてある。

　蓮は自分が来るときも帰るときも、これを見なかったことはない。

「黒瀬先輩も、強か人ですよねー……」

「強えよ、やんなるほど。未いまだにオレ勝ち越せてねーんだよなー」

「というか、俺も二人にはあんまり教えることがなくなってきたからなあ。後は自分次第だ」

　悠は、剣道でお世辞を言わない。だからそれは本当なのだろう。

　あんまり後輩に構ってくれないあの人にも、絡からんでみたい……とは思っているけど。

「あのう、先輩。黒瀬先輩って、不良なん？」

　聞いてみると、悠と城崎が目を丸くして顔を見合わせた。

「なんで？」「そりゃ愛あい想そはあんまり良くねーけど、剣道部で一番優秀よ？」

「いや……だってあの髪！　金！　話したことなかったら結構怖かよ!?」

　力説すると、二人から失笑を浴びた。

　蓮が一つに纏まとめた髪の青い毛先を、悠がすぐに笑顔でぐいぐい引っ張ってくる。

「お前は剣道辞めてブーメラン選手になるべきじゃないのか？　ん？」

「痛てててて!?　こ……これは、島のみんなが！　ボクって分かるように！」

「……ああ、そういうことか」

「なー蓮坊。あんなので不良とか言ってたら、今日もっとやべー髪した女来んぜ？」

「えっ!?　女の人!?」

「お楽しみになー。つーかクロがあの色入れたのは一年前とかで、割とここ最近よ？」

「だなあ。最初からああだったわけじゃないぞ」

　着替え終わった先輩がたは、何かを懐なつかしむように微ほほ笑えむ。

「つーか、むしろ逆だよな？」「うん。……真面目だから、ああなったんだ」

　二人はそれ以上、何も話してくれない。

　自分がここにいない時間が二年もあることをひしひしと感じ、蓮は髪を雑に搔かく。

「……早う、出られたらよかったのにな……」

　自分が言ったことも、それに耳を立てていた誰かがいたことも、何一つ気付かなかった。




　×　×　×




　着替え終わって、南門担当の悠と一緒に噂うわさの先輩たちを門の前で待つ。

　早く来ないかなと、括くくった胴紐ひもを両手で持ってぴょんぴょん跳ねていると悠が笑った。

「今日は悪いな、秋水の現役呼べなくて。その……村むら雨さめくんだっけ？　やれたかもなのに」

「ああ、別にええですよ！　どーせ練成会いうやつに秋水も来るやね？」

「うん。一軍二軍含めて、全員来るよ」

「んじゃあそのときで良か。今日は先輩の先輩に会いに来たんで」

　楽しみだ。絶対強いはず。

　本当に島の外には、未知との遭遇が沢山で、たまらなくて──。




「変わってるな。わざわざ追っかけて来た奴やつより、知らない人のが楽しみなのか？」




　確信を突くような言葉に、蓮は声が出なくなる。……もしかして、この人。

「はは、そんな顔すんなよ。責めてるわけじゃないんだから」

「……部長は、全部──」




「──おお、悠。わざわざ出迎えか？　構わないと言っておいたのに」




「あっ、仁じん先輩！　こんにちは！　いや、そういう訳にはいかないですよ！」

「敬われるほどの人間ではないんだがなあ。……しかし悠、お前は全然変わらんな」

「卒業式で会ったばっかりですし。仁先輩こそ、大学入ったのに全然変わんないですね」

　校門をくぐって悠と談笑する大男を、蓮は呆ほうけて見上げてしまう。

　持っている防具袋と竹刀袋は、蓮でも知っている私立強豪大の剣道部のものだ。

　がっしりとした体格も、鋭い目つきも、その名に見合うぐらいに凄すごく強そう。

　でもそれ以上に、雰囲気が優しそうなことが印象的だった。

「ボクらの、先輩やとですか？　……はー。大きかね！　ボク見上げてまうわ！」

「……悠。この子は？」

「新入生の樋下蓮です！　よろしくお願いします！」

　紹介される前に先に名乗る。そうすると、彼は少し黙ってじいっと蓮を見つめた。

　小さな体たい軀くも、真っ先に指摘されそうな青い髪も含め、自分の全部を彼は見る。

　なのに嫌な顔一つせず微ほほ笑えんで、ぺこりと礼儀正しく頭を下げた。

「悠の一つ上の代の、江え坂さか仁だ。よろしく頼む」

　握手してみると、手が温かい。それから強い。

　本当の意味で大きい人なのだろうなと、蓮は悟った。

「何か感慨深い光景だなー。……蓮。仁先輩は、去年俺たちの部長だったんだよ」

「はえー……部長の、部長？　なんか、へんてこりんやねー！　敬語も使うとるし！」

「……俺からしたら、俺が部長って呼ばれることのほうがへんてこりんなんだけどな」

「ははは、じき慣れるさ。俺も最初はそうだった」

「そんなもんですか？　……ところで、纏まとい先輩は？　てっきり一緒だと思ったのに」

「ああ、途中まで一緒だったんだがな。電話がかかってきて──」




「──だからぁ、もう着いてるって言ってるでしょ!?　あんた耳引きちぎるわよ！」




　離していると、凄すさまじく物騒なことを叫び立てる女が、曲がり角を曲がってやって来る。

　絶対例のやべー女だ、と一目で分かった。

　きらきら輝くロングの髪の毛を揺らし、その女は竹刀袋をヤンキーみたいに肩にかけて接近してくる。こわい。完全にその筋の人だ。

「そっちは桜さくら子こと来なさいよ。久々なんでしょ？　……え、円まど香かと？　じゃあひとりで来なさいよ。……だからぁ！　もう毎日会ってるんだから今日はいいでしょ!?　じゃあね!!」

　それにしても、びっくりだ。

　電話を切ってため息をついた女の人は、近くで見ると驚くくらいの美人さんだった。

「纏さーん！　久しぶりです！」

「あっ、水みな上かみぃ！　出迎えご苦労！」

　纏と呼ばれた人は、防具袋を揺らして満面の笑みで手を振る悠に向かって駆けてくる。

　よく見ると、結構清せい楚そな格好をしている。さっきまでの罵倒とかはきっと幻だ。

　ほあーっと呆ほうけている蓮の前で、二人は出会い──、

　──どぼぉっ！

　凄すさまじい鳩みぞ尾おちへの中段突きという形で、肉体コミュニケーションがなされた。

「いよっ、久しぶりじゃない！　元気だった？」

「……いま、げんきじゃ、なく、なり……」

「なによ大おお袈げ裟さねー？　こんなもん挨拶のチューみたいなもんじゃない」

「お前の宇宙言語を他人に課すのはやめろ。見ろ、新入生が怖がってるじゃないか」

　江坂に促されて、纏はカエルを食うか決める蛇のようにじろりと見つめてくる。

　それから無遠慮に蓮の毛先に手を伸ばすと、一ひと撫なでしてふふんと笑った。

「なによ、またヘンな女が入って来たじゃない。目立つ色入れてんのねー」

　蓮のこめかみ辺りの血管がぴくっと揺れる。口は勝手に動いていた。

「あんたねえ、いきなり失礼じゃなか？　人のこと言える髪色とちゃうやろ!?」

　この傍若無人さに既視感がある。例の史し織おりの師匠は、絶対この人のことに違いない。

「ていうか、ボクは男やっ！」

「あっはっは、そうなの！　じゃあかわいくて二倍お得じゃない。何怒ってんの？」

　あっけらかんと纏はそう言い切って、戦国武将みたいな豪快さで笑い飛ばす。

　めちゃくちゃな人だ。何だか、自分のほうが間違っているように思えてしまう。

「纏さんは謝ったら死ぬ呪いにでもかかってるんですか？」

「というか、なぜお前はまず殴って反応を見るコミュニケーションしかできない？」

「あーあー、うっさいわね。大体白しろ胴どう着ぎなんか着てる奴やつが悪いんじゃない。目立つ見た目してるってことは、あたしに弄いじられても文句言えないってことなの」

「仁先輩。おたくでは、彼女さんにどんな教育をされてるんですか？」

「俺の言葉をこいつが聞くと思うのか？」

　彼女。……彼女!?

「……江坂さんは、人格者なんやね……」

「ちょっとどういう意味よコラァッ！」

「いやまあ、今日ははしゃいでいるだけなんだ……。昨日楽しみであんまり眠れなかったらしいし、抱きつくわけにもいかんから多分拳に力が────危ないッ!?　殺す気か!?」

「ばか、ばぁか！　死ね！　喋しやべんなばか！　死ね……ほんっとしね！　なんでいうの！」

　一瞬の早業で横よこ薙なぎに振られた竹刀袋を、江坂が屈かがんで躱かわしている。見事だ。

　それから途端に顔を真っ赤にしている纏も、見ていると生暖かい気持ちになってくる。

「部長。ボク好きや、この人」

「減点法より加点法の人なんだよ。最終的に悪いところも愛あい嬌きようになる」

　でも流石さすがに止めないとヤバイ気がする。人死にが出そうだ。

「ここは俺に任せろ。纏まとめて連れてくから、他の仕事頼める？」

「はい！　何したらええですか！」

　訊たずねると、悠は今一度蓮の伸びた髪を見てから頷うなずき、にやっと笑う。

「そろそろ次に来る、お姉様がたの生いけ贄にえになってくれ」
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「あ、あの……。ボク、素振り、行きたいん、ですけど……」

「あはは、動かないの樋下くん。君のお仕事は、おねえさんたちの相手をすること！」

「円香、ちゃんと押さえてろよー？　………………よっしゃできた！　ツインテ！」

「きゃ────っ！　かわいい！　さすが桜子！　速はや水みプロっ！」

「へへ、高校の頃は毎日やってたし。……うー、でもホントいいな。インスタ上げていい？」

「かっ、勘弁してくださいっ!?」

　かわいいもの好きな二人はお気に召すだろうなあ、という悠の予想は大当たりだった。

　胴垂れを着けたみんなが道場に出そろい、練習開始までもう少しという段になっても、蓮はおもちゃにされていた。

「よっ、蓮。天国堪たん能のうしたか？」

「あっ、部長!?　やっと来たぁ！　ボクもう無理じゃ、素振りするっ！」

　涙目になったツインテの少女（男）は、涙目になって道場の外に逃げていった。

「桜子さん。それからもちろん円香先輩も。お久しぶりです」

「おーっす、悠くん。見ない間にまた髪伸びたんじゃない？」

　元桐とう桜おう学院の速水桜子が、からっと元気のいい笑顔を下から向けてくる。

　高校生の頃はツインテだったが、大学生になってからはボブにしていてそれも似合う。

「そうかも。じゃあ忙しくなる前に、またお願いしに行っていいですか？」

「お！　じゃあまた店終わってからね。相変わらずまかないカットで悪いけどさ」

「とんでもない。お小遣い浮いて毎回助かってるんで」

　桜子とは去年一時期桐とう桜おうに出入りした縁で話すようになり、実は家が近いことが分かってからはこうしたギブアンドテイクの関係を結んでいる。

　将来は実家の美容院を継ぐためと言われると応援したくもなるし、近所の姉ちゃんとして丁度良い距離感で話せるたまの機会が、悠は好きだった。

「ねえ。桜子はどうしてお仕事だと話せるのに、大学だと未いまだに男の子と話せないの？」

「しっ、仕方ないだろ!?　ていうか何で学校に男がいんの!?　こわい！」

「あはは、典型的な女子校病だねー。おうちでしか吠ほえられないチワワみたい♪」

「……円香先輩、更にたくましくなったよなあ」

「体型もな。この性悪、新歓太りで3kg増えたの」

「ぎゃあぁああ────っ!?　何で言うのッ!!　大丈夫、今日で全部燃やすから！」

　同じ大学に通う円香と桜子の二人は、今、とても仲がいい。

　引退してからは一緒に受験勉強をしたりもしていた。もう敵だった頃とは事情が違う。

　そう、色々と違う。

　大学生らしく染まってしまった円香の茶髪を見て、悠は大きなため息をついた。

「胴着姿、似合ってるのになあ。本当に二人ともすっぱり辞めちゃうんだから」

「あはは、当たり前じゃん。臭いもん」

「アタシももう痛いのヤダー。さっき袴はかまの穿はき方とか若干忘れてたよね」

「……まあ、それが正常な感覚ですけどね。来てくれただけありがたいです、ほんと」

　自分がやっているからと言って、他人には薦められないのが剣道だ。

　スイカにかける塩みたいに、人生に酷さが一カ所でもあると他が味わい深くなる。そういう楽しみ方が本当は妥当なんじゃないだろうかと、冷静な自分は言う。

「いやいや、アタシも呼んで貰もらえただけで嬉うれしいから。……なんだろうね。嫌いになったわけじゃないんだけど、もう完全燃焼しちゃったから。次は違うことやってみたいんだよね」

　すっきりとした笑顔で、桜子は照れくさそうにして首に手を当てる。

　そうしてその手を、今は離れていても長年付き添っていた子のほうに向けた。

「まあまだ、全然燃え尽きてない奴やつらもいるけどね？」

「あはは、意外だったよねえ。……まさか由ゆ季きちゃんのほうが、剣道続けるなんて」




「纏ぃ……。どうして今日はそんなに冷たいんですか？　江坂くんがいるからですか!?」




　悠が振り向くと、白しろ胴どう着ぎに白しろ袴ばかまを着た、この場の誰より清せい楚そなお嬢様がいた。

　元桐とう桜おう学院主将、柏かし倉くら由季は日本一賢い大学で剣道を続けている。

　ただ、変わってないのはそこだけかもしれない。未いまだに悠は違和感があるのだ。

　あの黒くて長い髪の毛を、ばっさりと肩の辺りで切ってしまったことに。

「か、彼氏がいるからって私をないがしろにするつもりですか!?　そんなの許しませんよ！」

　それから、何か間違えたねじ曲がり方をしてしまったことに。

　由季はなけなしの稼ぎで酒を飲みに行く旦那を止めるみたいに、纏にすがりついていた。

「あぁもう、くっつくんじゃないわよ！　さっき言ったでしょ!?　あんたは部活に講義に、毎日さんざ喋しやべってんだから今日はいいじゃない！　桜子んとこ行きなさいよ!?」

「そ……そんな！　纏は私が嫌いなんですか!?」

「どんなロジックでそうなったの!?　あああ……鬱陶しい！　は、な、れ、ろ！」

　──どうして、こんなことに……。

「……やっぱり日本で一番賢い大学って、みんな変態に染まっちゃうんですかね？」

「まあ、色々あったんだよ……。纏が少女漫画みたいなことするからさー」

「あはは。とりあえず助太刀行こっか、桜子」

　そう言って、円香と桜子は駆けていく。

　時間ができた悠は、じっくりと柔軟をしながら、道場に広がる光景を見渡していた。

　みんな旧交を温めていて楽しそうだ。

　特に、桐とう桜おう学院は昔のレギュラーメンバーで集まるのは久しぶりなのだという。

「さくちゃん先輩、由季ちゃん先輩も久々じゃ～ん。ねね、彼氏できた？」

「一言目にそれかよ……。変わんないなあオマエは」

「あの、彼氏なんてどうでもいいんです。私は今日愛あい莉りに聞きたいことがありまして」

「……えっ、ニセモノ？　ど、どうでもいい？　由季ちゃん先輩が？　ていうかあたしに？」

「はい！　略奪愛ってどうやるんですか？」

「りんごぉ……！　由季さん、目が怖いぃ……！」

「大丈夫吹雪ふぶき。寝取りと寝取られは表裏一体。吹雪もそのうち分かるようになる」

　世代や学校をまたいで、何のしがらみもなく剣を振れるのは本当に幸せなことだ。

　今、自分に立場があるから余計にそう感じるのかもしれないけれど。

「……来ないかな、やっぱり」

　苦笑をして、悠は道場の掛け時計を見上げる。

　開始、一分前。そろそろ諦めて上手に移動しようか。




「──よう、悠。来てやったぞ」




　そういう、予想を裏切るタイミングを狙い澄ましたかのように、その男はやって来る。

　がしがしと搔かく焦げ茶の髪に入っていた紅色のメッシュが消えて、どれぐらい経たつのか。

　灰色の瞳に宿る穏やかな理性の光を見ると、悠は少し忘れそうになる。

　昔は道場では決してしなかった欠伸あくびと共に、胴どう着ぎに胴垂れ、それから竹刀の準備も完璧に済ませてきた橋はし倉くら崇たか仁ひとが、道場に入って来て礼をした。

「……巌がん流りゆう島じま作戦かよ。一分前だぞ、崇仁」

「るせえ。前入りしたら他のと喋しやべんねーといけねーだろうが」

　相変わらず徹底して人に合わせる気がない上に根暗すぎて安心する。

　橋倉とこうして会うことに、実は何の感動もない。

　奴やつの姉が勤務している警察道場でたまに剣を合わせる仲だからだ。

「今日は、瀧たき本もとは来ねえぞ。残念ながら俺っちだけだ」

「そっか。まあそんな気はしてた。……俺は、崇仁が来ないんじゃないかと思ってたけどな」

　そう言うと、ある意味期待通りに橋倉は牙を見せて笑った。

「おめーが来てほしくなさそうだからな。来てやったよ」

「はは、お前らしいわ。……アレ持って来た？」

「……持って来たよ。割とそういうのは嫌いじゃねーからな」

　橋倉はそう言って、周りを確認した後に竹刀を振る。

　勝手をやる分、人を待たせたりはしない。もう準備は済んでいるだろう。

「おい、俺っちが最後か？　カナ公がいねーけど」

「彼方かなたは講習あって地稽古から来るってさ。多分いつも通り、気付いたらしれっといるよ。

　……よし。整列──体操！」

　もう今日は考えるのを止める。楽しもう！

　待ちに待った、お祭りの時間だ！




　×　×　×




「正面に、礼。──面着け！」

　辞めた組はどうせ身体からだなんてロクに動かないんだからと軽めに基本稽古を切り上げて、休憩をたっぷり取って、本日一番のお楽しみの地稽古が始まる。

　やる気十分に面を一番早く着けて立ち上がったのは、立たち花ばな纏だった。

　常に焦あせっていた現役時代は「終わったらゆっくりやろう」と思っていたのに、いざ自由になると勝手にやる気になってしまうのが不思議だ。

「纏先輩、お願いします！」

　そんな自分に真っ先に挑んできたのは、やっぱり自分の忘れ形見──史織だ。

「そろそろ成じよう仏ぶつさせてあげますよ。私もう纏先輩なんて必要ないですしー？」

「はっは、毎回口だけはいっちょ前なのよねえ！　……いいわ、来なさい！」

　纏は上座を譲らずに、変わらず傲岸不遜に剣を抜く。新鮮な息を吸い込んで、身体からだで気迫を鳴らした。

「いやぁああああ────────しゃああッ!!」

「キぃいああぁあ─────────ッ、たあああッ!!」

　蹲そん踞きよして立ち上がり、鋭い平青眼を練って火の位へと向かって行く。

　そうしていると、剣を続けると決めたきっかけが、他ならぬ彼女だったことが思い出された。

　本当は、終わった後綺き麗れいに辞めるつもりだった。

　けれど毎日ひたむきに稽古を重ね、才能を開花させていく史織に触れるうち──燻くすぶっていた自分の心に、もう一度炎が灯ともるのが分かったのだ。

『仁。あたし、決めたわ。……推薦は使わない。あんたと同じ大学には行かない』

『うん。そう言うと思っていたよ』

　そして感じたときにはもう、纏は次なる道へと走り出していた。

　思い立ったらすぐ行動すべきなんだということを、既に学んでいたから。

『あたし、国立受ける。今度は本気で勉強して一番頭のいいとこに行く。……それで剣道部入って、今度こそ日本一になりたいの』

　今まで、最初から本気を出したことがない。遅れを取り戻すことしかやってない。

　だから今度こそ、初めから全力を出してみたい。自分の限界に挑んでみたい。

　自分がどこまで行けるのか、誰より自分自身が見てみたくなった。

　そりゃあ一旦道が分かれることが寂しくないと言えば噓うそになるけど、でも大丈夫。

『言っとくけど、あたしに手ぇ出したんだから逃がさないわよ』

　一生の中のたかだか四年だ。その間、せいぜい束つかの間まの息抜きをしてたらいい。

『──絶対、墓の中まで付き合ってもらうんだから！』




「おぉらああッ、死になさいこらあぁああ─────ッ!!」




　輝く髪を揺らして鋭く放った切っ先は、熱風を纏まとって鋭く史織を吹き飛ばす。

「うぎゅぁああ────っ!?」

「あーっはっはっは！　あたしを越えようなんざ、百億万年早いのよ！」

　今度こそ自分のために燃えて走り出した纏は、もはや誰にも止められない。




　そんな纏の姿に、柏倉由季はいつも見み惚とれてしまう。

　剣道がしやすいようにと切った髪を元気に揺らし、追いかけるように駆け出した。

「桜子、お願いします。今の私をお見せします！」

「よーし、やるか。元全国出場選手を舐なめんなよー？」

　いつまでも一緒だった二人が、今一度向き合って剣を抜き──共に笑って叫ぶ。

「きゃぁああ─────────やああッ！」

「ぎィアぁあああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ヤぁあゃぁああッ!!」

　一年前、地方大会を制した後も、桜子とは背中を預けて強者ひしめく全国大会を戦った。

　けれど結果は、力足らず。由季率いる桐とう桜おう学院は道半ばで敗れてしまった。

　──もっと、出来たのに。

　あの時間があったら。日和見を決め込まない自分だったら。私だって、もっと何かを──。

　そんな風に悔やんでいつまでも泣く自分と、終始穏やかに笑う桜子に別れは訪れた。

『由季。アタシな、剣道終わるよ』

『……っ』

『自分に納得したんだ。……由季は、どうだ？』

『……私、は。……まだ、終わりたくありません……っ』

　いつだって、桜子の前では笑ってきた。でもその日はずっと噓うそでも笑えなかった。

　だからそれこそが、自分がこれから選ぶ人生の答えなのだと悟った。

『私、まだまだできるんです。……何も、やりきってなんか無いんです！　嫌です！』

　瞼まぶたの裏には、いつまでも綺き麗れいな纏の姿が焼き付いている。

　今もまだ、初めて見えた辿たどり着つきたい場所に行きたいと身体からだは言っている。

　そこに行くためなら、ひとりになっても構わないと、はっきりと桜子に意志を示した。

『──じゃああんた、あたしと来なさいよ』

　そうしたら、桜子はずっと昔に悪いた戯ずらを企てるときみたいな顔をして、物陰に隠していた纏まといを連れてきてくれたのだった。

　大好きな芸能人が出てくるドッキリにひっかかった人みたいに、由季は真っ赤になった顔を両手で押さえ、声にならない声を漏らす。

　そんな由季の手を強引にどかして、纏は両目を見据えてにかっと笑った。

『桜子から聞いたわよ。柏倉さん、頭良いんでしょ？』

　にかっと笑う彼女は、壮大な計画を語る。

　荒唐無稽で、そして何より胸がときめいて仕方がない夢を。

『次は文武両道、それから美も制覇したいわけよ。……だからあたし、あんたが欲しいの』

　──欲しい。あなたが、私を？

　それは……つまり。

『……わ、私なんかを……誘ってくれるんですか……？』

『なんかって言うな。あんたはあたしが一緒にやりたいって思えるくらいの子なんだから』

　殺し文句に、由季はくらっとくる。

　心地良い動どう悸きが身体からだを巡って、耳じ朶だが高鳴る鼓動でうるさい。幸せだった。

『由季。あたしと来なさいよ。ちゃーんと責任取って、最高の時間にしてあげるから！』

　あの瞬間、もう死んだっていいと思った。

　こうしてすとんと、由季はオトされてしまったのだった。

『まあ嫌だっつっても、無理矢理さらってくれるけどね！』

『……どうしましょう、桜子。……私、さらわれちゃいます……っ』

『父さんは許さん。……なーんて言いたくもなるけどな。でもいいじゃん、行けよ。

　アタシだって、由季がどこまで行けるか見てみたいから』

　ぽんと、桜子は送り出してくれた。

　だから心置きなく、新しい場所へと駆け出していく！




「胴ぉおおッ、たぁあああ──────────やあああッ!!」




　手加減なしの痺しびれる担かつぎ胴を、桜子に向かって叩たたき込む。

　今は違う道を歩いている親友は、折れずに喜んで笑ってくれた。

「うひー。強！　もう全然、叶かなわないなぁ」

　もう一緒に歩く道は違うけれど、それは悲しいことじゃない。

　この子がくれた物が、今までも、そしてこれからも、自分たちを繫つないで支えてくれるだろう。

「まだまだこんなものではありませんよ、桜子！　私はもっとやれるんですからね！」




「──あはは、元気だなあ纏も由季ちゃんも。わたし、もーしんどいのに……」

　久々に面を着けたら楽になってないかなー、なんて円香の淡い希望は当然打ち砕かれた。

　暑い。痛い。息苦しい。やっぱり剣道、好きじゃない！　辞めて良かった！

「幸ゆき村むら円香先輩！　早くもう一本！　もう一本やっとくれよお願いだからぁ───！」

「しゃらっぷカナちゃん。まだ休憩でーす♪」

「そんなぁ──!?」

　しれっといる神出鬼没の宇宙怪獣カナタを手て懐なずけて、円香は強したたかに休みまくる。

　こんな剣道は初めてだ。でも終わった人間には、そういう自由が許される。

　これなら、ダイエットのためのサウナぐらいの気持ちで割り切れる。きっと帰ったら、五キロぐらい瘦せていることだろう。帰りはアイスを食べまくろう。

「……気楽な剣道なんて、あったんだなあ」

　きっとそれは、部活を途中で辞めていたら分からなかった気持ちだ。

　しみじみとしながら、円香は深呼吸する。懐なつかしい防具の匂いがした。

「よーし。カナちゃん、もっかい行くぞ！　燃やし尽くしてくれるわ！」

「イエスっ！　燃やせるもんなら燃やしてください！　このカナをっ！」

　いや燃やしたいのは脂肪だけどね。君はもうよい。

「ギぃあぁあああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]やあああッ!!!」

　ぎらぎらした笑顔で容赦なく叫ぶ彼方は、きっと今も女子のトップレベルだ。

　並の人間なら、構えただけで逃げ出しちゃうようなオーラがある。

　でも、全然怖くない。誰にだって向かっていける。

　剣道部での三年間よりも辛つらいものも、怖いものもないからだ。

「いやぁああああ─────────たああッ！」

　あれに耐えた自分なら、これから先どんな苦しいことがあっても耐えられる。

　今はまだ見つからないけど、自分が本当にやりたいことを見つけたら、ひとりでだって最後まで成し遂げられる。そんな自信が円香の心には溢あふれていた。

「……は、はっ……ふう、か、カナ、ちゃん、また、休憩……」

「あっ、はい！　遠慮せず！　カナは円香先輩のためなら、いつまでも──」

「噓うそです、隙ありーっ♪」

　ぼこーん！　と、脳天に一撃入れてやる。やった！

「あぁーっ!?　ず……ずっけえ！」

「あはは、ばーか♪　勝てば良かろうなのだー！」

　もう二度と苛烈な気持ちで人を叩たたくこともないし、剣道だってやらないだろう。

　でもここで培つちかったものは、きっと一生活いきるから。

　──わたし、部活最後までやって良かったなあ。

「あー、剣道たのしいねー！　四年に一回くらいなら、またやってもいいかも！」




「──いつ会っても強したたかだなあ。あいつは」

　久々に帰った古巣で、江坂仁は頼もしすぎる同級生を見て苦笑する。

　自分にとって剣道をすることは、生活の一部。呼吸と同じだ。辞めるなんてそもそも考えないし、こうして藤宮で剣道をしていると、何も変わっていないようにも思える。

「江坂さん、ありがとうございました！　いやー、強かねっ！」

　けれど、確かに時は進み続けている。

　江坂は次の世代である蓮に、藤宮に来てくれたことの礼も含めて頭を下げた。

「うん、ありがとう。……樋下は筋がいいな。驚いたよ」

「やー、全然！　深ふか瀬せ先輩とでちょっとは上段の感覚摑つかんだかと思ったのに……何もできんかったとです。別次元やね！　やっぱり部長の部長は凄かね……！」

　きらきらと輝く蓮の笑顔を見ると、この部の将来には何の不安もないなと安心する。

　ただ、少しだけ純粋な興味が湧いて知りたいことがあった。

「なあ、樋下。お前から見た悠は、どんな奴やつなんだ？」

「部長ですか！　うーん……不思議な人！　よう摑つかめん！」

「そうだなあ。俺も最初はそうだった」

「ボク、アホなんで何て言えば分からんとです。あんな人、初めてでねー」

　蓮は促すように、竹刀を持っていないほうの手でキャプテン位置を指す。

　昔は自分が居た場所に、蓮以外の新入生──それも女子部員に、丁寧に剣を教える悠がいた。

　悠の場所には、いつも人が絶えない。

　誰もが真剣な表情で教えを請こい、終わったらすぐに実践したいと、みんな走り出すのだった。

「バリ強か人でねー。剣道やってる人ならみんな鬼や思ってるんやけども。でもみんなに聞いてみたら、『強い人』なんて言う奴やつも、怖がる奴やつも誰もおらんから。不思議やねー」

　江坂は頷うなずき、またひとりの相手を終えた悠を見て微ほほ笑えむ。

　キャプテン位置にじっと居ることを嫌って、悠は走って道場の隅に行く。

　戦いに夢中になっている部員二人の間に入って、壁にぶつかって怪け我がをしないようにと移動させ、自分の場所を譲ってやっていた。

「ずっと見てくれとるんです。ひとりひとり、あんな風に。せやから、みんな付いていきたくなるんやなーって思います」

　蓮は自分のことを自慢するかのように、にへーっと笑う。

　分かりきっていたことだが、やはり何も心配はいらないようだ。

「……でもねー。ボクは不満かってちゃんとありますよ？」

「お……何だ？」

　表情が忙しい子だ。笑ったり、一気に膨れたり。何も隠そうとしない。

　蓮は面の下で唇を尖とがらせ、分からんと腕を組んで首を傾かしげた。

「部長はねー。剣道やったら何でも教えてくれんのに、自分のことは何も教えんやね！」

「……ああ。はは、なるほどな」

「いっつも『秋水に勝って全国に行く』って顔つき変えて言いよるのに、何でって聞いても絶対教えてくれん！　教えてくれてもええじゃんねー？」

「いやあ。無理だろうな」

「えっ、何で!?」

「そういうものなんだ。樋下も、いつか分かるかもしれないな」

　不器用は遺伝しないほうがいいが、きっと無理な気がしている。

　なら負の伝統は、継いで上等なのが体育会系らしい。

「よし、もう行け。次を探せ。一年生だからと言って、時間があると思ったら大間違いだぞ」

　常に生き急ぐべきだ。

　三年間はあっという間だった。きっと蓮も、これからそれを知るだろう。

「たくさん挑んで、たくさん失敗しろ。綺き麗れいな自分なんて頭の中だけでいい。どうせ一生、そうなれる日なんて来やしないから。……ただ、愚直に。後悔のない三年間にしてほしい」

　江坂は微ほほ笑えみ、次の世代を担になう蓮の肩を叩たたく。

「頼んだぞ、樋下。お前のこれからに期待している」

「……はい！」

　駆けて行く蓮の後を、江坂の目は追わない。

　自分のこの場での役目は終わっている。後はただ、待つのみ。

「仁先輩。お願いします」

　真っ先にやって来た黒瀬の後ろには、同じく見違えた城崎と八や代しろが虎こ視し眈たん々たんと待っている。

　鋭く牙を覗のぞかせる笑顔を見せ、黒瀬は全員の代弁者となり拳を向けてきた。

「先に終わったからって、怠けてたわけじゃないすよね？」

「ああ。愚問だ！」

　戦うべきは、常に今。

　燃え盛る火の位は陰ることなく、煌こう々こうと強く高く練られて哮たけり出す。

「──来い。お前たちの一年、俺に見せてみろッ！」




　そして最後を引き受けて、樋下連は走り出す。

　叩たたいてもらった肩が熱い。同じ場所の一員として認めてくれて胸が熱い。

　──もっと、上う手まくなりたい。

「水上部長。お願い──」

　──ぞくり、と。

　言葉の途中で、蓮の汗が引く。上う手まく喋しやべれなくなる。

　天井を見上げて浅く息を吸う悠に近づいただけで、氷漬けになったように動けない。

「悪いな蓮。今日はもう、水上部長は終わりだ。……どっか、余よ所そ行け」

　地を舐なめるような低い声を聞くと、蓮の腕にはびっしりと鳥肌が立っていた。

「……やっとか。早くしろ」

　深呼吸を終え、悠がようやく上げていた貌を見せる。蓮は言葉を失った。

　──鬼がおる。

「れんくん、こっちや。邪魔したらあかん」

「……ち、千ち紘ひろ先輩……」

「黙ってよう見とき。藤宮でマジでやるゆーくんなんか、もう滅多に見られへんで」

　道場下手にいる千紘のところに身を寄せて、蓮は黙って従う。

　自慢の鋭い五感を研ぎ澄ませて、ただ悠の一挙一刀足を追うことに専念する。

　悠は、鬱陶しいと言わんばかりにキャプテン位置から降り、ひとりの男のもとへ歩く。

　その先に待つ男が何者かを確かめることを、蓮の五感は嫌がった。ただ、恐ろしい。

　銀色の面めん金がねよりも、その下にある灰色の瞳は獲物を見つけて鈍く光る。

　垂すい涎ぜんの餌を見つけて輝く牙に、胴着から覗のぞくしなやかな肢体を見て蓮は思う。

　狼おおかみみたいだ、と。

「お願いします」

「……へ。おめーのほうから頭下げに来るとはな」

「せっかくだ。去年の出稽古の分、ここで清算しとこう。お前とは上も下もないからな」

『橋倉』と書かれた垂れネームの男と、悠はにやりと睨にらみ合あう。

　火花のように弾はじける眼光が、二人には心地良いみたいだった。

「くくッ。昔のことをねちねちと、よくも覚えてやがんなぁおめーは」

　上も下もない。その言葉に応えて。

「お願いします」

　橋倉もまた、深々と頭を下げて笑った。

「おめー、もう俺っちから逃げねぇな？」

「ああ、二度と逃げるか！」

　二人は蹲そん踞きよをするために距離を離れると、一度頷うなずいて互いに背を向ける。

　そして籠手を嵌はめたまま、自分の垂れネームを外して同時に見ている者たちに投げた。

「纏さん。預かってて」「江坂。持ってろ」

　二人の垂れネームは、しかし無くならない。

　もうひとつの名前が、二人して下から現れたからだ。

　石いす動るぎ剣友会、橋倉。御み剣つるぎ館かん、御み剣つるぎ。

　かつて六代道場にいた時代に戻ったように、悠と橋倉の笑顔は今──幼く弾はじける。

「いくぞ御剣ィッ！　今日こそぶっ殺してやる！」

「やってみろ橋倉ッ！　何回挑んで来てもお前は殺す！」

　一歩、二歩、三歩──。

　蹲そん踞きよをして、二人は立ち上がる。周囲から音が消えた。

　いつも誰かに稽古を付けるため、変幻自在に形を変える悠の型。

　その真の貌が、ついに今────雷鳴が轟とどろくような咆ほう吼こうと共に姿を現した！
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　耳を劈つんざく叫びが道場を乱反射するより早く、三条放たれた悠の一いつ閃せんは距離を飛んでいた。

　音は遅れて到達する。雪崩のような竹の破裂音と共に地鳴りは訪れ、蓮の網膜に打突の残心のみが残る。

　見えない。あまりに鋭く速い悠の小手面胴。それが効いてないことも信じられない。

　寝てんのか？　と言いたげに橋倉は容易に見切り、悠に近づき息を吸う。

　満月に吠ほえ上がるような獰どう猛もうさで、彼もまた、悠と同じ次元の咆ほう吼こうを上げる！
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　ずどん！　と垂直に重力を叩たたき下ろした橋倉の引き面が突風のように放たれる。

　悠の受ける竹刀が交差してみしりと軋きしみ、斥せき力りよくを発して二人が離れる。

　次の瞬間には引き合う電磁力のように、悠と橋倉は一足一刀より近間で撃ち合っていた。

　一秒──五つの足音が圧縮されて鳴る。

　遊ゆう弋よくする竹刀が惑って交差し、「はあッ！」容赦なく手首に唸うなるのは悠の竹刀──かちり。

　流れるような罠わなを張り、「つぁあッ！」カウンターの返し面を放つのは橋倉の竹刀。

　軽々くぐって悠は近間に、二つ虚を混ぜ引き技の選択を迫る。

　橋倉はにやりと嗤わらう。何もしない──それのみが正解。見破られてまた悠も嗤わらった。

「我ァぁあぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッたあああああッ!!!」

「鬼ぃァあアあ阿ァ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ殺ャああっ!!!」

　乱れ飛ぶ数多あまたの剣撃の全てを、蓮は追えない。しかし大まかな程度ぐらいは分かる。

　──互角？

　橋倉は、悠に一歩も引けを取っていない──。

「しゃあ──────たあッ!!」

　そう示すように、激しい打ち合いを制して刹那中心を取ったのは橋倉の竹刀だった。

　幻惑をかけるように、剣先に複数方向の力を掛ける。悠がその仕掛けを看破して一瞬左手を抜く。その瞬間を待っていたように、橋倉の眼めが血走りぎんと開いた。

　刺突のように一歩前へと入り──右手を強く使って大回し。

　頂点から右に向かって弧を描く、何より美しい軌道の乾けん坤こん一いつ擲てき──。

　──逆胴！
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　橋倉の一年を乗せた全力の一刀は、

　──がつん。

　快音を吸収する、鬼の手練手管に吸い込まれた。

「……ッ、てめえ！」

「清算って言ったろッ！」

　悠はあえて片手を離し、柄つかの空いたスペースを腰に回して橋倉の逆胴を受けきった。

　超人技。しかし──二人の貌かおは、忌いま々いましいどころか楽しそうで。

　会話みたいに剣を合わせ続け、そして最後の一足一刀。

「「めぇええええ──────────えええんやあッ!!」」

　相面は交差する。

　そこで蓮は、凄すさまじいものを見た。お伽とぎ噺ばなしが実在するんだと夢を見た。

　先に跳んだのは橋倉だった。それなのに、魔法みたいに入ったのは悠の面だったのだ。

　──切り落とし。

「っしゃァおらぁあッ！　見たか崇仁このボケぇ！　できた！　やっとできたぁあーッ！」

「……っ、の野郎……。今完成させてんじゃねーよ」

「一年かかったぁああああ!!　うおお、やった─────っ!!!」

　これが試合だったら、間違いなく悠は失格になっている。

　けれどこの光景をずっと見ていたくて、誰も咎とがめないでいた。

　この人でも、出来なかったことがある。克服するために努力してここまで喜ぶ。

　天才だって、普通の人間と変わらない。

　──だったら、いつか自分もこうなれるんじゃないか。やればできるんじゃないか。

　わくわくして蓮が顔を上げると、みんなが同じようにぎらぎらと笑んでいた。

「お願いします」「やるかー」「あと一回分くらい時間あるし」「まだやれるよね」

　場所や世代を超えて、熱はひとりの天才から伝染していく。

　みんな時間を忘れて、楽しく熱に溺れる。けれど楽しい時間はいつか必ず終わる。

　この場を取り仕切る佐さ々さ木きが、道場の正面に歩いて行き、太鼓のバチを取る。

　そして、ゆっくりと──けれど、確かに。

　太鼓の音は、どん、どん、どん──藤宮の道場に響いて。

　束つかの間まの剣友祭の幕は降り、悠たちの最後の平和な時間が、ここに終わった。
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　お祭りの片付けが終わって、悠が体育館の外に出ると、もう陽が沈みかけていた。

　更衣室周りに残って談笑していた人たちも、ほとんど残っていない。

　今日はみんな楽しそうだった。かくいう自分が一番楽しんでいたかもしれないけど。

「……はしゃぎすぎたな、ちょっと」

　でも普段頑張っているし、最後くらい公私混合で権力を使ってもいいだろう。

　悠は荷物類を部室に置いたまま、まだ残っている人がいないか巡回していく。

　昼間お迎えをしていた南門の前で、纏が地べたに防具袋を置き、携帯を弄いじっていた。

「纏さん、今日はありがとうございました。まだ帰らないんですか？」

「あ、水上。……お疲れ様。円香と仁が、まだ佐々木先生と話してんのよ」

　携帯から顔を上げて、纏は落ち着いた人妻みたいに微ほほ笑えむ。

　相変わらずサシで会うと、普段威圧に回しているパワー分綺き麗れいに化ける人だった。

「今日はありがとね。楽しかったわー」

「そう言ってくれると嬉うれしいです。……しかし纏さん、相変わらず上う手まいなー。史織もめちゃくちゃ上う手まくなったけど、やっぱりまだまだ敵かないませんね」

「はっは、後輩になんか負けてたまるかってのよ。先輩にだって負けてないのに」

　にかっと笑う纏の携帯のロック画面が、ちらりと見える。

　効率主義的な彼女らしく、大学の時間割が設定されてあった。

「大学、どうですか？　自由な時間がたくさんあるって聞きましたけど」

「そうねー。本当にそう。だから、逆に忙しいって言うかね。あれもこれも詰め込んだら、全然足らなくなってくんのよねー。楽しいわ、すっごく」

　己が道を好きに行く纏は、きっと大学という場所に向いているのだろう。

　けれどそういう楽しいときにこそ、注意が必要だ。

「でも大学楽しいからって、仁先輩放ほったらかしで遊んでばっかじゃ駄目ですよ。ちゃんと捕まえとかないと、何あっても知りませんからね？」

「う。わ……分かってるわよっ」

「本当に頼みますよ。俺、纏さんたちが別れたら人間不信で一生恋愛できなくなるから」

　大学が分かれたことで別れるなんて、一番よく聞く話だ。想像だけで胃が重い。

　悠は念押しの気持ちで、いつも乱暴してくる纏の肩をぽんと押してやる。

「さ、さらっと爆弾預けるんじゃないわよ！　……これでも、頑張ってるのよぅ……」

　割と簡単にぐらついて笑ってしまった。

　まあ本当は心配なんてしてないけど、今後の縁のためにここで鎹かすがいを打っておくのもいい。

「結婚式、呼んでくれませんか。代わりに俺も全国大会に招待しますから」

「……はっ。いいわよ。あんたにブーケ投げつけて、血の結婚式にしてくれるわ！」

「あんたの結婚式だ、あんたの」

　纏と指切りして約束を交わす。この人なら、きっと叶かなえてくれるだろう。

　あとはこっちも頑張って、未来を楽しみに待つだけだ。

　やがて防具袋一式を持った円香と江坂が体育館から出てきて、校門まで歩いてきた。

「円香先輩、仁先輩も。今日はありがとうございました」

「いーえー。久しぶりの人に沢山会えて、わたし嬉うれしかったな」

「うん、俺もだ。またやりたい。これが藤宮の新しい伝統になって、続いていくといいな」

「……はい」

　負の遺産は断ち切って、次の世代に有益だと思えるものを繫つなぐ。そして次の世代もまた同じ。

　大変ではあるが、連綿とした精神を継ぐ立場に就けたことを光栄に思った。

「一年間の成果は、見せてもらった。……何も言うことはないよ」

「はい。当日、見に来てくださいね。仁先輩」

「もちろんだ。一ヶ月後の団体を楽しみにしている」

「夏の全国も呼んでくれるらしいわよー。当日何着てこうかしら」

　纏がご機嫌に笑って、江坂の腕に頭をごんごんぶつける。

「何だ。えらく上機嫌だな？」

「そう？　普通よ普通。こんなのいつも通りじゃない」

「まあ、そうか」

　その頭に、ぽんと手を置いて江坂は微ほほ笑えむ。悠は早速、自分の失策に天を仰いだ。

　──賭けになってないなこれ。俺だけ損した。

「あーあー、ほらもう行くよ。わたし砂糖吐きそう。……それじゃあ悠くん、またねー」

「あ、はい。ではまた！」

　ぐいーっと円香が背中を押して、二人と一緒に校門を出ていく。

　締まらない感じで終わったけれど、別にこれが最後じゃない。また会える。

　悠はその場に立ち尽くす。赤紫色に薄く伸びている空が綺き麗れいだ。

　ただ、たたたたたっと駆ける音が門の向こうから戻ってきて、余韻には浸れなかった。

「あっ！　……えへへ、良かった。まだ、いた」

　はあはあ、と息を吐く姿が色っぽい。変わらない良い匂いにどきどきする。

　防具類を纏たちに預けてきた円香は、肩にかばんだけをかけ、膝に両手を着いていた。

「円香先輩。どうしたんですか？　何か忘れ物ですか？」

「……ふうー、よし。うん、ご褒ほう美びの前払いに来ました♪」

「へっ？」「てやっ」

　小さな掛け声を上げ、円香はいきなりかばんを悠に向かって投げてきた。

　身体からだは咄とつ嗟さに反応し、慌てて両手で抱きしめるようにキャッチする。「な、何を──」

「ふっふっふ、隙ありー」

　円香は剣道部で鍛えた足あし捌さばきでひゅっと近間に入り、塞がった悠の両腕を包み込むように、ぎゅうっと抱きしめた。「くらえい。ぎゅー♪」

　たゆんとした弾力に、いっそ暴力的なまでな柔らかさが悠の全身を包む。

　おかしい。さっきまで同じ稽古をしていたはずなのに、何でこんなに良い匂い!?

「ま、まま、円香先輩っ!?」

「えへへ、やるなら誰も見てない今のうちかなって」

　上う手まく呂ろ律れつが回らず、真っ赤に沸騰する自分を至近距離で見て、円香は悪いた戯ずらに微ほほ笑えむ。

「悠くんがフリーなのも、もうすぐ終わっちゃいそうだもんねー？」

「……ん？」

　首を傾かしげると、円香は「なんでもないよ」と言ってまた笑う。

　優しいその眼まな差ざしを受け止めて、悠はしばらく幸せを甘んじて受け取ることにした。

「がんばって。約束、楽しみにしてるからね」

「……はい。必ず」

「うん、よろしい！　では……恒例のやつ！」

　最後にそう言って、円香は背中に手を回してばちんと思いっきり張ってくれた。

　痺しびれるように痛い。いつもらっても、本当に目が覚める。

　悠は自分から距離を取り、もう一度深く一礼して手を振った。

「さよなら。終わったら、また！」

「うん、また会おうね！　ばいばい！」

　輝くような笑顔で手を振り、円香は走って帰っていく。

　今度こそ一人きりになって、悠は夕焼け空に深く息を吐き出した。

「……ずるいよなー。色んなタイミングがちょっとでもズレてたら、絶対惚ほれてたな」

　言えない本音も、一緒に少しだけ漏れてしまう。昼ひる行あん灯どんを騙かたるには、もう辺りは暗すぎた。

　遠くから小さく聞こえてくる電車の音と、一番星の下を飛んでいくカラスの声が遠く響く。

　夜に包まれていくお休みの校舎は誰も居なくて、世界に一人だけ取り残された気分。

「……寂しいな。祭りの、終わりは」

　悠は荷物を置いた部室ではなく、最後の確認に道場に寄るため、体育館に入って靴を脱ぐ。

　ずがん！　と凄すさまじい音が扉の奥から聞こえてきた。

　強さの一線を越えた音で、誰なのかは何となく分かる。気配を断って道場に入った。

　見み惚とれるような弧を描く軌道が、また一つ打ち込み人形に吸い込まれて爆音を鳴らしている。

　んー、と首を傾かしげて構え直しているのは、やはり橋倉だった。

「凄すごいな。受験もある一年で、よくここまで強くなるもんだ」

　声を掛けると、橋倉は驚きもせず構えたまま口角を釣り上げて静かに笑った。

　とうに気付かれていたらしい。彼は満足したように頷うなずいて納刀の動作をし、息を吐いた。

「今、紙一重ってとこか？」

「うん。そんなとこ」

「……じゃあ、まだ何年か要るな。気長にやるしかねーか」

　剣道において、紙一重より分厚いものはない。

　橋倉の澄んだ灰色の眼めは、決してそれを見誤ることはないだろう。

　──もう、フリでも憎むのは無理だな。

　上も下もないとさっき言った悠は、バレないようにその場で小さく頭を下げる。

　気が抜けたのか、くう、と腹が鳴った。

「腹減った」

「……おい人間。おめー、誰かとメシ行かねえのか？」

「んー。みんな誘ってくれたんだけど……何だろうな。どこも邪魔したくないし」

　自分が少し、面白い。

　あれだけ友達が欲しくてたまらなかったのに、今は落ち着いているのだから。

「最近、自分がいなくてもいいんだったら、別に混ざらなくてもいいかなーって思うんだ」

「……へ。教育に悪い奴やつと絡からむようになったせいだな」

　橋倉はそう言って、ポケットから財布を取り出す。

　中身を確認して頷うなずくと、持っていた竹刀の柄つかを向けて笑った。

「行くぞ、メシ。……遊びでも、負けは負けだ。奢おごってやるよ」
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　とても味の濃いラーメンを奢おごり終わって、橋倉崇仁は一足先に店外で悠を待っていた。

　食べに行く前は少し明るかった空の色も、今はすっかり真っ暗になっている。

　降りた夜の帳とばりには、星も綺き麗れいな満月もあって、腹ごなしに歩く眺めには悪くない。

「……二度と来ねえ。もうあと一年はラーメンいらねーな……」

　店内でも同じことを行ったら、悠は『俺も来る度にそれ言ってる』と笑っていた。

　親しげに店主に話しかけられていたから、まだ時間はかかるだろう。

　今のうちにと橋倉が携帯を確認すると、ＬＩＮＥの通知が少し溜たまっていた。

　基本的に他人から連絡なんか来ない。だからなんとなく、誰からかは分かっていた。




［乾　快晴］お久しぶりです。今日は行けなくてすみません。

［乾　快晴］本当は連れて行きたかったんですけど、行ったら多分詰むので止めました




「……やっぱ、腐りやがったのか。秋水は」

　これでも副主将として、ゴミ掃除を定期的にやっていた身だ。

　残っていた人間と、村むら瀬せ退任の報。それから快かい晴せいの動きを見れば全ては悟れる。

「……っとに、設備以外は下らねー場所だな。あそこは」

　住み良いと思ったことがない。辛かろうじて、瀧本と住める場所に変えてきただけだ。

　村瀬が辞めたのも、結局はそういう側面が絡からんでのことだろう。

　長い伝統とセットで、下らない闇も多くある場所だ。きっと揉もめても村瀬が続けるとさえ口にすれば、秋水の揉もめ事ごとは『無かった』ことになっただろう。

　それでも綺き麗れいに辞めたのは、何となく、奴やつも辞める口実を探していたからの気がしている。

「……しかし、世話の焼ける……」

　まあ世話を焼くような相手がそもそもいないから、ひとりぐらいても別にいい。

　面倒くさいから手短にと、橋倉はすぐに快晴に電話をかけた。

　三コールもしないうちに出たから、後輩としてはよく出来ている。

『は、橋倉先輩？　どうしたんですか？　男に電話なんざかけてこられても嬉うれしくねーんだよ死ねとか言いそうなのに！』

「おめーは俺っちを何だと思ってやがんだ」

　完全に正解だが。伊だ達てに長く付き合いをやってないなと苦笑する。

　そんな長い付き合いで、快晴がこんな泣き言を言ってきた覚えはない。

　──相当参ってんな、こいつ。

「おい。おめー、俺っちに助けられてえのか？」

　それが分かっていて橋倉は、嘲るように笑ってみせる。

　時間は平等にあった。

　ならば秋水と藤宮に差が付いたのは一体誰のせいなのか、分からない奴やつではないはずだ。

「あいつとおめーの間に、俺っちが嚙かんで本当にいいんだな？」

　そして、分かってどう在りたいと思うのか。橋倉だって、快晴を十分に知っている。

『……あれは誤送信。瀧本先輩向けに作った丁寧なやつです。橋倉先輩に連絡はしません』

「……それでいい」

　そういうことにして、見なかったことにしておいてやる。

　纏まとわり付つくなら蹴り飛ばす。独りで喰くえるように、俺を憎めと牙を剝むく。

　それ以外に、愛の向け方を知らなかった。

「団体は見に行く。結果だけ見せろ」

『……はい。手短に』

　少しだけ明るくなった後輩の声に、橋倉は悪いた戯ずらを思いつく。

　こんな自分が言うからこそ、より快晴の危機感を刺激し、奮起するであろう言葉を。

「──頑張れ、快晴。期待してんぜ」

　橋倉は、最後ににっと笑って言い逃げし、電話を切る。

　丁度良く、悠が防具類を持って店の中から出てきた。

「よし、帰っか。おめーも駅だろ？」

「うん。俺最近、電車なんだ」

　橋倉はゆっくりと歩き出しながら、過去の残像なのだという星を見上げた。

　かつて、『剣鬼』を憎み、復ふく讐しゆうすることに人生の全てを賭けていた。

　そんな過去から、繫つながる現在──。

「……人生って、分かんねーもんだよな」

　腹に渦巻く憎ぞう悪おもなく、孤独だったはずの自分の隣に、よりにもよって奴やつがいる。

　こんな未来を、どうやって予想しろというのだろう。

「まあなー。崇仁が教育学部だもんな」

「……まあ、好きに馬鹿にしろ。姉貴らにはさんざ反面教師つって弄いじられたからな」

　昔、色々な人間に迷惑を掛けた。だから今度は返す側に回ってみたい。

　お前が何をなんて言われるだろうが、他人の言葉なんて気にするだけ時間の無駄だ。

「何で？　俺は、合ってると思うけどな」

「……一々逆に張らなくていいんだよ」

「こんなことで噓うそ言ってどうするんだよ。……崇仁が、瞳ひとみの後輩か。確かに分からないよな」

　選んだ大学も、学部も、部活も、藍あい原はらが紹介してくれた。

　行きたい道は同じなんでしょと色々世話を焼いてくれたあの人には、頭が上がらない。

「あそこ、どうなの？　面白い？」

「まあ半ば島流しの前回とは違って、今回は自分で決めたからな。環境は悪くねえよ」

「なるほど、崇仁が褒めるってことは本当か。しかしなー。あそこ、頭も良いよな？」

「剣道しかできねーと思われんのも癪しやくだからな。それなりにやったよ。……あと俺っちは、昔海外にもいたからな。かなり楽だった」

「ああ、英語話せるのか。じゃあ世界大会もバッチリだな。そんときは通訳よろしくな！」

「……世界大会？」

「え、出るだろ将来？　俺たちが日本代表じゃなかったら、他に誰が出るんだよ？」

　上う手まく、言葉が出てこない。舌の先に、静かに痺しびれが走った。

　──こいつの歩く将来には、もう当たり前のように俺っちがいんのか。

「……だな。けどそれ快晴も味方なんだろ？　クソほどつまんねえ大会になりそうだな」

「そう！　ほんとそれ！　大学の奴やつらもさあ、全然分かってないんだよなー」

「ああ、そういやおめーどこ行くんだ？　死ぬほど勧誘来てんだろ」

「とりあえずそいつらの誘いは全部蹴るって決めてある」

　流れるように言葉は続いて、歩調は自然と同調する。

　餓鬼っぽく牙を剝むく奴やつが、懐なつかしくて笑みがこぼれた。

「話聞いてみたら、あいつら絶対俺と一緒に快晴も誘ってるんだよ。アホか!?」

「……ああ。それは確かに、俺っちでも行かねーわ」

「なあ!?　俺と快晴が一緒のところに入ったら、何も面白くなくなるだろ！」

　何で、こんなに変なところばかり似るんだろう。まるで兄弟みたいに。

　いつだったか、この男ともっと早く、違う立場で出会えていたらと夢想した。

「……そうか、決まってねーのか」

　けれど橋倉崇仁は、もしもの話は決してしない。

「──じゃあおめー、うち来いよ。……おめーなら、勉強もやれるだろ？」

　だからこれからの話を、この男としてみたいと強く願った。

「次は、俺っちと遊んでみるか？」

　自然と滑り出した言葉の余勢で、足は動く。しかし悠は、それきり動かなかった。

　──やっぱ振られっかな。まあ、それも悪くない。

　断られてもいいから言いたいなんて相手は、巡り会えただけで人生に釣りが来る。

「……遊ぶ。……分かった、行くよ。崇仁んところ」

　満月を背負って振り向くと、静かに笑う悠の声は、なぜか震えていた。

　唇を嚙かんで目を閉じて、奴やつは顔を合わせるのを嫌がるように、ふいと顔を逸そらした。

「そんな、簡単に決めちまっていいのかよ。大事な将来だぞ」

「簡単じゃないよ。ちゃんと、考えて決めた。……国立で学費安くて、気持ち良く剣道できて、かーさん置いていかずに家から通えて、喜んで勉強教えてくれる姉貴分がいたとこだ」

「……そうか」

「っていうのは、全部後付けで」

　単に間が良かっただけじゃないと示すように笑い、悠は竹刀袋を突きつけてくる。

「崇仁が来て欲しくなさそうだからな。行ってやるよ」

「……へ。今度は、あんま待たせんなよ」

　苦笑し、橋倉も自分の竹刀袋の先を向けて、剣を合わせた。

　それきり何も言わずに、橋倉はまた先行して、駅までの道のりを歩く。

　後ろから、洟はなをかむような音が聞こえてきた。

「おい、風邪か？　練成会近えんだろ。自己管理くらいしっかりしとけ」

「……花粉症なんだよ」

　そんなものか、と流しているうちに駅に着いた。

　橋倉は腕時計を見て、街灯の近くに荷物を下ろし、悠に背を向けたまま言う。

「……悠。楽しい日は、今日で終わりだぞ」

　明日の練成会を越えれば、公式戦まではあっという間だ。

　気を抜き、笑い合える平穏な時間はここで終わり。

　それを告げてやるのが、敵としての自分が引き受ける最後の役目だ。

「分かってる。……でも、いくらでも頑張れるよ。引き受けたこと、沢山あるし。

　それに今、楽しみな約束一個増えたしな」

　声は、出なかった。……出せなかった。

　理由なく両目から静かに溢あふれた雫しずくは温かで、拭った袖がじんわりと滲にじむ。

　快晴とじゃなく、自分と。そんな約束が何より楽しみだと、この男は言うらしい。

「……おい、崇仁。風邪引いてんのそっちだろ？　俺に絶対うつすなよ」

「るせえ。……去年から花粉症なんだよ」

　そうか？　と答える悠に振り向く前に、きちんと顔を拭う。

　頭上には、眩まばゆいばかりに輝く満月があった。

「なあ、崇仁。まだ電車来ないけどどうする？　コンビニ寄ってアイスでも買ってく？」




『──あァ。腹ぁ、減ったなァ……』

『──やっとだ。……やっと、喰くえるッ』

『──行くぜ化物。おめーを斬るため、生きてきたッ！』




　──じゃあな化物。おめーがいなくても、生きてくよ。

　橋倉崇仁は、振り返る。

　遠い過去は振り切れて、月明かりの中へと溶けていく。

「いや、俺っちはいい。……ありがとな」

　満月の光を浴びて。

　かつての狼おおかみは人へと戻り、同じ人間の無二の戦友へ、心からの笑顔を向けた。




「──満足したわ。もう、腹一杯だ」
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『──間もなく武ぶ人じん練れん成せい会かい、会場を開きますが、くれぐれも皆さん走らないように！　また、場所取り行為も禁止です！　皆さん剣道人らしく、礼節に則のつとって──』

　早朝の空に、運営の先生の声が拡声器で大きくきぃんと響き渡る。

　樋ひの下した蓮れんはそれを完全に無視し、藤宮の陣営から離れて単独行動を開始していた。

　──おった。アレに間違いない。

　秋水の集団の中にはいなくて誰かと二人きりだけど、あの二メートルの巨体と浅黒の肌を見間違えるはずがない。

　その場で深く深呼吸をして、ぱちぱちと両手で顔を打つ。今日はこのために来た。

　蓮はきっと鋭い表情を作って竹刀袋を肩に担かつぎ、待望の標的へと歩み寄った。

「──おいッ！　村むら雨さめ時とき斗と！」

　腹から叫んで、あえて持って来た中学の竹刀袋を村雨に向かって突きつける。

「元黎れい明めい中のキャプテン、樋下蓮じゃ！　ボクのこと、覚えとるかっ！」

「……樋下ァ？」

　果たして巨大な村雨は振り向いて、ぎょろりと蓮を見下してくる。

　──知らねえな。誰だお前？

　──何ぃー！　馬鹿にしよって！　見下すな！

　よし、この筋書きで完璧。後は試合の組み合わせを、先輩方に──。

「……あァ。お前、黎れい明めいのチビか。なんでこんなとこに居んだよ？」

　──おい何で覚えとるんね勝手なことすんな！

　そこは『誰やお前』にしてくれないと、先輩方に構ってもらえなくて困るのに。

「…………あ、れ？」

　そんな逆恨みよりも先に、疑問符が蓮の口を突いた。

「ごめん、人間違えたか。双子の兄弟かね？」

「あァ？　いきなり人の名前呼んどいて何言ってる。殺すぞチビ」

「あ、ああ、本物か。……変やねー？」

　おかしいな。こんなはずはない。

　昔は近くに寄れば寄るほど、大きなこいつが怖くて仕方なかったはずなのに。

「村雨。……お前、なんや縮んだか？　こげな小さか男じゃったっけ？」

　率直な感想が口から漏れると、村雨が攻撃的に舌を打った。

「あァ？　喧けん嘩か売ってんのかお前、ツラ──」




「村雨」




　麻ま痺ひしていた恐怖がいきなり戻ったかのように、蓮の身体からだがぶるりと震える。

　それは村雨も同じようだった。石化したように動けないでいる。

　まるで天から何かに睨にらまれたような心地がしたが、周囲を見渡しても異常はない。

　村雨の隣に立つ優しそうな美男子が、口角を少し上げて笑っていただけだった。

　──こん人、今まで気配なかったのに。

「一年生は設営の手伝いに今すぐ行くこと。反論は許さない。……いいね？」

　三下のような舌打ちを残して奴やつが消えると、隣の柔らかな雰囲気の男は頭を下げた。

「うちのが、失礼してごめんね。僕の監督責任です」

「……いや。……ボクも、いきなりすいません」

「なかなか度胸あるよねー。うちに殴り込みみたいなのって、もう無くなったからなあ」

　烏からすの濡ぬれ羽ば色いろの髪を搔かいて、蓮の前に立つ男はきちんと目線を合わせてくれて優しく笑う。

　直感と、色んな媒体で見た記憶が追いついて来て、彼の名前を呼び起こした。

「乾いぬい、快かい晴せいさんですか？」

「そうです。初めまして。……君、悠ゆうのところの蓮くんでしょ？」

「あれ。ボクのこと知ってるとですか！」

「うん。まあ悠は隠してくるけどねー。知る手段はいくらでもあるんだよ」

　顎に手を当てて、快晴はわざとらしく悪く笑う。

　これが、かつて唯一最強だと言われた『笑わない男』。なるほど名前が廃れるわけだ。

　今は『藤宮の水みな上かみ』と並んで、『秋水の乾』として最強のふたりの名前が売れている。

「これが本物かー。雑誌とは違うやね！」

「……よ、喜んでいいのか悪いのか。どう見える？」

「水上部長と同じです。なんやへにゃっとして優しそうで、全然強そうやない」

「そうだね。まあ実際、まだまだ課題だらけだからねー」

　蓮は、思わず一歩後ずさりする。近づいてみるまで分からなかった。

「……こげな、大きか人やったとねえ」

　藤宮で一ヶ月鍛えた成果か。化物ほど優しい人間に見えることを、蓮の身体からだは知っていた。

「怖か。ボク、乾さんとはやりたないです。……剣道できんくなってまう気がする」

「……今のうちに地稽古でやっとくかって思ったのにね」

　快晴の身体からだから圧のようなものが消え、蓮はようやく息ができる。

　緩んだ快晴が、はあとため息をついた。

「いいなあ。そりゃ会うたびに悠が上機嫌なわけだよねー」

「へっ？　部長が、何か──」




「あっ、おった！　……おらぁ！　まといさんキ────ック!!」




「あ痛ぁあ────っ!?」

　ダンプカーが突撃してくるようなケツキックで、蓮の尻は唐突に終しゆう焉えんを迎えた。

　その場に倒れて震えながら振り返ると、千ち紘ひろが両腕を組んで般はん若にやになって立っていた。

「もー、どこほっつき歩いとんねん！　集合もせんと！　尻二つに割んで!?」

「も、もう割れとりますぅ……っ」

「あっ、ちっひーさん。おはよう。久しぶりだねー」

「おお、かいせーくんおはよーさん！　ごめんなぁ？　ウチのアホが迷惑かけて。……おら、いくであんた！　うちはうち！　よそはよそや！　またなぁかいせーくん！」

「う、うん。……おかんだなぁ。悠によろしくねー」

　これでも男なのに、千紘は軽々と自分を運ぶ。こういうパワーのある女の人が好きだった。

「ち、ちっひ先輩、はなして……」

「ん。……ほんまにもー、しゃあないなあ。まあ気持ちは分かるけどな」

　秋水から離れたところで手を離して、千紘は歯を見せて元気に笑う。

　しかしその目には、いつもとは違った、炎熱のようなぎらつきが確かに宿っていた。

「絶対冷静になられへん相手ってのは、おるもんやんな？」

『──それでは、開場します！　押さないで下さい！　走らないでくださーい！』

　開場のアナウンスに、人は理性を失った濁流となって入り口に押し寄せる。

　血気盛んだ。みんな分かってはいるけど、戦いの前にお行儀良くなんてやってられない。

　それは最上級生で、悠と同じ立場を背負う千紘も同じみたいだった。

「先行っといて！　ゆーくんにはもう、遊びに行くって言うてあるから！」

　藤宮の竹刀袋を掲げて、千紘は意気揚々と人の流れに逆らって歩いていく。

「よっしゃ！……おら、出てこいや！　今日でケリつけたるで！」

　彼女の向かう先には、剣友祭で見かけた強い女の人たちが二人、同じように歩いてきた。

「ししし。逃げずに来たな、愚かな人類どもよっ！」

　星せい蘭らんの竹刀袋を掲げて、一いちノの瀬せ彼方かなたが。

「い～加減はっきりしとこうじゃん？　あたし曖昧なの、恋愛以外で無理なんだよね～」

　桐とう桜おう学院の竹刀袋を掲げて、三み刀とう愛あい莉りが。

　ぎらぎらした笑顔を浮かべて違う三本の刀を重ね、ここで今、天てん下か三さん分ぶんのてん　か　さん　ぶん覇を競う。




　×　×　×




「どォぉおおッ、しゃあぁああ[image: ][image: ][image: ][image: ]やああッ!!!」

　全てを振り絞って打った千紘の渾こん身しんの返し胴が、彼方の右胴に見事吸い込まれる。その裁定を下したのは、主審の位置で二人を見守る愛莉だった。

「胴ありっ！」

　肩で息をする二人は、愛莉が下した裁定に感情を交えることはない。

　残心を戻して、走って開始線に戻って竹刀を構える。

　共に一本を取り合い、残された時間はあと僅か。

「──勝負！」

　宿命の対決の一つが、静かに力が揺らぎ合う剣先の攻防に収束していく。

　愛莉は瞬まばたき一つせず、千紘と彼方が命を賭けた最後の一刀が交差する瞬間を見届けた。

「「メぇえええええ───────────ええええええんッ!!」」

　相あい面めん。

　愛莉は彼方の白旗を、強く掲げる。左右に立ってくれている副審の裁定を問うてみた。

　揺らめく旗は、赤と白が一つずつ。彼方の勝利は、揺らがなかった。

「──勝負あり！」

　中堅戦の二人の試合が終わると、少しだけ試合が中断する。

　次に控える自分の試合準備のために、後輩に審判を引き継いで愛莉は自陣へと戻った。

　やがて二校の拍手と声が弾はじけ、試合が再開する。愛莉が気になるのは二人のことだった。

　星せい蘭らんの陣営で彼方は倒れるようにして座り、乱暴に面と手拭いを外している。

　汗だくの彼女に、緑色のエクステは着いていない。

　震える手で摑つかんだ手拭いを、外した面の中に感情的に投げつけた。

「っっしゃぁあッ!!」

　初めて聞く彼方の叫びに誰もが振り向くが、本人は夢中になっていて気付かない。

　彼方に昔見た余裕の笑顔はなく、ただ感情を剝むき出だしにし、勝利の味を嚙かみ締しめていた。

　──あんたも、そんな顔するんだね。

　少し、妬やける。苦笑して愛莉は、今度は千紘のほうを見る。

　面を外し終わった千紘は正座のまま袴はかまを握りしめていて、唇を嚙かんで天井を見上げる。

　けれどそのうち握りこぶしを離して、「ぱぁん！」と痺しびれるような勢いで両手で自分の頰を打った。

　息を吐いて顔を下ろした千紘の目は、既に彼方ではなく、今戦う葉は月づきに向いている。

「行け！　勝てっ、はーちゃん！」

　仲間を率いる立派なキャプテンの笑顔が、太陽のように明るくチームを照らす。

　伝わる熱気が、全員の士気を高めていった。

「うちはええ。みんなが負けんかったらええんやっ！」

　──決まったね。あんたも、オトナになっちゃってさ。

「面あり！　──勝負あり！　整列！」

　ホワイトボードに藤宮の勝利が刻まれると、愛莉は深呼吸して立ち上がる。

　自分も負けていられないと、新たに率いる四人を鼓舞するべく叫んだ。

「よぉし、行くよあんたらッ！　まずは星せい蘭らん、狩るよ！」

「「おおッ！」」

　整列すると、大将である愛莉の正面に、彼方は笑って立っていた。

　かつては冷たい機械のようだった無機質な瞳が、今はぎらぎらと燃えて自分だけを見てる。

　それだけでもう、胸がいっぱいになるところだった。

「お互いに、礼！」「「よろしくお願いします！」」

　出番が最後である愛莉は、みんなに試合を委ねて静かに経緯を見守る。

　今更言うことはない。去年から肩を並べて鍛えてきた吹雪ふぶきと林りん檎ごはもちろんのこと、由ゆ季きと桜さくら子この代わりに入ってくれた新入生たちも期待以上に伸びてくれている。

「……こだわったかんね。環境作りだけは」

　誰よりも周りの人間に染まってしまう自分だったからこそ、それだけは一番頑張った。

　悔いはない。ひいき目抜きに、歴代最強の桐とう桜おう学院を作ってやった自負がある。

「面あり！　──勝負あり！」

　なのにあの天才ときたら。愛莉は中堅戦の終わりに、失笑して肩を落とした。

「……ぐえ～。三枚抜きストレートかよ～」

　勉強漬けの星せい蘭らんで、それから名選手なんて集まらないはずの環境でよくここまで。

　落ち込む──なんて、暇はない。だってこれは練習試合。

「ほら、あんたら声出す！　へこんでないでちゃんと盗みな～？　ど～せ今日限りで、弱点狙いで仕上げてきてるだけなんだから。本番までに勉強させてもらいな？」

「「「はいっ！」」」」

　星せい蘭らんにも聞こえるように声かけしてやると、今度は向こうで彼方が失笑し、唇を動かした。

　──やりにきーなーもう。お見通しっすか。

「お見通しっすよ。……あんたと、さんざやってきたからね」

　今敵対しているからと言って、共に戦った過去がなくなる訳じゃない。

　思い出は大事に、そしてあくまで今を戦う糧かてにするのだと、愛莉は力強く面を着けた。

「胴あり！　──勝負あり！」

　心の準備を済ませて立ち上がると、ぴったりに吹雪が二本で終わらせてくれる。

　深呼吸をして白線に沿い、歩いてくる吹雪に拳を向けた。

「やっぱあんた、流石さすがだね。すっげ～カッコいいよ」

「うん、当たり前。……でも愛莉だって、負けないよね？」

　振り返れば、大勢の部員が期待の眼まな差ざしで自分を見てくれている。

　──昔あたしが、かっこいい一ノ瀬に夢を見たように。

　今度はあたしが、みんなに夢を見せる番！

「当たり前じゃん。あたしが、桐とう桜おうのキャプテンなんだから！」

　拳を交わして前へと進む。期待の熱を帯びた背中が、全能感を刺激する。

　白線を歩くと、月の上をふわふわ歩いているような気がして。

　今、三刀愛莉は、念願の一ノ瀬彼方を捕まえる！




「行くぞ一ノ瀬！　桐とう桜おうが、宇宙で一番だっ！」




「──始めっ！」




　気勢を充実させた愛莉が、彼方の世界に踏み入るように一歩を踏み出した。

　その足先が凍る。音が消える。

　真っ暗になった世界の中心で、宇宙に棲すまう怪物のような瞳がぎょろりと緑に輝いた。




「ギぃ亜ぁああア[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ヤぁあああああッ!!」




　嫌になるくらい格上の化物が、全力で殺しにかかってくる。

　それを歓喜の震えに変えられる強い自分が、引かずに前へと一歩踏み出した。




「きィあぁああああぁあア[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ああああッ!!」




　意地で、粘って食らい付く戦いになった。そういう戦いに持ち込んだ。

　彼方と派手な打ち合いで競せられる腕がないことも、化かし合いで勝つ頭がないことも分かりきっている。冷たく現実だけを見つめると、唯一そこに道が残った。

　粘って、地道に基礎技。派手な技なんて必要ない──そうやって一ノ瀬に食らい付け！

「……っ、……く、……きィ、ぁあああああ──────やあッ!!」

「おぉぉおお[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っしゃああッ!!」

　自分が一つ打つ間に、奴やつは三つ返してくる。そんな相手に。

　──桜子先輩は、ずっと引かなかった！

「きゃぁああああ─────やああッ!!!」

「っ……、ぎぃぁあああああ───────やああッ!!!」

　しつこく、しつこく防ぎ続けると彼方の表情に苦く悶もんが見える。自分はその比じゃない。

　もう、限界が近い──そんなときに愛莉は自陣を見やる。林檎の指が三本立っていた。

　──あと、三十秒！

　大おお袈げ裟さに肩で息をする愛莉が、ゆらり、前へとつんのめって間合いを詰める。

　彼方は、その隙を見逃さなかった。愛莉の派生を瞬時に読み、一足一刀が、詰まる──その瞬間。

　にやりと笑ったのは、彼方ではなく愛莉だった。

　自分の武器は一つ。粘って基礎技のみ。派手な技なんて必要ない──。

　──そんなこと、誰も言ってないっての！

　泥棒猫のようにすっと入り込んだ間合いで、愛莉は眼めを光らせる。

　かつて最後まで共に戦い、気高く泣いたもうひとりの先輩の後ろ姿を焼き付けて。

　その足あし捌さばきは、完成する──。

「──っ!?」

　──ふわり。

　由季譲りの足あし捌さばきが創り出した、彼方の刹那の隙。

　愛莉の身体からだは、そこへと刺さる唯一の技を無意識に選んでいた。

「うぁあああああ─────あああああッ!!!!」

　後ろにいるみんなの想おもいを担になうように。自分の前に立つ彼方の過去の幻影を断つように。

　三刀愛莉は最も愛して焦がれた担かつぎ胴を、自分ごと燃やし尽くすように放った。




「どぉおおおおおおぁああッ、しゃぁああああ───────ッ!!!」




　残心を取った覚えはない。もう意識なんてする余裕がなかった。

　けれども一年間、必死に彼女を追いかけて鍛錬を重ねた身体からだは噓うそをつかない。

「──胴あり！」

　愛莉は未踏の地に辿たどり着ついた技の軌跡を残して、会場を歓声で湧かせていた。

「止やめ！」

　広がる音の中に、笛の音が混じる。

　審判を引き受けてくれた千紘が、愛莉が背負うチームの色を堂々と掲げて言った。

「勝負あり！　──整列！」

　ありがとうございましたを言って自陣に帰っても、愛莉には実感がない。

　──あたし……勝っ、たの？

　面も籠手も外さないまま、正座して放心していると、どんっと横から衝撃があった。

「……林檎？」

「……ぁいぃ、り……！　よかったね、よかった、ねえ……っ！」

　抱きついてきたのは、涙と鼻水で顔をぐしゃぐしゃにして泣いている林檎だった。

　吹雪や、残りのみんなはその後ろで苦笑している。釣られて愛莉も笑った。

「こーらこら。なんで林檎が泣くんだよ～？」

「……だっ、て、……あぃり、ずっと、……がんばっ…………いちのせ、さんに……」

　一ノ瀬。……一ノ瀬彼方。そうだ、あいつ。

　呆ほうけたまま、愛莉は星せい蘭らん陣営のほうを見る。

　向こうでは、彼方も同じように面も籠手も着けたまま、ぎゅっと拳を握って正座していた。

「……ははっ。……なつかしい」

　あの、むむむと力一杯唇を嚙かんで、目を細める彼方を知っている。

　百点を取り逃したとき。大っ嫌いなコーヒーを飲んだとき。三本刀が彼方で負けたとき。

　そんな滅多なときしか見られないあの顔が、愛莉は二番目に好きだった。

　言葉は届かないけれど、彼方と面めん金がね越しに目が合う。

　まるで、二人とも宇宙服を着ているみたい。

　アイコンタクトを届けると、こわばった彼方の顔からふわりと重力が抜ける。

　今度は一番大好きな輝くような笑顔を向け、一ノ瀬彼方の唇は確かに伝えた。

　まいりました、と。

　自分のためだけに捧ささげられた彼方の綺き麗れいな土下座を見て、愛莉は笑う。

　胸が一杯になって、そのとき初めて頰にすうっと涙が流れた。

　ぶかぶかの籠手をはめたまま、愛莉は悪いた戯ずらっぽく敬礼の形を作る。

　──キャプテン、届いた？　こちら地球、応答せよ。……なんてね。

　遠くに旅立ってしまった宇宙人に、たったひとつの共通言語が届いたこのときに。

　ずっと熱量が変わらない、不変の気持ちを伝えてやるのが夢だった。

　──ざまーみろ。大好き！

「……よっしゃ、みんな立ちな！　並びな！　あたしがこのまま先せん鋒ぽうだ！」

　次は千紘とだ。遊んでも遊んでも物足らない。

　歩む道も背負う立場も、今はみんな変わってしまったけれど、これが終わればいつかまた。

　──ずっと遊ぼうね。おばあちゃんになってもさ！

「お互いに、礼──」

　愛莉は礼をして、そう問いかけるように剣を抜く。

　目の前には、絶対に負けたくない千紘が。

　その側には、ずっと追い続けたい彼方が。

　当たり前だと、言葉にせずとも笑顔で語ってくれていた。

「──始めっ！」
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　練成会の前半戦の終わりを、快晴は二階の観覧席から見守っていた。

「いい、試合だったな……」

　藤宮女子と桐とう桜おう学院の試合は、大将戦の二本勝ちによってたった今終わった。

　他も凄すごいが、特に上段からの片手面で美しい残心を取る史し織おりに、快晴は苦笑し拍手を送る。

「……ちょっと信じられないな。去年ここで初めて話したときは、本当に初心者だったのに」

　剣道は他の競技に比べて、初心者が中級者になるまでの期間が長い。

　そして中級者から、動きの質そのものが別競技レベルで違う上級者までは、もっと長い。

　彼女に並外れた才能と熱意があったとしても、それだけでは決してこうならない。

「……凄すごいな。悠は」

　これに関しては、もう素直に負けを認めるしかない。

　快晴は最後に残る一コートで試合をしている藤宮男子のほうを見て、背筋を伸ばした。

　中堅戦が始まったばかりのはずなのに、少し目を離したらもう主審が旗を上げている。

「二本目！」

「いやぁああああ[image: ][image: ][image: ][image: ]「小手ッ、たぁああ─────やあッ!!」

　敵が気を取り直そうと息を吸った瞬間を、城きの崎さきは凄すさまじい速さで盗みきっていた。

　軽やかな残心に追いすがることも許さず、試合が終わる。

　彼は納刀した後、喜びを示すどころか首を捻ひねって、次に控える黒くろ瀬せにタッチした。

「始めっ！」

「おぉおおお───────────らああッ!!」

　黒瀬と対たい峙じして吠ほえる小柄な選手の名前に、快晴は覚えがあった。

　今日は県外からも学校が来ている。敵校の菖しよう蒲ぶ学園は、毎年全国に出ている強豪校だ。

　この副将の男は、確か全国個人の部にも出ていた。

　素早く、手数が多く、並の相手だと何が起こっているのか分からないうちに終わってしまう。

　──何が起きてるんだ？

　そんな敵方の声が、快晴は遠くにいても聞こえてくるようだった。

　まるで心でも読んでいるように、黒瀬は銃の乱射のように迫る連続攻撃を的確に捌さばく。

　ならばと力技で押してきても、同じだけの膂りよ力りよくを振り絞って跳ね返してしまう。

　鏡の中に棲すむ機械と戦うようなおぞましさに堪えきれず、敵は面に跳ぶ。

　冷たく迸ほとばしる返し胴を、黒瀬が無感動に置いていた。

「胴あり！　──二本目！」

　もう、ここから先を見るまでもない。

　胃からせり上がってくる何かを懸命に押さえて、快晴は声を絞り出した。

「……これが、本当に藤宮なのか……」

　──強くなりすぎて気持ちが悪い。

　特に今中堅から続いている三年生たちは、完全に別レベルだ。

　おそらく今から全国大会を戦えと言っても、普通にやれてしまうだろう。

　こんな極限レベルまで、部員が才能を磨けたのはなぜか。そんな環境を作ったのは誰か。

　快晴は、嫌になるほど知っている。

「小手あり！　──勝負あり！」




「じゃあ後頼むわ、水上。修正点は打った後で合ってんな？」

「うん、そこの認識合ってるなら言うことない。自分で直してくれ」

「……分かってると思うが、さっきから乾が見てんぞ」

「大丈夫。上う手まくやるよ、副部長」

「おう。だりぃからさっさとメシにしてくれよな、部長」




　拳を交わす二人が何を話しているのか、快晴には当然聞こえない。

　けれど抜け目ない側近まで付いた彼に、万に一つも隙はないことは分かった。

　遠くにいるのに、悠と視線がぶつかってしまったからだ。

　──どうせ君は、また二回しか竹刀振らないつもりなんでしょ？

　──どうせお前、こっから先も三十秒以内で終わらせるんだろ？

　少なすぎて、あるいは短すぎて、データが取れないように立ち回る。

　お互いにやれることが同じだからこそ、以心伝心で考えることはよく分かった。

「……打つ、手は」

　藤宮に付け入ることのできる穴は、分かりやすいぐらいに一つあった。

　江え坂さか仁じんが抜けたことでできた穴だ。

　そこには今、樋下蓮が入っている。快晴は自分の試合数を減らし、徹底的に観察した。

　結論を言うと、埋め合わせられるレベルには程遠い。……今は、まだ。

「サボる子じゃなさそうだしなー。なんであっちを取らなかったのかな、村むら瀬せ先生は……」

　どんなに恵まれた肉体を持っていても、怠惰で磨かなければ腐るだけ。その逆も然りだ。

　こちらが認識できる穴を、悠が見逃してくれるはずがない。

　彼は絶対に埋めてくる。そしてこちらの同じ穴に、容赦なくつけ込んでくる──。

「……駄目かな、もう……」

　小さな悲鳴のような声を漏らして、快晴は両手で髪をくしゃっと押さえて頭を抱える。

　出口のないトンネルに入り込んだようで、ストレスで禿はげそうだ。




「──おう。どないしたんじゃ、乾？　また曇ったような顔してのう」




　ぽんと肩を叩たたかれ、懐なつかしく頼もしい声に快晴ははっと顔を上げる。

「……た、瀧たき本もと先輩……」

　その巨体の頂点であるアタマに輝く光が、快晴の未来を──照らさない。

「うわぁああああ────っ!?　かっ、髪の毛があるっ!?　偽にせ者ものだぁあああ！」

　ごちん、と拳が降りてきて視界が暗転する。前途は未いまだ暗いままだ。

「お前が俺をなんや思ってたかよう分かったわ。表出ろや」

　けれど懐なつかしい鉄拳と笑顔が、心にかかっていた黒雲を綺き麗れいに晴らしてくれた気がした。
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　晴天の下に出ると、会場で詰まっていた息も抜ける。ひなたぼっこは変わらず好きだ。

　自販機近くのベンチに座って母親特製のお弁当を開くと、食欲も湧いてきた。

「ほれ。茶でええか」

「あっ、ありがとうございます。……しかし、本当にカタギの人になっちゃったんですね」

　巨体は変わらないけれど、瀧本が私服姿で髪の毛があると違和感が止まらない。

　ましてや、剣道を辞めてしまうなんて。本当に偽にせ者ものじゃないだろうか。

「そらこんな面倒な所抜けたら、ちょっとは楽しもうくらい思うのが普通じゃろ？」

「……抜けられてないじゃないですか。差し入れ持って来てくれるし」

「まあ、これは残してええ方の伝統じゃ思うからな。他のＯＢ会回りはきっちりフケとるよ」

　秋水はＯＢがうるさい。特に、結果を出していない三流世代こそうるさい。

　それ以上具体的なことは思い出したくない。自分まで汚れちゃったらおしまいだ。

「のう、乾。どうじゃ、秋水のキャプテンは？」

「……よりにもよって、それを瀧本先輩が言うんですか。僕だってたまには怒るんですよ？」

「はっはっは、知っとる。……そういうところは、部員には中々見せられんわな」

　だから、こうして周りに誰もいないところに連れ出してくれたのだろう。

　この人は昔からそうだ。大きい見た目に反して、誰より細かく気が回る。

　その分、どれだけ裏で胃を痛めてきたのかなんて、今まで考えもしなかった。

「……重いです、ね。正直。初めて折れそうです」

「うん」

「よくもこんな爆弾押しつけてくれたなーって、ちょっと頭抱えてます」

「……うん。すまん」

「でも、それぐらいですね。……適当に選んだわけじゃないんですよね？」

　頑張って恨めてこれまでだ。やっぱり性格的に、そういうことが向いてない。

「これは僕だから預けてくれたんだって、そう思っていいんですよね？」

　頷うなずいて、瀧本は隣に座る。

　双そう肩けんに負うものはもはや軽く、気楽にしていてくれていることが嬉うれしかった。

「この仕事は、お前にしか頼めんと思ったよ」

「じゃあ、いいです。自分で引き受けるって言ったので、なんとかします」

「……お前は、ほんま、お人ひと好よしが変わらんのう」

「簡単に変わったら自分じゃないですよ。僕は、これでいいと思ってます」

「……うん。お前は、それでええ」

　少しの間、沈黙が流れる。気持ちが楽になっただけで、問題は何も解決していない。

　乾快晴は良くても、秋水大付属のキャプテンは今のままではいけないのだ。

「……でも、本当にどうしたらいいんでしょうね。僕は、何をしてやれば上う手まくいくのか、全然分からないんです」

　終わった人間に相談するなんて、どれほど情けないことだろう。

　けれど、苦汁を飲んでもこうするしか手がなかった。

「お前には、足りんもんがあるのう。乾」

「……みたい、です。キャプテンなのに……」

「アホ。違うわ。足りんからこそ、キャプテンなんやろが？」

　上う手まく飲み込めなくて、快晴は弁当箱を膝の上に置いて隣を振り向く。

　何を当たり前のことを、と言っているような顔だった。

「足りんもんは、必ず埋めんといかんのか？　完璧やないとキャプテンやないんか？」

「…………い、え……」

「お前は全部、自分ひとりでなんとかせんといかんのか？　……俺は違うと思うけどのう」

　瀧本は持っていた炭酸飲料を飲み、半分くらいで蓋を閉じる。それから、ふう、と息を抜いて笑った。

「お前の責任感が強いところはええとこじゃ。でもそれが常にチームにええかと言うと違う」

「……どういうことですか？」

「持つだけがキャプテンの仕事やない。持たせるのも立派な仕事や」

　仕事を分けろ、と言われているのだろう。それは分かる。

　でも、誰に──。

「少なくとも、半分持たせてええ奴やつはおるじゃろ。そういう役職なんやから」

「……紺こん野のですかぁ？」

　まあ、確かに奴やつは自分より遥はるかに頭が良い。ずる賢いとも言う。

　そこだけは認めてやるけど、他に問題がありすぎる。

　状況考えずにすぐ士気が下がることばかり言う。他人に何かしてやろうという気概がない。

　入学時から要領よくサボってばっかりだったのも嫌だった。一年前から心を入れ替えて毎日練習し始めたのは良いけど、いつも平気でこっちの練習場所を侵してくるのが本当に無理。

「無理でしょう。そもそもあいつ、僕のこと大っ嫌いなんですよ」

「はっは。自分のこと棚に上げんなや、乾」

「え？」

「自分の顔見てみい。お前かって、あいつが嫌いじゃろ」

「……………………そう、かも」

　他人に言われて初めて、自分の気持ちに気付くなんてことがある。

　思い返せばあれもこれも、『嫌い』の一言で片付いてしまうのだった。

「ええんや、それで。綺き麗れいなだけの奴やつには、誰も寄って来んからの」

　そう言って、瀧本は両肩に手を置いてくれる。

　橋はし倉くらとは違い、いつも触れてくれるこの手が頼もしかった。

「分かったじゃろ。みんな水上ほどええ奴やつとは違う。お前は今まで恵まれとったんじゃ」

「……はい」

「もう、好きなもんだけ食ってればええ時間は終われ。お前の好みなんか一番どうでもええ。それが、キャプテンいうもんや。……お前が俺に継ぐ、言うてくれたもんや」

　同じ目線に並んだ彼の頭が、偉ぶらずに下がる。

「すまんけど、最後までやってくれるか」

「……はい。不出来な後輩ですみません」

　快晴は、自分の好物で埋まった弁当箱を閉じ、立ち上がった。

　遅れた分は急がないといけない。捕まらなかったら午後の部で、紺野を──。

「……ふ。くくっ」

「おう、どないしたんじゃいきなり？　元『笑わない男』が珍しいのう」

「少し、思い出し笑いです。僕あれ見て紺野と冷静に喋しやべれるのかな？」

「ん？　あいつが何かあるんか」

「えっ、瀧本先輩まだ見てないんですか？　早く見てきたほうがいいですよ」

　笑いすぎて泣くかと思うなんて初めての経験だ。あれで数年分は笑ったはず。

　だからこれから先、しばらく笑えなくても平気だ。

「……ご迷惑をおかけしました」

　もう後に引けないように言葉を準備すると、舌先が苦い。でもここは、笑わなきゃ駄目だ。

「ここからは、僕らが何とかしますから」

　さて。僕の嫌いなあいつは今頃、どこで何をしているだろう──。
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　昼休みを半ばを過ぎ、強豪校の秋水なんかは休憩で空いた会場でアップを始める頃合いだ。

　休むときは休むが方針の藤宮部員たちは、みんな体育館の外で和わ気き藹あい々あいと休憩している。

　そんな中、城崎俊しゆん介すけはひとりで輪を抜け出して、体育館の中で人を探していた。

「どこ行ったかね、蓮坊。朝からちょろちょろするよなあ……」

　あの子を見ていると、どうしても去年の悠が思い出されてしまう。

　愛あい想そだけはいいくせに、朝も昼休みも勝手に行方をくらます。そして試合も荒らす。

「なーんで途中からわざと負け出すかねえ、あいつは……」

　──何か、あんだろな。あいつにも。

　人には、人の事情。迷惑を掛けるときはお互い様だと、みんな織り込み済みだ。

　けれど蓮にはまだ分からないだろうし、心中を察すれば、みんなの所に戻りにくいに決まっている。そういう情けない気持ちは、よく分かった。

　だから一番初めに手を差し伸べてやる役目は、どうしても自分がやってあげたい。

　そういう風に、人一倍意地というものに敏感なところが、数少ない自分の好きなところで。

「──やあ、城崎くん。お久しぶりですね」

　そういった分かりやすい弱点を、意地の悪い敵の眼鏡は見逃してくれなかった。

　体育館の二階廊下、階段前で肩を摑つかまれて、城崎は振り返る。

「話すのは、去年の秋水の出稽古ぶりですか。……見違えたな。驚きましたよ」

「…………それ、お前が言うかね？」

　絶句するしかなかった。

　特徴的な銀縁眼鏡と、それから『紺野』の垂れネームがなければ、誰だか分からないところだった。禍まが々まがしい殺意のような気迫が、城崎の心身を締めさせる。

「──どうしたんだよ、そのアタマ」

　廊下の窓から差し込む陽光が、紺野の頭皮に照り返される。

　いつも敵視していたいけ好かない長髪は、短くなるどころか、綺き麗れいさっぱり消きえ失うせていた。

「昨日、剃そりましたよ。中々に無様でしょう」

　蛇に取り憑つかれた僧兵のような出いで立たちをして、奴やつは怨えん嗟さの炎を瞳に燃やしている。

「笑いたければ、笑えばいい。誰よりオレ自身が、オレを滑稽だと思っているのでね」

「笑わねえよ。そーいうのは卒業したんだ、オレは」

　この男と話すべきではないと、身体からだが嫌がっている。

　しかしどうしてか、この執念が宿る眼めから逃げることができなかった。

「藤宮に、何か用か？」

「少し違う。オレは、君にしか用がない」

「………………分かった。聞くぜ」

「一年前の団体戦を、覚えていますか」

　言うまでもないことだった。

　ぎり、と嚙かみ締しめた歯の奥に、あの血が滲にじむような辛酸の味が鮮明に蘇よみがえる。

「忘れるわけねえだろ。あの日が、今のオレたちを作ったんだ」

「……オレも、いつまでも覚えている。あのとき、君如ごときに負けたことをな」

　純粋な気持ちだけで、今までやってこられたわけじゃない。

　睨にらみ返す自分の眼まな差ざしも黒い熱を帯びていて、弾はじけた視線は横たわる空気に引火する。

「オレはメンツの生き物でね。やられたことは、必ず倍以上で返さないと気が済まない」

「……分かった。いつでもいい。午後のリーグ戦でもいいし、終わりの地稽古でもいい」

　逃げはしない。そう言えるだけのことを、この一年間やってきた自負がある。

「どちらも断る。オレは、メンツにこだわると言ったでしょう」

「は？　どういう──」

「やるなら同じ条件。公式の、団体戦だ」

　しかしその申し出だけは、いいぜと威勢良く受けるわけにはいかなかった。

　なぜなら自分は城崎俊介という一個人である前に、藤宮の一部員だからだ。

　それは何も、権限的なことだけを言っている訳じゃない。

「キミに無茶を言っていることは分かっていますよ。オレと示し合わせるために、一度決めたら変更不可能のオーダーを歪ゆがめろと言っているんですからね」

「……だったら」

　交渉には応じない。自分の頭は悪いことは分かっている。

　奴やつが本当のことを言う確証はないし、何よりどんな利もみんなに通す義理よりは軽い。

「先に言っておく。この話を受けることで、キミにメリットはない」

　そんな自分が揺らぐものは、ただ一つだった。

「これは、ただのオレの意地だ」

「……そう、か」

「……オレが。最も大事とするメンツを引き換えに、無様に願わせてもらおう……ッ」

　──こいつは、オレが嫌いだ。

　殺したいと思っている。言葉を敬語で丁寧に丸めても、震える拳は隠しきれない。

　奴やつが屈辱で声すら震わせ、睨にらむただひとりの男はこの自分だった。

　何かが折れるような音を感じるほど、軋きしむように身体からだを折って、きっとこのためだけに丸めた頭を自分に下げて紺野は願った。

「教えてください。君は団体戦に、どこのポジションで出てくる」

　知るか、と。なぜ言える。

　これが演技で、奴やつらの嵌はめ手である可能性は十二分にあると、そんなことは分かっている。

「……………………まだ、決まってねえ。決めんのは部内戦の後だ」

　分かっていても、その弱さだけは、自分は切り捨てることができなかった。

「けどオレが、今決めるよ」

　脳裏に、悠の顔がよぎる。許してくれなんて言うつもりはない。いつか何かで返す。

　そして同時に浮かぶ黒瀬の顔は、眼鏡の奥で執念を燃やす紺野に重なってしまった。

「中堅だ。悠なら絶対そうするし、そうさせる。再戦はそこでやろう」

「……噓うそはありませんか」

「守れなかったら、その場で部活辞めて棄権する。三年間やり通せないっつーことだ」

　自分の大事な物を担保に出す。半はん端ぱだけはできない。

「少なくともオレにとって、それが一番ダセえ。そんでどうだよ？」

「……今言ったこと、決して忘れるな」

　紺野はそう言って頷うなずくと、離れて階段を数段降りる。

　そして上に立つ自分を見上げ、睨にらんで吠ほえた。

「必ず上がっていくから、待っていろ」

「……へー。今度はお前らが、下ってか？」

「事実をごまかすことに意味はない」

　紺野翼つばさが、銀色の眼鏡を上げてにやりと笑う。「……今は、な」

　この男は見誤っていない。ならばなぜ、凋ちよう落らくする前に手を打たなかったのかと思うが。

　それもまた、向こうには向こうの事情があるのだろう。知らなくても構わない。

　──やれるもんならやってみろ。

　秋水は殺したいぐらい強くなってくれないと、みんなが全てを賭けた意味がない。

「待ってんぜ。上でな」

　見下すように不敵に笑う。今回は、自分たちが悪役。

　なら役割に相応ふさわしい振る舞いを、今から見せてやる。
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　──死ね。

　そんな聞こえるはずのない絶命の宣告を、瀬せ川がわ紅こうは剣に吞のみ込まれる前に聞いた気がした。

「突ッきぃいいいいい────────しゃああッ!!!」

　倒れ伏し、呼吸ができない自分に、相手は「立てるか」の一言もない。

　殺して当然と言わんばかりの振る舞いに、身体からだが情けなく震えた。

　どうしようもない絶望が、瀬川の身に重くのしかかる。

　なぜなら目の前に立つ男は、最強の水上悠じゃない。奴やつは試合に出てすらいない。

　見せしめに自分を瞬殺したのは、二人いる二番手の城崎俊介だった。

「──突きあり！　勝負あり！」

　絶望的な先せん鋒ぽう戦が終わって、瀬川は頭を垂れて敗走する。

　白線に沿って歩くと、そんな自分をやがて巨体の影が覆った。

「……村雨。頼む……」

「ハッ。またぶっ潰してやるよ、チビが」

　差し出した拳は交わされることなく、邪魔だと身体からだを押されて瀬川は揺らぐ。

　情けなくて、せめて何かを持ち帰ればと、瀬川は同じく入れ替え途中の城崎を見た。

　奴やつは白線の途中で立ち止まって、次に控える樋下という小柄な一年の両肩を摑つかんでいる。

「見たじゃろ、蓮や。お主が何を悩もうとも、わしのほうが五千兆倍強い」

「ふはっ。……もう。きのっち先輩はほんま、かっこええやねー」

「あーうるせうるせ。ぐだぐだ考えてねえで、まずは暴れてこい。話はそっからだ！」

「……はいッ！」

　もう、人間関係が綺き麗れいにできている。見守るチームの雰囲気もあたたかい。

　微ほほ笑えむ悠が、黒瀬の隣で叫んだ。

「蓮ー！　勝ったらちっひとデートさせてやるぞ！」

「おい部長、人にん参じんにしてももうちょい考え──」

「勝ァアアつッ!!」

「えぇ……」

「タイプなんだってさ。先輩マジックって実在するんだな」

「正気じゃねぇんだよなぁ……。藤ふじ野の辺りになんか盛られたんじゃねぇの？」

「悠、クロ、戻ったぜー。あのさー、ごめん。スコアブック取ってくんね？」

「俺が付けてますよ。どーせ暇なんスからこんぐらいやってますよ」

「おっ、いいじゃん補欠ニート！　ようやく理解したみてーだな、お前が『下』だって」

「あんたらが試合出んなっつったんだろ!?　燃やすぞこのスコア！」

　和わ気き藹あい々あいとした雰囲気ながら、誰ひとり目は笑っていない。

　レギュラーメンバーは殆ほとんど伏せている。一年生の実力を試しながら、こちらの様子を探っている。奴やつらは揃そろってここでの勝敗を、一ヶ月後に役立てることしか考えていない。

　自陣に帰って膝を屈し、瀬川は面も取れないままに悟った。

「勝てないね、これは」

　心臓が止まるかと思った。

　自分の気持ちを代弁したのは、絶対に試合中にそんなことを言わない快晴だったからだ。

「というより、勝っちゃいけないよ。失礼だ」

「……失礼だの何だの、馬鹿らしいですがね。お前もようやく、現実を見る気になったか」

　快晴と一人分の間を空けて座る紺野が、眼鏡を上げる。

　午後一、いきなり藤宮との試合に出ないと言い出し、快晴もそれを了承した。

　そんな風に軋あつ轢れきなく話す二人を、瀬川は初めて見た。

「まず、口にしないと始まらないみたいだからね。そこはお前の意見を認めようって言ってる。……で、どうなの。君から見て」

「ショートコント『常勝』って感じですね。こんな体たらくで勝てるはずがない」

　紺野翼が、会場の観覧席に吊つるした『常勝』の旗を見る。「……今は、な」

　その表情に、侮蔑の色は見受けられない。

　代わりに応えるように、快晴がふんと口角だけを上げて笑った。

「お前も少しは、理想を言う気になったんだ」

「目的地を作らないとどこへも行けない。その主張は、譲ろうと言っているんです」

　眼鏡を光らせる紺野は、楽観を排した事実を口にする。

「まだ一ヶ月ある。……後は、時間以外の条件が揃そろえばいい」

　紺野と快晴が、互いに隙間を挟んで睨にらみ合あう。

「乾。オレは、お前が嫌いだ」

「僕だって、君が好きじゃない」

　二人の間に、好意はない。きっとこれから生まれることもない。

　しかし秋水大付属には元より、馴なれ合あいなんて存在しないのだ。

「それで構いませんよ。必要なのは、意見と利害の一致なのだから」

　紺野翼は、動き出した。

　奴やつは荒れていく秋水をあえて放置することで、快晴と渡り合う交渉材料としたのだろう。

「間に合うね？」

「可能です。前例もある。……去年の藤宮はもっとゴミでしたが、たった二週間で化けてきた。倍の時間と整った環境があるオレたちに、できないはずはない」

　あれは、一つの奇跡だった。

　それを可能にしたのは、言うまでもなく水上悠の存在だ。

「……秋水には、乾快晴がいる。奴やつに起こせた奇跡が、お前に起こせないはずはない」

「……！」

「忌いま々いましいが認めてやる。……お前は天才だ。絶対に、奴やつに劣っていない」

　暗く冷たい炎が宿る紺野の瞳が、真まっ直すぐに秋水大付属の主将を睨にらむ。

「やれ。どんなことをしてでも。『常勝』秋水大付属に、敗北は許されない」

「……条件があるね。僕は、自分は何もしない奴やつとは組めない」

　そんな圧を涼しく受けて、快晴もまた秋水大付属の副主将を睨にらみ返す。

「計画は君が立ててよ。頭いいんでしょ？　やる側より企てた側のが、罪は重いらしいけど」

「フン。単に思いつかないだけのくせによく言いますよ」

「言ってなよ。で、どうするの？」

「……条件がある。団体戦の中堅をオレにしろ」

「必ず勝つなら」「言うまでもない」

「……じゃあ、話は纏まとまったね」

　それ以上顔を合わせたくないと言うみたいに、二人の顔はふんと反発する。

　けれど目線が揃そろったその先には、同じ『常勝』の旗が靡なびいていた。

　夢みたいな瞬間が訪れて、瀬川は間に入って二人の肩を摑つかむ。この瞬間を待っていた。

「なー。まぜろよ、ぼくも。どうせ君たちふたりで、上う手まく回るはずなんかないだろ？」

「……それは言えてるね」

「言うまでもなく、お前も働くんですよ」

「ほっほっほ、りょうかい。じゃあ、早速方針の会議だねー。まずは穴の補強から」

　部活に三年間いて、今が一番わくわくしている。だからこの場の負けは認めてやろう。

　──一ヶ月後を見てなよ、藤宮。錆さびを落として戻ってきてやる！

「胴あり！　──勝負あり！　整列！」
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「やったか!?　…………って感じだったな。今日のはよ」

　練成会の全てのリーグが終わり、黒瀬は自分の前に佇たたずむ城崎の背に声を掛けた。

　正直、今日の秋水戦に思うところは何もない。この後に続く地稽古にもだ。

　黒瀬誠まことはただ、副部長の責を一旦下ろし、ひとりの男に戻れるこの瞬間だけを待っていた。

「だな。秋水がこんなもんで終わるわけねえ。……次は第二形態だ。あいつらも、オレらも」

　振り向かずに、『常勝』の旗を見据えて城崎は応える。

　分厚く揺らがない後ろ姿を見ても、黒瀬は眼鏡を拭き直すことをしなかった。

「……少しは調子に乗るかと思ったんだがな。人間、変われば変わるもんだ」

　ふっと息を漏らして、城崎が苦笑して振り返る。

　納得がいかないように、首を傾かしげていた。

「最近蓮がさあ、オレのことカッコ良いとか言うわけよ」

「別にあいつだけじゃねぇだろ。一年女子は、お前目当てが結構多いらしいぞ」

　あと、一年男子は揃そろって葉月の笑顔が良いと言う。

　みんな、見る目を誇っていい。黒瀬に何も異論はなかった。

「みんな見る目がねーんだよ。剣道部に入るくらいだからな」

「……それは百理あんな」

「だろー？　……オレは今でもオレが、格好悪くて仕方ねーってのに」

　違うと言っても、きっと聞かない。

　こいつはもう、そういう男になってしまった。

「今でも、鏡見るたびに死にたくなるよ。悠と比べて何だこれって。死ぬ気でやってこの程度かって。……もっと、ちゃんとやっときゃ良かったって、ずっと憎い」

　震える拳から力が抜けることはない。自分を許せることはない。

　それは他の誰より、黒瀬が分かることだった。

「でもさー、クロ。……オレは一個だけ、誰にでも自慢していいことがあると思ってんだ」

「……ああ」

「このままがいいのか、このままでいいのか。……オレはあのとき、ここで決めた。このままでよくないって、ちゃんと自分で決めたんだ」

　眩まぶしい城崎の笑顔が、真っ正面から自分に向く。

「オレは逃げねえぞ。無理めでも、最後まで追っかけ続けてやる」

　自分とは違う生き物が、違う動機を込めた拳を強く握る。

　途中から混ざってきた悠とは違い、城崎とは本当に初めから一緒だった。

「……おれは、お前とは全然違うからな。俊の気持ちはあんま分かんねぇ」

　まず、誰かみたいになりたいと思ったことがない。そもそも自分が好きだからだ。

　だから全部、行動は自分で考えて自信を持って自分で決める。他人は知らん。

　後で間違いだと分かっても、そのときの自分が考えた最善だ。選び直したいとは思わない。

「おれは基本、後悔ってもんをしねぇからな」

「……羨ましいな」

「羨ましいとかも思わねぇよ。……基本、な」

　城崎は、きっとすぐに気付いただろう。顔を見ればそれぐらい分かる。

　それぐらい長い間一緒にいて──だからこそ、こいつにそれを抱くのが屈辱だった。

「例外ってのは、必ず存在するもんらしい。……ままならねぇよな」

　言葉になんてしたくない。けれど劣っている者は、そうしないといけない。

　同じ土俵に立つ資格を、今から取り戻さないといけないからだ。

「おれには一個だけ、後悔してることがある」

「……なんだ？」

「あのとき水上を殴りに行ったのは、お前が先だった。おれは後からお前に着いてった」

　そんなことかと、きっと誰もが言うだろう。けれど理屈じゃない。

　男ってのは、後から着いていった奴やつの負けで。

「──おれは、お前に負けるのだけは我慢ならねぇ」

　世界でただひとりだけ、同じ気持ちを理解してくれる男が目の前でにやりと笑う。

「皮肉だよなー。女にモテたくてしょうがなかったオレが、最近は男にばっかモテやがる」

　薄い男に、男は決して寄りつかない。

　認める。こいつは黒瀬誠が、自分の全てを賭けていい男だ。

「個人戦の枠は二人だ。水上以外はひとり、椅子から落ちる」

「……じゃあ、明後日あさつての部内戦でいいよな。クロ」

「ああ。順位が出る。曖昧は、なしだ」

　白黒付けるこのときを、自分は待ち望んでいた。

　冷め切ったはずの自分に宿った炎熱を拳に宿し、黒瀬誠はにやりと笑う。

　後悔は全て、この手で取り戻す。

「──一回、ちゃんと喧けん嘩かしとこうぜ。俊」
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　今頃、黒瀬は自分の望みを叶かなえてくれているだろう。

　部長冥みよう利りに尽きる瞬間を、会場のひとり離れたところで正座して迎えていた。

　最後の地稽古が始まる。

　相手をする人間も、相手をしてはいけない人間も、きちんと決めてあった。

　最後の精神統一に、両手指を組んで黙想でもして──。

「あのう、部長……。隣、面置いてええとですか……？」

「……そんな迷子みたいな顔すんなよ、蓮。いいに決まってるだろ」

　行き場を無くして出頭してきた蓮を迎えて、悠は苦笑する。

　さて何を話したものかと思案していると、蓮のほうから声を掛けてくれた。

「部長は、凄か人やねー。ほんまに二回しか振らずに終わるんやから」

「まあ、結構緊張したけどな。……でも、やれて良かったと思うよ」

「乾さんをごまかせたからですか？」

「それもあるけど、研究が一番の理由。一生やれる剣道ってどんなのかなあ、って最近はな」

「……一生、ですか？」

「もっと歳としとったら、今みたいに激しい剣の振り方はできなくなるだろ？　だから身体からだに負荷かけないやり方を探してたら……面白くてさ。自然と、じいちゃんの剣に似てきて」

　小さな頃は、何であんな意味不明な動きで強いんだろうと、ただただ疑問だった。

　でも最近はその理由が、ほんの少しだけ分かりかけてきたような気がする。

「まだまだ、全然なんだけどな。……難しいなあ、剣道。やればやるほど分からなくなるよ」

　終わりがない。果たして、一生かけても極めきれるのかどうか。

　うーんと腕を組んで考え込んでいると、隣に座った蓮がこっちを見てくすくす笑った。

「部長は、ほんまに剣道が好きやとですね」

「……好き、かあ。……そうだなあ」

　剣道は自分にとって、人生そのものだ。

　良いこともあれば、もちろん悪いこともある。というか悪いことのほうが多い。

　けれど底までは憎みきれない、この愛憎入り交じった気持ちを何と言うのか。

　みんな分からないから、あえてこの言葉を使うしかないのだろう。

「大好きだよ、剣道。みんなと繫つないでくれるから。……これがあるから自分なんだなって、心の底から思えるよ」

　次代を担になう彼に、技術以上にこの気持ちが伝わればいいと悠は笑った。

「蓮にはまだ、分からないか？」

「……好きですよ？　剣道。じゃないとボク、こんなところまで来んもん」

「そうだなあ。それは毎日やってたら分かるよ」

「ただボクは、それ以上に自分が嫌いなだけやね」

　暗い光が宿る笑顔を見て思ったことは、懐なつかしい、だった。

　明るく笑いすぎる人間ほど、どこか浮く。身に沁しみて知っていることだった。

「部長は、御み剣つるぎの田舎から来た言うてましたね？」

「うん。山。蓮の島とは逆だなあ」

「ええやないですか。自分より強い人が沢山おるんやから」

「……物足りなかったんだな」

「自分が下手なん分かってるぶん、余計に。……小さい島やけん、外にも出れんでね……」

　蓮は、抱え込む子だ。その理由も分かる。

「……みんな、ええ人やのに。……ボクは、邪魔や思って。……そんな資格ないのに」

　顔を伏せた蓮は、また不自然なくらい明るく笑う。

「そんなことみんなに言えんからね。……だから綺き麗れいに島を抜ける口実に、負けを使ったとです。復ふく讐しゆうやーって」

「なるほどな、それで村雨くんか。分かりやすそうな顔してたよなー」

「……ぶ、部長は、初めから気付いてたとね？」

「恨まれ慣れてるからなあ。本気で恨み晴らしたい人間って、なんとなく分かるから」

　そういう人間として、蓮は最初からおかしかった。

　あのタイプの人間は、自分が派手にやられた後にすっきり笑ったりなんて絶対しない。

『──すっ……ごい！　格好いい！　あれ、どうやって打つの!?』

　懐なつかしい記憶が思い出されて、悠は笑う。

「蓮はいい奴やつすぎる。似てる友達がいるから分かるよ。誰も憎めないんだろ？」

　あるいは憎むとしたら、自分ぐらいか。

　答え合わせ代わりに顔を覗のぞき込むと、参りましたと蓮はかわいく土下座した。

「……昔村雨に負けたのも、悔しかったんも、ほんまなんですよ？」

「うん」

「でもボクとあいつの試合、見ました？　部長？」

「イエス。映す価値なし」

「ねー!?　あいつ、あんな弱かったとですか!?　ボクのほうが恥ずかしなったわ！」

　本当はお前も似たようなもんだったけどな、とは言わないでいてあげる。

　蓮は括くくった髪の蒼あお色いろを摘まんで、強く握る。

　島のみんなが自分だと見て分かるように、忘れないように入れたのだと蓮は言った。

　けれど本当は、その逆だったのかもしれない。

「……ボクは、怖い。……ここが、楽しくて。楽しすぎて……。……みんなのこと忘れて、好き勝手にやりたくなる自分が。……嫌、なんです……」

　──些さ細さいなことで、悩んでるんだなあ。

　きっと自分を見守る江坂も、そんな風に思っていたのだろう。

　悠は、背中をぽんと押してあげる。それだけが唯一自分に許されることだと思った。

「大丈夫だ。……蓮の悩んでること、必ずなんとかなるから。いつか、ああ、こんな小さなことで悩んでたんだなーって笑える日が、絶っ対来るから」

　たくさん悩んで欲しい。そしていつか、心から笑って欲しい。

　その場所を守るために、その様を見守ってやるために、部長という仕事はある。

「好きにやってみ。何かあったら俺が責任とってやるから」

　受け継いだものを次の世代に手渡すように、蓮の背中を最後にもう一度ばんと叩たたく。

　何だか感極まったように、蓮の唇が波打った。

「部長。ボク、は──」




「おい、樋ひの下した蓮れんッ！」




　背中からひっくり返るかと悠は思う。せっかく人がいい話をしているのに。

「村雨……」

「もう一度俺とやれ。逃げんじゃねえぞ。……さっきのは間違いだ。もう一回やりゃあ、俺が必ず潰せんだよッ！」

　水を差すように現れた浅黒の巨体を、「痴しれ者ものが」と斬り捨てたい衝動に駆られる。

　しかしそれ以上に、異常事態を察知する本能が勝まさった。

　──単独行動？　あの軍隊みたいな秋水で？　一年が？

　こんな目立つ勝手、真面目な快晴が許すはずが──。

　はっ、と息を吞のむ。

　一列に並んでいる秋水陣営の先頭で、快晴が腕を組んでにやりと笑っている。

　あえて見逃している。どうしてそんなことをする？

　今の実力を見た限りだと、この組み合わせで何が起こるかなんて──。

「……あ。……あいつ……っ」

　悠にはすぐに、敵の意図が分かった。今の秋水が抱える一番の大穴。

　それをたった今から、上う手まいやり方で塞ぎに来ている。

　こんな嫌らしいやり方を快晴が思いつくとは到底思えない。舌打ちをして奴やつの隣を見た。

　快晴の側そばにも、いつの間にか自分と同じように、陰陽取とり揃そろえた仲間が控えて嗤わらっている。

　さっきの試合までは居なかったのに。たった一試合でもう動き出したのか。

「……だから嫌なんだ、秋水相手は」

「部長。ボク、行ってきていいですか？」

　これが毒どく饅頭まんじゆうとも知らずに、蓮はすっきりとした顔で笑っていた。

　こんなの言えるはずがない。止めとくか手を抜いとけなんて。

「……言っただろ。好きにやってみろって」

　向こうが一枚上手だった。こうなったらもう、皿まで食ってやる。

　一年生を仕上げていかないといけないのは、こちらも同じなのだから。

「責任は俺が取る。ズタズタにしてこい！」

「……はいッ！」

『──それでは、地稽古を始めます。……面着けっ！』
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　──性格悪いことを考えるよな。僕なら絶対、こんなやり方は思いつかない。

　竹刀の打突音と掛け声、踏み込みの音で満ちた会場の中で、快晴は二人の戦いを見ていた。

　そろそろ、暗鬱な出番が近いだろう。

　ずうんと沈む胃を代弁する快晴のため息は、蓮のまたまた迸ほとばしる胴の音にかき消された。

　審判が百人いたら百人とも旗を上げるだろう。軌道に、悠の息い吹ぶきを感じた。

　身体能力だけでやってきた村雨には、基礎力がない。技術のある人間に手数を掛けられたら簡単にこうなる。なまじ身体からだが大きい分、完全に入れ食いとなってしまっている。

「くそ……くそ……クソッ!!!」

「なあ……もう、終わらんか？」

「うるせえッ！　もう一回だ！」

　それでも、呼吸は乱れていない。回数を重ねるごとに、村雨は少しずつ上う手まくなっている。

　──才能はあるんだ。本当に。

　気を抜けばすぐに荒れる秋水を、毎年全国に導いてきた村瀬が引っ張ってきた素材だ。

　生かすも殺すも指導次第であるこの男を、秋水に連れてきたということは。

「……自分のやり方なら、伸ばせると思ったんですよね。……あなたは……」

　ああ、嫌だ。いい加減にしてほしい。

　結局あんなやり方しかないのか。それしか勝つ方法がないのか。……そうだと言うのなら。

『──これが本当に、秋水なのかよ……っ』

『──勝ちたい。今年こそ。ぼくは、これが最後なんだ』

　そこまでしないと、勝ちが得られないと言うのなら。

『──やれ。どんなことをしても』

　折れんばかりに強く竹刀を握りしめ、快晴は鉄の味がする唾を飲み込み、顔を上げる。

　変わらぬ『常勝』の旗が、乾快晴はどうあるのかを今、問いかけていた。

「……決まってるだろ」

　剣道は人間形成の道なんだから、人の道にもとることなんて止めるべき。

　──うるさい。知るかそんなこと。

　下らない綺き麗れい事ごとを唾棄して、快晴は眼めを血走らせる。

　勝たなきゃ何の意味もない。結果以外は全て言い訳。そういう孤高の場所で、ずっと生きた。

「負けていい僕なんか、僕じゃない……ッ」

　勝ちたい。絶対に負けたくない。

　たかが勝利が何だと誰に言われても、これだけは絶対に絶対に絶対に譲れない。

　悪魔に魂を売っても勝ちたい。自分の居る場所を負けさせたくない。勝たせて、やりたい。

「……何でもやるよ。……僕は」

　その役割を継ぐ者はここにいると、今、乾快晴は己の意志で改めて誓う。

「秋水大付属の、キャプテンなんだから」

　もう一度迸ほとばしった蓮の抜き胴をスイッチに、快晴は動き出した。

「もういい。もう、ボクの負けでいい。早く打ってくれ。……時間の無駄や。もう二度と声かけんから、ボクが上う手まくなる邪魔せんとってくれ……」

「……っ、てめぇえ！」

　とうとう殴りかかろうとする馬鹿の腕を後ろから摑つかんで、締め上げる。「が……っ!?」

「そこまでにしようか」

　紺野の作戦は、これ以上ないくらい成功だ。

　上から言っても聞かないなら、下だった者に一度踏み潰させる。それが一番効く。

　後は、腐ったこいつを焼いて叩たたいて直すだけだ。

「……乾、さん」

「悪かったね樋下くん。これは僕が回収する。……ああ、それと。

　ありがとう、上う手まく動いてくれて。……君はもう用済みだ。早く、悠のところに戻れ」

　笑わないことには慣れている。

　殺意を込めると、蓮は何も言えないまま逃げ出す。周りからも人が引いていった。

「てめぇ、離せッ」

　お望み通り腕を放して、入れ替わりに襟首を摑つかむ。……不思議だ。

　心を切り離したように動くと、自然と村瀬がやってきた動きをなぞっていける。

「お前は、どれだけ恥を晒さらせば気が済むの？　いるんだね、君ほどのゴミが」

　冷たい言葉を吐き捨てると、村雨の身体からだが硬直する。

　その隙を逃さずに、快晴は襟首を摑つかんだまま村雨を壁に向かって叩たたき付つけた。

　かは、と息を吐いている間に横に目配せする。

　紺野と瀬川が、手て筈はず通りに諸もろ々もろの面倒は防いでくれる。だから遠慮無く見せしめる。

「弱い犬ほど、よく吠ほえるね。大きいだけの小物が」

　計画通りだ。何も問題はない。

　たかが、自分に軋きしむ心があるぐらいだ。後で吐けばどうとでもなる。

「立て。……構えろ秋水の恥が！　その性根直るまで、お前如ごときが秋水を名乗るなッ！」

「……て、めぇえええ────ッ!!」

　やがて待つ死闘に向け、不要な心を消し去る最後の修行に、快晴は身を投じた。
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　頼りになる主将は、自分たちのために動き出してくれている。

　だからその間に、個人の最後の望みを叶かなえに行く強したたかさを、影かげ下した彰あきらは持っていた。

　礼が終わると全力で駆け出し、近くによってもう一度深く礼をした。

「ありがとうございました、悠センパイ。参りました！」

「うん、ありがとうございました」

「……どうでしたか？」

　素直な言葉を期待すると、水上悠はにこりと笑った。

「直すところはもちろんある。最高にはほど遠いよ」

「はい！　ですよね！」

　手厳しい言葉が何より嬉うれしくて、影下は屈託のない笑顔を咲かせた。

　まだ上う手まくなれる。課題が沢山ある。

　この人たちのようになれる可能性が、自分にもまだ残っているということだ。

「……でも、そんなことは問題じゃないな。彰」

「え？」

「お前、強くなったなあ。……感動した。快晴が、試合で隠してくるわけだよな」

　いきなりもらえた褒め言葉に、影下は戸惑う。気絶して途中から夢見てるのか？

「いつだったかお前を強くしたくないって言ったけど、やっぱり止められなかったな。……悔しいな。何でお前が秋水なんだろう？　残念だな」

　──違うわこれ。現実だ。

「……あの、悠センパイ。オレの目がおかしくなかったら、今のは全力でしたよね？」

「現時点のな。出し惜しみなしでやったよ。物足らないなら、彰が強くなったんだ」

　とんでもないと、影下は笑顔で首を振る。相変わらず、全く歯が立たなかったけど。

「せっかく隠してたのにいーんすか？」

「いいんだよ。昔彰には失礼なことをしたからな。返すなら、まだ時間がある今のうちだ」

「……覚えてて、くれたんすね」

「そりゃあなあ。俺が秋水でかわいがるなんて彰ぐらいのもんだし。お前は友達いっぱいいるから、俺のことなんか気にしちゃいないだろうけど」

「えぇー。悠センパイはすっげー特別なんすけど、ちゃんと伝わってくれません？」

「大丈夫分かってる。そういうことすぐ言う奴やつはみんなに言ってる。オレ、カシコイ」

　何も分かってくれない。酷ひどいなあと苦笑する。

　この一年、二人に目移りしながら頑張ったせいか。浮うわ気き者ものにはバチが当たるらしい。

「彰が余計な心配しなくていい。今の快晴には、俺を見る余裕なんかないからな」

「……やっぱ、分かっちゃうもんすかね」

「経験者だから。……ちゃんと一発で正解引いてくるんだもんな。やってられんわ」

　忌いま々いましい、と悠の表情が苦々しく歪ゆがむ。

　この人が嫌がるということは、秋水大付属はこの道で正しい。

「そんだけ先行っといて、オレらが怖いんすか？」

「怖い。当たり前だろ。ていうか、先行ってるほうが恐ろしいわ」

　はあ、と実感の籠もったため息を悠は漏らす。

「どんだけ先行っても、後から必ず追いついてくるのが快晴の怖いところだろ？」

　──僕がどれだけ努力しても、必ず一歩先を行ってるのが悠の嫌なところだよ。

　いつだったか、快晴がそう言っていたことを思い出す。

　二人の間に、差は無い。なら勝敗を決めるのは、周りを固める人間だ。

「……秋水は、強いぞ。あんたらの好きにはさせない」

　決別の笑みと言葉を、影下彰は敵に向ける。

「オレを敵に回したことを後悔させてやりますよ！」

「いや、しないよ？　それは後から回収できるから」

「……へ？」

「俺さあ、崇たか仁ひとのいる大学で剣道やるんだ。彰も将来、来ないか？」

　があん、と脳天に衝撃をくらう。

　そんな夢みたいな申し出があっていいのかと、目がちかちかした。

「考えといてくれよ。全部終わったら、次は快晴じゃなくて俺と遊ぶのも悪くないだろ？」

　影下は頭を抱えて、半ば悲鳴のような声を漏らす。

　人生が間違った方向に進んでしまうアラート音のようだった。

「勘弁してくださいよー。すーぐそうやってスナック感覚で人の進路めちゃめちゃにする。どんだけオレらフツーの人間を振り回しますかね!?　どうせみんなに言ってるんでしょ！」

「そんなことないって。まだ彰しか誘ってないよ」

「ほら今『まだ』っつった。そういうこと言う奴やつはみんなにそう言うんすよ」

　凡人代表として、影下彰は舌打ちして言う。

「悠センパイは、いつか刺されたほうがいいっすね」

　自分のことが嫌いだったこの人に、さぞやこの言葉は利きくだろうと思った。

　でも、一年の時間はこの人にもあった。

「俺は悪くない。刺せないお前らが悪いんだ」

「……ははっ。そうっすね、間違いないっす！」

　開き直った悪いた戯ずらな笑顔に、影下も満足して笑う。

　天才は、それでいい。もっと軽率に振り回してほしい。

　凡人に遠慮なんかしないで、どんどん周囲の人間を狂わせてくれていいのだ。

　そういう人間に振り回されるのが楽しいから、好き好んでその影を追う人間もここにいる。

「考えときます。何も決まってないですし」

　どうせまた、追ってしまうんだろうけど。

　けれど影下彰は、今のところ首を縦に振るつもりはない。

「──まだあんたは、敵なんでね」

　背後にかかる『常勝』の旗が落とす影が、心地良い。

　今日この日より新たに蘇よみがえる秋水よりも惹ひかれる場所は、影下には存在しなかった。
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「見て。また男ひっかけてる」

　凍いてつく視線を、吹雪は愛いとしく困った人に向ける。

「ねー。変わらないなあ。ていうか下手な女よりそっちのがタチ悪いから」

　そして隣に立つ史織も、竹刀を握った籠手でばんばんもう片方の手を殴りながら、ごうっと燃える悋りん気きの視線を面めん金がねの中から向けていた。悠は、全く気付く様子もない。

「ね。わたしたちの気も知らないで。……まあでも、仕方ないよね」

　二人同時に、息が抜ける。

「あれじゃなかったら悠先輩じゃないしなー」

「最近、女の子が寄らないのはわたしたちのせいもある」

「『も』ってなに。全部私たちのせいでしょ。何個闇に消してきたの」

　確かに、二人で色々やって来た。敵の敵は味方とはよく言ったものだと吹雪は笑う。

　いつの間にこんな風に顔を合わせてもいがみ合うことなく、笑えるようになったんだろう。

「いいの。わたしたちがいるんだから他は駄目」

「それは言えてる。私たちより強くてかわいい女の子なんているはずないしー？」

「うわ、うざ。すぐ調子乗る」

　譲れないもの一つ以外は気が合うから、たまに甘い夢を見ることがある。

　このまま、手を繫つないでゴールできないのかなって。

　なあなあで済ませてしまって、このままぬるい三人の関係を続けられないのかな、って。

　きっと一人だったら、そんな甘えに屈していた未来もあったのかもしれない。

　……でも、乾吹雪には。

　乾快晴の妹である自分には、そんな甘えを受け取ることは許せない。

　確信の言葉を切り出す前に、吹雪は戦う兄の姿を見る。

「もう、終わりか…………。この、クズが！」

　兄は、絶対に人をいじめない。人を傷つける言葉を口にしない。

「お前が全部適当にごまかしてきた、ぬるくて下らない人生の結果がそれだ！　負け犬が！」

　お兄ちゃんは、絶対に人の傷を触らない。矜きよう持じを踏み付けたりはしない。

　だったら、あの人は偽にせ者もの？

「一生そのままでいろ！　お前がそのままでいいんなら！　……プライド、ないのか！」

　──ちがうよね。

「一番じゃなくていいのか!?　そんな自分で許せるか!?」

　──ううん。良くない。

「僕は嫌だ。絶対、勝ちたい。勝ち以外いらないんだ！　……僕は、」

　断ち切るための剣を握って、兄は血ち眼まなこになって吠ほえ上がる。




「──みんなで一番上に行けるなら、友達殺したっていいんだッ！」




「……ねえ、深ふか瀬せ」

　吹雪は笑顔で頷うなずき、竹刀の柄つかを兄に向ける。

「あれね、わたしのお兄ちゃん」

　こんなこと、世界で深瀬にしか言えない。だから最後に言っておこう。

「格好良いでしょ。あげないよ」

　黙って笑う史織は、きっとその言葉の意味を悟ってくれた。

　乾兄きよう妹だいに、二人はあっても二番なんて言葉はない。

　雪の剣けん姫きは堂々と、火の位を纏まとった宿敵に決別を言い渡す。

「わたし、もう待てない。いいよね？」

「……うん。長い間、待たせてごめん」

　眼鏡を通さない綺き麗れいに燃える瞳が、自分を見据える。

　彼女もまた、ぬるま湯の終わりを自らの口で告げた。

「私、もう大丈夫。……ちゃんと一番決めよっか。私、二番は無理なの」

「わたしは両方一番ももっと無理」

「知ってまーす。……だから言い訳できないように、一ヶ月後、ちゃんと決めようよ」

　左ひだり籠こ手てを外して、深瀬史織がにやりと不敵に笑う。

　ぼろぼろになった世界で一番綺き麗れいな手が、ただ一つ鋭く天を指した。

「ふたりっきりの、てっぺんで」

「……うん、分かった。じゃあ準備しなきゃね」

「今丁度良さげだよ。どっちが行く？」

「作戦通りわたしで」「了解」

　拳を交わし、吹雪は一目散に駆けて行く。

　もちろん狙う男の子なんてただひとり。他の男なんて考えられない。

「悠くん。やろ？」

「おっ、吹雪。やるか！」

「わたしが勝ったらデートしてくれる？」

　初手からいきなり奇襲をかけると、悠の目が丸くなる。

　全部予想通り。次はにこっと笑って、こうだ。

「いいよ、一本取れたらな。その代わり終わりまで一本も取れなかったら、引退まで俺との稽古は諦めてくれ」

「どんな手を使ってもいいよね？」

「もちろん。真剣勝負だから」

　ところで、物もの凄すごく強い剣豪が残した有名な言葉がある。

　勝負というものは、戦う前から決している。

「うん、じゃあ決定。もう取り消せないからね？」

「そっちこそな。もう桐とう桜おうなんか絶対行かないから」

　吹雪はにやりと嗤わらい、右手を挙げた。

「よし、始めるね。……深瀬ぇえええ────っ！」

「はぁーい。愛いとしい後輩ですよー！」

「……は？」

　吹雪は蹲そん踞きよをし、笑顔でゆらりと中段に構える。

　そしてその隣で同じく、史織もめらっと上段に構えた。

「お、おい待て!?　お前ら何してるんだ!?」

「どんな手を使ってもいいって」「ちゃーんと先輩が言ってましたよね？」

　大丈夫。奴やつの多人掛けのパターンは既に足あし繁しげく錬心館に通って、二人で分析済みだ。

　一年鍛えたコンビネーションを発揮するときは、今──。

「ねえ、悠くん。……刺されたいって言ってたよね？」

「行きましょうか。悲しみの向こう側に」

「ちょ、ちょっと待──」

　ぶつっ、と意識が切れる。

「くらえ積年の恨みぃいいい─────っ!!!」

「ぶち殺してやる女の敵ぃいいい────っ!!」

　二人仲良く、女を捨てて獣になって。

　わたしたちは最後の戦いの舞台を、この人から勝ち取ったのだった──。
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「……痛ぇええ。……あいつら、めちゃくちゃするよな……」

　制服に着替えても、まだひりひりと身体からだのあちこちが痛む。

　長い練成会が終わって、悠はようやく自由の身になることができた。

　阿あ呆ほう、と茜あかね空ぞらの向こうで鳴くカラスの声が辛つらく沁しみてきて、ため息をつく。

　とてもみんなと一緒に学校に防具を置きに行く気になれなくて、悠は体育館外れの休憩スペースに寄り、自販機で水を買った。

　おでこに当てて頭を冷やすが、色々あった今日のうち、最後のことしか思い出せない。

「……軽率なこと、言っちゃったもんだよな」

　完全に連携を取られて殺された。不覚だ。

　でも『乾ぃっ！　私ごと貫けぇーっ！』のホールドは流石さすがに反則過ぎるだろと思う。

　手を組まれるのは想定外。けれど、終わった後に二人に笑顔で言われたこと。

『『──それじゃあ明日、私たちと最後にデートしてね？』』

　それだけはある意味、分かりきっていたことだった。

　歯は嚙がみしながら悠は頭を抱える。胃が、買った水をもう受け付けなくなっていた。

「……帰る、か」

　誰にも会いたくないし、こんなところは見せられない。

　誰にもかち合わない帰り道はバスだけだ。ゆっくり揺られて、考えるのもいい。

　悠は重たい防具を背負って、人気の無いであろうバス停に向かって歩く。




「おっ、やっと来た。もー、流石さすがのうちもハズしたんちゃうか思たで？」




　自分だけの逃げ道を塞ぐように、千紘が両腕を組み、ひとりでバス停に立っていた。

　何でこんなところに、なんて言う間もなく、悠は失笑を溢こぼしてしまった。

　千紘が自分の居所が分かるように、自分にだって千紘の考えていることは分かるから。

「なあ、逃げてもいい？」

「ええでー？　あんたが、ほんまに逃げたいんやったらな」

「……そっか。…………バレてた、のか」

　夕ゆう陽ひに映えるヘアピンと犬歯が輝いて、魔法の鏡みたいにずっと隠していた真実を暴あばく。

　甘えだろうか。この一年間、鍛えに鍛えて一番上う手まくなった噓うそを、こんな風に。

　もう一度誰かに、暴いて欲しかったなんて──。

「──あんたもう、とっくに二人の気持ち、気付いてるんやろ？」









　ひとりで来る途中はいつも使う音楽プレーヤーをかばんにしまって、千ち紘ひろはがらがらのバスの窓まど際ぎわ席に座る。悠ゆうと自分以外は誰も車内にいなくて、鈍いエンジンの音がよく聞こえた。

　防具袋は二人して空いた席に押し込んで、悠と隣同士、肩を触れ合わせて座る。

　ときめくような胸のどきどきはなくて、穏やかなバスの揺れ方が眠気を誘って心地良い。

　男子も女子もないこの距離感が、千紘はやっぱり好きだった。

「円まど香か先輩にも、バレなかったのになあ。参考までに、何で分かったんだ？」

「んー。ほんまに何となく。なんやろなあ、空気？」

「……そうか。最強のやつだ。相手が悪いな」

「あっはっは。伊だ達てに、ずっと一緒にやってきたわけとちがうんやで。ダンナ」

　最初に気付けたのが、自分で嬉うれしい。

　きっとこの荷物だけは、悠は他の男連中には意地でも触らせないだろうから、役得だ。

　悠はもう後ろめたさを隠せないのか、顔を逸そらして窓ガラスに頭を埋めている。

「……無理に、優しくしなくていいから。三み行くだり半はんものだろ」

　一期に老ふけ込んだ横顔は、触れば割れてしまいそうな儚はかなさがあった。

　馬鹿だな、と思う。こんなものをずっと、独りで隠して抱えていて。

「うちがそんな器用なことできるって、ゆーくんがほんまに思てるんやったら悲しいな」

「………………そういう言い方は、ずるいだろ」

　どこまでも、優しくて損をする男だと思う。

　鈍い人間のままでいたくないと努力し続けたことが、皮肉にも悠を苦しめた。

　他人の気持ちは分かろうとしすぎると、ときにどんな毒よりも重たく心身にのしかかる。

「……黙るしか、ないでなあ？　あんた、自分のことより先に考えてまうんやろ？

　選ばれへんかった方は、どうなるんやって」

「……自分が、かわいかっただけだよ。ぬるま湯が気持ちいいんだ」

「ゆーくん。それ以上適当言うたら、何も喋しやべってくれへんってうち泣くけどええんか？」

「……だからちっひは、ずるいって。いっつも都合良く女の子出し入れしてさぁ……」

「あっはっは、ええやんずるくても！　……味方やねんもん。大目に見てよ」

　都合良く立場を選んで、気持ちを受け止めてあげたい。責めるには自分は悠に近すぎた。

　千紘は、この件は絶対、吹雪ふぶきの肩も史し織おりの肩も持たないと決めていた。

「ゆーくん。今なら何でも言うてええねんで。何で今やねん！　とか」

「……いや。俺が悪いから。……何も言う資格はないんだよ」

「そうか。じゃあうちが言うたるわ！」

　きょとん、と目を丸くする悠の隣で大きく息を吸う。

　絶対そう言うと思ってた。いつもひとりで完結して、勝手に大人になって。

　──なんであんたはもっと、ワガママ言えへんの！

「あいつら、ほんまなんやねん！　いっっっつも勝手ばっかり！　大体好き好きオーラだけ出して自分は何もしませーんってなんやねん!?　察せってか!?　あほちゃう!?　そんなん八つ当たりもええとこやんか！　お前らがちゃんと好きって言わへんのが悪いんやろ!?」

「お、おい、ちっひ。もう──」

「良ぉないわ！　あほ！　ゆーくんにも、他にいくらでもええ人おったかもせーへんのに！　邪魔して！　どんな権利があってそんなことするんや!?　好きやったら何しても許されるなんか、そんなんおかしいやんか！　……そんで、そんで、あいつらは……！」

　ああ、駄目だ。泣いちゃ駄目なのに。

　感情が昂たかぶって止まらなくて、しゃくり上げて、千紘は一番残酷なことをなじった。

「なんで、あんな、仲良うするん？　……ひどいやん。……ずるい、やんか。……あんなん、ゆーくんが。……ゆーくんが、こわしたいおもうわけないやんか……っ」

　悔しかった。

　もっと大事にしてくれる人に、一緒に頑張ってきた相棒を笑顔で渡したかったのに。

　特別なものがあるからと、きっと許されてしまうあの二人に、せめて自分が怒ってやらないと気が済まなかった。

　怒りで握った拳は、爪が皮膚を裂いて血が出てくる。練習で出来た古傷も開くくらいだった。

　そんな自分の手を優しく解いて、悠は笑顔でハンカチを手渡してくれる。

「……あほ。……あほぉ。……なんで、あんたが笑ってんねん……っ」

「……ちっひが、代わりに泣いてくれたから。だからもう、いいや」

　側に持っていたかばんから、悠は絆ばん創そう膏こう類が入った小箱を取り出す。

　その備えを持っていることが、悠の優しさであり強さであって、千紘は誇らしかった。

「明日、デートしろってさ」

「……そうなんや。……それって、そういうことやんなぁ」

　傷だらけの左手をお姫さまみたいに委ねていると、悠は黙って笑顔で頷うなずく。

　もう、こんなこともおおっぴらにできなくなる。さみしいな、と強烈に思った。

「よし、次の指まめで最後かな？　……でもなあ。正直俺、もう一個パターンを考えててさ」

「どんなん？」

「じっくり観察して分かったけどやっぱお前違うわ、って両方に振られるやつ」

　──ゆーくん。それ一番ありえへんやつやで。

　そんな言葉を、くすくす笑って飲み込んだ。

　千紘は伸びて女の子らしくなった髪を右手で払い、絆ばん創そう膏こうを巻いてくれる悠を見て──ふと。

　気の長い悪いた戯ずらを思いついた。

「そうなったらゆーくん、一生レンアイできんなってまうな？」

「間違いない。でもまあいいよ、そんときはそんときで。俺には剣道があるから」

「でも一生独身っていうんも寂しない？」

「……まあなあ。俺さあ、かーさんに自分の孫見せんのが夢なんだよ」

「うちもー。めっちゃ子ども作って百まで生きてみんなの顔に囲まれて往生すんねん」

「それ最高だな」

「せやろー？　ええやろー？　叶かなわんかったら困るやろー？」

　夢は、必ず叶かなえる。少し先の試合も、遥はるかな未来でもそれは絶対だ。

「せやから、ゆーくん。お互い保険打っとこや」

　二にの宮みや千紘は、薬指に巻かれた絆ばん創そう膏こうをみて、歯を見せて悪いた戯ずらに笑う。

「三十なったときにお互い相手おらんかったら、けっこんせえへん？」

　更なる抵当を得るために、その指を控えて小指を出す。

　絶対受けてくれるなという、不思議な自信があった。

「うち、ゆーくんと付き合うんは無理やけど、けっこんやったら余裕やと思うねん」

「ああ、それ死ぬほど分かるわ。……ありがたいなあ。願ってもない」

　叶かなうのか、叶かなわないのか。

　どっちにしたって十年二十年先、一緒にお酒を飲むときの楽しいアテになればいい。

　伸びてきた悠の小指と自分の小指を絡からめて、大事な約束をここに交わした。

「ちっひ。もう一つだけ、俺の方からも頼んでいいかな」

「うん。何でも」

「……俺、近いうちに使い物にならなくなるから」

　かつて、力になれなくて拗すねていた千紘を救うように。

　絶対に約束を守る男は、決意の籠もった不器用な笑顔を向けてくれた。

「また迷惑かけると思うけど、そのときも頼っていい？」

「……うん。当たり前やん！」

　穏やかに揺蕩たゆたう、嵐吹く前の凪なぎの時間。

　それを自らの手で終わらせるのだと示すように、悠は停車ボタンを強く押した。




　×　×　×




　長い一日が終わる。

　長なが風ぶ呂ろをして疲れを癒やし、部屋で明日の準備をしているうちに、夜はすっかり更ふけてしまった。悠は静かになったリビングの食卓で、しばらくスマホを触って待っている。

　やがて一日の終わりに話したい人は、優しい笑みを湛たたえて、お揃そろいのホットミルクのカップを持って来て、食卓の向かいに腰掛けてくれた。

「今日は、お疲れ様だったね。悠」

「ん。ありがとかーさん。……あのさあ、改めて謝りたいんだけど」

「いいよ。晩ご飯戻しちゃった件だろう？」

「……ん。でも去年までと違って、本当の本当においしかったからな!?」

「ははは。一言余計だよ」

　本当に、良くも悪くも精神と肉体が連動してしまう体質で申し訳ない限りだった。

　友達と話して、後は格好良く突撃──なんて、そんなに都合良くはいかないらしい。

「大丈夫。遺伝だね。私も何かあるとすぐ胃に来ちゃうから、ちゃんと分かってる」

「……ありがとう」

「念のため聞くけど、本当に熱はないんだな？」

「うん。お陰様で、ちゃんと管理できてます」

「なら良し。でも念のため、明日はしっかり休むんだぞ？」

「……それが、そういう訳にもいかなくて」

　もう噓うそはつきたくない。けれど母にこういうことを話すのは初めてだから、何だか照れ臭い。

　母の顔が見られずうまく見られず、ホットミルクを俯うつむいてちびちひと飲んだ。

「……大事な、デート、なんだよ。明日」

「なに、そうなのか？　……どっちと？」

　──どっちと？

　驚いて顔を上げると、いたずらっ子のような母の笑顔があった。

「親は意外と、何でも知っている。ただ、言わないだけでね」

「……そっか。でも、どっから？」

「毎日晩飯を食べに来る駄目な大人がいるじゃないか。意味なく飼ってるわけじゃないぞ？」

「瞳ひとみぃいい……」

「……私たちは、お酒を飲むといつもお前のことなんだよ。見逃してくれないか」

　そう言って照れくさそうに笑って、母も顔を逸そらしてホットミルクを飲む。

　仕草が自分そっくりで、全く怒る気になれず悠は笑った。

「俺に直接聞けばいいのに。最近どうなんだって」

「……今更恥ずかしい。それに年頃の男の子って、こういうのは話さないものなんだろ？」

「まあ、そうだけど。……でもうちは、そういうの飛ばしてきたから、いいんじゃないの」

「そうか。……そうだね」

　母はくすりと笑うと、カップのホットミルクをゆっくり呷あおって、首を傾かしげた。

「最近どうですか、水みな上かみ部長」

「……そうですねえ、水上部長。色々ありましたよ。報告のお時間を頂いていいですか？」

「うん。時間はたっぷりある。……要点を纏まとめず、だらだらと最初から話してください」

「昔々あるところに、息子より仕事の方が好きな母親がいました」

「やめろ！　最近って言っただろ！」

「ははは。冗談だよ。……じゃあ、話すよ。『最近』のこと」

　駄目な管理職同士、そっくりな顔を突き合わせて、ゆっくりとこの一年の話をした。

　弱い自分を奮い立たせてくれたことから始まった、大事な親友の妹のこと。

　強い自分に奮い立ってくれたことから始まった、大切な部活の後輩のこと。

　その二人が、自分を想おもってくれていることに気付いて、最初は戸惑ったこと。

　思い上がりと否定を心の中で繰り返しているうちに、時間はどんどん過ぎていって。

　その分、互いの気持ちは降り積もって、強くなっていって。

　もう切り離せば誰も無傷では済まないくらい、深いところまで入ってしまったこと──。

「……なるほど、なあ。……私はもう、立ち入ったことは言えないし言わないけど」

　空になったカップを手から離して、母はまっすぐに自分の目を見て包み込むように笑う。

「お前のおうちは、ここにあるからね」

「……うん」

「悠が誰を選んでも、あるいは選ばなくても、お前のおうちはここで、私はここにいるから。それを絶対に忘れないでね」

「うん」

「家族は、無条件で味方だ。だからお前の好きなようにやって、安心して帰ってきなさい」

　母は悠の背中をどんと押す代わりに、小さな手で悠の右手を握ってくれた。

「大丈夫。たかが失恋で、人は死なない。私は今、幸せで幸せでたまらないんだぞ？」

「……ありがとう」

　──この人が、母親で良かった。

　手渡された勇気は、最後の力になる。もう、自分の気持ちと向き合うことを怖おそれない。

　悠は握っていた拳を胸の前でゆっくり広げて、宝物を誇るように静かに笑う。

「かーさん。最後に、聞いて欲しいことがあるんだ」

　選んだ大切なものは、もうとっくに、この手のひらの中にあった。

「──俺、好きな人ができたよ」
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　そして──練成会の日から、二日の時が過ぎて。

　乾いぬい快かい晴せいは約束の相手と最後に言葉を交わすために、夕暮れ時の藤宮高校の門をくぐった。

　大型連休の最終日だけれど、部活動がある関係か、多くの生徒さんたちとすれ違った。

　学校に女子がいるなんてとにかく違和感が凄すごいけど、みんな秋水大付属の制服や竹刀袋を見ても怖おそれたりせず、笑顔で「こんにちは」と挨拶してくれた。

「……いい、学校だなあ」

　快晴は悠のもとへと歩く間に、もしもの世界を考える。自分が途中で約束を諦めて、剣を捨てた世界のことだ。

　勉強を頑張った自分は、素朴で自由な雰囲気の藤宮高校を選んでいる。

　剣道がないから、吹雪とは今ほど仲が悪くもなくて、兄きよう妹だいで同じ高校に通ったりもする。

　そんな自分は一年後、この場所で再び親友として、水上悠と再会するのだ。

　休みの日はいつも遊んで、家族ぐるみの付き合いをして、一緒に勉強もしたりする。

　最高に楽しいだろう。けれど──どこか、物足らなくて。

　ある日、もう一つ、どんな可能性の世界でも不変の事実を知らされるんだろう。

『──快晴。俺、また剣道やるよ』

　悠は、剣と共に生きていく。たとえ自分がいなくても。

　そのことに気付いた時に、自分の側にもう剣はなくて。

　慌てて追いかけても、二度と埋まることのない差に後悔を抱え、一生を終える──。

「はは。……無理だね。有り得ないよ」

　体育館に入って靴を脱いで、改めて握り直した手には、秋水大付属の剣がある。

　橋はし倉くらと毎日切せつ磋さしてきた腕がある。瀧たき本もとに授けてもらった仕事がある。

　この背に負わねばならない、数多あまたの人間の想おもいがある。

　秋水大付属の主将には、全てを賭として斬らねばならない、最強の敵将が待っている──。

「失礼します」

　快晴は、運命の扉をノックして開く。

　深々と剣道人の礼をして、自分の人生の価値を問いかけるように顔を上げる。

「よっ、快晴。……無茶言ってごめんな。終わるまで、結構待っただろ？」

　憧れの格好良い背中はこんなにも近くで、今日も変わらず鏡に向かって剣を構えていて。

　乾快晴はそれを見る度に、一点の曇りもなく、晴れ渡るような笑顔でこう言うのだ。

「──君を待つより、楽しいことなんてなかったよ」




　×　×　×




「なんか快晴、やつれたな。目の下、くまができてんじゃないか？」

「人のこと言えないでしょ。君だってげっそりと瘦せてない？」

　快晴は悠と隣に並んで駅までの道を歩きながら、目を細めて悠の横顔を見る。

　眼めには絶対の自信があるし、まだかろうじて日は沈んでいないから見間違いじゃない。

「そうか？　気のせいだろ。ちゃんと部内戦も問題なく完勝したしな」

　それにしてもとぼけるのが上う手まくなったなあ、と快晴は苦笑する。

　本当に表情では見分けが付かない。吹雪と家族でなかったら、内情に気付けなかっただろう。

「……じゃあ個人戦の選手も団体のレギュラーも、もう決まったんだね」

「うん。そっちも、だろ？」

　黙って頷うなずく。これ以上、互いに主将として言えることはない。

　だから最後に、乾快晴と水上悠の、友達同士の話が残る。

　少し流れた沈黙を前に、触れるか触れまいか迷ったが、言っておきたいこともある。

　何より半分当事者である自分が話さないのも、どこか不自然だろう。

「君も、とうとう年ねん貢ぐの納め時かあ。ちょっと感慨深いね」

「……お前はもうちょっと、怒るところじゃないの？　兄貴なんだからさ」

「まあ思うところがない、って言うと噓うそになっちゃうけどね」

　吹雪が悠とくっついてるのも、吐きそうキツいなあ勘弁してよ、と思うし。

　逆に吹雪が家でずっと泣いているのも、それはそれでしんどい。

　でも当事者である彼の辛つらさはその比じゃないし、惹ひかれる側の二人の気持ちも分かる。

「僕は、あくまで僕だからね。乾家の長男であることは、君との仲に関係ないよ」

　だから快晴は、もう自分が好きなように振る舞うことにした。

　ひとりの人間、乾快晴は、誰の肩を持つか。

「味方だよ。剣道以外なら、ね」

「……ありがとう」

「大丈夫なの？」

「手出し無用。もう実は、伝えるだけなんだ」

「そっか。……ちゃんと、決めたんだね」

　頷うなずくと、悠は懐ふところから携帯を取り出す。

　そして昨日のデートで撮ったであろう美しい写真を一枚、笑顔で見せてくれた。

「もう散々、いい思いしたから。苦手なことでも、向き合って克服するって決めたんだ」

　それは彼が大嫌いで仕方が無かったはずの、ジェットコースターに乗って落ちている写真だ。

　右腕には、笑顔の吹雪が抱きついている。

　左腕にも、笑顔の史織が抱きついている。

　そして、悠は──。

「羨ましいだろ？　絶対、誰にも変わってやらないからな！」

　二人の気持ちも、痛みも、やがて来る未来も全て受け入れて。

　自分の自慢の親友は輝くような笑顔で、その中心に写っていたのだった。

　──僕は、君と出会えて良かった。

　決意を込めて、快晴は前もって話して決めていた分かれ道で立ち止まる。

「これ以上、余計なことを話すのは止やめようか」

「……ああ。蛇だ足そく」

　頷うなずいて、快晴も懐ふところから携帯電話を出した。開くのは連絡先だ。

　お互いに予あらかじめ、誰のものを持っているかは聞いていた。

「じゃあ、先に俺から消す」

　悠が、秋水に関係のある人間の連絡先を消していくところを見せてくれる。

　その中には当然、快晴のものもあった。けれど悠は迷わなかった。

「……吹雪だけは、この後でいいか？」

「……今から、行くんだね？」

　悠が感情なく頷うなずく。

　二人とも言い終わって、これから決まる、ということなんだろう。

「分かった。じゃあ、次は僕もだ」

　何も言うことはない。快晴も同じように、藤宮ゆかりの人間の連絡先を消していく。

　悠の、連絡先も──躊躇ためらうことなく、消して見せた。

「これで終わり。……約束通り、団体戦が終わるまで君は錬れん心しん館かんに来ないでくれ」

「分かった。そっちも警察道場には来るな。部員の放課後の練習場所は確認したな？」

「うん。約束する。秋水の人間は絶対に近づかせない」

　小細工は抜き。言い訳も無用。

　せめて、そういう綺麗な殺し合いにしたい。

　快晴は一度目を閉じ、息を吸う。そして腕時計を、意を決して見た。

　親友だった二人の時間は、もう終わっていた。

「練習に行くよ。ここでお別れだ」

「……ああ。俺も、行ってくる」

　目線も言葉も、もはや交わさない。

　二人は背を向け、それぞれ分かった道を歩き出し。




「──じゃあな。秋水」

「──さよなら。藤宮」




　最後の死闘までの一ヶ月を、光のように駆け抜けていった──。









　長くて短い、研けん鑽さんの一ヶ月を経て。

　悠ゆうはあっという間に過ぎ去っていった日々をもはや振り返ることはなく、眼めを開いた。

『──県大会個人予選、男女共に準決勝の組み合わせが決定しましたのでご連絡致します』

　防具を身に着けた身体からだは温まっており、心には目の前の試合のことしかない。

　全てを清算してきた。後はただ自分らしく、剣を振るだけだ。

　精神が統一できた悠は、今まで断っていた外界の情報に耳を傾けていく。


『女子個人の部。Ａコート。赤。藤宮高等学校　二年、深ふか瀬せ史し織おり選手。

　　　　　　　　　　　　　白。同じく藤宮高等学校　三年、二にの宮みや千ち紘ひろ選手。

　　　　　　　　Ｂコート。赤。桐とう桜おう学院高等学校　三年、乾いぬい吹雪ふぶき選手。

　　　　　　　　　　　　　白。星せい蘭らん高等学校　三年、一いちノの瀬せ彼方かなた選手。以上となります』



　一つとして想定外はない組み合わせだった。悠の感情は動かない。

　それよりも嬉うれしかったのは、蓋を開けたときの会場の反応だった。

「おい、藤宮の女子が全員上がってるぞ」「こんな強かったっけ？」「マジでやべえな」

「ていうか──あいつらもしかして、男女四人、全員準決に上がってね……？」

　自分がどれほど強いと言われたって、もうこんなにも心が沸き立つことはないだろう。

　すっかり自分は、身も心も藤宮高校剣道部の部長になってしまった。

「……今日は、遊びに来たんだよな。正直」

　不謹慎かなと少し笑う。

　でもそんな奴やつを止められない周りのほうが悪いと、今は開き直ることができていた。


『続きまして、男子個人の部の組み合わせをご連絡致します。

　Ｃコート。赤。秋水大学付属高等学校　三年、乾快かい晴せい選手。

　　　　　　白。同じく秋水大学付属高等学校　二年、影かげ下した彰あきら選手』



　向こう側で、快晴が待っている。自分の宿敵が待っている。

　しかし──今の悠は、一いち瞥べつもしない。会場の天井を見上げて、あえて口にした。

「お前じゃない」

『Ｄコート。赤。藤宮高等学校　三年、水みな上かみ悠選手』

　ただひとりの男に戻れるのは、今日が最後だから。

　だから水上悠は、いつも敵であるあの男よりも、今日ここでしか遊べない男と遊びたい。

『白。同じく藤宮高等学校、三年────』

　その場所を自らの手で勝ち取った男が、その名を呼ばれて悠の肩を強く摑つかむ。

　どくんと高鳴る心臓を押さえて牙を剝むき、悠は嬉き々きとした鬼の形相で。

「──お前を、待ってたぞ」

　その運命の日の結末を思い浮かべながら、後ろを振り返った──。




　×　×　×




　部内戦の最後を飾る一戦の主審を、悠は自ら引き受けた。

　そこに自分が混じる無粋はしなくとも、せめて一番近くで見届けたかった。

「準備はいいか。クロ、俊しゆん介すけ！」

「ああ。いい加減待つのも飽きたんだよなぁ」

「恨みっこなしだ。派手にやろうぜ！」

　悠以外には誰にも土を付けなかった二人が、ぎらぎらと笑顔を面の中で燃やした。

　黒くろ瀬せの背には、揺らめく炎熱のような紅のタスキが。

　城きの崎さきの背には、敗北を美しく突きつける白のタスキが結ばれている。

　二人が今から交わす矜きよう持じの剣に、悠は交わることはない。

　ここで決まった白黒が、自分と殺し合う男を決める！

「──前へ！」

　一歩、二歩、三歩──。

　礼をして悠然と剣を抜いた城崎と黒瀬の間で、剣先は触れ合い火花を散らした。

　時が止まる。

　世界の中心は、ここにあった。




「始めっ！」




「雄ォおおおおお──────っシゃあああああッ!!」

「羅ぁアぁア────────ッたああぁあああッ!!」

　瞬またたく二合と一合が、二人を引き寄せ引き離す。

　重なる六つの振動が雪崩のように床を撓たわませ、嚙かみ合あう竹刀の破裂音が斥力を生む。

　互いに後方に跳び、着地からの攻防。数百分の一秒程度、先に地に着いたのは城崎だった。

「しゃぁあッ、手ェ面ぇええ─────やあッ！」

　軽やかに跳ね、自在に生まれるフットワークが飛び石の如ごとく高速で跳ねて黒瀬を襲う。

　一線を越えたその速度は、見てからでは決して捌さばけない。しかし黒瀬には、関係がなかった。

　面めん金がねの中で、蒼あおく暗く眼鏡は光る。大おお袈げ裟さな声も動作もない。

　ただ目を細めて冷酷に未来を予測し、読んだ通りに脳から身体からだへコマンドを送る。

　城崎得意の空踏み込みからの弾丸のような小手面は、黒い穴に吸い込まれるように黒瀬の竹刀に的確に押さえられ打ち消された。

「っしゃァ─────たああッ!!」

　黒瀬はさらに一手先を読んで動く。鍔つば迫ぜりを受けずに身体からだを左後方へ、上半身を揺らして右側へ。視線も右にかけて誘導──そして最後に左に戻す！

「胴ッ、たァ──────ああらあァああッ!!」

　鈍く重たい引き胴の音が道場に響く。二人とも、審判を見るまでもなかった。

　──浅ぇ！

　跳ねる城崎の足は暴風の如ごとく、下がる黒瀬を追いすがる。瞬またたく間まに詰まった一足一刀。

　見据えるものは──全身全霊で打つ飛び込み面！

　蹴った。城崎の手元が上がった。出小手の隙が刹那生まれて──、

　──クロならここで打って来んだろッ！

「手ェ面ッ、おらぁああ─────ったあああッ!!」

　再度狙い澄ましたフェイントからの小手面が、黒瀬の出小手を打ち消し面を捉えた。

　一本──。

　白旗は、それだけ。

「くッ──！」「おぉお────らああッ!!」

　裏を取られた刹那の反射での防御に、鍛えた黒瀬の肉体は追いついた。

　咄とつ嗟さに前へと潜らせた首が距離を詰め、城崎の一刀を元打ちにして打ち消した。

　二人が打突の余勢でぶつかる。右拳で殴り合うような鍔つば迫ぜり合あい。

　顔を僅かに歪ゆがめてよろけた黒瀬を、城崎が下腹に力を込めて吹き飛ばしにかかる。

　かかったとやられたが、心中で同調した。

　──俊なら、絶対乗って来るんだよッ！

「おォらああッ、胴ッしゃぁああ───────やああッ!!」

　城崎の体当たりをするりといなして放った黒瀬の渾こん身しんの引き胴が、今度こそびりびりと道場に高く痺しびれる音を響かせた。

　一本──。

　しかしまだ赤旗は、不十分。

　響いたのは城崎が竹刀で打突を払った音だった。

「ちィッ！」「しゃぁあああヤぁあああ──────っ!!」

　かつての絶対差であった思考の罠わなを、冷静に回った城崎の頭はものともしない。

　対する黒瀬も、素早いフットワークで城崎に負けず劣らず渡り合う！

「雄ォおおおおお──────っシゃあああああッ!!」

「羅ぁアぁア────────ッたああぁあああッ!!」

　一年の研けん鑽さんで互いの欠点を争い補い合った戦友二人の実力は、全くの互角。

　時間を燃やして放ち合う技の冴さえに、呼吸の読み合いに、何一つ差は無い。

「……っ、は、ぁっ、」

「く、っ、……はぁああっ！」

　だから、最後の一足一刀──。

「「めぇええええ─────────ええええんやあああッ!!!」」

　その僅差を分かったものは、たった一つだった。

「面あり！」

　勝利をその手で摑つかみ取とった男は、今。

　未来に向かって手を伸ばし、ほんの僅かに先を行くことを選べた過去を誇って叫ぶ！




「──やっと捕まえたぜ。悠！」

[image: ]










　×　×　×




『白。同じく藤宮高等学校　三年──城崎俊介選手』

　神様が自分の名前を呼ぶ。

　髪を下ろして傷が付いて、変わり果てた自分の顔が誰にどう見えているかは分からない。

　けれどもう、そんなことはどうでも良かった。

　遠く憧れだった背中はもうこんなに近くにあって、今は己の手で手が届く。

　振り返った奴やつは、強く禍まが々まがしい言葉で答えてくれた。

「お前を待ってたぞ。俊介！」

　──これだ。こいつだ。

　どれだけ自分を磨いても、与えられても物足らない。欲しくてなりたいものは、ただ一つ。

　ここでこの男の前に立って、恥ずかしくない自分のみ！

「面白くなってきただろ？　主役は遅れて現あらわれるってな」

　脇役が分不相応だと、弱い自分がかつてそう言った。それを否定するためにやって来た。

　──代われ。どけよそこ！

「強え奴やつが勝ってもつまんねえ。お前の勝ちなんか、誰も望んでねーんだよ！」

「……分かってないな。剣道なんかつまんなくていいんだよ」

　全てを賭として追いかけてきた悪役は、今一度剣けん鬼きの貌かおを覗のぞかせて嗤わらう。

　そして勇者の挑戦を歓待する魔王のように、最高の賛辞をここに贈る。

「お前みたいな格好良い奴やつは、剣道に必要ない。ここで消してやる！」

「……へっ。やってみな。オレは、しつけーぞ！」

　──ああ、オレの選んだ道は。

　どんなに惨みじめでも、これで正しかったんだ！

『一斉に準決勝を始めます。選手の皆さんは、準備を始めて所定の位置についてください！』

　決別を叩たたき付つけて、城崎俊介は面を着けていく。

　手慣れて一瞬で着けられることが、傷ついて異彩を放つこの装よそおいが、白線上を歩く自分に微み塵じんも恐怖がないことが、今まで積み重ねてきた自分の全て。

「……今に見てろ。今に見てろ。今に見てろ」

　そう言い続けて下げてきた頭を、笑顔で上げる。雌伏の時はもう終わりだ。

　──今、見せてやる悠。これがオレだ。

　分不相応だって構わない。何度だって挑んでやる。

　ここでこの言葉を叩たたき付つけてやるために、城崎俊介は全てを賭けて生きてきた！




「──行くぜ悠！　お前を斬るのは、このオレだ！」




　一歩、二歩、三歩。遅くとも確実に積み重ね、世界の中心に追いつき抜いた。

　立ち上がる前の一瞬、城崎は決意に目を開く。

　さあ、その背に手を伸ばせ。

　奴やつが待ってる、つるぎのかなた。

　そこへ、今──。




　オレが行く！




　×　×　×




「始めっ！」




「羅ぁああ────────────しゃあああッ!!」

　──初手から、全力。

　燃える気持ちを咆ほう吼こうに乗せて、城崎の足が疾風の如ごとく間合いを詰める。三点を重ねて放つライフルのようにたたたんと三連続の打突を打ち放った。

　しかし、悠の反撃は後から出たにも拘かかわらず、禍まが々まがしい鏡の反射のように同軌道の打突を返して余剰に一本、手首を刈り取りに来る。咄とつ嗟さに城崎は近間に潜ったが、どごんと当たる。

　赤旗が、一本。しかしすぐに取り消される。

　右籠手を僅かに外れて叩たたかれた痛みよりも、背筋を伝う汗を感じ、城崎は肝を冷やした。

　──落ち着けバカが。まともにやって勝てる訳ねえだろ！

　鍔つば迫ぜり合あいに詰まる間合いを拒否して、城崎は竹刀を伸ばしながら歩いて下がる。

　にっ、と悠も口元を歪ゆがませ下がった。表情の意味は──考えるな。ブラフだ。

　二足一刀に切れた間合いで、城崎はもう一度意識を入れ直して構える。

　今の悠の戦術は、変幻自在の戦型変化。

　一番得意の自分の型でさえ、勝つためなら容易に引っ込め最強最適の型を使ってくる。

　──何が来る。

　激烈な強さを纏まとう悠の気迫が、ぐにゃりとねじ曲がって形を変えていく。

　やがて完成していくその構えに、気迫に──城崎は、吐き出しそうになった。

　面めん金がねの中で光る、蒼あおく氷のように冷たい眼まな差ざし。

　内臓をひねり潰して、どんな敵をも頂点からの圧で吞のみ込むようなプレッシャー。

　その誰もが畏怖する剣を振るう者を、最も知る悠が模倣する──。




「殺ャぁあああア[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]羅あああァぁああああああッ!!!」




　──乾ッ！

「ウぅうぁあああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]やああッ!!」

　凍いてつく身体からだを、城崎は無理矢理動かし逃れる。止まった瞬間消し炭だ。

　後手に回ることはできないと悟った城崎は、城崎は不利を承知で常に地を跳ねる。

　前、後ろ、前に包んで下に少し沈んで籠手を釣る。後ろにかるく蹴って面を空け胴を釣る。

「たァッ、しゃッ！」

　小こ競ぜり合あいのような無効打突を近間で重ね、綻びを探す！

　そういった賢さかしらな小細工を刹那の中に積み重ね、城崎は全速のフットワークを続けた。

　綻びは、欠片かけらも見つからない。悠は微み塵じんも足を引っ掛けてくれない。

　全てを見切る氷の瞳が罠わなの数々を鮮やかに搔かい潜くぐり、小こ賢ざかしいと全てを躱かわし切り捨てていく。

　悪夢を見せられているようだった。その最たるものが、この間合い。

「ッ、きぃいいい[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っしゃああッ!!」

「っ──!?」

　弾丸じみた悠の刺突を辛かろうじて首を捻ひねって躱かわすと、引き抜かずに奴やつは間合いを詰めてくる。

　その男が最も得意とする鍔つば迫ぜり合あいの圧が、大蛇の締めのように城崎の身体からだを硬直させた。

「殺ぁああああ─────あああああああッ!!」

　声すら返すこともできないが、城崎の目は死なない。ただ一つ敵の竹刀のみを追う。

　警戒すべきは、一撃必倒の引き面。それを破らない限り未来はない──。

　──どん。

　突如と思考の隙間に現れた、鈍い音だった。

　悠の身体からだから力が抜ける。背を向けて、こちらから引いていく。

「──止やめ！」

　──え？

　無情な審判の声に、城崎は凍り付いて足下を見る。

　体当たりで吹き飛ばされた足は、奈落へ落ちたように、白線を割っていた。

　悪魔じみた発想──。城崎は唇を嚙かみながら、開始線に戻る。

　──全部、このためかよ。

　快晴を想起させ、鍔つば迫ぜり合あいを誘った真意は、意識を余よ所そへ向けさせるため。

　己が最も得意とする、反則一本を強制に刈り取る巻き技のため──！

「反則、一回！」

　無様に、審判に頭を下げる。しかし、折れない。

　どうせ仕掛けて来ることは分かってた。なら、狙いが分かりやすくなっただけ良しとしろ！

「始めっ！」

「いゃぁぁあああア────────ッ!!」

　這はい寄よるように、城崎は叫んで進む。

　分かっていれば、警戒していれば喰くらわない。

　そんな凡人の発想を、どうして自分は迂う闊かつにも──この剣の鬼神にも当てはめたのか。

「──な、」

　瞬まばたきも、油断も、全てしていなかった。

　それでも防ぐことができないのが奥おう義ぎなのだと、城崎は無情にも差を突きつけられた。

　竹刀は既に自分の手の中から、魔法のように消失している。

「はぁあああッ、たぁああ─────やああッ!!」

　それでもまだ、心までは消えていない。

　城崎は素手で頭を守り、潜り込むようにして決死と前へと進む。

　悠の追撃の飛び込み面だけは、辛かろうじて躱かわすことができた。

「──止やめ！」

　がしゃん、と竹刀が床に落ちる音が、心を砕くように会場に響き渡る。

　城崎は無様にそれを追いかけて、膝を屈して、犬のように竹刀を拾いに行った。

　ざわめきが聞こえる。嘲笑が聞こえる。規格外の技に、勝てる訳がないとみんなが言う。

　それでも折れないのが、自分の心だった。

　城崎は立ち上がり、開始線に戻りながら尚なおも無言で悠を睨にらみ続ける。

　見据える者は、この男ただひとり。他なんて知るわけがない。

　──笑いたきゃ笑えよ。今更なんだってんだ！

「反則、二回！　──一本あり！」

　篝かがり火びのように揺らめく赤旗の下で、悠は鬼の形相を見せている。

　奴やつは微み塵じんも笑わない。華麗な二本勝ちなんて狙っていない。

　──油断なんかしない。どんな手を使ってでも勝ってやる。

　その殺意の眼まな差ざしが、追い求めていた男の本気が自分に向けられているという事実が。

　何度だって、自分を立ち上がらせてくれる！

「二本目っ！」

「お、お、おぉおお───────おおおらあああッ!!!」

　命を燃やして、城崎は自分の速さを振り絞って連続攻撃を仕掛けていく。

　悠は、その全てを守り切る。見切って躱かわしてくる。一本も──打ち返してこない。

　──逃げ切るつもりか。

　乾快晴の見切りの型は、守りにこそ本当は向いている。悠はそう判断してきた。

　悪魔の所業に舌打ちを打ちながら、もはや限界が近い身体からだを振り絞って攻撃を続けた。

　──何か。何か、打つ手はねーのかよ！

　不屈の闘志は頭脳に回り、過ぎゆく時間を過集中で引き延ばす。

　ただ負けるわけにはいかない。自分が、どうしてここにいるのか考えろ。

　誰に勝って踏み付けて、ここに立ってるのかをもう一度考えてみろ！

『──行ってこい、俊』

　クロならどうする。オレのようにするか？　……絶対、しない。

　どんな状況だって、最後まで頭を回して悠の弱点を突いて一いつ矢し報いるはずだ。

　水上悠の弱点。普通には無理でも、何かないのか。自分だけが付け入れる隙が──。

『──お前みたいな格好良い奴やつは、剣道に必要ない』

　──ああ。……あっ、た。

　城崎は天啓を得た笑みを隠すために、引き胴を打ってまた間合いを切る。

　構えている悠の後ろ。そこに控えている黒瀬が、指を立てた。

　──あと、一分。

「うぉおぁあああ─────らあああッ!!」

　反撃を喰くらわないように、あがきを演出する。一足一刀を維持して醜く空踏みをする。

　最後のその一瞬まで時間を稼ぐ。……秒読み。

　十、九、八、七──。六！

　残り五秒になって、城崎は悠を見据えてかっと目を見開いた。

　触れ合わせた竹刀の先を────見み様よう見み真ま似ねで、くるりと回して忍び寄らせる！

「っ──!?」

　──巻き技。

　打てる、と信じた。

　信じてくれた。

『──お前を、待ってたぞ』

　世界でただひとり、この男だけは城崎俊介を買いかぶってくれると信じていた！

　──バカだな悠。打てるわけねーだろ！

　フェイント。揺れた剣の軌道は悠の剣先から離れ、一直線に悠に向かって飛び込んで、

「おぉおおお─────らあああッ!!」

　悠が先刻放った追撃の飛び込み面の軌道を、そのまま描いて跳躍した。

　奴やつの顔が、近くなる。しかしその鋭い顔つきは、決して驚きよう愕がくに染まらなかった。

　ぎん、と睨にらんで自在に回された剣先は、即座、最も高難度で固い裏避けに構えていく。

　──ああ。やっぱり、な。

　見切る、と信じた。

　──お前なら、猿さる真ま似ねぐらい最後に見切るに決まってんだ！

　どん、と。

　飛び込み面は減速し、踏み込みが予想を裏切り悠の前で着地する。

　頂点で掲げた城崎の竹刀は、停止──そして。

　右へ捻ひねって弧を描く、憧憬の軌道へ！

「う、ぉおぉおおぉぁああああ───────────あああああッ!!」

　一年前、紙のように薄い自分を切り裂いてくれた、この技だけは。

　悠を追いかけ、無様な自分と毎日向き合い鏡の前で描いてきた──逆胴だけは。

　決して偽にせ物ものなんかじゃないと、たった今ここで突き立てろッ！




「どォおおおおお[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っしゃあああぁあッ、らああぁあッ!!」




　命の全てを賭とした拳でぶん殴るように、城崎はその一刀を解き放った。

　自分では、どれだけ出来ていたか分からない。また無様だったかもしれない。

　それでも──良かったと。

　城崎俊介は、ついにぶん殴られて歪ゆがんだ男の顔を見て、満足の笑みをこぼした。




「胴ありっ！」




　歓声で割れた会場に、降伏を促す白旗が三本揚がる。

　そしてその裏で、延長戦への突入を示す笛が甲高く鳴った。

「へ、……へ。どう、した、よ。……悠。まさか、もう、飽きたのか？」

　それでも、城崎俊介は余裕だと笑ってみせる。

　まだできるんだと刀を抜いて、痺しびれて棒立ちになった戦友に語るのだ。

『──俺と組んだら終われないぞ？　途中で飽きないでくれよな』

　あんなちっぽけで大事な約束を最後まで守るために、ここまでやって来たんだから。

「まだ、まだ……。オレは、遊び足んねぇぞッ！」

　悠が、心底嬉うれしそうに笑う。

　両頰に伝う綺き麗れいな汗を涙のように流して、拳を掲げて満面の笑みで。

「ああ。遊ぼう、死ぬまで！」

　背を向けて歩き、互いに開始線に戻る。城崎は構えながら既に悟っていた。

　この身体からだはもう動かない。全部使い果たして、終わった抜け殻だ。

「延長──始めっ！」

　それでも──魂は。

　前のめりに格好良く死ぬのだと、肉体を凌りよう駕がして、最さい期ごの一刀を放った。

「メ、ぇええェエ─────────えええんやあッ!!」

　かっ、と受け止めてくれた悠の竹刀が、遊びの終わりを告げる。

　返す刀と共にすれ違うとき、悠は笑っていた。

　だから振り返って全部終わった後に、自分も笑顔で聞いてみよう。

　──なあ悠、オレさあ。

　ちょっとは、カッコ良くなれたかなあ────？

「胴あり！　──勝負あり！」

　万雷の拍手の中、城崎俊介は深く頭を下げる。

「ありがとうございました！」

　戦いを終えた勇者のもとに、声援とその勇姿を讃たたえる言葉が。

　主役へ贈る花束のように、優しく捧ささげられていた。




『──個人戦準決勝、男女共に全ての試合が終了致しました』

『十分間の休憩の後、女子個人の決勝戦を行い、その後、男子個人の決勝戦を行います』

『……それでは、まず』

『女子個人の部、決勝戦。選手の紹介を致します──』


















　いつも、大きな背を丸めて生きていた。誰も私を見つけてくれないと、文句ばかり言って。

『赤。藤宮高等学校二年、深ふか瀬せ　史し織おり選手』

　本当は、剣道じゃなくて良かった。こんなところまで来るはずじゃなかった。

　でも運命はある日、服屋の店員さんに声を掛けられるような気軽さで変わってしまった。

『──なあ。何か困りごと？』

　あのとき、それこそ店員を追い返すように、見つけてくれた人に言えば良かった。

　あなたに声を掛けられたことがお困りです。黙ってじっくり選ばせろって。

『あ、そうだ。じゃあ、剣道部とか──』

『正気か？　絶対やめとけ！』

　そんなことを言われたら、深瀬史織は絶対そっちに行きたくなるに決まってる。

「……ふふっ。一生恨みますからね、悠ゆう先輩」

　口だけ、逆恨みする。だってそんな権利はない。

　後に誰より剣道が強いことが分かったあの人は、本当のことを教えてくれていたのだから。

　痛い。臭い。いつまで経たっても楽しくならない。

　強くなればなるほど女の子らしさからかけ離れていって、そして──。

　一番欲しいものを手に入れたとしても、みんな傷だらけになって、手放しでは喜べない。

　けれど、いい。それでも一緒にいたいと思える人を、この眼鏡で見つけたし。

　そういう道を自分で選んだし。それから──。

　その道を選んだからこそ、深瀬史織は宿敵と、乾いぬい吹雪ふぶきと、ここで出会えた。

「待たせてごめんね。でも、ちょっとぐらい許してよ」

　私の方が年下なんだし。そっちの方が可か愛わいいんだし。なのに妬やけるぐらい格好良いんだし。

　それに──本当は、誰より。

「私だって、待ちきれなかったんだから！」

　どうしてここまで追ったのか。そんなの言うまでもないことだ。

　求められるばかりの自分が、初めて求めたいと焦がれた。剣道をする女に惹ひかれた。

　だから遥はるか遠くの『剣けん姫き』の眼めに映る高みまで、自ら登って求めたかった！

「行くよ吹雪！　あなたを斬るのは、この私！」

　──勝負だ、不ふ俱ぐ戴たい天てんの大親友！

　惹ひかれ続けたつるぎのかなた。そこに今、あなたがいる！




　×　×　×




　いつも、兄の背を追って生きていた。どうしてわたしを見てくれないのと、嚙かみついて。

『白。桐とう桜おう学院高等学校三年、乾　吹雪選手』

　本当は、剣道しかなくて良かった。兄さえ倒してやれればそれで良かった。

　でもそんな歪ゆがんだブラコンはある日、運命の人に物理的に叩たたき直なおされてしまった。

『──どぉッ、たぁあああ─────やああッ!!』

　あのとき、恋にぶち落とされた。自分の呪縛を断ち切ってくれた。

　不満なのは思いきり叩たたかれたことじゃなく、それまで本気で叩たたいてくれなかったこと。

「……ふふ、ばか。性癖、歪ゆがんじゃった」

　あなたのせいってことにする。せめてそれだけ甘えたい。

　だって自分は剣道でしか生きていけなくて、恋愛はあまりに不器用すぎるから。

　もっと、上う手まいやり方があったのだと思う。こじれずに圧勝できた方法は、きっとあって。それさえ選んでいれば、ここまで三人とも傷つかずに済んだのかも。

「でも、わたしはこれでいい」

　器用な女なんて、きっとあの人の好みじゃないし。

　それに自分は古くさい、剣道を選ぶような人間だから。

　傷つかずに得たものを信用できない。苦労せずに得たものには満足できない。

　欲しいものは、この手で摑つかみ取とってこそ。強敵を打ち倒してこそ。

　出会えた生涯の宿敵──深瀬史織と争って、この手に納めてこそ！

「付き合わせてごめんね。でも、それぐらい我慢して？」

　私の方が年上なんだし。そっちの方が綺き麗れいなんだし。生意気なくせに愛されちゃうんだし。

　それに──本当は、誰より。

「わたしは、あなたが良かったの！」

　どうしてここで待ったのか。そんなの、言うまでもないことだ。

　求めてばかりの自分が、初めて求められることに憧れた。並び立つ人が欲しくなった。

　一番高いところに綺き麗れいな姿で居座る自分を、強くなって迎えに来て欲しかった！

「行くよ史織！　一番強いのは、このわたし！」

　──勝負。不ふ俱ぐ戴たい天てんの大親友！

『正面に、礼──』

　一歩、二歩、三歩。約束の剣を携え抜いて、世界を二人のものにする。

　憧れ続けたつるぎのかなた。ここに、今──。

　あなたといる！




　×　×　×




「──始めっ！」




　炎を継ぐ擦過音が、一つ。史織の逆足が一歩、静かに前へ。

　中段構えからゆっくりと残像を引き連れ、両肘が描く美しい菱ひし形がたが、頭上へ──。




「きぃ亜あぁぁあァアあああああ───────────や亜あぁあッ!!」




　強く猛たける、火の位──史織の上段構えは完成する。

　そしてその構えを受け、吹雪の剣先も凍り付かせるような殺意を纏まとって斜めへ起きた。




「殺ャぁあああああアー─────────────────やああッ!!」




　鋭く冷たい、平ひら青せい眼がん──吹雪の対上段構えも、ここに練り上がる。

　二人の動きは対照的に、そして静かに始まった。

　史織は気勢を充実させて重厚に、じりじりとただ一直線に左足前の摺すり足あしを続ける。

　そして吹雪は氷の上を滑るように、するりと曲線を描いて右前、右前へと攻めていく。

　史織がそれを嫌う。上段は、有効部位の多い右に入らせないよう立ち回る。

　ぐ、っと下腹と右足の母ぼ趾し球きゆうに力を込め、体軸を正して上半身の位置を僅かに下げる。

　吹雪がぴくりと剣先を反応させ、喉に向ける。史織は──打たない。

　──どん！

　その場で左足を踏む。吹雪の突きを誘って左手が超速──左目の僅か下辺りで停止。

　小手フェイント──から面は、無理。打てば逆ぎやく籠こ手てを喰くわれる。

　吹雪は揺らいでいない。瞬まばたき一つなく光る宝石のような瞳で、その虚を見切っている。

　史織は僅かに下がった上段構えを、右手の力を抜きながらゆっくりと戻した。

　──ずどん！

　今度の空踏みは、吹雪。籠こ手てに着けた竹刀を刺突のように前へ出し──途中で止めた。

　史織は揺らいでいない。突きを微み塵じんも怖がらず、泰然と構えを崩さない。

　打ったら──死ぬ。面が降ってきて突きより早い。

　吹雪もまた即座に判断し、右足を蹴って滑るように元の間合いに戻って仕切り直す。

　声も、音もない。

　会場から酸素が消えたような、息詰まる間合いの攻防──。




「メぇええええ────────────んやああッ!!!」

「ドぉおおおぉ─────っタぁああっしャあアァあッ!!」




　雷が落ちたような瞬またたきと轟ごう音おんが、会場に一挙に炸さく裂れつした。

　史織の烈火の如ごとき片手面が吹雪を襲う。吹雪の風の如ごとき抜き胴が史織を切り払う。

　互いにコートの端と端まで抜けて、乾けん坤こん一いつ擲てきの結果を知るために振り返った。

　右の副審は、史織の赤旗。左の副審は吹雪の白旗。

　正面の主審は──両方の旗を、身体からだの下で振って交差。

　どちらも入っていないと、釣られることなく確かに断じていた。

　──よく見てる。

　最高質の審判であると、この試合に運の要素は絡からまないと、二人は鏡映しに口角を上げた。

　達人のやり取りに、会場は割れんばかりに拍手を送る。熱狂の声が溢あふれている。

　しかし史織と吹雪だけは沈黙し、明鏡止水の境地に至っていた。

　今の交差は、互いに間合いが僅かに近かった。

　史織の竹刀は根元で吹雪の面金をかすり、吹雪の竹刀は元打ちで史織の胴の下部を叩たたいた。

　互いに、微修正で済む。最強の技を打ち間違えることは決してない。

　史織と吹雪は、互角の一本を一度振ったのみ。しかしそれだけで悟れてしまった。

　──次が、私たちの最後になる。

　言葉も掛け声もなく、視線を交わして僅かに頷うなずき、互いにまた構えを作って前へ。

　静せい謐ひつな攻防だった。

　波紋一つない鏡のような湖面で、二人は足を鳴らし、滑るように場所を変え押して引く。

　流れる汗が額を伝って踵かかとまで垂れた。聞こえないはずの息づかいが聞こえた。

　光を交わす、眼めと眼めとの奥に──心が見えた。

　──吹雪はこっち狙ってるでしょ。見えてるよ。

　──史織こそ引いた振りで体重残してる。小こ賢ざかしい。

　──だったらこれで詰ませちゃえ。打ってくるしかないでしょ？

　──まだ甘い。こうやって竹刀被かぶっちゃえば守れるよ。

　二人は、心を交わして無邪気に遊ぶ。時を忘れて語り合う。

「止やめ！　──────延長、始め！」

　彼我の境界は、既に無くなっていた。




　×　×　×




　走馬灯のように、もうひとつの勝負の決まり手が二人の心には浮かんでいた。

　先手を選んだ吹雪が仕掛けたのは、去年と同じく、二人きりになったデートの帰り道だ。

　去年はできなかったお洒しや落れを自分ひとりでして、向かった場所はやっぱり武道具店だった。

『ごめんね、デートだったのに。最後にこんなところに付き合わせて』

　テーマパークのお土産は、携帯電話に納めた写真だけ。

　吹雪が一番お金を使いたいのは、あくまで一番好きなことに使う道具だと見せつけた。

『いや、いいよ。嬉うれしかった！　だって、ここが吹雪の一番好きなところなんだろ？』

　その肩には、同じく彼が嬉き々きとしてお小遣いをつぎ込んでいた、新品の竹刀があった。

『今日、一番楽しかった。蘇よみがえった気がするわ！』

　そんな恋愛音痴な自分を受け止めてくれて、悠は街灯の光の中で振り返る。

『ふふ、最低。わたしたちといるより、剣道のほうが楽しいんだ？』

『……うん。ごめん。このことで、噓うそはつけない』

　今まで曖昧にしてくれたのは、彼の優しさだった。けれど悠は、もうそれを捨てる。

　切っ先を人に向けることを怖おそれずに、悠は笑顔で吹雪に向かって竹刀を構えた。

『史織といるより、吹雪といるより、剣道の方が好きだ。快かい晴せいと戦ってる方が楽しい！』

『……変態。最悪。大っ嫌いなお兄と一緒』

『うん。だから、無理ならここで切ってくれ』

　試しても、悠の構えは揺らぐことがない。きっぱり強く言い切った。

『どんなに頑張っても、二番目にしか大事にできない。俺はそういう駄目な奴やつなんだ』

『……そんなぐらいで、わたしは引かないよ？』

　吹雪も満を持して、笑顔で竹刀を構え返す。まさしく返す刀は、決まっていた。

『だってわたしも、剣道が一番だもん。悠くんといるより、史織と喧けん嘩かしてたいし』

『……吹雪も中々、屈折してるよな』

『そう。悠くんと同じ、変態さん』

　駄目駄目で、剣道しかできなくて、大好きな人に一番愛してるって言ってあげられない。

『でも、これがわたし。そういう自分でいいって、あなたといると思えるの』

　いつか絶対、自分の口から好きって言う。

　そんな幸せな誓いを叶かなえる、その未来は──今。

『悠くん。……すき。だいすき！　わたしと、付き合って！』

　受け止めて。これがいつも真まっ直すぐしか知らない、精一杯のわたしの気持ち！




　×　×　×




　そして史織も、同じく自分の勝負の決まり手を思い出している。

　後手を選んだ史織が仕掛けたのは、去年と同じく、部内戦が終わった後の剣道場だ。

　胴と垂れを着けて、竹刀を持って、暗い用具庫の中で電気を消して膝を抱えて悠を待つ。

　馬鹿なので事前には伝えてないし、剣道をするときは自分と分かる眼鏡も掛けていない。

『──史織、どうした？　何か困ってんのか？』

　それでもこの人は扉を開けて、この自慢の顔を見せる前に、すぐに自分を見つけてくれた。

『……ふっふっふ。どうやら見つかってしまったようですね！』

『俺から隠れようとかそもそもお前しか考えないから。……おっ？』

　用具庫の電気を点つけて、愛いとしい師匠は史織の手にある竹刀を見て心底嬉うれしそうに笑った。

『それ、また自分で組んだのか？』

『はい。電気点つけずに組んでやりましたよ！』

　一回教えてくれたことは絶対忘れないし、何度も繰り返したことなら見なくたってできる。

　そうやって成長したところを、誰よりこの人に見せたかった。

『私、これで行きます。絶対壊れませんから！』

『……よし、やろうか。人間卒業試験だ』

　史織が選んだ、自分の気持ちを伝える手段。

　それはこの人が一番好きなもので、自分が積み重ねてきた気持ちを示すことだった。

『勝負です、悠先輩！　私は今度こそ剣道で、先輩に勝ちたい！』

　不退転の火の位を構えた史織の彼方で、願いを叶かなえるために悠は存在を鳴らす。

『我ァぁああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]殺ャあぁああッ!!』

　もう、何も剣を知らなかったあの頃と自分は違う。この一年に史織は賭けた。

　だからこそ──ようやく見えるようになった悠の強さに、身体からだは情けなく震えた。

『っ……ヤぁあ亜あぁアア亜─────っしゃあッ!!』

　それでも過去の自分より、今の自分が好きなのだと、勇気を振り絞って前へと進んだ。

　年下で、初心者始まりの自分は、一生埋められない差を悠との間に持っている。

　だから──せめて、この気持ちだけは対等でいたい。

　愛したほうが負けだというなら、私はあなたを先に負かせたい。

　一段私のために降りてもらって、またこの手を握って求めて欲しい！

　──我わが儘ままでごめんなさい。でも、そこを含めて愛してくれるって信じてます。

　いつか絶対、相手の口から好きって言わせる。

　そんな幸せな誓いを叶かなえる、その未来は──今。

　──大好きです、悠先輩。私を選んでくださいよ！

『メぇええええ───────────んやああッ!!』

　受け止めて。これがいつも捻ひねくれた私が手渡せる、精一杯の真まっ直すぐな気持ち！




　×　×　×




　白んだ景色が元に戻っていく。溶け合うようだった思考が離れて見えなくなる。

　静寂の試合会場で上がった二人の息と、垂れる汗。そして掲げた竹刀の重さと、踵かかとを上げ続けた足指の痛みが肉体を意識させた。

　無限に続く遊びはない。どんなに楽しくても──辛つらくても、いずれ終わる。

　一足一刀の間合いで構えた二人は、終しゆう焉えんの鐘を鳴らすように共に吠ほえ上がった。

「きぃ亜あぁぁあァアあああああ───────────や亜あぁあッ!!」

「殺ャぁあああああアー─────────────────やああッ!!」

　──終わらせよう。

　あの自分たちが、最後はこんなに静かな終わりを迎えるなんて可お笑かしい。

　だって思い出せるのは、いつも顔を引ひっ摑つかんで嚙かみ合あった争いばかりなのだから。

『──だめっ！　悠くんはわたしとジェットコースターでぶっ飛ぶのッ！』

『──違いますぅー！　私と落ちるんですっ！』

　いつも、両側から彼を取り合っていた。けれど、今はどうだろう。

　もう自分たちの間に、彼は挟まっていない。恋心は争い合う理由にならない。

　それでもいい。それが、いい。

　最後の一刀を交わし合う前に、互いに微ほほ笑えみを交わし合った。

　どうして、一月前に終わらせてもらったのか。そんなの言うまでもないことだ。

　戦場に不純なものを持ち込みたくなかった。頂点で二人きりになりたかった。

　──あの人のことは関係ない。ただ、ひとりの女として。

　深瀬史織は──。

　乾吹雪は───。




　──あなたに、勝ちたい！




「メぇええええ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んやああッ!!!」

「ドぉおおおぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っタぁああっしャあアァあッ!!」




　自分に残る全ての命を燃やして放った、全身全霊の史織の片手面。

　剣けん姫きに向かって手を伸ばした、その左手の行方──。

　史織は満面の笑みでにやりと笑った。神様に結果を聞くまでもない。

　長い髪を揺らして振り返り、剣を握った左拳を力一杯震わせ、叫んだ！




「まいった！」




　剣に全てを捧ささげた、美しい雪の剣けん姫きは堂々と。

　誰の手にも収まることのない自由な風となり、心を奪って戦場を吹き抜けて行った。

「胴あり！　──勝負あり！」




　×　×　×




　──ぜんぶ、終わった。

　万雷の拍手は聞こえない。吹雪はようやく全ての荷を下ろして、膝を突いた。

　深呼吸はしないまま、張り詰めていた心の糸を解ほどくように、ゆっくりと面めん紐ひもを解く。

　そしてついに、面が外れた。

「……おわっ、たの……？」

　譫うわ言ごとのように漏れる言葉が、自分に唇があることを思い出させる。

　血の通い出した身体からだが、心にじんわりと熱を移していった。

「吹雪」

　自分の名前を呼ぶ、林りん檎ごと愛あい莉りの優しい声に振り返る。

　二人は笑っていた。泣きそうな顔をして、それでも笑っていて。

　両側から自分を抱きしめて、優しく。




「おつかれさま……」




　もう、泣いていいんだよと言うように、自分の頭を優しく撫なでて囁ささやいた。

「……そっか……。……おわっ、たん、だ」

　凍らせていた心を、じんわりと熱い気持ちが溶かす。

　ずっとずっと、降り積もる雪のように重ねていった想おもいの結晶は。

　受け取って貰もらえることができずに、滂ぼう沱だと両眼から雫しずくとなって溶け出した。

「………わたしの、……はつ、こい…………おわっ、ちゃっ、た…………っ」

　声にならない叫びを、嗚お咽えつを、二人の胸の中に置いていく。

　分かってた。悲しいぐらいに分かってた。

　好きで好きで大好きで仕方がないからこそ。告白を受け止めてもらったときの仕草、声音、それから切なそうに笑うあの笑顔。

　後手に譲った史織のもとへ歩いていく後ろ姿を見て、全部全部吹雪には分かってしまった。

『──ごめん。……俺は、吹雪の気持ちは、受け取れない』

　気持ちを決めて戻ってきた悠が、心を切り裂くようにそう言った。

　聞きたくなんてなかった。泣かないように頑張るのが精一杯だった。

『……俺は……………』

　頑張れたのは、彼が言いたくなんてないのが分かっていたから。

『……っ……く……っ……』

　曖昧にしないでと、はっきり言ってと我わが儘ままを言った自分たちに応えるために、胸を痛めて、心臓を握って。……でも、最後はそれは卑ひ怯きようだからと、下手くそに笑って。

『俺は、史織のことが好きなんだ』

　きちんと言葉にしてくれるあの人のことを、自分は好きになったから──。




「う、……く、っ、ぁああ、ぅ、あぁああっ、ひ、っく、っ、う──────」

　泣いても、泣いても、吹雪の涙が涸かれることはない。

　それが積み重ねた想おもいの証あかしだった。悠を大好きであったことの証あかしだった。

　そうやって泣く、自分の前を──悠は、歩いて通り過ぎて行く。

　被かぶった面の中身を、誰にも見せないのだと決意するように上を見て振り返らず、白線に沿って、戦うために前へと歩き出していく。

　中ちゆう途と半はん端ぱな優しさなど無用だと、吹雪のことも、そして史織のことも一度も見なかった。

『──史織より、吹雪より、剣道の方が好きだ』

　あの人は、選んだ。選んでくれた。

　吹雪に言ったことを貫き通して、最後まで真まっ直すぐな自分であるだろう。

「…………林檎、愛莉。……手、かして！」

　だったら、自分も──乾吹雪も、最後までそうあろう。

　桐とう桜おう学院の手拭いで不細工に濡ぬれた顔を拭い、吹雪は伸ばされた両手を手に取り立ち上がる。

『──一番上になった人には、責任があるの！』

　──勝ちから、逃げるな。

　自分がかつて言った言葉が、最後に自分の背中を押す。

『剣姫』は一番強く、美しく。無様でいることは誰より自分が許さない。

　また誰か、頂上を狙う次なる者に夢を見せるため。

　乾吹雪は伸ばした背筋で堂々と、最後に笑顔で、万雷の拍手の中で礼をした。

『──女子個人の部、優勝は桐とう桜おう学院高等学校三年、乾吹雪選手に決定いたしました！』




　×　×　×




　自慢の妹の名前が世界に轟とどろいて、また笑わない男に戻るのだという誓いは簡単に破られた。

　快晴は竹刀を握ったまま、籠手を合わせて拍手をする。

「……お疲れ様、吹雪。……立派だったぞ」

　──流石さすがは、僕の妹だ。

　そう言ったら、きっと吹雪は怒るだろう。だから我慢して吞のみ込む。

　贅ぜい沢たくな身分であり悩みだなぁと、まとめた面めん紐ひもを撫なでて苦笑した。

「それに比べて、駄目な兄だ」

　──よくも妹を泣かせてくれたな。

　本当はそう言って、対たい峙じする悠を睨にらんで憎むべきなんだろう。

『これより県大会予選、男子個人の部、決勝戦。選手の紹介を致します。

　赤。秋水大学付属高等学校三年、乾　快晴選手。

　白。藤宮高等学校三年、水みな上かみ　悠選手』

　──でも、やっぱり無理だなあ。

　頂上にいるときはいつも、ただひとりの男に戻ってしまうから。

　悠も、本当は黙って兄貴の自分に殴られるために、無表情で頰を差し出すべきだろう。

　けれど向こう側に立つ彼は、剣を握った拳を掲げて、鏡映しに苦笑を浮かべている。

　あれから、一ヶ月。

　選んだ幸せを享受するには不器用すぎる彼が、どんな傷を負っていたのかは知らない。

　それでも彼は、変わらず──より強くなって蘇よみがえり、想おもいを背負ってここに立っている。

「君には、似合うなあ。『克そ己れ』が」

　今や立場も背負った悠の背には、変わらない藤宮高校の意志を示すその旗がはためいている。

　そして快晴の背にも、等しく『常勝』の意志はあった。

　この試合が終わったら、水上悠は藤宮高校剣道部の部長に戻る。

　そして乾快晴も、秋水大付属剣道部の主将に戻る。

　だからお互い無邪気に遊べるのは、正真正銘これが最後だ。

「吹雪。……約束する。ここは絶対、勝っておくから」

　──だから最後まで遊あそび呆ほうける兄を見捨てないで、ずっと妹でいてほしい。

『正面に、礼──』

　一番派手で楽しい別れを綺き麗れいに飾って、心は頂点に二人で置いていく。

　──さよなら、悠。

「始めっ！」

　最後の戦いが、始まる。

　命の輝きを瞬またたかせ、二人は閃せん光こうのように未来に向かって飛び込んで行った──。
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『──県大会予選、団体戦の部。男女共に準決勝の試合がこれにて全て終了いたしました。

　審判団の準備および決勝コートの設営が終了次第、決勝戦のアナウンスをいたしますので、会場の皆様は今しばらくお待ちください』



　そして、個人戦の日から瞬またたく間まに二週間と、前座を片付ける時間が過ぎて。

　悠は決勝戦の開始を待ちながら、防具を着けてひとり、会場で立ち尽くしていた。

　見上げる先には当然、引き上げられることのない秋水大付属の『常勝』の旗がある。

　今から宿命を掲げ、全員を率いてあれに挑む。

　先陣に立つ自分の背中が、みんなにどう映っているかは分からない。

　鏡と向き合っても、無様な自分の顔以外は見えやしない。だから言えることは一つだけ。

　──ここに立てているのは、みんなのお陰だ。

　悠は瞑めい目もくし、最後に、吹雪に気持ちを伝えた後のことを思い出していた。

　心がごっそり抜け落ちたように立てなくなって、近くの夜の公園で座り込む。

　抜け殻の身体からだで虚こ空くうを見つめていると、ポケットで携帯が震え、反射で手に取った。




［千紘］待ってるから




　液晶の光が、悠の瞳に僅かな光を映す。

『──また迷惑かけると思うから、そのときも頼っていい？』

　暗闇でも決して消えない灯火のように、その約束はポケットに入っていた。

　光をなぞって、通話ボタンを震える手でタッチする。

　ワンコールもなく、羽毛で包み込むような優しい『もしもし？』が耳をくすぐった。

　何て言えばいいのか分からない。舌が痺しびれて、上う手まく言葉が紡つむげない。

　役立たずの石ころみたいになってしまった自分に、千ち紘ひろはくすりと笑って囁ささやいてくれた。

『ゆーくん。今、どこや？』

『……え……』

『上う手まいこと言えんかったら、送って？　試合の場所調べるときと、一緒みたいに』

　言われたことに従う人形みたいに、悠は「現在地を送る」ボタンを押して送信する。

『すぐ行く。だからそのまま、待っとってな？』

　ぶつっと通話が切れたのは一瞬だったから、疑問を挟む余地もなかった。

　それにまだ、心が上う手まく働いていなかった。悠はまたしばらく虚こ空くうを見つめている。

　正気に戻れたのは、突然黒塗りのタクシーが公園の前に現れたからだった。

　グリコのポーズみたいに両手を広げて、笑顔の千紘が後部座席から出てくる。

　それがあんまりにも意外で、似合ってなくて、ついに悠も笑ってしまった。

『ズルいわ。ちっひがタクシーって』

『あっはっは、走ってくるとでも思た？　……ありえへん。事故って怪け我がしたらどうすんの。しかもこっちの方が五億倍速いんやで？』

『関西人はすぐ大おお袈げ裟さに言う。……馬鹿だな。高いのに』

『どうでもええ、そんなん』

　喰くい気味に、千紘の声音が少し高くなる。

　けれどもう泣かずに、千紘は胸の辺りをぐっと押さえて、深呼吸してから笑った。

『あんたのことに、代えられるわけないやんか？』

　大事にされる、資格なんてない。

　分かっていたのに引き延ばした。そのせいで、吹雪を深く傷つけた。

　だからこの優しさは、絶対に受け取ってはいけないのに。

『……ことわっ、た……』

　気丈に笑っていてくれる千紘の笑顔を見た途端、遊離していた心と身体からだは繫つながって。

　情けなく、ぼろぼろと、涙が止まらなくなった。

『……おれが。……おわらせ、た、よ……』

　甘える資格なんてないのに。今頃ひとりでもっと泣いている人がいるのに。

　こいつにしないで良かったって思えるように、平気な顔して生きてなきゃいけないのに。

　ただ情けなく、千紘の前で泣いてしまった。

　けれど目の前で泣かせるだけで、何もしない──それが彼女の、できたところだった。

『もう、泣くのはええか？』

『……う、ん』

『よっしゃ。じゃあ、おくすり飲んでもらうで』

　顔を拭くタオルを手渡すと、千紘は電話を手に取って誰かに「もしもし。もうええで！」と一言だけ言って切った。

　三分もなく、全く同じタクシーが公園前に停車する。そして今度は、顔をパーで押さえる某漫画の特徴的な立ち姿で城きの崎さきも現れた。

『ばばん！　呼ばれてないけど来たぜ！』

『……ははは。ちっひ、お前なあ』

『おっ、わろたな。やっぱ天丼は基本やでな！　……これがあんたに、いっちゃん効くやろ。二人のナイショも悪わるないけど、別に付き合ってる訳とちゃうねんし』

　絶対弱ってるところを見せたくない相手は、必ずいる。千紘もそうだから分かるのだろう。

　到着したカンフル剤は、悠を少しの間無言で見つめると、微ほほ笑えんで言った。

『そろそろ、重り外してもいーんじゃねーの？』

『……重り？』

『お前はいっつも、オレらの分も持ってくれてる。そのお陰でここまで来れたけどさ』

　カチューシャを取って、城崎は微ほほ笑えむ。

『でももう、いいから。オレはオレの分、自分で持てる。他の奴やつもそうだ』

　自分と戦う権利を自らの手で勝ち取った男の顔に、幼さはなかった。

　澄んだ瞳は、自分を倒すために燃え続けている。

『ハンデ、消してくれよ。興きよう醒ざめだろ？』

『……そうだな』

『オレだって勝手したからさ。ここで帳消しにさせてくれよ』

　二人が、何をしに来たのかようやく分かった。

　二人は藤宮高校剣道部部長として、最後に自分が為なすべき仕事を手渡しに来たのだ。

『ゆーくん。部活のことは、一回全部うちらに任せ。あんたは自分のことだけ考えるんや』

『一ヶ月、仕事は休め。そん代わりちゃんと整理して復活してきな！』

　藤宮高校剣道部部長、水上悠の最後の仕事。

　それは今一度自分のためだけの剣を握るために、みんなから手を離すこと。

『……みんなもう、俺が必要ないんだな？』

　頷うなずく二人の顔を見ると、遠くで立ち上がってくれている仲間を思うと、笑みがこぼれた。

『そういうチームを、一緒に作ってきたんやんか！』

『今更エンリョすんなって！』

　──幸せだ。

　ここに自分がいらないことこそが、最も自分が必要であった証あかし。

　荷物を降ろすことを示すように、二人の両肩に手を置いて笑う。

『分かった。好き勝手やる。後は任せた！』

　さあ、行こう。

　軽くなった身体からだで、どこまでも深く自分と向き合って、最後には。

『──必ず強くなって、戻ってくるから！』
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『県大会予選、団体戦の部。男女共に決勝戦の組み合わせをご連絡いたします。

　Ａコート、女子団体。赤、藤宮高等学校。白、桐とう桜おう学院高等学校。

　Ｂコート、男子団体。赤、藤宮高等学校。白、秋水大学付属高等学校。

　以上となります。団体戦決勝は試合数を考慮し、男女同時に決勝戦を行います！』



　自分たちを呼ぶ声がする。最後の戦いが呼んでいる。

　傷を癒やすための長い眠りから覚めたように、悠はぎんと両眼を開く。

　ついに引き下ろす時だと睨にらむ憎き漆黒の旗の下に、奴やつら五人は禍まが々まがしい気を放って現れた。

　──強くなりすぎてて、気持ち悪い。

　凍り付いた貌の快晴が引き連れる『常勝』の軍勢に、もはや隙は一つもない。

　かつて穴だったあの一年の大男でさえ、澄んだ覇気を放って最さい奥おうで静かに腕を組んでいた。

　過去に匹敵──どころか間違いなく、歴代最凶。

「……人が一年かけてやってきたことを、一ヶ月で追いかけてきやがって」

　舌打ちはすれど、震えはしない。振り返らなくても、確かにその背に感じるから。

　どんな敵にも負けない、頼りになる最高の仲間の存在を。

「勝つぞ。一緒に、絶対に、優勝だ！」

　──来年は絶対、みんなと頂点に来るんだ。

　悔しくて、涙を吞のんだ一年前。水上悠が頂点で誓った夢は、もうひとりだけの夢じゃない。

　数多あまたの約束を叶かなえるその未来は今だと、蘇よみがえった藤宮高校剣道部部長、水上悠は吠ほえ上がる。

「──行くぞお前ら！　一番強いのは、藤宮俺たちだッ！」

　光を摑つかむため、蘇よみがえった悠は振り返る。

　倒せ。鍛えたこの手で摑つかみ取とれ。背負った数多あまたの約束を果たす──その未来は、今！









「お互いに、礼！」

「「よろしくお願いします！」」

　藤宮と秋水大付属が整列して礼をすると、会場内に拍手が溢あふれた。

　戦う五人同士も拍手をし、面を着けていた先せん鋒ぽうのみを残して白線の外へと下がっていく。

　第一戦、先せん鋒ぽう戦。藤宮が残していく、悠ゆうが選んだ先せん鋒ぽうは──。

「──八や代しろ。頼んだぞ」

　名を呼ばれても、八代操みさおは振り返らない。

「誰に向かって口利きいてんだ」

　決して、丸くなどなったつもりはない。強者は吠ほえ上がる場所を選ぶだけ。

　戦場でだけ剝むくと決めた自慢の牙を剝むき出だしにし、八代は今がそのときだと吠ほえ上がる！

「当たり前なんだよ。座って見てやがれ！」

「──前へ」

　一歩、二歩、三歩。蹲そん踞きよをしながら、獲物の身体からだの中心に下がった名前を捉える。

　──やっぱ、お前か。

　幾度となく争ってきた宿敵──影かげ下したに、全てをぶつけようと浅く息を吸う。

　戦端を切り拓ひらく二人は時を超え、同じ相手に向かって、今──。

　それぞれの未来を摑つかみ取とるために、火花を散らし弾はじけだした！




「──始めっ！」




「戯ぃヤあぁああああ─────しゃああッ!!」

「鬼ィぁああああ────────やああッ!!」

　互い違いに四発の跳弾めいた空踏みが床で波紋を揺らす。十字に竹刀が交差する。

　距離を詰め合い左右に体軸を動かし、視線は互いにその逆へ。

　線対称に取り合うフェイントから、影下は引き胴の動作へ更に身体からだを切り返す。

　八代は更にもうひとつ視線を置いてそれを見破る。影下は見破られたと取とり止やめる。

　再度、間合いは収束し鍔つば迫ぜり合あいへ──。

「「メぇええええ───────────えええんやああッ!!」」

　全く同時の相引き面が、どごん！　と鈍い音を鳴らして互いの頭頂に炸さく裂れつした。

　主審が、影下の白旗を上げる。右の副審が首を一度振って強く赤旗を掲げる。

　そして左の副審は、遅れて──二度首を振って、旗を交差し両方を取り消した。

　──互角。

　完全に同時がゆえにズレた軌道を二人は理解し、影下は顔を歪ゆがませ重たい息を吐く。

　八代も流れる脂汗に一度、眼めを閉じて構えを中段に戻した。

　二人に一年前のような無邪気さはない。戦いを楽しむ余裕は微み塵じんもない。

　年月を経て錬磨した心身は、この最初の一戦が持つ勝敗以上の重みを理解しているからだ。

　──俺が、継ぐんだ。

　八代が剣を構えて進む先には、腕を組んで微ほほ笑えむ悠が座っている。

　この一月、悠は自分と向き合っていた。最初は練習も休んでいた。

　自分たちは手も口も出さなかった。必ず帰ってくると信じていたからだ。

　そして八代は、帰ってきた悠が鏡に向き合い始めた最初の朝に、誰より早く会いに行った。

『──おはようございます。お目覚めスか？』

『……まだ、寝てる気がしてるけどな。でも逆に、上う手まくなってる気もしてる』

　鏡の中で微ほほ笑えむ悠には、きっと同じく笑う自分の顔だって見えていただろう。

　八代は自分の前に立つ、大きく分厚い背中に向かって語りかけた。

『あんたに一番世話になってきたのは、二にの宮みや先輩でも深ふか瀬せでもなく、俺だよな？』

『うん。贔ひい屓きしてた。……お前が一番、かわいかったからな』

　ありがとうございますも、嬉うれししいですねも、八代は影下のように言うことはない。

　口下手だ。でもそういう部分も含めて、この人を継いでいきたかった。

『お願いがあります』

『うん。聞くよ』

『……あんたが持ってる一番重たい荷物は、俺が継ぎたい』

　消去法で考えれば、次の部長が誰かなんて誰にでも分かる。

　でも八代操は、そんな任され方は嫌だった。自分の意志で部長を継ぐと言いたかった。

『お願いします。こんな弱え、不出来な後輩だけど』

　素直に頭を下げられる相手は、ほとんどいなくて。

　そんな相手に、誰かに尽くしたいと願えるように変われたことが、自分の誇りだった。

『俺に次を、任せてくれませんか？』

『……藤宮高校剣道部の部長は、』

　八代は頭を下げたまま、心中でその教えを反はん芻すうする。

『一番強くなくてもいい。一番優しくて、みんなのために血を流せる奴やつがなる』

　だから──そう言って悠は剣を下ろし、厚い背中を見せたまま、きっと笑った。

『お前以外に、誰がいるんだ？』

　打たれて痺しびれる心は、この言葉にどうして報いればいいのか知っている。

　まだ背負うもののないこの薄い背中に、どうすれば荷を預けて貰もらえるのか知っている。

『俺が、背負います』

『……うん。八代』

　もう自分に向かって何も教えることのない彼が、ただ一言。

　ひとりの男として、一番大事な荷物を預けて言った。

『──頼んだぞ』

　決意の果てに、八代は吠ほえ上がる。

「我ァぁああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ああああッ!!」

　あなたを継ぐ者はここに居るんだと、息い吹ぶきが宿る剣と声で、どこまでも届いていくように。

　示せる機会は今しかないと、一直線に飛んでくる影下の竹刀の下を、Ｕの字に描いた一いつ閃せんが過去をなぞって再びくぐった。

　いつか、勢いに任せすぎて一本を逃したその出小手は。

　──見えますかね？　先輩。

　手渡された未来を丁寧に受け取るように抑制を利きかせ、静かに相手の手首を捕らえた。

　──これが俺に渡せる、精一杯の花束だ。




「──小手あり！」




　やがて、止めの笛が鳴る。勝利の赤旗が八代にはためく。

「勝負あり！」

　竹刀を納めて三歩下がって、丁度良いと八代は笑う。

　きっとあの人が引退するとき、自分は馬鹿ほど泣いて使い物にならないだろうから。

　だからここで試合を口実に、思い切りこの気持ちを伝えておこう。

「ありがとうございましたッ！」

　未来を担になう背中が、また一つ分厚くなって次へと繫つないでいく。

　先せん鋒ぽう戦──勝者、八代操。決まり技は出小手。

　赤、藤宮高校の一本勝ち。




　×　×　×




　負ける影下なんて久々に見たなあと、秋水大付属の次じ鋒ほう──瀬せ川がわは二重の眼めを細める。

　一年の頃から今まで同じ場所で戦い続けている後輩を、三年になった自分は初めて次に控えるこの場所で見る。それが何だか、感慨深かった。

　白線上で入れ替えを待っていると、影下は顔をしかめて帰ってきた。

「すんません。やらかしました」

「でもぶっちゃけ、今のは良い試合だったなあ～とか思っているよね。影下は」

　びくっ、と影下が目を丸くして顔を上げ、苦笑する。図星だったのだろう。

「瀬川センパイには、何でもバレるよなあ。エスパーっす」

　こんなときでも、こんなところでも、自分より強くても──やっぱり、後輩はかわいい。

　三年間、土の中で過ごしてきた。芽が出ない自分を呪ったこともある。

　それでも辞めなかった理由は、シンプルだ。

「ぼくはこの部が好きだからなあ。部員のことなら、ぼくが一番詳しいさ」

　みんな、そんなにあしざまに言わなくてもいいのになと思う。

　住めば都だ。自室が一番落ち着くように、瀬川は理屈抜きで秋水の部活が好きだった。

　だから当然、そこに住まう人を観察する。影下はこの頃、快かい晴せいに似てきた。

　強さだけを追う気持ちがより純粋になって、このままどこへでもひとりで行けてしまう。

　でもそれだけじゃあ、この先かわいい後輩はいつか行き詰まってしまうから。

「時間がない。……影下。ぼくと、賭けをしよう」

「賭け？」

「ぼくは今から、あの樋ひの下したとかいう一年生に二本で勝ってこよう」

　影下が、さっきよりもっと驚いて目を丸くする。自分も意外だ。

　こんな強気なことは生まれて一度も言ったことがない。そしてこれからも絶対にない。

　それゆえにこの一生に一度のお願いは、どんな岩をも穿うがち、心を揺らす波紋となるだろう。

「もしもそれができたら、次のキャプテンは影下が継いでほしい」

「……！」

「みんな目の前のことに夢中で忘れてる。だったらこれは、これだけは、ぼくの仕事だ」

　どうせ『柄じゃないっす！』ってニコニコ逃げるつもりだったんだろう。お見通しだ。

　だって面倒臭いし、重たいし。こんな立場は邪魔なだけだと、影下は良く知っている。

　けど逃がさない。体育会系の闇の力を取り込むがよい。

「いいでしょ？　消えてく老害の最後の願いくらい、叶かなえておくれよ」

　白にも黒にも寄れるこの男が、清濁を併せ吞のんでどう育つのか。

　引退しても鬱陶しく、ちょくちょく見に来る楽しみを作りたいと、瀬川はにこりと笑った。

「ちょっとぐらい呪われてたほうが、主役っぽくてよいと思うよ」

「……ははっ。良いっすよ、分かりました。やれるもんなら、やってみて下さいよ！」

　拳を交わして胴を叩たたき合い、今、本当の意味で交代は行われる。

　──それじゃあ、勝つか。

「──前へ」

　呼ばれて三歩、鈍くとも──しかし確実に。

「──始め！」

　瀬せ川がわ紅こうは、最後にようやく、陽の当たる舞台に立った。

　地味で、華やぐもののない戦いを記憶に残す者は、きっといない。

　けれど今──己が愛する場所の最も支えとなる記録を、瀬川は静かに自分の手で残した。

　次じ鋒ほう戦──勝者、瀬川紅。決まり技は出小手と飛び込み面。

　白、秋水大付属の二本勝ち。




　×　×　×




「掘り出し物も、探せば眠っているものですね。……中々、役に立つじゃないですか」

　約束の中堅戦以外には何の興味も無かった男は、面の中で眼鏡を光らせ嗤わらう。

　疲弊して帰ってくる瀬川に道を譲ることもなければ、腕を組んだまま拳も出さなかった。

「それができるなら最初からやっていてくださいよ。オレに無駄な手間ばかりかけさせて」

「……ぼくが、前にいたら。……いらつく紺こん野のは、絶対勝ちたくなるからねえ？」

　息を整えながら笑う瀬川に、紺野は忌いま々いましく舌打ちをする。

　今日全てを完勝してきた自分の戦績が思い出されて、喰くえない奴やつだと眉をひそめた。

「もう良いでしょう。出番が終わったら、早くどいて頂けますか」

「……お前は本当に、協調性と髪の毛のない奴やつだねえ」

「要らないものは、捨てたほうが軽い。それだけのことだ」

　そして今、取り去るもののない心に、黒く燃える復ふく讐しゆうの念が残る。これこそが己の全て。

　復ふく讐しゆうなんて無為だ、そんなの誰も喜ばないと、馬鹿は一生言っていろ。

　──オレの気持ちが良いだろう。ゴミは片さないと気が済まない。

　しばし歩いた末に立ち止まり、戦場の彼方に奴やつを──城きの崎さき俊しゆん介すけを見る。

　面めん金がねの奥の瞳に燃える澄んだ炎は、全てを賭として消してやるに相応ふさわしい。

　奴やつの凜り々りしい姿は、無様に堕とした自分のものとは、比べものに──。

「……いや」

　紺野翼つばさは、諧かい謔ぎやくに笑う。鏡でなく、唯一敵として認める男と向き合い初めて気付いた。

　面を着けたら、容姿など何の関係もないことに。

「クク。……悪くないッ」

　復ふく讐しゆうの走馬灯を脳裏に蘇よみがえらせ、垂すい涎ぜんの獲物を前に、紺野翼は舌を舐なめずり剣を抜く。

　さあ、時間だ。その瞳にとくと今を映せ。お前に言い返してやりたいことがある！

　──鏡見て、出直して来たぞッ！

「──始めっ！」




　×　×　×




　密着と膠こう着ちやく、そして粘着の試合だった。

　その戦法を見て、宿願叶かなっての一戦を想起する者はおそらくいない。徹底的に先手を捨て、纏まとわり付つくようにインファイトを強いて、疾はやい城崎に自由な機動を許さなかった。

「手面ッ、しゃあァ─────っらああッ!!」

　ががん、ごん──。

　何度目か、虚を突いた城崎の連続技が紺野に向かって放たれる。その全てが命中した。

　しかし、城崎は三本目に繰り出した最後の胴でも紺野の隣を通り抜けることができない。

　全てが根元での元打ちとなり、脱出方向を紺野が読んでまた立ち塞がる。

　この鍔つば迫ぜり合あいで、何度目か。

　城崎が殺意を抱いて睨にらむと、歓待するように紺野は笑う。

　そしてその感情の動きを察知するや否いなや、裏を突き今度は逆に引き技を即座に放つ。

「ドぉおお─────────やああッ!!」

「ッ、ちぃっ！」

　辛かろうじて反射でその一刀を叩たたき落おとした城崎は、引く紺野を追わない。

　──の野郎。どこまでしつけーんだよ！

　激げつ昂こうする感情と、表れ始めた肉体の疲弊を冷却するため間合いを切る。呼吸をしたい。

「邪ァぁああああアー─────しゃああああッ!!」

　それを紺野が許すはずはなかった。

　引いてからすぐに地を這はうように間合いを詰め、また城崎の動きを殺すため近間に迫る。

　徹底していた。

　城崎の持ち前の武器が速さであること、熱くなりやすい性格であること、そしてまともな打ち合いを行っては必ず自分が負けることを徹頭徹尾叩たたき込み、紺野は動き続けていた。

　隙が出るまで粘って食らいついて体力を削り、最後に狩るとき以外は決して派手に動かない。

　締め上げるようなその作戦は、確かに有効だ。

　その支配をかけ続ける自分こそが、最も体力と精神力を消耗するという事実を除けば。

「……っ、ぉ、……っ……ぐ、」

　苦く悶もんに滲にじむ表情と滝のように噴き出る紺野の汗は、禁忌に己が蒸発するようでさえある。

　内ない腑ふが灼やかれるような吐き気に、しかし彼は、

「……邪ァぁああああアー[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]しゃああああッ!!」

　邪悪な潤いを求める蛇のように舌を出して嘲あざ笑わらい、この程度の辛酸は一年の嘗しよう胆たんに比べれば何でも無いと──再び、宿敵に食らいついていった。




　×　×　×




　禍まが々まがしいまでの執念との戦いを、悠は自陣で唇を嚙かみながら見ていた。

　常軌を逸するほどの妄執が戦いに何をもたらすか、去年を経験した自分が一番知っている。

「……蓮れん。泣くな」

　今戦える力、戦った結果。それが全てなのだと、悠は隣に座す男に静かに笑みを向けた。

　樋下蓮が、泣いている。

　嗚お咽えつを漏らすことも瞬まばたきをすることもなく、滂ぼう沱だと涙を流し、袴はかまを拳で握りしめている。

　剝むかれた歯は力が入りすぎて震えていて、口内には血が薫る辛酸の味がする。

　全てを尽くしても届かぬ悔しさが、何より己の無力を呪う憎ぞう悪おが、口を利きけなくする。

　それを他の誰より知っているからこそ、悠は微ほほ笑えみ、ぽんと蓮の背中を叩たたいた。

「まだ何も、終わってないぞ」

　かつての自分は、何を言われても動けなかった。口だって利きけなかった。

　しかし蓮は確かに震えながらも頷うなずいて、『克己』の手拭いを引ひっ摑つかんで、顔を拭いた。

「……部長。……ボク、は」

　凜り々りしく元に戻った瞳に、篝かがり火びのような炎が燃えている。

　小さな背中はもはや折れ曲がることはなく、ひとりの鋭い男の顔立ちが前を見据えた。

「ボクは、絶対、強くなる……っ！」

　愚者の聖火は、こうして継がれていく。

　何年何十年何百年経たっても変わらずに、心の灯火は次の世代に手渡されていくのだろう。

　悠はそれ以上何も言わず、立ち上がる。

　この中堅戦はどう転ぶか。次じ鋒ほう戦に続き、全てが番狂わせで予想が付かない。

　でも、人の想おもいとはそういうものだと、悔しいながらも知っていた。

　積み重ねた三年間が、最後に花開く瞬間を見たのは初めてじゃない。

　そして──紺野がそうであるように、眼鏡の奥に燃える執念が、どんな未来をもたらすのか。

　自分は、自分たちは、戦術がもたらす冷酷な勝利よりも見てみたかった。

「行ってくる」

　副将、水みな上かみ悠は歩き出す。

　藤宮高校の大将は、一番そこにいて欲しい奴やつ。

　不治の病である馬鹿は、一年鍛えたところで全員纏まとめて変わらなかった。




　×　×　×




　最後の笛が鳴る、数秒前。

「突キぃぃッっしゃぁあアア[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　執念で磨いた紺野の鋭い毒どく牙がはついに、城崎の喉笛に食らいついた。

　裂いた喉笛から漏れるような高い笛の音が、会場に抜けて響き渡っていく。

「突きあり！　……止やめ！　──────勝負あり！」

　中堅戦──勝者、紺野翼。決まり技は出頭突き。

　白、秋水大付属の一本勝ち。ここで試合は、大きな分ぶん水すい嶺れいに差し掛かる。

　赤、藤宮の勝者数は一人。得点本数は一本。

　そして白、秋水大付属の勝者数は二人。得点本数は三本だ。

　──秋水の王手。

　会場の空気が変わっていく。次の副将戦で、趨すう勢せいが決するのではないか。

　そんな期待。あるいは不安は。

　誰もが知る藤宮高校最強の男──水上悠が立ち上がるだけでは、消えはしなかった。

　津波のような歓声の唸うなりが、異常な熱気を持って会場に響く。

　這はうように、しかし独りで誰の手も借りず、紺野翼が歩いて行く白線上の彼方。

　そこに、副将。

　秋水大付属最強の男──乾いぬい快晴は決して笑わず、君臨するように立っていた。

「よく勝ってくれたね、なんて言うつもりはないよ」

「……当然です」

　どれほど息が絶え絶えでも、紺野が自分に弱みを見せてくることはない。

「オレは、キミとの契約を果たした。ただそれだけのことだ」

「ああ」

　この男との間に、友情などない。冷たい契約があるのみだ。

　ただ勝利。それこそが、秋水大付属に存在する唯一にして絶対の絆きずなだった。

「だから僕も、お前との契約を守ろう」

「……クク。最高に盛り上がっていますね。キミとあの男が戦うのだから、当然か」

　紺野翼は眼鏡を光らせて、ただ事実のみを告げる。

「キミが勝てば、秋水の勝利が決まる」

　快晴は瞑めい目もくし、凍った表情のまま頷うなずいた。

「だから？」

　その答えに、紺野もまた表情を凍らせ頷うなずいた。

　紺野とすれ違うとき、奴やつは拳を交わすために差し出すことはしない。

　代わりに籠手の親指を立て、自分たちの後ろを示した。

「見せろ。キミが、真に『常ア勝レ』を背負えるか」

　秋水大付属の主将は泰然と、誓いの旗を振り返らずに前へと歩いて行く。

　歩いた先から氷になっていくように、慈悲のない白線が足裏を凍えさせていった。

「……忌いま々いましいよ、悠」

　呪いの言葉が口を突く。それこそがただ、勝利に必要だった。

　不死鳥のように蘇よみがえった宿敵は、より強く、激しく──想おもいを継いで煌こう々こうと燃えている。

　逆境であればあるほど、誰かを背負えば背負うほど強くなる、奇跡のような男。

「君は期待を裏切らなかった。最後までね」

　必ず大将を譲ると信じていた。君なら必ず副将に来ると確信していた。

　蘇よみがえった水上悠は天衣無縫となって、どんな強敵をも斬り倒し仲間を導くだろう。

　──それが分かっていたからこそ、僕は。

　お前が蘇よみがえることに全てを賭けたこの時間、自分を殺すことに全てを賭けたよ。




「──始めっ！」




　×　×　×




　立ち上がった瞬間に、悠の脊髄をぱちりと静かな静電気のような何かが走る。

　その感覚が追いつくよりも速く、熱く、悠の咆ほう吼こうが場を鳴動させた。

「我ァああああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]殺ャぁあああぁあッ!!」

　雷が落ちるように全身に満ちた闘気は、あらゆる挙動を肉体に可能にするだろう。

　身体からだが言っている。負ける気がしない、と。

「──っ？」

　だからこそ、おかしい。

　なぜなら目の前で構えている男は、乾快晴だ。地上最強の宿敵だ。

　全身全霊をぶつけ合って殺し合えば、結末がどうなるかなんて誰にも──。

　──なんで。

　思考を回し続けている悠に、背中から刺してくるような冷たい予感が迫ってくる。

　──なんで快晴は、打って来ない……？

　正確無比な悠の体内時計は、時を刻み続けている。感覚で引き延ばされてなどいない。

　それなのに快晴は声を出さず、凍ったように一足一刀で中心を強固に守って──。

　笑わない男は一度だけ、嘲るように口角をにやりと上げた。




　──まさか。




　時を司つかさどる悪魔と眼めが合ったように、悠の時間が凍る。

　ありえない。……ありえない。ありえないありえないありえない！

「ウぁああ亜ァぁああアー[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]殺ゃぁあああぁあッ!!」

　咆ほう吼こうで硬直を跳ね飛ばし、悠は思考を置き去るような出で鱈たら目めな速さで連打を放った。

　六連撃──その全てに可塑性を潜ませる。フェイントだと信じれば本物へ。本物だと信じればフェイントへ。逃れようのない有効打突への網は、しかし快晴なら抜けられる。

　抜けてカウンターを狙えるように、悠は加減してその技を放ったのだ。

　しかし快晴は、打ち返してこない。

　見切って躱かわして避けて近づいて、残りの半分を近間で元打ちにする。

　そして一番得意な鍔つば迫ぜり合あいの間合いに寄って、悠を封じ。

「しゃぁあ────ヤッ！」

　短く切った声のみを放ち、得意の引き技を狙わずに、悠にじっくりと纏まとわりついた。

　ただ時間を、喰くう為ために。……もう、間違いない。

　──快晴は、勝ちに来てない。引き分けを狙ってきている。

　歯が欠けるほどに強く嚙かみ締しめ、悠は鬼の形相で快晴に面金をぶつけ、吠ほえた。

「て……めぇええええ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ええええッ!!」

「殺ャぁあああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]やああッ!!」

　──恨みたいなら、恨めばいい。

　快晴は罵倒のような悠の咆ほう吼こうを受けても、揺らがず鍔つば迫ぜり合あいを続ける。

　激げつ昂こうして少しでも隙があれば一本を奪ってやろうと思ったが──無駄みたいだ。

　これだけ煮立っていても、こちらが欲張った瞬間に返す刀で即死する未来が見える。

　──流石さすがは、君だな。

　頼んでもいないのに、最後まで貫き通せと発破を掛けてくれたようなもの。

　危険を察知して体当たりをしかけ、互いに竹刀を伸ばして間合いを切って逃げた。

「我、ァ、ああああ、亜ぁあああああ─────あああッ！」

　流星のように降り注ぐ、悠の破滅的な猛攻を的確に見切って避け続ける。

　あの江え坂さかに土を着けられた敗北を、一瞬でも忘れたことはない。

　そして互角同士でも、遊びの喧けん嘩かでも、悠に負けた夜は悔しくて眠れたことがない。

　だからこの冴さえた眼めを携えて、常勝の王者は常に成長の糧かてを探していた。

　──僕のこの眼めは、本当は逃げにこそ向いている。

　それを、城崎と戦う悠の姿から盗み出した。

　そして学んだ後、共に再建に走る仲間たちと、鉄火で鍛えてモノにさせてもらったのだ。

『──おめーには、足りないもんがある。分かるか？』

　ひとりでだって強くなれる。ひとりでだってどこまでも行ける。それはもう証明した。

　だったら次はその強さと自由を、何のために使うのか。独り占めして終わるのか？

『──ねえだろ？　俺っちとおめーは、違うんだからよ』

　今、罵声と不満が満ちる会場の中で、きっと橋倉だけはそう言って笑ってくれている。

　その救いが。皆と土を着けずに掲げ続けると誓った、あの旗が。

　最後まで快晴の心を支えて凍らせて、軋きしむ痛みを耐えさせた！

　──『常勝』なのは僕じゃない。秋水だッ！

「殺ャぁあああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あああッ!!」

　何度も彼我を融とけ合わせてきた相手を断ち切るように剣で弾き、快晴は距離を突きつける。

　──僕に、足りなかったものは。

　回答時間の終わりを告げる笛が鳴り止やむ、その間ま際ぎわになって。

　──君以外、だ。

　乾快晴は見事、自分を愛してくれた男に、自力で探した答えを突きつけた。

「──止やめ！　……引き分け！」




　×　×　×




　目の前が、真っ暗になった。

　ホワイトボードに書かれた副将戦の水上と乾の間に、引き分けを示す×が付いた。

　コートを出た悠の身体からだから、体温が失われていく。眼めの奥がちかちかと点滅する。

「……あ……ぁ……」

　脳裏に刻まれた、悪夢の記憶は消えない。

　副将戦の結果は、吐き気を催すフラッシュバックと共に破滅の未来を突きつける。

　快晴は前半有利の状況を見て、一番のランダム要素である自分との試合を消しに来た。

　そしてたった今、狙い通りに秋水の負けは九分九厘消えた。

　勝者数は二対一。得点本数は三対一。一年前と何も変わっていない。

「…………俺の、一年は……」

　無駄だったのか。全ては無為だったと、涙は流れるか。

　水上悠は真っ暗闇の中、歩いてきた道の彼方かなたに問いかけた。




「俺たちの一年は、間違ってなんかないよなあ？　……副部長」




　そこに、炎は燃えている。

　自分たちのように分かりやすく燃え上がることはないけれど、絶えず、静かに。

　その実どんな色よりも温度が高い蒼あおい炎のように、黒くろ瀬せは眼鏡の奥に凜り々りしい光を湛たたえて、決して下がらない目線で未来を見据えて待っている。

「──まだ算数できる頭は残ってたみてぇだな、部長」

　藤宮の命は、風ふう前ぜんの灯ともし火び。

　そこに吹く向かい風にこそ、藤宮の大将は猛たけって笑うのだ。

「下見てんじゃねぇ。まだ、終わってねぇだろうが！」

　藤宮に残されたか細い光こう路ろはただ一つ。

　大将戦で、相手に一本も取らせず二本勝ち。そうすれば全ては同値となり。

　互いに選手を選んでの代表戦に、勝負はもつれ込む。

「……下見てんじゃない。クロに、お願いしてるんだ」

　どの面と結果を下げてそれを言うのか。恥を知れよと暴れる己を抑えて、悠は笑う。

「俺はまだ、終われない」

　それが部長の務め。剣を捧ささげてくれた者たちの上に立つ者の役目。

　その頭を踏み潰してでも、生き延びて皆の宿願を叶かなえるために悠は命じる。

「ここで借金返してくれ。そのために立ててやったんだ」

「……了解。きっちり覚えてんぜ」

　黒瀬誠まことは、自分の道を貫き通す。負けっぱなしでは終わらない。

　一年経たっても、必ず返すと決めた赤字の金額は忘れない。

「たったの、二本だったよな？」

「……ああ。頼む！」

　熱い右の拳を交わして胴を叩たたき、胸に灯火を抱いて黒瀬は白線上を歩き出す。

　性分の冷笑は、どんな状況だって変わらず口から漏れてしまう。

「下らねぇこと吹き込みやがる。大方お前だろクズ眼鏡」

　お見通しだと、黒瀬は対たい峙じする相手より先に紺野を嘲あざ笑わらう。

　蛇の道は蛇。善人の悠は考えもしなかったらしいが、自分なら真っ先に考える作戦だ。

　だから──惨みじめに城崎に負けた後でも、この場所に居座ることを引き受けた。

『──なあクロ。大将、やってくんね？』

　本当は負けた直後に、城崎と口なんて利ききたくない。

　だが黒瀬誠は、藤宮高校剣道部員は、水上悠のためなら全ての私情を捨てられた。

『理由は？』

『んー。悠ってさあ、死ぬほど強えけど所詮悠じゃん？』

『まぁ、それなんだよなぁ……』

　女関係の爆弾を見事爆発まで隠し抜いたことには驚かされたが、それだけだ。

　三人での付き合いも長い。もう分かりきっていることだった。

『あいつ大事なときに限って、絶対どっかで足引っ掛けんだよなぁ……』

『ヒューマンエラーの鬼だかんな。ほんと、完璧になれないっつーか』

　人間臭くて、不器用な奴やつ。

　それが同類項であると自認するからこそ、自分たちは互いに補い合うのだろう。

『なあクロ。お前の分も、オレが殴ってくるからさ。わりーけど頼んでいい？』

『……お前の軽い「悪いけど」も久々だな。勝手に毒どく饅頭まんじゆう食って動けなくなったくせによ』

『ははっ。だって食わなきゃ男じゃねーじゃん？』

　馬鹿は死を目の前にしても、絶対に治らない。そういうものだ。

　だったら治らない病気とは付き合い方を考えるべきだし、

『まぁな。……だから、こんなことやってんだ』

　命を賭けて遊ぶときには、名医を横に置くべきだ。

　側で介護してきた部長に、今こそ大きな借りを返してやるときが来た。

「眼鏡のくせに無能だな。お前は何も分かってねぇ」

　戦術的には、引き分け狙いが正解だろう。

　けれどそんな凡人の発想を天才に押しつけている時点で、二流だとしか思えない。

「おれがお前だったら、乾には勝負させたよ」

　これは、秋水の失策──。

「ここに、おれがいるんだからな……ッ」

『──すみませんでした。すみま、せんでした。おれが、負けたから、負けたんだ……っ！』

　あの屈辱の日、届かずとも折れなかった矜きよう持じの刃やいばを。

　執念の鉄火で鍛え直す時を与えてしまった男が誰かを、奴やつらは甘くも見逃した！

「お願いします」

　三歩歩いて抜くつるぎのかなたに、藤宮高校の『克己』の旗がはためく。

　その下には、己が借りを返すと決めた男が、さあ見せろと腕を組んで笑っていた。

　──仁じん先輩。見ててくれ。

　これが、今のおれだ！




　×　×　×




「始めっ！」




「雄ぉおおおおお───────殺ャあああああッ!!」

　審判の声をかき消すぐらいに早く強く、黒瀬は気迫を放って立ち上がる。

　──行くぞ一年が。速攻で終わらせてやる！

　……なんて愚を、黒瀬は絶対に犯さない。

　必ず冷静に相手を見て、相手の様子と謀はかりごとをその目で見抜く。

　舌打ちが二つ、残響を残す声の後に重なった。

　──こいつ。

　黒瀬の表情が、最悪の予想に引きずられて険しくなっていく。

　村むら雨さめ時とき斗とは、黒瀬に遅れて目の前でゆっくりと立ち上がった。

　自分が舐められることを計算に入れて張っていた返し技を、解除したからだ。

　──化けやがったな。

　鋼のような巨きよ軀くが徐々に、伸びて、伸びて──落とした影が黒瀬を包む。

　ざわめく心臓に、背筋が粟あわ立だつ。

　岩の山脈めいた揺らがぬ巨体。それに頼らぬ狡こう猾かつな頭脳。

　そして高みから見下ろせども、決して敵を舐なめずに真まっ直すぐと見据えてくる意志の棲すむ眼め。

　下げ卑びた男は、醜い幼虫から沈黙の繭を破って変貌したことを示すように。

　黒瀬の前で、決して忘れられないその声で吠ほえた──。




「破ァぁああああああ─────────────ラああッ!!」




　──瀧たき本もとの型。

　落石を真横に落とすような村雨の飛び込み面が、ぐらぐらと床を撓たわませ放たれる。

　表避けで咄とつ嗟さに弾いた竹刀が、みしりと黒瀬の竹刀を軋きしませた。

　体当たりをいなして、斜め側から嚙かみ合あうように黒瀬が鍔つば迫ぜり合あいを仕掛ける。

　光った眼鏡が練成会時点の過去を根拠に動きを予測。備えて体幹に力を入れる。

　──乱暴に振り払って体当たり。

　黒瀬の予想は、しかし外れる。舌打ち一つを探査のエコー代わりに至近距離で放つ。

　村雨時斗の心身は波紋を立てず、両拳を身体からだの中心に据えて正しい鍔つば迫ぜり合あいを保った。

　完全に、別人──いや。

「おおおッ!!」「ぐ……ッ！」

　次に仕掛けられたのは、黒瀬の読み通り体当たりだった。

　ただ、その破壊力が今までとは段違いだった。黒瀬は吹き飛ばされながら、重点的に鍛えた下半身の筋力で踏ん張って転こけずに数歩下がって踏みとどまる。

　追撃に、村雨が面を狙って飛んでいた。

「おおおお──────らああッ!!」

　──間に合わねぇ！

　咄とつ嗟さの判断で、黒瀬は構えより下がった竹刀を防御ではなく刺突に回す。

　その対象は──敵の竹刀！

「──止やめっ！」

　村雨の竹刀が黒瀬の頭に当たる前に、ぎしり、という耳みみ馴なれない音を出して停とまる。

　竹刀は四本の竹を、中なか結ゆいや弦つるで留めて出来ている。その隙間に、黒瀬の竹刀が入ったのだ。

　Ｘ状になった竹刀を元に戻すべく、二人で距離を取ってから同時に縦に振り下ろす。

　ぱしん！　と小気味の良い音を立てて竹刀は分かれる。黒瀬の背に、冷や汗が流れた。

　──本当に、瀧本なのか。こいつをここまで叩たたき直なおしやがったのは。

　戻った竹刀に異常が無いことを確認すると、まるで別人の村雨は作法通り一度中段に丁寧に構え直してから、審判が促すままに開始線に戻っていった。




　──今のは、まぐれか。それとも狙って守られたのか。

　村雨時斗は黒瀬に背を向け、考える。絶対的な基準はたった一つ。奴やつなら可能か。

　すぐ分かる。できるどころか、今頃喉を突かれて床で死んでいるだろう。

　だったら今のは、偶然じゃない。忌いま々いましいが、相手の方が一枚上手だったのだ。

『──キレて何になるんだこの馬鹿が！　弱くなるだけだろ!?』

『──分からない奴やつだな！　一人用のゲームじゃないんだ！　考えてることを読めよ！』

『──ほらまた腕だけで押そうとする！　体幹入ってないと、ゴミ以下だそんなものッ！』

「……ちっ」

　重ねた鍛錬が、脳裏に声を呼び起こす。従いたくなど決して無いが、正せい鵠こくを射ている。

　──何もしねえで、守ってりゃ自動的に勝ちなんだ。今は利用しておいてやる！




「始めっ！」




「破ァぁああああああ─────────────ラああッ!!」

「雄ぉおおおおお───────────殺ャあああああッ!!」

　色気は出さず、ただ真まっ直すぐに前へと詰めて中心を維持する。

　この競技はそれさえ徹底していれば、どんな打突も捌さばけて喰くらうことはない。そう習った。

「はあァア──ったあッ！」「おォオ──らああッ!!」

　身体からだが大きい分鈍いというのも神話。力があれば、早く動ける。

　村雨は黒瀬の動きを予想し、見切り、自分からは先手を取らずに圧だけをかける。

　身体能力では圧倒している。だから、つまらなく勝つ。

　防いで、鍔つば迫ぜり。防いで、鍔つば競せり。

　そしてライン際に追い込んで、力技で押し出して反則をもぎ取る。

　そんな姑こ息そくな作戦が結実するときは、試合の半ばを過ぎた頃に訪れた。

　崖際で追い詰めた黒瀬が、苦く悶もんに表情を歪ゆがませる。

　──勝てる。

　その瞬間を狙って、村雨は体幹から押して黒瀬を場外に出した。簡単な仕事だった。




「メぇえええ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んしゃあああッ、おらあああッ!!」




　村雨の脳天をかち割る破裂音が、爽快に会場に響き渡る。

「面ありっ！」

　三本の赤旗と共に、黒瀬は場外で引き面の残心の諸もろ手てを掲げ、嘲るように嗤わらっていた。




　──やっと、かよ。

　黒瀬は竹刀を下ろして残心を取る。撒まき餌えにしても時間を掛けすぎた。

　場外反則を取ることに村雨の思考を閉じ込めて、自ら崖際に追いやられたフリをした。

　どんなことにも例外はある。剣道は、一本を決めたときの残心なら外に出て良い。

　その思考の隙を、黒瀬は利用した。

　──賭けろ。もう、ここしかねぇ。

　堅けん牢ろうな巨岩にようやく空いた微細な穴を逃さないため、挑発して嘲り笑いを見せつける。

　のぼせやすい性分だったのは覚えてる。そこが直っていないことに賭けるしかなかった。

「……っ……。こ……の……」

　皮肉だった。黒瀬自身が、逆上しそうになってしまう。

　煽あおりに対して取った村雨の行動で、誰がこの男を鍛えたのかついに理解した。

「てめぇか……。乾……ッ！」

　村雨時斗はその場で剣と頭を下げ、礼をしていた。

　忌いま々いましくとも認めて、己の糧かてとする。そういう姿勢を奴やつは学び取っていた。

　面めん金がねの中で屈辱に歪ゆがむ表情を見れば、本意では無いことは分かる。

　しかし奴やつは、勝つためにそれが必要だと断じて動いた。そんな男に鍛え上げられたのだ。

『うるせェ……うるせえッ！』

　試合前の交代時、引き分け狙いで鳴り止やまぬ乾のブーイングに、奴やつは吠ほえ上がっていた。

『──お前らがこの人の、何を知ってんだァッ！』

　江坂を見上げている暇は無く、奴やつの一挙一刀足から一瞬も目を離すべきではなかった。

　それこそが、自覚無く生じた黒瀬の慢心で。

　──クソが。こいつはもう、絶対攻めてこねえ！

　そして僅かに残っていた村雨の慢心は、今、黒瀬が斬り捨ててしまったのだ。




「二本目！」




「雄ぉおおおおお───────────殺ャあああああッ!!」

　──あと一本。あと一本。あと一本ッ！

　流砂の中で溺れるような絶望が、全身を犯す。

　声を返さず沈黙し、堅守に籠もる村雨に向かって黒瀬はあがき続ける。

　出頭技は負けるから使えない。返し技で獲とりたいが打ってこない。

　引き技をもう一度迫っても、一度見せたものは警戒して絶対に釣られてくれない。

　──また、でかい奴やつに負けんのかよ。

　フェイントをかける。相手は返す必要は無いと乗ってこない。

　一本負けのままでも、秋水は団体として勝つからだ。

　──時間は。

　今、時間はどれぐらい残ってる!?　考えろ、おれの武器は──！

「雄ぉおおお───────らあああッ!!」

「破ぁああ────────しゃああッ!!」

　──おれの、武器は……。




「──止やめっ！」




　試合が、止まる。主審が旗を無情に示す。神が告げる言葉は、決して覆くつがえることはない。

　──反則、一回だ。

　審判団の三人が、黒瀬の反則を示す赤旗を、下に向かって差している。

　間合いを切って下がった黒瀬の足が、自ら白線の外に出たからだ。

「落ち、着け」

　反則をもう一度犯せば、その場で終了となる。

　けれどもう一度自分を取り戻せるのなら、このリスクを払う価値があると黒瀬は断じた。

　──怒られるまで深呼吸しろ。

　冷静こそが、自分の最強の武器。馬鹿かお前はと、罵倒されて頭を冷やせ。

　黒瀬は白線の場外に出たまま、藤宮高校の陣営を振り向いた。

「……………………く、くくっ。…………ははっ！」

　声を出して笑うなんて、どれぐらいぶりか。

　また怒られるだろうが気にしない。こんなのを見て笑わない方が無理だった。

　──忘れてたわ。お前、おれより余裕で馬鹿だったな。

　水上悠が座礼をして、手拭いを頭に巻き始めている。

　これから待つ最後の一戦に備えて面を着け、解けないように、面めん紐ひもをきつく結んでいる。

　そして試合コートを挟んで、悠の対面に座る乾快晴はその対照。

　任せた試合を見ることはないと両腕を組み、目を瞑つぶり正座して動かなかった。

「……そうか」

　黒瀬は自分のやるべきことを理解して、最後に掲げた『克己』の旗を見上げる。

　そこには、ここに立てないけれどいつも自分の背に立つ男が。

　江坂仁が不敵な笑みを浮かべて、両腕を組んで見守っていた。

「──反則、一回！」

　黒瀬は主審に向かって頭を深く下げて、面金の中で見えないように舌を出す。

　──今に見てろ。




「始めっ！」




　村雨が、このまま残り僅かな時間、逃げ切ってみせると真まっ直すぐに竹刀を伸ばす。

　反則勝ちを狙わせて何かを仕掛けてくる。絶対に、その手には──。

「──ッ!?」




「雄ぉおおおお───────羅ァアああああああッ!!」




　暗闇の世界に、炎が灯ともる。

　構えから逆足の左を擦って前へと進め、ゆらりと諸もろ手てを掲げて腕が綺き麗れいな菱ひし形がたを描けば──一年生で、秋水大付属の村雨時斗にとって未知であるその型は完成する。

　──上段っ!?

　一瞬の虚を突いて。

「うぉおおおおお[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]らああああッ!!!」

　黒瀬は遠間から飛べる左足前を利用して、命を燃やし尽くすような激しい諸もろ手て面を仕掛けて飛んで来た。

　村雨は幻視する。その軌道に、背後に、誰かの姿が映る。

　激しく燃えさかるような意志を宿した瞳を持つ男の想おもいを背負って、この男は飛んでいる。

「あ、あ、あぁああぁあああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あああッ!!」

　しかし──村雨は神経を焼き切る痛みに耐えるように吠ほえ、燃えさかるその一刀に抗あらがう防御を、咄とつ嗟さに表避けで作り出した。

　──そんな付け焼き刃で『常勝』が斬れるかッ！

　ようやく継承された精神は、命よりも大事な旗印を守って尚なお、どんな炎でも焼き切れない。

　黒瀬の一刀は、届かなかった。

　──ああ。

　届かないように、最初から間合いを調節して跳んでいた！

　──やっぱり馬鹿は、盛り上げてやるに限るんだよなぁ……。

　黒瀬誠が自負する武器は、冷静。それから、矜きよう持じ。

　──人の技なんかで、誰が勝つかよ。

　断じて恵んで貰もらった付け焼き刃で勝ちに行くほど、堕おちてはいない。

　空踏みの左足を右足が追い越す。力が無いためと騙だまして付けていた右手がハンドルとなる。

　──おれは、おれだッ！

　面から制御された一刀は、防御に構えた村雨の刀の根元へ、手首を返して落ちていく！




「小ぉっ手ぇえええええ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っしゃああッ!!」




　涙を流した一年前、必ず果たすと誓った雪辱を終えて。

[image: ]

　誇りに生きた男は最後に赤旗を三本、割れんばかりの会場に、美しく咲かせた。

「小手あり！　──勝負あり！」




　×　×　×




「……そうか」

　乾快晴は、正座のまま閉ざしていた眼めを静かに開く。決して責めるつもりはない。

　自慢にならないが、最後の一本はおそらく、一年前の自分でも喰くらっていたことだろう。

　素直に生きる人間には、一度嵌はめられてみないとどうしても分からないことがある。

「顔を上げてよ、村雨」

　だから面倒を見てきた後輩が、その罠わなに嵌はまったことがどこか誇らしく、愛いとしかった。

　面も籠手も取らないまま、自分の目の前で村雨は言葉無く土下座をしている。

　顔を上げると、涙はない。しかし自分を許せない者の、淀よどみを落とした瞳が眩まぶしかった。

「……次勝てばいいなんて、僕は言わない。君が一年生でもだよ」

　高潔な人間は、誰が何を言おうと、自分で自分を許すことができない。

　そういう人間になってくれたのだと信じて、快晴は笑った。

「君はもう、自分に克かてる。だからこれからは、常に誰かに勝ち続けてもらう」

「……………………」

「君が、次の最強になってくれ。それが罰だ」

　言い訳は無用。結果が全て。どんなときでも常に勝つ。

　そんな厳しく険しい道を強いる以上の呪いは、きっと存在しないだろう。

「できるよね？　君は『常勝』秋水大付属の、僕の後輩なんだから」

　けれど、それゆえに唯一無二で美しくて、自分が愛したものだから。

　一番目をかけた人間に、自分が良いいと思ったものを、どうか受け継いでほしかった。

「……分かりました」

　礼を終えて上がった顔つきは、未来の光を感じさせて澄んで鋭い。

「落とし前は、付けさせてもらいます」

　初めて見る彼の本当の笑顔は、呪いが解けた妖刀のように、澄んで美しかった。

「よし。……それじゃあ、ここは僕が立て替えておこう。やっっっと暴れられる！」

　応えるように、快晴の表情が晴れ渡る。

　ようやくだ。この瞬間を待っていた。

「やっぱり性に合わないことなんてすべきじゃないね。結局、自分のやり方が一番だ！」

　また一つ、遠回りして学んだ。これでもっと強くなれる。

　曇天を抜けたような晴れやかな気持ちで面を着けていると、近くに仲間が寄って来た。

「ただの確率的な収束だというのに、馬鹿は救えませんね。いやいやご神託（笑）ですか」

　紺野はひと月経たっても、相変わらずぶん殴りたいし改まらないままだし。

「結局こうなるんすもんねー。オレ、終わったら『直接勝負なら分かんなかったっすね！』で悠センパイんとこ行く予定だったのに」

　影下はいつになっても誰にでもいい顔をして、隙あらば売ろうとするし。

「ぼくそろそろ疲れすぎて眠いんだけどもねえ……」

　瀬川なんてこんなときでもマイペースだ。

　おまけに村雨も、泣なき止やんだかと思ったら笑うだけだ。

「……あのさあ、君たち。僕今から代表戦なんだけど、一言ぐらい応援はないの？」

　本当に、勝てる以外は頭がおかしい奴やつばかり。

　そんな奴やつらがみんな、鏡を見せつけるみたいに口を揃そろえて言った。

「──だって乾快晴は、勝って当たり前なんだろう？」

「まあね」

　全ての準備を整えて、快晴は剣を握り、立って歩き出す。

　その表情に笑みすら浮かべて、晴天の男は天衣無縫。

「……やっぱり、君を斬らないと終われないか」

　虫が良すぎると思っていた。

　非情を選んだように思えてその実、あれは最後に残った自分の甘えだったのかもしれない。

　だから今度こそ、快晴は仲間を背後に置くことで退路を断ち。

「死し合あおう。藤宮」

　乾快晴はその旗印を背負って、最後の場所で殺し合うべき仇きゆう敵てきを待った。




　×　×　×




「やっぱりなあ」

　水上悠は、正座をして大将戦の最後から着け始めていた面を、ようやく着け終わった。

　賭けをしていた。黒瀬が勝つのが先か、自分が完璧に準備を整えるのが先か。

「お前には、負けたよ」

　大将戦から帰ってきて、目の前に立って腕を組んで笑う黒瀬に向かって座礼をする。

　黒瀬が自分の危機に自分で気が付き、場外に出た瞬間悠は自然と悟った。

　──あいつは絶対、約束を守る。

　だからあのとき動いたことも、今こうして頭を下げていることも、決して計算じゃない。

　この頼もしくいつも冷静な男とは違い、馬鹿の自分はいつも身体からだが先に動いてしまう。

「てめぇとの借金は、これでチャラだ。……今、利子付けて、返してやる！」

　そんな黒瀬が声を荒らげて、にやりと牙を剝むき出だしにして、握った拳で悠の肩を叩たたいた。

「いつまでも、古い伝統引きずってんじゃねぇ。一番そこにいて欲しい奴やつが最後に戦うなんて、もう古いんだよ！」

　あの人が行けなかったさらにその先へ、自分たちは行く。

　だったら、昔と同じでいい訳がない。その古い場所さえも踏み台にして、最後の戦場へ。

「おれたちの最後に戦う人間は、一番強い人間だ。一番勝ちたくて仕方が無くて、全員のために血を流してきた人間だ！」

「……ああ」

「行けよ、水上」

　最後の灯火を継げと、繫つながる炎は黒瀬の右拳に。

「──お前が藤おれ宮たちの、部長なんだろッ！」

「ああ！」

　今、確かに受け取り、叩たたかれた心臓はどくんどくんと熱く燃えさかる。

　その業ごう火かの眩まばゆい光に惹ひかれて、死んでも治らない馬鹿共はもっと燃やせと集って笑う。

「早く片付けて来てくんねえスか、水上先輩。俺はさっさと全国行きてえんだよ！」

　せっかく落ち着いたと思ったのに、八代は昔に逆戻りして自分勝手に笑っている。

「そうじゃ！　はよして！　ボクは強ならなあかんし、島のみんなに見せないかんの！」

　それから教えてやって伸びまくったのはいいけれど、蓮は夢中になって恩義を忘れるし。

「やっぱ全国優勝したら今よりもっとモテんのかね？　乾より問題はそこだよな」

　城崎は負けたことを忘れてたように、腕を組んで楽観的に考えているし。

「いうほどモテてぇか？　どっかの部長が僕モテすぎて困るぅーぴえーんって吐いてたが」

　黒瀬なんて平常運転で最悪だ。こんな土ど壇たん場ばで傷を抉えぐるな。

　誰か味方はいないのかと、悠はふと、後ろを振り返る。

　なんと先せん鋒ぽうを務めていたはずの千ち紘ひろが、面を着けていた。

　──おいおい、そっちもか？

　似たように囲みから立った千紘も、振り返ってこっちを見る。

　千紘はいつもみたいににかっと笑い、籠手のままぶんぶん両手を振って唇で言った。

　──先行って、待ってるでー！

「……あのさあ、お前ら。代表戦って今からなんだけど、俺が負けるとか思わないのか？」

　どいつもこいつも人としては良い奴やつだけど、救いようのない馬鹿ばかり。

　そんな奴やつらは集まれば集まるほど、より熱く燃え上がって笑って言うのだ。

「──だってお前が勝たなきゃ、誰が勝つんだ？」

「まあな！」

　心身の準備は全て整い、悠は剣を握って歩き出す。

　想おもいを背負えば背負うほど身体からだは軽く、天衣無縫の境地へ悠は再び辿たどり着つく。

　しかし一年前の全国決勝とは違い、そこへ辿たどり着ついたのは自分だけではなかった。

　白線の彼方に立つ快晴は、『常勝』の旗を背負って光って見える。携えた刀が真剣に見えた。

「やっぱり、お前は追いついてくるんだな」

　運命からは逃れられない。分かっていた。

　はめ手に憤いきどおったように思えてその実、あれは最後に得ようとした安寧だったのかもしれない。

　でももう、逃げ場はない。退路はみんなが斬ってくれた。

「……死し合あおう。秋水」

　水上悠はその旗印を背負って、最後の場所で殺し合うべき仇きゆう敵てきの元へ歩いて行った。

　いつも、二人一緒だった。

　剣を構え、全てを忘れて無邪気に遊べるこの頂点さえあれば、他に何もいらなかった。

　けれどもう、遊んでいられる時間は終わり。

　握った剣は他の男たちと磨いた真剣に代わり、斬り合えばどちらかが必ず死ぬ。

　もう、元通りには戻れない。……それでも。

　──俺は。

　──僕は。

　──お前を斬ってでも、この先へ行きたい！




「──行くぞ秋水。お前らを斬るのは、藤宮俺たちだ！」

「──行くぞ藤宮。一番強いのは、秋水僕たちだ！」




　一歩、二歩、三歩。決別の剣を携えて、世界の中心を奪い合う。

　立ち上がる前の一瞬、二人は燃える眼めを開く。

　目指すは最強の先、つるぎのかなた。

　終点ここで、今──。




　覇を競う！




　×　×　×




「始めっ！」




　間かん隙げきのない六合、新星の誕生が如ごとく光は瞬またたく。

　剣の交差で重力が歪ゆがみ、拮きつ抗こうする力が音と空気を吸い込んで撓たわみ、地へと落ち──。

　世界に触れた力は真空から生まれ落ちるが如ごとく、爆音と震動で一挙に会場を吞のみ込んだ！




「我ァあああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]殺ぁああぁああッ!!」

「殺あああアアア[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]羅ァあぁあああっ!!」




　稲妻の落ちた中心で牙を剝むく化物が二頭、重く殴り合うような右拳と機械のように動く眼球で相互に刹那四度の虚を混ぜ打ち消し合う。鍔つば迫ぜり合あいは始まったがすぐに終わる。

　がぎんと触れた面めん金がねは斥せき力りよくを放つ磁石のように、二人を後方に吹き飛ばす。燃えるような摺すり足あしの擦過音。二人以外には音しか追えない。

　嚙かみ合あう剣の化物は縮地で詰まった近間で三合、既に火花を散らしていた。

「はぁァあああ───しゃああッ！」

　僅かに先手を取った悠が、中心を奪い喉に竹刀を向けて静止する。払わなければ刺突で殺す。払ってくれば変化して飛び込み胴で殺しきる！　完全必至の、悠の悪魔の二択。

「だぁあッ！」

　どちらも選ばぬと、快晴は竹刀を下げたまま喉を晒さらして前へと飛び込んだ。思考誘導で隠された唯一正解の一択をその眼めは光って見つけ出し、その場で舌打ちと共に手打ちした悠の胴を殺す。再び密着──。

　──鍔つば迫ぜり合あい！

　快晴が得意とする、相手を吞のみ込む絶対の間合い。しかし瞠どう目もくしたのは、快晴自身だった。

　呼吸がし辛づらい。身動きが取れない。世界に広がる同心円が、自分に向かって狭まっていく。

　蒼あおく凍っていく氷の眼めを釣り上げて、その支配を身につけた悠の表情が語る。

　──お前にできることは、俺にもできる。

「殺ャぁああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]やああッ!!」

　誰にも逃れ得ぬ、最強の男の支配。しかし唯一現あらわれた例外に、今度は悠が瞠どう目もくした。

　揺らめく変幻自在の足あし捌さばき。残像が両眼を狂わせて、呼吸と瞬まばたきに応じて力を散らす。

　紅あかく燃えさかる焰ほのおの眼めを釣り上げて、そっちこそ忘れてないかと快晴の口角が上がる。

　──君にできることは、僕にもできる。

　そして。

　一瞬の隙を突き、快晴の眼めは氷へと相転移。反動を乾けん坤こん一いつ擲てき──振り上げて放つ！

　──引こきの面技だけは、君にも真ま似ねできないッ！




「メぇえェえ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んりゃああああっ、たぁああッ!!」




　快晴の宝刀が、落雷のように鋭く激しく一直線に落ちて音を響かせる。

　確かに当たった一本は、しかし旗が上がらない。驚異的な見切りで首を捻ひねって回避し、悠が肩口で受けたからだ。

　──躱かわすと信じた。君ならな！

　快晴は残心から既に動き出している。片目を瞑つぶって痛みに耐える悠の動きが僅かに止まった。

　この瞬間を待っていた。万人を屠ほふってきた愛刀を使い捨ててでも──勝つ！

　──十連。殺し切れっ！

「らァアアああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あああああッ!!」

　快晴が力を溜ため叩たたき付つけてくる前の刹那、悠は肩を灼やく痛みと強襲の直感に歯を食いしばる。

　どうする。二択だ。打ち合うのか────いや。そうすれば必ず打ち負ける。なら一つ！

　──全部、捌さばき切ってやるッ！

　巻き起こる剣の晴せい嵐らんに、悠は身一つ刀一つで突っ込んだ。

　超速かつ剛直な快晴の剣撃は、自分の眼めでは見切れない。そう判断した悠は。

「う、お、お、ぁあああ──────らあああッ!!」

　ただ快晴の眼めだけを見て、打突を見ずに全てを読み切ることを選んだ。

　それは思考さえも置き去りにする境地。剣は全てを知っていると、身体からだを委ねた。

　絶世の剣舞が、流星のように降り注ぐ快晴の連続攻撃を捌さばいていく。

　轟ごう音おんと地鳴りの中で惑わず止まらず、悠の竹刀が未来を斬り拓ひらく。受けて躱かわして立ち止まり、無防備で逆らわずに一本避ける。竹刀を伸ばした。刺突が死ぬ。右手を抜く。

　小手が外れて────半分。流して落としていなして打った。残り一本。

　──抜けた、が。

　本命は、初めからこの一本だけだ。快晴はだんと大きな空踏みを一つ、迫って仕掛ける。

　悠が表避け。右籠手が空いた！

「小っ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　空気が、揺らぐ。悠の眼めに宿った焰ほのおが快晴を吞のんでいく。

　本命の一本を罠わなに張っていたのは──逆だった。罠わなの右手を抜いて、左手一本！

　──逆胴この技だけは、お前でも躱かわせないッ！




「どォおおおおおらぁああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ、しゃあああッ!!」




　弧を描いた左手一本の美しい軌道を、終着点で下から合流した右手と曲芸のように合わせて全身全霊の一本が、快晴に吸い込まれる──！

　びりびりと伝わる手の痺しびれと、凄すさまじい破裂音。その手応えに──旗は、応えない。

　快晴が出で鱈たら目めに途中でキャンセルした剣が、悠の逆胴を叩たたき付つけて落としたのだ。

　──折れた。もうこの技は、使えない。

　互いに愛刀を捨てて再びの鍔つば迫ぜり合あい。苛烈な形相を浮かべながら、二人は考える。

　──元から持っていたものは、変わらず互角。ならば。

　ここからは、この一年で互いに積み重ねてきたものの勝負──。

　悠と快晴が鍔つば迫ぜり合あいから、竹刀を伸ばして下がり合う。互いに緩みはなく打てない。

　二足一刀に切れた間合いで、快晴は剣を下げて呼吸を整える。

　そして悠は、同じく剣を下ろして呼吸を変えた。

　──行くぞ。力を借りる！

　他者と向き合い手に入れた自分の力。誰かを背負えば背負うほど、この剣は多彩かつ流麗に。

　変幻自在の柔剣となって、敵を斬り捨てる！

「疾ゃぁあああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッたああっ!!」

　円を描くような独特の足捌さばきの既視感を、快晴は即座に理解する。

　燃える炎の闘気を背負う背中に、蜃しん気き楼ろうのように男がひとり浮かび上がった。

　──樋下蓮。

　しかも、本人よりもずっと完成されている。これが悠の力。

　だったらどうする。自分も応じるか。秋水の人間を適宜ぶつけることなら、僕にも──。

　──いや。

　最も勝ちに貪欲な者は、失敗から即座に学ぶ。無為に終わった作戦を忘れはしない。

　──小こ賢ざかしい考えは捨てろ。誰の力も借りない。

　僕は、僕だ。誰のどんな型にも染まらない。染まってやる必要がない！

　──一番強いのは、この僕だ！

　己と向き合い続け手に入れた自分の力。誰かを屠ほふれば屠ほふるほど、この剣は単純かつ最強に。

　絶対無比の剛剣となって、敵を残虐に打ち倒す！

「殺ァぁああああ──────────亜ぁああアアアぁあッ!!」

　暴風のような咆ほう吼こうと共に、快晴が進撃する。

　ぎょろりと上下左右に最強の眼めは動き、その独特な動きを一瞬で看破していく。

　悠の判断は速い。ヒビが入ったと見るやすぐにその刀を捨て、呼吸を入れ替える。

　跳ねるような超速の足捌さばきが、曲線から直線──敵の眼めを僅か狂わせて。

　纏まとった城崎の残像が、得意の二連打を越えて快晴に襲いかかる！

「「手ぇ面胴ッ、たぁあああ─────っしゃあッ！」」

　しかし即座に同じ技を重ねて、快晴がその技を折る。間合いは詰まって零距離に。

　悠との体格差を有利にみた快晴が、下腹から体幹を使った全力の体当たりを仕掛ける。

　しかし──悠は小柄でも動じない。超人的な体幹とその呼吸が、岩のような堅けん牢ろうさを現す。

　瀧本──であれば対処も分かると、快晴は間を置かず風のように動いた。固めた悠の身体からだは左右左と翻弄するフェイントについて来れない。今だと、捨てた引き面の挙動を一つ混ぜ、

「胴ッ、しゃぁあああ────────やあッ!!」

　今度は渾こん身しんの引き胴を、間合いを蹴飛ばすように放った。

　だが、悠には当たらない。呼吸を一つでも浅く吸えば、頭脳は冷静に回転する。

　眼鏡を通したように未来を読んで、快晴の竹刀の支点を的確に落とせば力は不要。

　背中に纏まとった黒瀬が、切れた間合いを見抜いて言っている。──追え。

「雄ォおおおお[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]らああああッ!!」

　牙と闘志を剝むき出だしにし、駆け出す魔犬のような八代の呼吸が身体からだを巡り快晴を追う。

「殺ゃぁああぁぁああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]らああッ！」

　咆ほう吼こう一つで、しかしその勢いを殺した快晴は、一足一刀に詰まる間もなく飛んでいた。

　単純だが破壊力のある飛び込み面が、悠が呼吸を変える前に、脳天に、

　──かちり。

　繰り出されるのを待っていた。八代を模した猛追は虚。

　悠が真に纏まとっていたのは、最も罠わなに長たけた食らい付く狼おおかみの姿──！

「どぉおおぉオオオ───────らああッ!!」

　嵌はめられた快晴は、

　──そのまま行け。止められない！

　捨てた選択肢の反動すらも利用するただ一本の剣となり、前へと飛び込む。

　ずがん、と快晴の胴体が竹刀を吸い込んで鈍く鳴る。しかし旗は一つとして当たらない。

　快晴の超速が間合いを食い破り、悠の返し胴を元打ちにした。そしてその場で身体からだを燃やし、悠が抜けた左方向に即座に回転する。

　焼け付く足裏。収縮する腓ひ腹ふく──爆発して距離を跳び、同じく残心の回転の悠へと詰める。

　右片手一本で抜いた残心、近間。

　悠と快晴の脳裏に過去の戦いの記憶がスパークし、弾はじけるように同時に技を選んだ。

「小ぉッ手ぇえええ─────羅ァっ！」

　快晴は刺突ではなく、やがて戻される悠の左手の位置を読んで小手を。

　その危機を察知し、回転時に呼吸を入れ替えた悠は──右片手一本のまま。

「雄ォおおおお[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っしゃああッ！」

　継いだ江坂の上段が如ごとく、右足前の片手面を繰り出した。

　快晴の眼めは、見破る。首を捻ひねって躱かわす。悠も快晴の小手を過ごして左手を戻す！

「「メぇえええんっしゃぁああ─────らああッ！」」

　相引き面。白、快晴が一本──他は取り消し。悠が下がりながら一瞬それを見た。

　呼吸が絶えた。全部、使い果たした──。

　咆ほう吼こうすらも忘れて、快晴は駆け出していた。それは、勝ちを嗅ぎ取る本能の嗅覚。

「メぇええ─────────ん、やぁああッ!!」

　悠にとってはほぼ二足一刀である距離で、快晴の鋭くしなやかに伸びた一本が放たれる。

　竹刀で受けられただけで、奇跡だった。超速で跳んでも快晴の眼めは、悠の動きを見逃さない。

　──裏避け。

　正中線に対して竹刀を左斜めに倒し、面右籠手右胴を隠す最も堅けん牢ろうな守りをこの状況で。

　──無理か。次は、何でこじ開ける。

　面に繰り出した快晴の竹刀が、守る悠の竹刀に触れた、その瞬間。

　──ああ。死んだ。

　世界から音が消え、時が止まってそう悟る。

　唯一動いているのは、快晴の脳内と、スローに残像を描く悠の竹刀。

　変幻自在の型は、状況に合わせるためか。教えるためか。全部合っているが、正解でもない。

　──喰くらえ。

　その幻惑の本質は、この瞬間宿敵を殺とる為ためだけに独り鍛えた、秘剣を隠しておく結界。

　頂点から、右に向かって弧を描く必要は無い。

　敵の竹刀を受けて左斜めに倒れた竹刀は、あとは返すだけでその軌道を描くからだ。

　かつて空間ごと断つと評された鬼の一刀は、流麗さすらも視認できず、コマ送りに動いて。

　受けて。吸収して。──返して。

　破滅の雷を呼ぶ咆ほう吼こうと共に────時ごと断ち切って放たれる！
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　骨ごと断ち切るような右片手一本の残心が、過程を斬り裂き結果を残す。

　麻ま痺ひでいかれてしまった胴体を触ることもなく、快晴はその場で目を閉じた。

「胴あり！」

　──面返し、逆胴。

　そんな技は剣道にない。けれど常識とはそもそも、天才に破られるためにある。

　立ち尽くし、この一本を取り戻して抗あらがう術を考えるが──自分の頭では見つからない。

「──止やめ！」

　呆ぼう然ぜんと息を吐く快晴に、試合を止めてなぜか主審がやって来て、言う。

「胴が……割れて、います。誰かと、替えてもらうように」

　その技は会場を恐怖に叩たたき込むと共に、心ごと持ち去っていた。

　快晴は開始線に戻り、悠と構えてから竹刀を納める。

　慌てて破片を回収しにかかる職員をよそに、悠はコートの中で静かに正座して居座り続けた。

　──隙がない。

　ゆっくりと立礼して、快晴は一歩コートを出る。その動作はどこか、心の準備に似ていた。

「──おい。何をちんたらしているんです、この馬鹿が。頭だけでなく身体からだも鈍いのか」

　だからそれを気に入らないと、天あま邪のじ鬼やくに奴やつは現れる。

「さっさとその場に跪ひざまずけ。オレが介護して全部替えてやりましょうか？」

　紺野翼は、外した自分の胴を持って快晴の面金を殴る。

　なくなっていたはずの心はしかし、自動で弾性を取り戻して舌打ちを紡つむいだ。

「うるさい。自分で出来るから胴だけ渡せ」

　快晴は白線際で正座して籠手を外し、胴どう紐ひもを引っ張って外す。摑つかんで顔の前に掲げてみると、本当に断面に禍まが々まがしくひびが入っていた。

「……死んだ、と思ったよ」

「キミの生き死にに興味はない。強いて言うなら死んでいて欲しいですよ」

　胴を交換すると、ついでに憎まれ口も置いていく。紺野翼は変わらない。「いつもは、な」

　良くも悪くも自己中心的なこの男は、大事なところで仕事を必ずこなす。

　そうやって帳尻を合わせて、秋水で生き残り、戦い続けてきた。

　背中に交差する二本を結び終わって、腰こし紐ひもに手を伸ばすと、払われる。

「前だけ、見ていろ」

　忌いま々いましいと手を振ってから、紺野の手がきつく、きつく、その紐ひもを結んだ。

「お前は、眼めだけは良いんでしょう。だったら言い訳などさせない」

　結び終わったことを示すためだ、と口実を得て。

　誰にも触れなかった紺野の手が、熱く燃えて快晴の背を叩たたいた。

「馬鹿だから読めないのか。あそこに、何て書いてあるッ！」

　見上げると、漆黒に縁取られた旗印の周りには、自分が背負う者たちが、後ろに控える戦い終わった者たちが、地に付けまいと命を賭けたもの。

『常勝』の二文字が、強く不朽のものであると示してはためいていた。

「……そうだな。僕の生き死になんて、些さ細さいな問題だ」

　嫌いな男の鎧よろいを纏まとってでも、死んででも、皆のために命を捧ささげて勝ちをもぎ取る。

　それが秋水大付属の、主将の生き様。

　快晴は立ち上がり、紺野を追い払い、最後に白線に入る前に仲間の方を振り返る。

　最後まで貫き通すことを自分たちでも示すように、みんなは腕を組んで動かなかった。

「大丈夫だって。僕は、追いつくのだけは上う手まいんだから」

　戦場で、笑う境地。

　辿たどり着ついて快晴は、雲の上を歩くようにふわふわと、三歩歩いて剣を抜いた。

　構えて悠と軽く礼をすると、主審が息を吸い、告げた。

「──始めっ！」

　号令の「め」の辺りで、既に快晴は前へと滑っていた。

　開始直後が、実は一番隙があるとか。その技だけは、悠にとって唯一の想定外であるとか。

　合理を捨て去って振りかぶり力を溜ためるその挙動が、実は己にこそ最も向いている、とか。

　何も考えていない。

　身体からだは、剣のお願いを聞いてあげるためにある。その境地に、快晴は刹那足を踏み入れた。

　噓うそのように動く身体からだは、きっと死んでしまっているからこそ。

　けれどこの想おもいは、担になった者の想おもいだけは、地には着けずに届けて見せる。

　無我の境地で、大きなテイクバックを取った快晴に間合いを壊され、悠は。

　──くそ。……ふざけんな。速すぎる！

　奪った心を取り戻され、今度は自分が絶対的に折られてしまう未来を悟った。
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　追いつく天才は、悠の最強の長所──誰かを担になうことすら対等になったと見せつけて、開始数秒でその稲妻を逆側に叩たたき返した。

「──胴あり！」

　快晴の担かつぎ胴が、割れんばかりの音と喝采をもって白旗を三本生やしてみせる。

　──今のは、もう打てない。

　接続できた何かがぷつんと切れるのを感じ取り、しかし快晴は余裕を演じた。

　倒れろ、死ね、諦めろ──残った眼力で心を砕く。

　もう動けないだろうと、自分にも返ってきた反動を隠して強く構えた。……対する、悠は。

　──まだだ。……まだだッ！

　その場で一度縦に高く跳ね、どしん！　と脚を開いて着地し地を鳴らす。

　旗よ引っ込めと言うように。まだまだ身体からだは動き、切り結べるのだと叫ぶように。

　死なない鬼の形相は、心が砕けてもなお、約束への想おもい一つで動き続けた。

　開始線に戻って睨にらみ合あう二人は、とうに限界。……それでも。

「──勝負！」

　この戦いは、どちらかが真に斃たおれるまで終わらない。

　嚙かみ合あい、殺し合う果てに、もう止めろと神が笛を鳴らしても。

「延長！　──始めっ！」

　人を辞めた二人は、背負ったもののために、最さい期ごまで戦い続ける──。




　×　×　×




　突き放しても、突き放しても、快晴は食らい付いてくる。

　どこまでも纏まとわり付つく絶望を払うように、悠は剣を振るい続けた。

「はぁ……っ、は……っ」「……は、……く、……う、……っ」

　共に、既に限界を超えている。けれども諦めるという選択肢だけは、なかった。

「う亜ぁあああ────、っ、たああッ！」「しゃぁああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]、やあッ!!」

　いくらでも連続で振れた剣は、もはや二合までしか同時に振ることができない。

　共に倒れ込むように鍔つば迫ぜり合あいに持ち込むが、しかし──。

「我ァあああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]殺ぁああぁああッ!!」
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　声は枯れない。強く押しても斃たおれない。

　背負った想おもいが死に体を立ち上がらせて、意識が朦もう朧ろうとしても切り結ぶ。

「──止やめ！」

　何度目の延長の中断だろう。どれぐらい切り結んでいるのだろう。

　自慢の体内時計はとうに壊れて、悠は今、左脚も壊れてしまったのが分かった。

「深呼吸をして。息を整えてください」

　固唾を吞のんだ主審の声が、どこか遠い。振り払えなかった絶望が暗雲の如ごとく身体からだを包んだ。

　あと、この脚では跳べて一本。何を選ぶか。相手はどうか。……快晴に、先はあるか。

　──ある。そういう、奴やつだ。

　もはやこれまでかと、悠は窮屈な天井を仰いで、審判の指示通り深呼吸を始めた。

　せめて空が、見えたら嬉うれしかった。そんなことを我わが儘ままにも思っていたときだった。

　わあっと、割れんばかりに突如と場内が沸く。

　悠も快晴も審判団も、それから控えるみんなも、一斉に声が向けられている方角を見る。

　そこに──もうひとつの炎は、三本紅あかく燃えていた。

「小手あり！　──勝負、あり！」

　例え一緒に戦えなくても。見てやることは出来なくても。

　裏側で戦い続けていてくれた自慢の花たちは、確かに誓いを果たしてくれた。

『──先行って、待ってるでー！』

「……はは。…………はは、は……っ」

　そうだった。何度も教えて貰もらったことなのに、どうして忘れるんだろう。

　苦しいときこそ、戦場でこそ、最後まで悟らせないように笑っているべきだ。

　悠は最後に、団体戦前、ひとり陣頭で振り返ったあの瞬間を思い出す。




　×　×　×




『──行くぞお前ら！　一番強いのは、藤宮俺たちだッ！』

　あのとき、闘気を全身に漲みなぎらせて、きっと応えてくれるはずだと振り返った。

『……あ、あれ？　なんでみんな黙ってんの……？』

　なのにみんな、ため息をついたり頭を振ったりと呆あきれて、全然応えてくれなかった。

『あのなー、ゆーくん。あんたまた顔怖なってんで？』

『……ちっひ』

　そんな自分をいつも諭して、怖がらずに分け隔てなく千紘は肩を組んでくれる。

『笑い。うちは、にこにこ家庭がええねん。怖いのんはやめてや！』

『……そうだな。いつも、ありがとう』

　片方が駄目なときは、もう片方が支えてくれる。そういう風にやってきた。

　笑顔を交わしていると、今度は千紘とは反対側の肩を下からつんつん突かれる。

　振り返ると、鋭い葉は月づきのビンタがしなって頰で爆音を鳴らしていた。

『お目覚め？』

『……か、……は……っ。はー、さま……。……つよく、……なられて……』

『ん。鍛えた』

　ぐっと握りしめる拳と葉月の笑顔が、眩まぶしい。

『また、勝とうね。部長！』

『……ああ。ちっひとみんなを頼んだぞ！』

　両肩が組まれると、ボディががら空きになる。そこに刺すような本命の蹴りを食らった。

『史し織おり。胴あるから痛くないんだけど……』

『良心を痛めろと言っているんですよ！　わ……私の前で！　他の女と！』

　こんなときにそんな感情を持てるなんて、随分頼もしいなと悠は笑った。

『だってお前、逃げ回るからまだ彼女じゃないじゃん』

『……きょ、今日勝ってくれたら。……私も逃げないかも知れませんよ、悠先輩っ！』

　好意的な解釈が過ぎるだろうか。

　そんな風に、ご褒ほう美びは最後に置いていてくれてるって考えるのは。

『えっ……。み、水上部長、まだ付き合ってないんですか？』『そうなんですか？』

『お、おお……一年ズ？』

　過当競争の蠱こ毒どくを勝ち抜いた、それほど構ってやれなかった女子二人はにやっと笑う。

　藤宮の伝統である生意気美人を発揮して、史織には遠慮もなく両側から抱きついてきた。

『うわあっ!?　ど、どうした!?　なに、なんでっ!?』

『フリーの今のうちに御ご利り益やくをっ！』『絶対勝つんで許してくださーいっ！』

　士気向上のためだと、千紘と葉月が史織を押さえる。

　測り方はどうかと思うけど、本当に良いチームだった。……それに比べて。

『やしろん、助けろよ……。ていうかお前なら、こんな大事なときに女とふざけんなって』

『言う訳ねえだろ。あんたも、最後まで分かんねえ人だなあ』

　嚙かみつく場所を弁わきまえるようになった自慢の後輩が、鼻の傷を搔かいて穏やかに笑う。

『あんたは、好かれて当然の人だろ。だから部長なんじゃねえか』

『……や、八代？』

『そうじゃ。ボクも御ご利り益やくもらっとこ！』

　同級生だからと一年女子を引き剝がし、蓮は悠の手を強く握る。

『部長。いっぱい、いっぱい、ありがとう！　……ボク、絶対、勝って返すからね！』

『……蓮』

　前途ある純粋な笑顔は、もうどんな悩みにも染まっていない。

　まだ見守りたい。引退したくないと、強くそう思うのは、自分だけではないみたいだった。

『なあ、悠。個人戦があんだけ楽しかったんだから、団体はもっと楽しいよな？』

『……俊介』

『オレさあ、負けて気付いたんだよな。一発ぶん殴りてえとか、実はただの口実でさ』

　一番近くで、一番こんな風に格好良くなりたいと願う男が、にかっと笑う。

『オレはただ、お前と遊んでみたかった』

『……不器用な奴やつ』

『釣り合いが取れてるだろ？　……行こうぜ、部長。オレが手を貸してやる！』

　城崎が手を握った後に目の前で現れた男に、悠は手を引っ込める。

『お前は、こう思ってる。全員来てもクロだけは何もして来ねぇ』

『……合ってる。だってお前こういうのガラじゃないもん』

『正解。つーわけで逆に張るんだよなぁ』

　黒瀬はその右手で眼鏡をくいっと上げた後、顔の横で掲げる。

『お前ら、馬鹿がかかったぞ。囲め！』

　逃れる暇も無く、頼りになる参謀はその作戦を完了していた。

　悠の周りを、男女問わずに全員の円陣が取り囲む。黒瀬と中心で二人になった。

『おい部長。おれたちは全国に行きてぇとは思ってるが、本当は秋水と桐とう桜おうには想おもいがねぇ』

『……え？』

『……おれたちが一番上に行きてぇのは、お前の一番行きてぇところがそこだからだ』

　じんわりと沁しみて、言葉が胸を打つ。口を開くと我慢できそうにないから黙っていると、黒瀬は駄目押すように眼鏡を外して、「癪しやくだが認めてやんよ」と言ってにやっと笑った。

『みんな、お前が好きなんだ。だから何か返したい。単純に、そんだけの話だ』

『……っ…………』

『行こうぜ、部長。今日はおれら全員、お前のために勝ってやる！』

　黒瀬がそう言って手を握ると、堪えきれずに、試合前なのに涙がぼろぼろと溢あふれた。

　きっとみんな怒るに決まってる。ほら、黒瀬なんて呆あきれて笑って──？

『はい、おれで泣いたな。ちょろすぎなんだよなぁ……。お前ら、後で千円な』

　あーあ、の声が全員から一斉に溢あふれる。

　そして雑ざ魚こ、役立たず、弱すぎる。そんな多種多様な罵ば詈り雑ぞう言ごんが浴びせられて、悠は。

『……お、ま、え、らぁああ────っ！　絶っっっ対、覚えてろよ！』

　涙が蒸発するくらい、簡単に乗せられて燃え上がってしまった。

　黒瀬の手を引いて、全員の円陣の中に混じって悠は叫ぶ。

『今度は俺が、お前らをみんな泣かせてやるからな！』

　──だから。

　藤宮の真の旗印である笑顔を全員で掲げて、もう役目を終えた人たちにも届くように力一杯。

『最後は、勝ってみんなで笑って帰ろう！』

　この体育館の天井を突き破り、蒼そう穹きゆうに届くように高らかに。

『行くぞみんな！　絶対、完全優勝だ！』

　藤宮高校剣道部部長、水上悠は誓った──。
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「──構えて」




　──諦めて、たまるか。

　負けない。絶対に負けられない。

　例えここで死んだって、二度と剣を振れなくなっても構わない。

　心に焼き付いた仲間の声が、弱気の虫を焼き殺す。背負った旗印が足腰を立たせる。

　最後の一滴まで命を燃やし尽くす心の炎熱は、悠に強く剣を握らせて。

　──俺は。

　背負った人たちの想おもいを、蜃しん気き楼ろうとして背後に立ち上らせる！

　──みんなを連れて行くって、約束したんだッ！




「始めっ！」




「我ァああああああ─────ぁ殺ャあああああ──────あああああッ!!」

　断末魔のような決死の咆ほう吼こうを上げる悠が、剣先を刹那揺らがせる。

　対たい峙じする快晴に、思考はなかった。もはや本能としか言う他なく、前へと足を踏み込む。

　同時の剣けん閃せんが三合、真横に落ちる雷のように炸さく裂れつして快晴を襲った。

「ギィぁあああああやあぁああ─────ああああッ！」

　幻影の二本を見破るまでが精一杯だった。

　最後の一本──小手が、快晴の腕を叩たたく。

　腕だ。元打ち。瞬時の一歩が無ければ、食われて終わっていた。

　しかし何よりその二本は、有効打を奪わずとも快晴の心を叩たたき折っていた。

「我ぁああ……あぁ亜ぁああああ────────ッ!!!」

　──どうして、ここに来てそんなに動ける。

　追いついても追いついても突き放して来て、深しん淵えんから湧いてくる悠の体力は底なしだ。

　もう、身体からだが動かない。脚が痙けい攣れんして満足に跳べず動けない。

　──ここまでか。

　鍔つば迫ぜり合あいの中、最さい期ごを悟った。もはや腕が上がらない。

　悠が、引き技を放てば終わる。守りに剣を回すことすら、難しい。

　それでも────剣は、落ちてこない。

　だから、鍛錬を血肉としてきた快晴の肉体は、自動的に諦めず前を向いて敵の眼めを見た。

　悠の眼めには、光が無い。呼吸の仕方も狂っている。絶好の機会に、動けていない。

　──相手だって、限界なんだ。

　最さい期ごの力をどこからか振り絞り、命を燃やして立っている。

　そのことに気付いたとき、己しか見えなかった快晴の視界が、彼方まで広がった。

　鍔つば迫ぜり合あいをして対たい峙じする悠の、その向こう。

「……ぅ、……く、……あ、……ッ」

　そこには、漆黒の『常勝』の旗印が変わらず美しくはためいている。

　その周りを囲む、肩を並べて戦えなかった者たちが、祈るように観みてくれている。

　そしてその旗の下にいる、肩を並べて戦った者たちは。

　──負けられない。

　騒ぐことも祈ることもなく、両腕を組んで、何も言わず静かに。

　──僕だって、背負ってる。

　乾快晴の当然の勝利を、秋水大付属が王者であると、信じて待ってくれている──。

「殺ャ、ああぁあ、あぁあああ亜あああ──────────あああああッ!!」

　呼吸の出来ない圧と支配。

　凍り付くように動きを縛る、その鍔つば迫ぜりを咆ほう吼こうと共に蘇よみがえらせて。

「めぇえええええ────────んしゃぁあありゃぁああ────あああッ!!」

　立っているこの地を星ごと押し下げて断つような宝刀──引き面を、快晴は振り絞った。

　しかし悠は強く構えた竹刀で、歯を食いしばりながら防ぎ切る！

「我ァあああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]殺ぁああぁああッ!!」

「殺あああアアア[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]羅ァあぁあああっ!!」

　自分以外から借りた命を燃やす二対の剣の嵐に、もはや静止はかからない。

　やがて一本──また一本と、互いに繰り出す刃やいばは減り。

　最後は一足一刀、静寂の中の剣先の交わし合いに収束していった。




　──ああ。最後の一本だな。




　悠は浮遊したような心の中で、静かに悟る。

　身体からだの感覚はもう、無い。

　だからふわふわと、他ひ人と事ごとのように考えていた。

　──何打とっかなあ。

　何を打っても良いような気がするし、きっと後悔はしないだろう。ならどうするか。

　──なあ。お前、何打ちたい？

　人生で一番長く付き合ってきた相棒に──剣に、決めさせてやりたいなあ、なんて。

　出来心で問いかけてみる。

　剣がもちろん、何かを語るはずなんてない。

　それでも悠は、確かに。この手に握ってきた相棒の声を聞いた気がして、戦いの中微ほほ笑えんだ。

　──そうだよな。

　剣道は基本に始まり、基本に終わる。だったら最初から、一つしかない。

　心は軽く──剣と一つに。

　世界から、音が消える。

　境地から一歩踏み出して、悠は自由な風になって前へ進む。

　ぱちりと、剣先は擦れて弾はじけて自然に起こった。

　気が合う唯一無二の宿敵と、最さい期ごに選んだ技は同じ。

　単純にして、極致の一本──。

「「メぇええええええ───────────ん、やああッ!!」」

　悠は飛び込む。繰り出した竹刀の行方よりも──その先の、つるぎのかなたに。

　遥はるか蒼そう穹きゆうが。

　そこで待ってくれている人たちの笑顔が。

　切り結ぶと決めた前に快晴と、二人置いてきた剣の極みが。

　辿たどり着ついた美しいその場所に、見えた気がした──────。
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　整列。お互いに、礼──。

　ありがとうございました。

　最後の戦いが終わっても、万雷の拍手はアナウンスをかき消して会場から鳴り止やまない。

　両校は整列を終えて、代表戦選手は自陣に正座して籠手を外し、同時に面めん紐ひもを解ほどく。

　それでも両者に贈られる拍手は尚なお止まらず、むしろ大きくなっていった。

　快晴が、面と頭に巻いていた手拭いを外し切る。

　漆黒に縁取られた『常勝』の二文字を、置いてある面にかける手が、震えて。

　全てを賭けて掲げ続けたものは、強く握られた拳から漏れ──今。

『面あり！　──勝負あり！』

　掲げられた三本の紅の炎に包まれ、燃え尽きて灰になったように、静かに地に着いた。

　秋水大付属のキャプテンだった男から、仮面が剝がれ落ちたとき。

　戦いを終えたひとりの男は、立ち上がることができず、滂ぼう沱だと涙を流した。

　快晴は、雨降るように泣いている。

　嗚お咽えつすら漏らすことが出来ず、勝利を摑つかめなかった手が、己への憎しみを向けて袴はかまを摑つかむ。

　涙すら拭えぬ非力が、荷を背負いきれずに膝を屈した己の弱さが、赦ゆるせなかった。

　勝つために、己を灼やいた。己の矜きよう持じを曲げてでも、勝つために最適な方法を取った。

　そこに甘えはなかった。

　弱点を探るための姑こ息そくな駆け引きも、互いに全て断っていた。資源の時間も平等だった。

　であれば、勝負を分けた分ぶん水すい嶺れいは何だったのか。答えは単純。

　──そんなものは、存在しない。

「……く、……ぅ、……ぐ……っ、…………く…………」

　ただ、純粋に負けた。

　全てを尽くしてなお、相手のほうが強かった。剣を使う者として高みにいた。

　人を育て率いるひとりの人間として、水上悠は乾快晴を実力で下しきったのだ。

　泣いても、悔やんでも、反省する要素がないのだから、無駄なだけ。

　──だからと言って。

　どうしてこの身を灼やき狂うような悔しさを、飲み下して明日から生きろと言う。

　湧き立つ心は肉体を制御することを許さずに、ひとりの人間に涙を流させる。

「泣くな、乾」

　しかしそんなときでも、常に、反発で身体からだは動くようになっている。

　紺野翼の目は赤い。立って握った右拳は、同じく強く袴はかまから離されることはない。

　それでも憎きその男は、涙を流さなかった。

「その顔を、あの旗に見せるつもりか」

「そうだねえ。ぼくも、それだけは許せないな」

「……瀬川」

　彼もまた、唇を嚙み締めて震える拳を握っている。

　秋水の敗北に湧き立つ人々に背を向けて、二人は快晴を隠すように並び立った。

「負ければ戦犯だ。オレたちは、それを覚悟でやって来たはずです」

「……ああ」

「今更、都合良く泣けると思わないでよね。……恥じるな、乾」

　二人が親指で、背中に負う『常勝』の旗を──二階席に待つ、秋水の軍団を指した。

「あいつらが君を待っている」

　彼らは、誰も泣いてなどいなかった。膝を屈してなどいなかった。

　藤宮の勝利で湧き立つ会場の中、一糸乱れず毅き然ぜんと背筋を伸ばして黙して在る。

　最後の礼節を果たすまで己の心など要らぬと、全てを捧げて主将の帰りを待っていた。

「立て」

　握った右の拳を強い意志でこじ開けて、紺野翼が正座をしている自分に差し出す。

「何でも無いと示して見せろ。オレたちの矜きよう持じを、安い感動などに消費させるな。……最後まで君が、あいつらを守る仕事をしろ」

　敗者の矜きよう持じで眼鏡を光らせ、紺野は一足先に笑ってみせる。

　相反する男は、全てが終わってようやく初めて言った。

「君が、秋水の主将なんだろう」

　余計な言葉は要らず、ただ頷く。

　快晴は自身の想おもいを断ち切って、『常勝』の手拭いで顔を拭い、紺野の手を強く摑んだ。

「最後まで世話がやけるねえ。じゃ、そろそろやろうか」

　そしてもう片方に差し出された瀬川の手を取り、快晴は限界を凌りよう駕がして立ち上がる。

　誰かのためなら、泣くのを我慢し前へと進める。

　それこそが自分の一番根っこにあるものだ。

「うん。行こう。……整列だ！」

　漆黒の軍団が立ち並んで待つ二階席の直下へ、悪の総帥は精鋭を率いて帰還する。

　誇りの旗印へ向けて頭を下げて、去りゆく者は堂々と。

「──礼！」

「ありがとうございました！」

　覇を競った美しき敗者に、万雷の拍手が降り注いだ。




　そしてその反対側で、勝者たちもその拍手を受けている。

　悠が籠手と面を外して手拭いを置き、自分を支えてくれた『克己』の手拭いに礼をする。

　顔を上げても、悠は立ち上がることができなかった。

「…………おい、おい……」

　自分の腕や背中が、もみくちゃになって摑つかまれて動けない。

　悠の表情に浮かんでいたものは、満面の笑みでも感動の涙でもなく、苦笑だった。

「お前ら、さては信じてなかったな？」

　藤宮高校男子剣道部員が、泣いている。

　八代が、蓮が、城崎が、そして黒瀬が。最後まで冷や冷やさせたお前が悪いと文句を言って、笑いながら悠の身体からだを蹴って叩たたいて泣いている。

　──勝った、みたいだな。何か知らないけど。

　不思議な気分だ。まだ、身体からだが宙に浮いているような感じがして実感がない。

　身体からだも限界だったはずなのに、なぜか動く。しかし好都合だと、悠は立ち上がった。

「ざまあみろこの馬鹿ども。……ちゃんと、宣言通りやってやったぞ！」

　全員と一人ずつ、抱擁を交わして笑う。試合前や外では威勢の良い男たちが、みんな余計な言葉なく頷うなずいて、その喜びを嚙かみ締しめてくれているのが嬉うれしかった。

　全員の相手をして、悠は最後まで自分を助けてくれた女の子たちのほうを振り返る。

　感覚が死んでいるのか気配に全く気付けず、一年ズの抱擁をまた浴びた。

「……みな、かみ、ぶちょ……」「……かちましたよ、……かちま、した、ね！」

「こ、こら、だから止やめろって。この歓声全部ブーイングに変える気か」

　そうなったら、いよいよどちらが悪役か分からない。

　引き離すのもどうかと思い、遅れて歩いてきた千紘と葉月に頼もうと目で訴えかける。

「残、念」

　初めて見る、葉月が流す大粒の涙に、そんな願いは綺き麗れいに流されてしまった。

「先着、だから。……今は、藤ふじ野のたち、我慢する」

　涙も、笑顔も、ずっと朗らかになった葉月の表情を見られてただ幸せだ。

　でも贅ぜい沢たくを言うなら──やっぱり、一番見たい女の子の顔というのはあって。

「ちっひ。史織は？」

「あんたが勝った後、すぐ戻る言うて出てったわ。顔洗いに行ったんやろな」

「……なーんだ」

　一番、泣かせたい人だったのに。まあいいか。

　史織は全部終わった後、ひとりで迎えに行くと決めているし。

「あっはっは。残念やったなあ、ゆーくん。うちで我慢しとき」

　一番お礼を言いたい人に、やっぱり先に気持ちを伝えるべきだ。

　勝ちをもぎ取ってきた千紘は、自分と一緒で何も変わらずに笑ってくれている。

　悠は一年たちに退いてもらって、一緒に歩いてきた千紘の手を、ぎゅっと握った。

「……え。……なに……」

「ちっひがいなかったら、俺は最後、勝てなかった」

　一番お世話になった相棒に笑顔を向けて、悠は心からの礼を、彼女に捧ささげた。

「ずっと支えてくれてありがとう。これからも、よろしくお願いします」

　手応えを感じて、悠は笑って顔を上げる。

　笑顔をぐずぐずに崩す千紘の目元に、思い出したように大粒の涙が流れていた。

「……ぁ、れ……。なんで、……そんなん、……せこい、やんか……っ！」

「よーっし泣いた！　はいチョロい！　やっぱちっひはちっひだな！」

　ばしばし叩たたかれる背中に、しかし痛みは感じない。加減してくれてるのだろうか。

　全員泣かせると約束したからには、やっぱりその通りにしないと気が済まなかった。

「本当に、最後まで子どもっぽいんですから。悠先輩は」

「……お帰り、史織。何してた？」

「はい。完全体に戻って参りました！」

　笑顔で敬礼する史織の目には、きらんと赤あか縁ぶち眼鏡が輝いている。

「勝ったのは、我々眼鏡であると世界に証明する必要がありますし？」

「……お前はいつも、何と戦ってるんだよ」

　まあいいか、と悠は笑う。かわいい後輩はいつも詰めが甘い。

　眼鏡くらい真っ赤にしてくれた目が愛いとしくて、これでノルマ達成かと悠は息を吐いた。

「……みんな、泣かせちゃったな」

「それだけで終わったら、極悪人ですけどね」

　でも良いじゃないですか、と言って笑って、史織は悠の手を取った。

「その分先輩は、最後に絶対笑わせてくれるので」

「……まあな」

「……それに、どうせ、ねえ？」

「おい、行くぞ部長。二階席に礼。女は全部終わってからだ」

「……了解、副部長。当然準備してくれてんだろ？」

「ま、お楽しみだからなぁ」

　どこか含みがある二人の言葉に特に疑問を挟まないまま、悠は男女全員を引き連れて歩く。

　ずっと雲の上を歩いているようで、感覚がなかった。

　けれどようやく、落ちずたなびく『克己』の旗の下に立ったとき──。

　──整列。

　舌先が痺しびれて、言葉が紡つむげなくなった。

「…………ぁあ…………」

　仰ぎ見るその人を、その人たちの笑顔に流れる涙を見た途端。

「…………おれ……かった、の、か…………」

　堰せきを切ったように滂ぼう沱だと、その想おもいは溶け出した。

『──悠。頼んだぞ』

『──あんたのこと、あたしもずっと見てるからね』

『──がんばって。約束、楽しみにしてるから！』

　大事な人たちとは、最後は同じ場に立って戦うことはできなかったけれど。

　誓った約束は、確かに果たされたのだと示すように、ささやかな言葉の花束をくれた。

　──ありがとう。




「……っ、……う、ぅ、く……っ、あ、ぁ、……く、ぅ…………っ─────！」




　大事な荷物を降ろして、ついに悠はその場で膝から崩れ落ちて涙を流した。

　繫つながっていた何かが切れ、ひとりでは立ち上がることも、嗚お咽えつを止めることもできない。

　──勝った。

　格好良くなんて無理だった。余裕で笑うだなんて無理だった。

　全てを賭けたとはいえ、どうせ自分はひとりの人間だから。

　不格好に、しがみついてでもやり遂げて、こうして情けないほど泣いてしまう。

「笑えよ、悠」

　そんな自分を受け入れて、手を伸ばす城崎は、周りを囲むみんなは許して笑う。

「せっかく、一番格好良いんだからさ」

「ほらよ。絶対こうなると思って持って来てんだよなぁ」

　人を泣かせる分、水上悠はそれ以上に泣くから。

　そんな弱さまでも計算に入れて、黒瀬はその手拭いを城崎の逆側から差し出した。

「格好良く締めて終わろうぜ、部長。まだまだこっからなんだからよ」

「……ああ！」

　悠は未いまだ震える心に打ち勝ち、受け取った『克己』の手拭いで顔を拭う。

　立てなくてもいい。だって自分の側そばにはこうして支えてくれる人たちがいる。

　悠は両側から差し出された城崎と黒瀬の手を取って、今、立ち上がる。

「整列っ！」

　藤宮高校剣道部部長、水上悠は継いだ旗印に向かって晴れやかな笑顔を向けて。

　背筋を伸ばして、美しく頭を下げた。

「──礼！」

「ありがとうございました！」

　剣道は、礼に始まり礼に終わる。

　万雷の拍手の中、藤宮高校剣道部は戦いを終え、次なる望みの場所へと駆けて行った。

　高校総体予選男子団体の部、決勝戦。

　藤宮高校　対　秋水大学付属高等学校。勝者数二対二、得本数三対三。

　両者同数による代表戦。水上悠　対　乾快晴は、赤、水上悠の相面一本勝ち。

　勝者────藤宮高等学校。









　今頃、念願の勝利を手にした悠ゆうたちは、最高の気分に浸っていることだろう。

　けれど自分には関係ないと、快かい晴せいはさっさと胴どう着ぎから制服に着替えてしまった。

　秋水大付属の主将としての仕事や引き継ぎを終え、重たい積つみ荷にもようやく降ろせた。

　全国大会個人戦のことは、あくまで自分ひとりのこと。『秋水の乾いぬい』は今日で店じまい。

「……さて。行くか」

　でも、生まれてから決して終えることのできない役柄が、ひとつだけ残っている。

　快晴は防具を担かついで、綺き麗れいな夕焼けが差す体育館の外を、軽くなった身体からだで歩いて行く。

　──やっぱり、いた。

　誰に聞かなくたって、どこにいるのかなんて血が知っている。

　二階屋外の壁の手すりに両手を置いて顔を伏せ、吹雪ふぶきはひとりぐずぐずに溶けていた。

　幼い頃から押し入れに潜って拗すねる時と全く変わらない妹に苦笑し、背後から近づく。

　そして、こんと。ドアをノックするように、吹雪の頭を優しく小突いた。

「痛っ……たぁ。………………ばか。……おにい、しね…………」

「泣くほど痛くしちゃってごめん。これで許してよ」

　この道十八年のベテランの兄は、頭を下げることにためらいはない。

　いつも母が持たせてくれるハンカチを、頭を下げたまま手のひらに乗せて差し出す。

　強奪されたら何秒かそのままの姿勢を保って、顔を整えるのを待ってやる。

　やがて、強めに足にローキックが入る。

　これは剣道原人の肉体言語で「もういいよ」を意味する。

「ほんっと、最低。しねば。……おんなじ負けたやつに腹いせとか、お兄はクズ。しね」

　撫なでれば吹き飛ぶ理論武装に、急造の言葉の刃やいばが弱々しい。

　全部頷うなずいて受け止めて、快晴は意志を確認する。そのためにやって来た。

「これから、どうするの？」

「……わたしが剣道、辞めるわけない」

「そっちは聞くまでもないだろ。悠のことを聞いてるんだよ」

　たった二文字の名前を挙げただけ。

　それだけで吹雪はまたくしゃくしゃになって、顔が見えないように遠くの空を見た。

「林りん檎ごとか愛あい莉りが、言うの。……恋愛は数だって。泣いてすっきりしてしばらくしたら、次の恋が見つかるって。初恋は、叶かなわなくて当たり前で、……運命の出会いは、他にもあるって」

「お前も、そう思うの？」

「いらない。おもわない。……わたしは、悠くんがいい。……ずっと、悠くんだけ」

　大切な想いを心の中に閉じ込めて、自分の時間を凍らせる。

　そんな美しい雪の姫君みたいに、竹刀を抱きしめて吹雪は儚はかなく笑った。

「わたしには、剣道があるし。……死ぬまで変わらないよ。一生ひとりだもん」

　このままだと、本当に忠犬みたいに悠だけを想おもって死んでいくだろう。

　他の人なんて見向きもしない。心に焼き付いた想おもいは決して褪あせることはない。

　そういう血に、快晴は誰より覚えがあった。

「……馬鹿だな。僕と同じで」

　いい加減良いお兄ちゃんをやるのも疲れてきたし、負けた悔しさも追いついてきた。

　そろそろ、本題に入ろう。

「同じだから、普通の人間の言うことなんて聞かなくていいんだ。お前も特別なんだから」

　笑いかけると、吹雪の儚はかない様子は吹き飛び、間抜けに目を丸くした。

　これでいい。大人ぶった態度をして他の人間はごまかせても、この兄には通じない。

　そもそも負けて大人しく諦めるなんて、どだい乾の血には無理なことだ。

「何で一本取られたぐらいで、綺き麗れいに諦めようとしてるんだよ。お前、忘れたのか？」

　他の誰にもナイショでも、兄の自分だけは知っている。

　妹が剣より先に抱いていた三つ子の魂は、きっと今も変わるまい。

「ずーっと言ってたじゃないか。お嫁さんになるのが夢なんだって」

　しっかり叶かなえて貰もらう。じゃないと笑って終われない。

　やっぱり自分は、兄貴らしい。たとえこのまま終わるのが一番美しい結末なのだとしても、妹が泣いて終わる結末なんて、絶対に絶対に絶対に認めたくない。

「高校生カップルの何割が、結婚まで行けると思う？　何ヶ月、何年続けば良いほうだ？」

「……！」

「大体、お前は甘いよ。まだ好きになって、一年くらいしか経たってないんだろ？」

　一年。鼻で笑える。

　快晴は強くなった左手で竹刀袋を掲げて、吹雪に証拠を突きつけた。

「下積みが足りないね。僕が初めて悠に勝つまで、その何倍かかったと思ってるんだ？」

「……そうだね。……そうだった」

　泣き虫だった頃の自分を知っている吹雪が、あの頃のように無邪気に笑った。

「まだ、一本取られただけだったね」

「うん。最後に勝てばいいんだよ。僕は、それも学んだよ」

　決まりだ。地上最強の兄きよう妹だいらしく、勝利条件は世紀末覇者方式でいく。

　最後に吹雪が悠の隣にいれば勝ち。そして一皮剝むけた自分は、勝つためなら何だってする。

「言っとくけど、そのままじゃ勝てないぞ。同じことして勝てるほど相手は甘くないんだ」

「…………うん。分かってる。じゃあ、どうしたらいい？」

　自分に足りないものがあると分かったら、嫌いな相手にだってお願いして前に進む。

　そんな素直さを、ひたむきさを持っている人間を、乾快晴は尊敬する。

　そしてそういう人間となら、手を組んでやって良いと思えるのだ。

「味方を付けるんだ。お前のことも悠のことも、全部知り尽くしてる奴やつを側そばに置け」

　快晴はにやりと笑い、今こそその血を分けた妹に、剣を握らない右手を差し出した。

「しょうがない。僕が、手を貸してやろう」

「……ふふ。代わりに、お兄はわたしに何してほしいの？」

「決まってるじゃん。必ずこの激戦に勝つことだよ」

　人生を賭けた、遠大で楽しい計画を始めよう。

　一生引きずるであろう今日の復ふく讐しゆうを達成し、乾家がみんな幸せになる、最高の計画を。

「早く、乾家から出て行ってくれ。お前みたいな不良債権、居座られても邪魔なんだよね」

「……言われなくても、そうしてあげる！」

　儚はかない雪のお姫さまの笑みは、蜃しん気き楼ろうのように消えてなくなる。

　そして何度灰になっても蘇よみがえる不死鳥のように、再び燃え上がる剣けん姫きの手が快晴の手を取った。

「結婚式、泣かせてあげるよ。泣き虫！」

　自分が負けても許せる人間は、世界でこいつただひとり。

　期待で溢あふれる未来へ向けて、快晴は愛いとしい祈りを込めてその名を呼びかけた。

「できるよね、吹雪。お前は、僕の妹なんだから」

「……うん。わたし、絶対約束守るから！」

　乾兄きよう妹だいは、たとえ世界が滅びるのだとしても、その手を組むことはない。

　けれど悠を他に奪われるぐらいなら、手ぐらい容易に組んでしまうのだ。

　だって救えないくらい、二人揃って彼が大好きだから。

　かくして地上最強の兄きよう妹だいは二人で一つ、完全な状態に戻って、満面の笑みで延長戦に挑む。

「ねえ、早く行こうお兄。帰って、作戦会議！」

　快晴の手を引いて、吹雪は笑顔で元気に駆け出していく。

　──今のうちに、せいぜい仮かり初そめの勝利に浸っておくことだね。悠。

　快晴は、未来に新しい夢を見る。

　いつかチャペルで吹雪の手を取り、新郎にこの手で一生ものの呪のろいを引き渡してやる夢を。

「──楽しみにしてて、お兄ちゃん。最後に勝つのは、このわたし！」

　そんな晴れの日を夢に見て、吹雪はきっとこれからも燃えている。

「うん。……ずっと、見守ってるよ」

　快晴はその隣で、いつまでも晴れ渡っている──。






　×　×　×




「──史し織おり」

　悠がその後ろ姿に声を掛けると、長い髪の毛を揺らす綺き麗れいな背中がぴくりと揺れた。

　閉会式後の写真撮影が長引いてしまって、日はすっかりと暮れている。

　競技場の外の廊下は一直線になっていて、裸足はだしの選手が怪け我がをしないように紅あかいカーペットが一直線に引いてあった。

　白しろ無む垢くみたいな純白の胴どう着ぎ姿すがたの史織が、窓ガラスから差し込む茜あかねの光を化粧に振り返る。

「お待ちしてましたよ。悠、先輩」

　──綺き麗れいだ。

　史織は傷ついた両手を抱えるようにして、心臓の辺りに手を当てて微ほほ笑えんでいる。

「怖おじ気けづいて逃げ出したかと思いましたよ。散々待たせるんですもん」

　こんなときでもしおらしくならない彼女が、やっぱり好きだ。夕ゆう陽ひのせいにしては紅あかすぎる頰も、緊張して少し裏返った声も、それからよく見たら震えてる手のひらも。

　そういうところが、丸ごと愛いとしいと思えた。

「悪かったよ。ちゃんと着装直して行きたいと思ってさ。……まあ、胴着なんだけど」

　迎えに行くに相応ふさわしい、自分が一番格好良い正装を考えると一つしかなかった。

　それが胴着姿になる辺り、どこまでも自分なんだなと悠は思うし、

「私も、です。このまま勝負してやろうと思いまして」

　それが史織と全く同じであることが、悠には嬉うれしい。

　剣道を選んで、史織は純白の胴着姿に染まった。でも変わったのはそれだけだった。

　髪は艶々で長いままだった。剣道のためにと切る周りに合わせなかった。

　剣道のためにと外しても、終わればいつも通りにこの綺き麗れいな赤あか縁ぶち眼鏡をかけた。

　悠に気に入られたいからと、自分の姿を決して男の好みに委ねなかった。

「ど……どうです。かわいいでしょう。これが先輩のお陰で、好きになれた私なんです！」

　怖くても、大事なものを手に入れるためなら、震えながらでも勇気を出して向かっていける。

　生意気な切っ先のように、いつも自分に伸ばされてくる手が愛いとしい。

「これが私です。変わりません。気に入らないなら、切ってくれて構わないんですからね！」

　──この子の手を握りたい。

　その温かな気持ちに気付けば、悠の心身はいつも勝手に動き出していた。

　ぼろぼろになった、世界で一番綺き麗れいな史織の左手を取って、悠は首を振って笑う。

「俺は、史織がいい」

　幸せだ。ちゃんと選べた、選んでくれたことをみんなに自慢したいくらい。

「そういうお前がいいって、ちゃんと自分で選んだよ」

　見る目に狂いはないと信じてる。だって今、至近距離にいる史織より遥はるかに目は良いからだ。

「……いいって何ですか。いいって」

　なのに、近くにいるのに史織は見えませんとでも言いたげにじとっと目を細める。ついでに子どもみたいに唇を尖とがらせた。

「浅いでーす。認めませーん」

「……はあ？」

「いいって具体的に何ですか？　どういう気持ちなんですかー？」

「…………それは、だから……」

　途端に恥ずかしくなってきて、ずいっと前に出てきた史織に一歩下がる。

　でも言わないのは確かに、何かが違う。

「……すきって──」

「えっ!?　何だって!?」

　まるで剣道の時に使う声みたいな声量で、史織は悠の小さな声をかき消して、空いた方の手を耳に当てている。とぼけたにやにや顔で悠は生意気な後輩の意図を悟った。

「お前……。さては、とぼけてたこと根に持ってんな……」

「当たり前ですよ！　自分がやったことは自分に返ってくる。先輩が教えたことですから！」

　いーっと歯を見せてくる史織にたじろいで、また悠は下がる。

　二回も下がれば反則で一本だ。取り返せるのかこれは。

「ついでにもう一つ、私がレクチャーしてあげますよ」

「……何だよ」

「大きな声ではっきり言わないと、どんなに綺き麗れいでも無効なんですよー？」

　嬉き々きとして笑う生意気な後輩を見て、悠は息を吐きながら苦笑する。

　本当にどうして、こんな厄介な奴やつを好きになってしまったんだろうかと。

「……分かったよ」

　でも、勝てなくていい。どんなに負けず嫌いでも、この勝負だけは許そう。

　──惚ほれたほうが、負けだからな。

　水みな上かみ悠は、深ふか瀬せ史織に二度負けた。だから潔いさぎよく認めて、男らしく決める。




「──好きだ。付き合ってくれ！」




　大きく、屋根を抜けて蒼そう穹きゆうに響き渡るような自慢の声。

　それが発される悠の唇を、すすっと近間に寄って──同じ高さで。

　史織は隙を盗んで背伸びをせずに、唇で静かに塞いだ。

　温かい体温の口触りに、努力の汗の味が混じってる。

　そして初心者らしく、眼鏡のフレームを顔に少し当ててきたことをきっと忘れない。

　まぐれじゃないことを見せつけるように数秒合わせて、史織は離れる。

「……はい！　私の、勝ち───っ！」

　そして世界に自慢するように、満面の笑みとピースサインをびしっと決めた。

「……お前なあ。それ絶対一本取り消しだからな」

「べーだ！　知ってますよ、ガッツポーズだけなんでしょう？　ピースはセーフです！」

「いやあれ籠手でガッツポーズしか出来ないだけであって、舐なめる行為は全部アウトだ」

「…………えっ？」

「あ、なんか正気に戻ってきたな。こんな舐なめた奴やつと付き合うのって──」

「ゆ、悠先輩っ！」

　勇気で作られていた、気丈な女の子の仮面は簡単に落ちる。

　もうその言葉を自分で言えるからこそ、素に戻った史織の顔は涙目で真っ赤だった。

「す……好きです！　私とつ、つつつ、付き合ってくれますよねっ!?」

　隙ありと、二度目を軽く盗んで悠は逃げ出す。

　癖になりそう。あんまりやると剣道の邪魔になるから、しばらくは無しでいこうかな。

「はい俺の勝ち。やっぱお前に負けるとかありえないわ」

「……ぁ、あぁああ、ぁああ────!?」

「よし。じゃあ、みんなのところに帰るか！」

「えぇっ!?　そ、そんな！　まだ全然独り占めしてないんですけど!?」

「そんなのこれからいくらでもできるだろ。まだ俺、勝ったから部長のままなんだ」

　我先に勝手に進むと、史織は呆あきれたようにため息をついて肩を落とす。

　でもすぐに顔を上げて、眼鏡を上げて、しょうがないなと見守るように苦笑した。

「まあ、いいですけど。悠先輩ですし。税金に文句言っても始まらないですしー？」

「ほら、早く行くぞ！　待たせてるんだから！」

「あぁっ、ちょっと待って下さいよ!?　人がせっかく彼女感を出してるのにっ！」

　光差すほうへ、二人で駆け出して行く。

　出口の前で、なぜか胴着姿のまま、みんなは待ってくれていた。

「よー、悠。やっと終わったかよ。たかが彼女にいー加減引っ張りすぎなんだよなー」

「まぁ、ご愁傷様なんだよなぁ……。次は何ヶ月保つか賭けっか？」

「何でお前ら二人は毎回素直に祝えないんだ！　てか、何でみんな着替えてないの？」

「二にの宮みや先輩が写真撮りてえって言ってんスよ。水上先輩待ちです」

「えっ、さっき何枚も撮ったじゃん。もう良くない？」

「あっはっは、それはカタいやつやんか！　他の人は入られへんやん！」

「ん。……次は、あの人たちとも」

　葉は月づきが指差す出口の外を見ると、茜あかね空ぞらの向こうから、蓮れんが三人を引き連れて戻ってきた。

「ほら、江え坂さかさんも渋ってんと！　ボクら撮るまで帰らんけんねっ！」

「だ、だが本当に良いいのか？　俺はもう終わった人間だし……」

「あはは、固いこと言わないの。いいじゃんこれぐらい。ほら、いい思い出になるかもよー？　ああ……そういえばこのときは纏まといと付き合ってたなあ……って」

「わ、か、れ、な、い、つってんでしょ!?　あんたの遺影にしてやろうか円まど香かぁ！」

　きっと、最高の一枚になる。

　悠はそう確信し、懐なつかしい人たちを笑顔で迎え入れた。

「よーし、じゃあボクが撮りますよっ！　みなさんで、ええ一枚撮りましょう！」

　いつかはこの人たちを「懐なつかしい」と感じるように、自分たちが駆け抜ける今を懐なつかしいなあと振り返るときが来るのだろう。そのときでもどうか、この大好きな人たちと一緒に笑い合えていられますように。……そんな願いを込めて。

「撮りまーす！　三、二、一───────」

　──かしゃり。

　今を閉じ込めた光が、未来が待つ空の向こうへ旅立っていった──。








　──こんこん。

　早朝。抜けるような青空から吹く風が気持ち良くて、窓を開いて自室で衣服を整えていると、優しいノックの音がした。腕時計で時間を確認すると、確かに出発の時間だった。

　時間が過ぎるのは、いつもあっという間だ。少し白髪が増えた母が、扉を開く。

「悠ゆう、快かい晴せいが迎えに来たよ。まだ少し早いし、上げてやったらどうかな？」

「うん、そうしてくれるとありがたい。……あ、その前にどう？　礼服、おかしくない？」

「そうだな。少し、ネクタイがだらしないかも。首を出しなさい」

　言われた通りにすると、母が目にも留まらぬ早はや業わざでネクタイを抜き、付け直していた。

「……上手すぎない？」

「何十年社会人やってると思っているんだよ。……にしても、悠がもうすぐ社会人になるなんてなあ。この様子だと、私がとーさんのところに行く日も近いかな」

「こらこらこら、めでたい日に縁起でもないこと言うなよ！　また出世したくせに！」

「はは、冗談だよ。仕事は山ほどあるし、死んでる時間がもったいないよ」

　就職が近づくと、いかに目の前にいる水みな上かみ専務が雲うん上じよう人びとであるかが分かってくる。

　世知辛いことも多いけど、視界が広がるのなら、大人になるのも悪いことばかりじゃない。

「じゃあ呼んでくる。ご祝しゆう儀ぎとか忘れないようにちゃんと確認しとくんだぞ」

　分かったと答え、まだ現役の勉強机に腰掛けて、結婚式の招待状をもう一度開いて待つ。

　中には、悠のコルクボードにも貼られている、少しだけ褪あせた写真と同じものが入っていた。

「……あったなぁ、こんなこと」

　まさしく、有言実行。悠は大事な写真を手に取って、しばしあの頃を思い出し幸せに浸る。

　やがて開けっぱなしになった扉の向こうから、聞き慣れたお邪魔しますが聞こえた。

「──おはよう、悠。今日は晴れて良かったね」

　しなやかな肉体を綺き麗れいに礼服に包んで、変わらない親友は部屋に入ってくる。

　付き合いも長くて、お互い何も変わっていないと思っていたけど、写真を見ると感慨深い。

「おはよう、快晴。いい天気だな。……お前、何か顔緊張してない？」

「そ、そりゃそうだよ。僕結婚式なんて初めてだし！」

　同じように礼服を気にして、快晴は苦笑して頰を搔かく。

「……まさかねえ。いくら江え坂さか先輩でも、卒業してすぐ結婚するとは思わなかったよ……」

「そりゃ快晴の付き合いが大学からだからだよ。あの二人は高校のときから結婚してるようなもんだったし。俺らからすれば、やっとかよって感じだな」

「そう？　でも本当、めでたいよね。あの人も結構誘惑がかかったんだけど無意味だったね」

「いや、纏まといさんには効いてたから意味はあったよ。プロポーズも結局纏さんからだったし」

「えっ!?　そうなの!?　……そっか、その手があったのか。中々有効かもしれないね」

「え？」

「参考にさせてもらうよ。ところで悠はどうかな。結婚とか！」

　眩まぶしい快晴の笑顔に、悠の脳裏で血管が切れる音がする。色々あった走馬灯が一瞬で蘇よみがえった。

「お前、どの口がそれを言えたんだ!?　高校んときから俺の人生……散々かき乱しといて！」

「本日のお前が言うなだね。お互い様でしょ。大体、何かと揺らぐ君の心も悪いよね？」

　その通りすぎてぐうの音も出ない。

　ぎりぎりと歯を軋きしませて戦争の扇動人を睨にらむと、快晴はくつくつと喉を鳴らして笑った。

「まあ、怒らないでよ。計画が成功しても失敗しても、一番痛い目見るのは僕なんだから」

「……お前はそれより先に、蒼そう天てん旗きで痛い目遭わせてやる。今年は夏冬両方俺が優勝だ」

「……いいや。今年こそ、僕が両方優勝だ。それから全日本の優勝杯も返してもらう！」

「やれるもんならやってみろ。今の俺は、今まで一番強いぞ」

「そんなの僕もに決まってるだろ。当たり前のこと言わないでよ」

　三つ子の魂は今も変わらず、きっと死んでしまうまでこうだろう。

　睨にらみ合あう二人の表情はやがて柔らかく崩れて、弾むような笑い声が窓から世界へ広がった。

「未来が、楽しみだな」

「うん。……でも、とりあえず今は、ここまでだね」

　やがて、幸せな呼び鈴が家に鳴ると、快晴が笑顔で立ち上がった。

「僕が出てくるよ。安全な相手だったら呼んであげる」

「はは、信用ならないけどなー。……誰だろう。彼女かな？」

「分かんない。でも、誰が来たって幸せな一日になりそうだよね」

「……そうだな。任せた、親友」

　快晴は頷うなずいて、この晴れの日に相応ふさわしい、その名通りの笑顔を輝かせて玄関に駆けて行く。

　開いた扉の先に待っているのは、眼鏡の後輩か。親友の妹か。それとも他の誰かか。

　今の自分には分からないけれど、どんな運命よりも確かなことが一つだけ。

「──おーい、悠！」

　自分たちは一生剣を握って、死ぬまで仲良く戦い続けるだろうということ。

　手に持っていた写真を置くと、カーテンの外から爽やかな風が吹いて飛ばしてしまった。

　けれど、追う必要はない。悠は、心に焼き付いている大切な光景の笑顔を思い出して。

「──何だ、快晴！」

　遥はるか未来のつるぎのかなたへ、光の中を駆け抜けて行った。


完　　


















あとがき




　みなさま、お久しぶりです。渋谷です。

　後述の事情がありまして前巻より一年後の刊行となってしまったのですが、四巻も丁度一年後の物語でしたので、図らずも良い演出になったかなと思っている次第です。

　最終巻のテーマは「決別」「継承」「未来」……ですが、最後なので全体的な話を少し。

　剣道のように、実はどんな物語にも暗黙的な型というものが存在します。

　私の肌感だと、「行って帰ってくる」「欠落を回復する」辺りが二大基本型でしょうか。

　つるぎのかなたの一巻はこのうち、「欠落を回復する」型が使われています。

　物語が始まったとき、主人公である剣鬼・悠は剣以外の全てが欠落していました。

　原因は何かというと、他でもない卓越した剣の腕による『勝利』です。

　そんな少年が、全てを断ち切った元凶でありながら、同時に最も大切なものでもある剣で、今度は人と繫がり、失ったものを取り戻していく。

　悠がお話の最後に、ずっと待ち望んでいた無二の親友によって与えられるもの。

　それこそが、彼がなりたかった普通の人間である象徴──『敗北』なのです。

　つるぎのかなたとは、実は「友情・努力・敗北」の一点変化の物語なのでした。

　そうして普通の人間に戻った悠が、親友以外との剣の約束と情熱を得て（二巻）、天才ではない普通の人間がそれぞれ抱く想いを知り（三巻）、最後に他者を連れていきたいと願う場所。

　それこそが『勝利』──最初に立っていた場所。剣の極みである『つるぎのかなた』。

　そこへ悠が「行って帰ってくる」ことで、この物語の幕を閉じたい。

　かつて自分が心血を注いだ剣道のように、「基本に始まり、基本に終わる」ものとしたい。

　そんな願いを、ここまで支えてくださったみなさまのお陰で、叶えることができました。

　作品での時間は二年間。

　そして私にとっても、デビューから今まで二年間。

　つるぎのかなたは悠たちの青春であると同時に、私にとってももうひとつの青春でした。

　長きに渡り支えていただきまして、本当にありがとうございました。

　これからも感謝の念を忘れないと共に、未熟ゆえに大賞を逃したという『敗北』から始まったことを忘れず、最後には『勝利』に辿り着くことを、みなさまとの約束とさせてください。

　約束は、必ず守ります。……なんて口ではどうとでも言えるから、行動と結果で示せ。

　そういうことをつるぎのかなたで書いてきたんだから、私が破るわけにはいきませんね。

　新作、作ってきました。どうだ。残心ちゃんと取ってました？　打ち終わった後は絶好の隙！

　では、また次のページからお会いしましょう。

　これまでもこれからも、みなさまにとって大切な物語を作っていける作家であれますように。

　ありがとうございました！


２０２０年12月　渋谷瑞也









統京作戦トウキョウフィクション／Preview








Openning：ビッグ・フィッシュ






　この物語は、噓フイクシヨンということになっている。

　数ある宇宙の中心の、過去と未来が交わる虚構都市──統トウ京キヨウ。

　レイは満月の下、蒼い夜の化粧で彩られたその街を、摩天楼の頂点から見下ろしていた。

　蛍の光のようなネオンライトを宿し、人工の建造物は夜空で淡い明滅を繰り返す。細く直交する僅かな隙間を残し、多様な姿で林立する摩天楼の群れは、文明が生命を宿し、夜の天蓋へと触手を伸ばしているようだ。

　夜景を肴に煙草に火を点け、レイは紫煙を燻らせる。

　高所に吹き付ける風に、夜に溶けた黒髪としなやかな肢体を包むスーツが靡いて揺れた。

　しかし、夜明けの空のような蒼い光を宿した双眸は、一点を見据えて揺らがない。

　淡い燐光を放ち、統京の中央に立つ一際巨大な天然のクリスタル。

　人の手では決して届かぬそれが、妖しく夜の叢雲を突き破り、月に向かって伸びていた。

　──始めよう。

　左手でスマホを操り、耳に当てる。上品な女性の声はワンコールで応えた。

『こちら統京シネマズ。シアターへようこそ、お客様。ご予約はお済みですか？』

「ああ。レイトショー、大人一枚。チケットコードはJPN」

『端末認証、生体認証、暗号認証承認Accept。今宵の演目をどうぞ』

「Mission://RipVanWinkle」

『承認Accept。上映開始まで60秒。クランクインをどうぞ。いってらっしゃいませ、お客様』

　頷き、電話を切って電源を切った。上映前はそれがマナーだ。

　濃密な夜に手首を払って煙草を投げて、腕時計で時刻を確認する。

　秒読みが近い。

　レイはスーツの左ポケットから鍵を取り出し、キーホルダーを振り子のように揺らす。

　すると子ども騙しのその飾りは、蒼い光を帯び──実寸大の日本刀へと変わった。

「カウントダウン」

　手首の上で秒針が歩く。

　静寂を促すように人差し指を立てて唇に置くと、統京の夜景からふっと一斉に光が消えた。

　広がる夜の帳は、上映前のスクリーンのようで。

　三、二、一─────────宙返りして主演の男は刀を抜き、夜空を舞って呟いた。




「──統京作戦フイクシヨン、上映開始」







　　　　　　　　　<A.D. 2020/02/29(Sun)  00:14:02　at未来都市「神宿」西エリア 摩天楼街>




　鋭い銀光が、縦横無尽に夜を縫う。

　刀の一閃が次々と、ビルに隠れる射手と小隊を葬り去る。そして次のビルへと跳ぶ。

　レイの両人差し指のレーザーリングから蒼い光が伸び、伸縮自在に建物の一部や壁に吸着、固定、収縮を駆使して空を跳ぶ。蒼い曳光が夜の統京を乱反射し、敵を狩った。

「What the devil was that!?」

「Japanese Sword…!?　No way!!　As if you damn Samurai came from the future!?」

　言葉を一切聞き届けず、レイは立体軌道する修羅となる。

　もはや自動追尾の域に達した瞳が左右に独立して動き、残党を見つけ次第跳んで奴らを斬りにいく。首を刎ね急所を突き横薙ぎに払って、同時に何人も片付ける。

　しかし、血飛沫が飛び散りはしない。

　斬った者から皆等しく、金の粒子と化して服や武器を逃して散っていく。

　瞬く間に指定エリアの掃討を終え、無人の車道に一時着地し、レイは鞘へと刀を納めた。

「クリア。作戦を続行する」

　運命の夜が、進んでいく。




「──こちら暗コー号ドネ名ーム：零ゼロ。作戦通り西エリアのクリアを完了。残りは？」

　掃除をあらかた終えて、レイは再び近隣で一番高さのあるビルの頂上に降り立つ。

　腕時計から通信を呼び出すと、イルカのイヤリングを付けた女性のホログラフが投影された。

『こちら暗コー号ドネ名ーム：千歳。周囲に反応なし。レムリアは撤退に入っている模様です』

「東エリアの戦況は？」

『アガルタも手痛い打撃を受け撤退中。おそらく、『二刀』に打撃を受けたものと』

「そうか。引き際だな」

『はい。両陣営の精鋭に大打撃。……大成功、です』

　ホログラフの中の彼女は作戦完了時刻を腕時計で確認しながらそう言うと、急にはらはらと、レイの前で涙を流した。「お、おい。作戦中になぜ泣く？」

『すみません。……ですが、まだ、夢のようで…………信じられなくて……』

「……夢じゃない。あれだけ片付けて俺が信じられないなら、もう少し無茶するが？」

　この夜の捲土重来に、彼女には特別感じ入るものがあるだろう。

　あやすように微笑みかけると、彼女は涙を拭って首を振り、初めて笑顔を見せた。

『私はここであなたと出会うために、生まれてきたような気がします。救世主様』

「……救世主は止めてくれ。……それじゃあ、帰投──」

　突如──通信時計が映し出すホログラムと音声が、磁気嵐を浴びたように乱れる。

　レイの肌もびりびりと総毛立つ。弾かれたように、映像から目を離した。

　遠くには、未来都市『神宿』のシンボルである巨大なツインクロックタワーが建っている。レイはＨ字型である塔の中央──ブリッジの辺りに、視線を奪われ動けなくなった。

「……なんだ……あれ、は……」

　唇が乾く。

　その一点から生まれ出る何かを見つめていると、鼓動が早回しになる。

　空間を捻じ曲げるような圧迫感と共に、虚空から生まれ出てきたのは紅の球体だった。

　遠くの空に見る星のような小さな点だったそれは、徐々に膨張して半径を広げていく。四方八方に紫のスパークを撒き散らし、拍動のような震えを空間に伝え──ある大きさで静止する。

『──……い、様……、レイ……ま……えますか!?　あ……れ──』

　仰ぎ見たときの満月と、同等の大きさ。

　育った紅玉はやがて瞳孔が開くようなヒビが入り、無数の破片になって砕けて散った。

「まさか、特異点か……!?」

　通信機は完全に沈黙している。電子機器の類は全て麻痺してしまっていた。

　撤退すべきだ。出撃の成果は十分。連絡も死んでいる。向こうには何らかの未知が待つ。

　こんな状況で、冷静なエージェントが危険を冒す理由がない。

　しかしどうしてもそちらへ迎えと、刀は、身体は──僅かな心は言っていた。

　タワーに向かって、レイは街を跳んでいく。蒼い認識阻害の迷彩光を纏うことを忘れずに。

　その先で、信じられないものを見た。

「な……」

　紅の風が、閃光を放ってビルの中を駆け抜けている。

　そうとしか見えなかった。それが人であると認識するまで、幾度かの瞬きを要した。

　その人影は紅のマフラーをはためかせ、風のような速さでビルを真横に駆けていた。

　側面から側面へ移動して銃弾を躱したかと思えば、今度は蛇行するような曲線軌道を描いてビルの外壁を駆け上がる。天地無用──何の器具もなく音もなく、ビルからビルへと宙返りで飛び移る。両手に持った何かで緑の閃光弾を四発放ち、敵を一発一殺で塵にした。

　電気光線銃──パラライザーだ。

　周囲の敵を全て片付けたその人影が、近くのビルの頂上に立ち、周囲を見回す。

　──逃げられない。

　黒い出で立ちに狐の面を着けている奴と、仮面越しに眼が合ったのが分かった。

　歴戦の殺気を漂わせて、ビルの壁を伝って奴は蛇行して風となり駆け下りてくる。

　レイは物陰を離れ、レーザーで跳ぶ。立っていたビルを緑の光弾が瞬時に穿っていた。

　信号から信号を伝い、風を切り、クロックタワー広場前の交差点へと移動する。

　──ここなら良い。

　逃げも隠れもしないとレイが刀を構えると、ビルを伝って追ってきた影も地上に降りる。

　奴は風のような速さで、アスファルトをジグザグに疾走してきた。

　レイの眼球はその特殊な回避行動を上下左右に追い続けるも、刀と構えは動かさない。

　彼我の距離、十メートル──奴はついに右手の銃で一条、緑の閃光弾を放ってきた。

　瞬間、蒼い眼を見開いたレイの中の時間は──力によって引き延ばされて。

　やがて、世界は完全に停止した。

「──はあッ！」

　右水平に刀を払う。弾丸は真っ二つに斬れて消滅、眼を閉じると時は再び動き出す。

　奴が、驚愕したのか減速する。しかしその素早い脚は決して止まらなかった。

　銃が効かないと見切るのが早い。奴は右手側の銃を、レイに向かって投げつけて来た。

　囮──右手を刀から放して、拳で殴って銃を弾く。

　風となった敵が迫る。もう一つ、奴が何かの金属を脚へと投げてくる。

　その投擲物と同時に襲い来るように、奴は本命の武器を抜いた。

　それは背中に挿していた、通常の刀より少しだけ短い日本刀。

　レイが捌くべき攻撃は二つ。敵は一つ。火を見るよりも明らかな、決着の瞬間が──、

　交錯！

　鈍く、そして高い金属の咬合音が、殆ど二つ同時に響いて火花を散らした。

　二人は互い違いに前へと刀を払い、背中を見せ合って静止──やがて。

　ぴしり、と、ひびの入る音を響かせてから、乾いたアスファルトに仮面が落ちた。

「……見事」

　レイの背後から、玲瓏とした統京語が聞こえる。

　夜明けの空に鳴る鈴の音のような美しい声に、抗いようもなくレイは惹かれて振り返る。

　真っ二つに裂けた狐の仮面と、払われた銃と手裏剣の残骸を認めて。

　くノ一は、折れた己の刃を見上げて儚く笑い、背中の鞘に刀を納めた。

「強き、武士殿。……どうか最期に情けを一つ、聞き届けてはくれぬであろうか」

　雲に隠れていた満月が現われ、息を吞むほど美しい彼女の容姿を照らす。

　一つに纏めた、烏の濡れ羽色の髪。漆黒の忍び装束に身を包んだ百六十もない小柄な体軀。

　濡れた紅玉のように美しい瞳を納めた顔かたちは、どんな映画で観た女優よりも美しくて。

「……ああ……」

　彼女の紅のマフラーに入った、小さな太陽のような紋章を見つけた瞬間。

　──次は、俺の番か。

　レイは天啓のように、己の運命を悟って微笑んだ。

　無礼のないように、迷彩光を切って素顔を晒す。

　すると彼女は一瞬、息を吞んで固まったあと、深々と頭を下げて願いかけてきた。

「…………どうか、名を。……教えては、くれぬであろうか……？」

「レイ。俺の名は、レイだ。……君は、何者だ？」

「……紅忍軍、朧衆。忍び名は『暁』。真名など、無い」

　顔を上げた彼女は、消え入るように微笑んで、紅のマフラーを見せつけた。

「この腕一つが、拙者の銘にござる」

　首肯する。

　夜明けを冠する彼女と切り結び、贈りたい言葉は世辞無く一つだけだった。

「綺麗だ」

「……かたじけ、ない……」

　彼女は震えて微笑み、紅の瞳から静かに透明な涙を流した。

　そしてそれ以上は望まぬと言うように、彼女は左足を下げて半身になる。

　まるで居合いを仕掛けるように、もう片方の光線銃を両手で摑んで、身体の下に構えた。

　呼応して、レイも鞘に刀を戻し、腰を下げる。

　左足を下げて左手を鞘に。右手を柄に。居合いの形で、蒼の両眼は彼女だけを見た。

　静寂。そして、刹那──。

「……どうか。拙者に、夜明けを」

　彼女は笑った。

　彼は首肯した。

　弾けて叫んで駆け合って、二対の存在は武器を抜き合い、一点で収束──────。

　共に紙一重で時を止め、眼と眼を合わせて同時に告げた。




「──なぜ、撃たない」

「──なにゆえ、斬らぬ」




　蒼と紅。

　刀と銃。

　過去と未来が交錯する統京で、共に命を預け合う二人が出逢うとき。

　ここに現い在ま、時空を越えた運命のお伽噺が始まる──。
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